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謹 賀 新 年

1 9 7 2  

72年 を 迎 え て 日本建築協会会長塚本猛次

たゆむことなく ｇＮｎＮｐ Ｎ ｾ 追求し、その聞に、オリンピック、日本万国博と二

つ の 大 エ ベ ン ト を 成 功 さ せ た わ が 国 も 、 昨 年 は 、 ニ ク ソ ン の ド ル シ ョ ッ ク 、

繊 維 交 渉 の 不 調 な ど 不 測 の 難 事 に 見 舞 わ れ 、 一 方 、 国 際 的 に は 中 国 の 国 連 加

盟 と い う 画 期 的 な 新 事 態 も 起 っ た 。 沖 縄 の 返 還 も そ の 条 件 に つ い て は 、 一 部

の 不 満 は あ っ て も 、 実 現 に 近 づ い て い る 。 沖 縄 の 人 た ち が 過 去 に は ら っ て き

た 貴 い 犠 牲 に 対 し て は 、 本 土 と し て 誠 意 を も っ て こ れ を 償 わ ね ば な ら な い 。

こ ん な と き に 友 達 だ と 思 っ て い た ア メ リ カ を は じ め 、 欧 州 や 東 南 ア ジ ア の 国

々 が 共 通 し て あ ま り よ い 顔 を 見 せ な い 世 界 の 環 境 の 中 に 追 い 込 ま れ た 。 貿 易

の 不 振 は 不 況 と な っ て は ね 返 り 、 圏 内 は 不 景 気 風 に 見 舞 わ れ は じ め た 。 鉄 鋼

な ど の 基 幹 産 業 を は じ め 、 多 く の 製 造 工 業 は 勢 を 殺 が れ て 、 お の お の そ の 活

路 を 見 出 す ベ 〈 、 い ろ い ろ の 手 を 打 っ て い る 。 い き お い 圏 内 の 経 済 活 動 の 沈

滞 を 救 う た め に 公 共 投 資 に 力 が 加 わ っ て き た 。

こ ん な 状 態 の 経 済 の 基 調 を じ っ く り 見 つ め る と き 、 こ ん に ち ま で 甘 い 生 活 に

馴 れ た わ れ わ れ は 、 新 た な 創 造 力 を も っ て そ れ ぞ れ の 事 業 や 人 生 を 開 拓 し て

ゆ か ね ば な る ま い 。

さ ら に わ れ わ れ が 過 去 に お い て お し 進 め て e: t二 、 が む し ゃ ら な 功 利 主 義 の 結

果 が 、 今 は い ろ い ろ な 形 と な っ て 提 起 さ れ 、 そ の 解 決 を 迫 ら れ て い る 。

問 題 は 都 市 再 開 発 、 環 境 保 全 、 縁 化 、 住 宅 開 発 、 公 害 な ど 枚 挙 に い と ま が な

い 。 こ れ ら は い ず れ も 莫 大 な 資 金 を 必 要 と し 、 対 象 に よ っ て は ネ ガ テ ィ ブ の

代 償 を は ら う も の す ら あ る が 、 建 築 界 と し て は 、 い ず れ の 場 合 に お い て も い

や お う な し に カ を つ く し て ゆ か ね ば な ら な い 。

昨年の前東畑会長( 現名誉会長) の年頭の辞に、「この辺で一度調整を必要とする

時 機 が き て い る の で は な か ろ う か 」 と い わ れ た が 、 こ の 課 題 は 本 年 も ま た 続

き そ う で あ る 。

い た ず ら に 迷 う こ と な く 、 人 間 性 を 踏 ん ま え て お 互 い に 正 し く わ が 道 を 力 強

く 歩 い て ゆ こ う で は あ り ま せ ん か。

最 後 に 会 員 の 皆 さ ん の ご 健 勝 を 祈 る と と も に 、 本 年 も 従 来 に お と ら ず ご 協 力

を お 願 い す る 次 第 で あ る 。
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池 袋 西 口 民 衆 駅 ・

泊 話 蓬 東 武 会 館

施 工 大 林 組

設計監理: 国鉄東京建築工事局・鉄道会館一級建築士事務所

協力設計: 交通建築設計事務所・+ 黄山建築構造設計事務所

東京建築研究所

所在地 . 東京都豊島区西池袋 1 - 1  

建築面積: 9，527m
2  

延面積 : 68，673m
2  

( 既存合計 114，862m
2

)

構造規模 : B 4 - 2 F S R C、2 F - 15F - P 3 S

工期 1969. 2- 197 1. 11 



武 田 薬 品 工 業 研 究 所

設 計 施 工 大 林 組

所在地・大阪市東淀川区十三西之町

建築面積 2982m'  

延面積: 28，230m
2  

( 既設合計55，918m
2

)  

構造規模 : S R C B 2 、8 F 、P 3

工期ー 1969. 6- 1971. 6



阪 急 梅 田 駅

設計施工 竹 中 工 務 庖

設 計 監 理 京 阪 神 急 行 電 鉄

所在地: 大阪市北区小深町38

建築面積・南地区20，160m
2

北地区9，558m
2

延面積 : i菊地区 167 ，921m
2

北地区42，145m

2

構造規模 : S R C  8 4 、17F、P 3

工期 : 第 1期 1966.2- 1967.8 第 2 期 1967 .8- 1969. 11

第 3 期 1969. 12- 1972.3 第 4 期 1971. 11 - 1973.  11 
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竹 中 工 務 庖 千 里 山 教 育 寮

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

， 

所在地 : 吹田市千里山東 2 - 17 

建築面積 2，848 .67m
2  

延面積 : 9. 524.  90m
2  

構造規模 : R C共用様 3 F 、寮棟 5 F  

工 期 : 1970 .7- 1971 .2  



山 一 詮 券 大F加 吉

施 工 西 松 建 設

設計: 三菱地所

所在地: 大阪市東区高麗橋 3 - 12 

建築面積: 1，082.  13m
2  

延面積 : 6，491 .  55m
2  

構造規模 : R C一 部 S R C B  1、5 F 、P 2

工期: 1970 .7- 1971.9 



富 士 銀 行 六 甲 山 寮

設計施工 西松建設

所在地: 神戸市東灘区住吉町西谷山 1878

建築面積: 490.27m
2  

延面積 : 1.  179.  38m
2  

構 造 規 模 本 館 R C 3 F 、従業員棟 R C 4 F

工 期 : 1970.9- 1971 .6  



国 立 泉 北 病 院

施 工 間 組

設計 ・厚生省医務局整備諜

所在地 : 堺市崎尾( 泉北ニュータウン内)

建築面積 . ，本棟3，709. 50m
2

他に看護婦宿舎、公務員宿舎、動物舎

延面積 ・15. 366 .30m
2

構造規模 : R C  B  1 、 7 F 、 P 2

工 期 ・1968 .4- 1971 .2  



東 寺 ハ イ ム

設 計 施 工 間 組

所在地 . 京都市南区西九条南田町 1 - 4

管田町 19- 10

建築面積: 465 .  53m
2  

延面積 : 5，504.  73m
2  

構造規模 : S R C  B  1、l l F 、P l

工期 : 1970.6- 1971 .11 



明 石 市 民 会 館

施工 j菱沼組

明石万三三一

戸主ミムニ111

設計 : 安井建築設計事務所

所在地 : 明石市中崎町 1 ー 1

建築面積 : 2989 .  02rrf 

延面積 : 7，301 .65rrf 

構造規模: R C  4  F  

工期 : 1970.7- 1971 .6  



住 友 倉 庫 ボ ウ ル 1 2 0

設 計 施 工 清 水 建 設

所在地 : 大阪市西区道頓掘 1- 6

建築面積: 4， 023m
2  

延面積 : 15，691m
2  

構造規模 : S R C 4 F

工期 ・1971 .3- 1971 . 11



京 都 市 西 部 清 掃 工 場

施 工 鴻 池 組

設計・大建設計

所在地' 京都市右京区大枝沓掛町26

建築面積: 工場棟・管理棟4，001. 45m
2

延面積: 工場棟6，641. 60m

2

、管理棟 1，163 .53m
2

車荷造規模: 工場棟 S R C B  1 、 4 F 、管理棟 S . R C 2 F  

工 期 : 1969 .7- 1971. 10 



高 槻 市 庁 舎

施 工 銭 高 組

設計. 山下寿郎設計事務所

所在地: 高槻市桃園町 2 - 1

建築面積 5.074.33m
2  

延面積 19 .  461 .  64m
2  

構造規模 : S R C B 2 、7 F 、P 2

工 期 ・1969 .6- 1971.1



尼 信 ビ ル

設 計 施 工 鹿 島 建 設

所在 地 ・大阪市北区神日月町22

建築面積 ・644.02m
2

延面積 : 7，332. 34m
2  

構造規模 : S R C  8 2 、10F 、P 2

工 期 : 1970.3- 1971 .9  



明 治 生 省 吋 申 戸 支 社

設 計 施 工 大 成 建 設

所在地. 神戸市葺合区磯上通 8 - 9

建築面積 : 974.65rrf 

延面積・ 13.590 .57m
2

構造規模 : 地下 R C  3  F 、地上 S R  C  12F 、 P 3  

工期 ・1969.7- 1971 .3  



近 畿 コ カ コ ー ラ ・ ボ ト リ ン グ

芸芝者B.::I二場き

施 工 フジタ工業

設計 . 安井建築設計事務所

所在地 . 京都府久世郡久御山町大字国井字新荒見

建 築 面 積 工 場 棟22，750m
2

P  R棟 1，172m
2

その他

延面積・工場棟25，570m
2

P  R棟2，260m
2

構造規模 ・工場棟 S R C ・S P R棟 R C一部 S 2 F

工 期 : 1970.9- 1971.4 



秀 裳 苑 ビ ル

外 市 本 社

施 工 藤 木 工 務 庖

設計. 吉村建築事務所

所在地京都市下京区四条通烏丸東入ル長刀鉾町27

建築面積 ・408. 90m
2

延面積・ 4，340.10m
2

構造規模 : S R C  8 2 、 9 F 、 P 2

工期: 1970.6- 1971.7 



大 東 市 立 市民 会 館

施 工 松 村 組

設計. 吉田建築事務所

所在地・大東市曙町400

建築面積・ 1.592 .  727m
2  

延面積・ 5，082 .677m
2

構造規模 : S R C 5 F 、一 部 S 2 F

工期 : 1970 .8- 1971. 9  



N H K神 戸 放 送 会 館

施 工 村 本 建 設

設計 : N H K技術本部・浦辺建築事務所

所在地: 神戸市生田区中山手通 2 - 63 

建築面積: 1. 163m'  

延面積・ 4.636m'

構造規模: R C  B  1、 4 F

工期 ー1970.6- 1971 .5  



シ ー ア イ マ ン シ ョ ン 桜 上 水

設 計 施 工 不 二 建 設

所在地 . 東京都杉並区下高井戸 1 - 33- 10 

建築面積・ 558 .08m
2

延面積 ・
7，177.54m

2  

構造規模 : S R C 14F、P 2

工期 ・1970.7- 1971 .9
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佐 竹 台 ハ イ ツ

施工 ・皇国建設

所在地: 千里ニュータウン佐竹台

建築面積 : 1. 549m
2  

延面積 ・3.792m'

構造規模 : R  C  3  F  

工期 : 1970 .6- 1971. 2 

設 計 竹 内 建 築 事 務 所
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関 西 ペ イ ン ト 東 京 支 社

設 計 東 畑 建 築 事 務 所
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施工 . 竹中工務庖

所在地 : 東京都品川区東大井 5 - 24 

建築面積・ 675. 164m
2  

延 面積 : 3.564 .  754m
2  

格造規模 : R C  B  1、7 F

工期 ・1969. 7- 1970 .5



宮 崎 銀 行 本J吉

設計 日建設計

施工 . 鴻池組

所在地 : 宮崎市橘通東 4 - 3

建築面積 ・2.123m'

延面積 : 10，475m'  

構造規模 : S R C  B  1 、8 F  

工期 ・1969. 10- 1971.7



日 本 中 央 競 馬 会

京 都 競 馬 場

設計 安井建築設計事務所

施工: 大林組・鹿島建設・戸田建設

所 在 地 . 京都市伏見区厳島渡場島町32

建築面積: 10，904.79m
2  

延菌積 33，242. 62m
2  

構造規模
: R C  B  1 、6 F 上部スタンド P . C 大屋板 S 亜鉛鍍折板葺

工 期 : 1970.12- 1971.12 
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セカンドハウス

住宅委員長 岡 橋 作 太 郎

「 セ カ ン ド ハ ウ ス 」 と い う こ と ば が 話 さ れ た り 印 刷 さ れ た り し て い

る。 私 は 全 く 不 思 議 な 気 持 に な っ て しまう 。 ひ ど い 家 に 住 ん で い る

日 本 人 が 正 気 で 使 え る こ と ば で は な い と 思 う か ら だ。

も ち ろ ん 、 不 動 産 業 が コ マ ーシャノレ と し て こ の こ と ば を 使 う 事 情 は

解 る 。 し か し コ マ ー シ ャ ル 以 外 のと こ ろ で こ の こ と ば が 気 楽 に 使 わ

れ る の が 私 に は 気 に な る の だ。

わ れ わ れ の 生 活 の 舞 台 は 一 つ の 住 宅 に の み 限 ら れ る 要 は な い の だ か

ら 「 セ カ ン ド ハ ウ ス 的」 な も の が 必 要 に も な る だ ろ う ど ん な か

た ち で そ れ が 存 在 す る こ と が 望 ま し く 、 ま た 可 能 な の で あ ろ う か 、

そ れ は 考 え る 要 が あ る が一一ー た だ 単 純 に 「 セ カ ン ド ハ ウ ス 云 々 」 と

い わ れ る と 、 私 は 変 な 気 持 に な っ て し ま う 。 今 日 、 文 明 固 と い わ れ

る 多 く の 国 々 の 中 で 最 低 と も い う べ き 「日本 の 住 居 水 準 」 に 気 が つ

い て い な い の だ ろ う か 、 こ の 発 言 者 は 、 と 思 う か ら で あ る 。

他 の 事柄 と も 合 せ 考 え る と 、 日 本 は 自 国 の 住 居 水 準 の 低 さ を ほ ん と

う に は 分 っ て い な い よ う に 思 わ れ る 。

編 集 委 員 会 年 頭 の 抱 負

編 集 委 員 長 鳥 国 家 弘

多 く の 行 政 と 諸i団 体 の 動 向 と 同 じ く 建 築 関 係 各 団 体 が そ の 拠 点 を 中

央 に 集 権 化 さ れ 、 闘 西 建 築 界 は そ れ らの ま た 聞 き 的 な 間 接 情 報 に 依

存 し て い る な か で 、 わ が 日 本 建 築 協 会 の み が そ れ ら を 横 に つ な ぐ 関

西 に お け る 情 報 中 心 を な し て い る 。 こ の こ と は 、 本 誌 発 刊 600 号 に

当 る 本 年 2 月 号 の 編 集 に 際 し て 、 そ の 歴 史 的 重 み と し て 痛 感 し た と

ころで忌ある 。

こ れ を 十 分 自 党 し 、 な お 今 後 の 新 し い 事 態 の 推 移 を 洞 察 し つ つ 、 「 建 築

と 社 会 」 の 名 を に な い うる 編 集 を す す め る こ と を 年 頭 の 抱 負 と す る 。

法 規 委 員 会 本 年 の 課 題

法規委員長 福 田 朝 生

71年 は 基 準 法 改 正 で 明 け た 。 極 め て 難 解 な 改 正 で あ っ て い ま だ に 建

設 省 の 統一 見 解 さ え 出 さ れ て い な い 。 も と も と す っ き り し た 法 律 で

な か っ た も の が ま す ま す 複 雑 さ を 増 し 、 こ の 一 年 間 建 築 界 を 混 乱 に

陥 れ た 責 任 は 重 大 で あ る 。 学会 の 構 造 規 準 の 改 訂 も 行 な わ れ た 。 耐

震 構 造 の 再 検 討 の 必 要 性 も 強 調 さ れ つ つ あ る 。

建 設 省 は ま た 、 「 建 築 士 事 務 所 業 務 基 準 案 」 を 発 表 し て ま た ま た 物 議

を か も し て い る 。 建 築 設 計 業 務 に 対 す る 理 解 の 乏 し さ を 曝 露 し た よ

う な お 組 末 き に は た だ あ き れ る ば か り で あ る 。 国 民 の 利 益 を 考 え る

な ら ば 、 な ぜ も っ と 謙 虚 に 「士 法 改 正 J f 業 務 法 制 定 」 の 声 に 耳 を 傾 け

な、、 <T) 台、。

全 国 建 築 審 査 会 長 会 議 で 「民 間 建 築 主 事 」 起 用 の 決 議 が な さ れ た 。

永 年 の 懸 案 で あ っ た こ の 問 題 も よ う や く 今 年 は ス タ ー トに つ い た と

い え よ う 。 72年 も 多 事 な 年 に な り そ う で あ る 。

建 材 委 員 会 の 抱 負 と 要 望

建材委員長 編 内 三 郎

建 材 委 員 会 で は 昨 年 よ り 、 従 来 の 活 動 の ほ か に 、 広 〈 一 般 の 会 員 諸

氏 か ら の 質 疑 を 募 り 、 そ れ に 対 し 適 切 な 回 答 を 行 な い 、 本 誌 上 に も

掲 載 す る と い う こ と を 始 め た ( 本誌 昭 和46年 6 月 号 会 告 参 照 ) 。こ れ

は 本 委 員 会 の 任 務 と し て 、 単 に 新 し い 建 材 の 紹 介 に と ど ま ら ず 、 広 〈

会 員 諸 氏 と の 相 互 交 流 を 通 じ て 、 よ り 優 良 な 建 材 の 発 展 や そ の 使 用

方 法 の 適 正化 を は か る と い う 目 的 に 沿 う も の と し て 始 め ら れ た も の

で あ る が 、 現 在 ま でのと こ ろ 、 ま だ 多 く の 質 疑 が 寄 せ ら れ る と い う 状

況 に は 至 っ て い な い 。 当 委 員 会 と し て は 本 年 も 引 続 き 昨 年 以 来 の 方

針 を 継 続 し つ つ 、 そ れ ら を よ り 発 展 さ せ る べ く 委 員 一 同 全 力 を 挙 げ

る 覚 悟 で あ る の で 、 ど う か 会 員 諸 氏 に お か れ で も 、 活 発 な ご 意 見 を

寄 せ ら れ る よ う お 願 い す る 次 第 で あ る 。
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出 版 委 員 会

出版委員長 小中本 清

本 委 員 会 は 、 こ こ 2 - 3 年 鳴 か ず 飛 ば ず の 体 た らく で あ っ た が 、 か

ね て か ら の 懸 案 で あ っ た 「建 築 基 礎 工 法 と 笑 例 」 を 、 旧 ろう 刊 行 す

る こ と が で き た 。 手 前 み そ な が ら 、 執 筆 陣 は 基 礎 工 法 お よ び 工 事 に

豊 富 な 経 験 を も っ す ぐ れ た 技 術 者 が た で あ る だ け に 、 内 容 ゆ た か な

ユ ニ ー ク な 舎 と な り 、 会 員 各 位 の ご 期 待 に そ う こ と が で き る と 思 う 。

な お 、 い ま ま で は 、 本 会 の 出 版 は 自 給 自 足 を 建 て 前 と し て い た の で、

そ の 機 会 を つ か む こ と が 、 な か な か 容 易 で な く 、 坤 吟 低 迷 し て い る

状 態 で あ った。

し か し 、 本 年 か ら は 、 本 会 企 画 編 集 の 図 舎 を 、 出 版 業 者 に 委 託 出 版

す る 道 も 開 か れ た こ と で も あ り 、 会 員 な か ん ず く 初 級 技 術 者 の た め

に 有 益 な る 図 書 の 刊 行 、 さ ら に 一 般 人 の た め 、 建 築 知 識 の 普 及 を 目

的 と し た 図 書 を 企 画 し 、 建 築 を 通 じ て 社 会 に 貢 献 し た い 念 願 で い る 。

教 育 委 員 会 本 年 の 抱 負

教育委員長 谷 口 尚 武

教 育 委 員 会 は こ こ 数 年 、 建 築 工 事 実 務 講 習 会 、 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン

ク ー ル な ど 毎 年 の 恒 例 の 行 事 や 、 出 版 委 員 会 の 出 版 に 伴 な う 講 習 を

受 身 的 に 企 画 す る だ け で 、 い さ さ か 消 極 的 に す ご し て き た。 しかし、

昨 年 は 委 員 の 皆 様 の ご 努 力 に よ っ て 新 し い 企 画 で あ る 「 建 築 と コ ン

ビ ュ ー タ ー 講 習 会 」 を 成 功 さ せ る こ と が で き た 。 今年 は こ の コ ン ビ

ュ ー タ 一 部 門 の 教 育 を さ ら に 一 歩 前 進 さ せ た い し 、 ま た 、 本 協 会 の

特 色 で あ る 設 計 ・;縮 工 ・建 材 な ど 各 部 門 の 方 々 の 協 力 の 実 を あ げ て

一 つ の 問 題 を 徹 底 的 に 追 及 す る 、 た と え ば 防 水 工事 に つ い て の テ ィ

ー チ イ ン の よ う な も の も や り た い と 思 っ て い る 。 ま た 、 し ば ら く 行

な っ て い な い 各 地 へ の 出 張 講 習 会 を 今 年 は ぜ ひ 笑 現 し て 、 地 方 在 住

の 会 員 の 方 々 へ の サ ー ビ ス を す る と と も に 、 本 協 会 の 広 滅 的 な 組 織

・ が た め の お 役 に 立 ち た い も の で あ る 。

本 年 の 抱 負

事業委員長 北 垣 智 造

事 業 委 員 長 と し て 今 年 は 第 3 年 目 を 迎 え る こ と に な り ま し た 。 昨 年

の 抱 負 と し て 事 業 委 員 会 の 在 り 方 に 若 干 の 私 見 を 述 べ ま し た 。 .!!nち

「社 会 と 遊 離 し た 建 築 活 動 は 砂 上 楼 閣 で あ る 。 わ れ わ れ は 常 に 社 会

の 動向 に 着 目 し 、 啓 蒙 活 動 が 社 会 性 を も ち 、 さ ら に 漸 新 で 、 し か も

確 実 な も の で あ る べ き で あ る 」 と い っ た よ う な こ と で し た 。 そ こ で

従 来 の 6 小 委 員 会 を 3 小 委 員 会 に 集 約 し 活 動 の 焦 点 を し ぼ っ た の で

あ り ま す。 対 外 的 な 建 築 活 動 の 場 と し て の 「 広 報 小 委 員 会 」 、 会 員 相

互 の 技 術 研 修 の 場 と し て の 「 見 学 会 小 委 員 会 」 、 若 鮎 の ご と き フ レ ッ

シ ュ な 若 い 建 築 家 の 自 由 な 活 動 の 場 と し て の 「 若 い 会 員 の 集 い 小 委 員

会 」 で あ り ま す。 そ れ ぞ れ 建 築 に 関 す る 自 由 な テ ー 7 を採り上げ、

よ り 一 層 社 会 に 貢 献 し て ゆ く 所 存 で あ り ま す 。 ス タ ン フ も 熱 心 な 討

議 の 中 で 活 動 を 開 始 い た し ま し た 。 ど う か 今 後 と も よ ろ し く ご 鞭 縫

た ま わ り ま す よ う 、 ま た 剖 固 た ま わ り ま す よ う お 願 い い た し ま す。

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 本 年 の 抱 負

建築データシ ート 編集委員長 井 上 j晃

昭 和 43年 3 月 第 1 回 発 行 か ら 、 昭 和 45年 11 月 の 第 34 固 ま で に 延 56 1

シート( 1 ，122頁 ) が 刊 行 さ れ て 、 諸 兄 の お 手 許 で ご 活 用 い た だ い て

い る と 思 い ま す。 本 年 度 も 引 続 き 委 員 会 が 設 け ら れ て 、 過 去 の 経 験

を も と に さ ら に 有 効 に す る た め 、 増 補 改 訂 を す る こ と に な り ま し た 。

委 員 会 で そ の 計 画 を 練 り ま し た 結 果 、(1)未 発 行 項 目 シ ー ト の 補 充 、 (2)

新 製 品 の 紹 介 、 (3)既 刊 分 の 改 訂 、 を 目 標 と し て 準 備 を 進 め 、 ょ う や

く 発 刊 の 運 び と な り ま し た 。 こ の シ ー ト が 皆 様 の お 役 に 立 つ よ う に

と 委 員 一 同 頑 張 っ て い ま す が 、 よ り 一 層 充 実 さ せ る に は 、 諸 兄 の ご

協 力 、 ご 指 導 が 必 要 と 信 じ ま す 。 幸 い 監 修 は 坂 静 雄 先 生 に 引 続 き お

願 い し て ご 快 諾 を 得 ま し た 。 委 員 一 同 気 分 を 新 し く し て ま す ま す ご

期 待 に 沿 う べ 〈 努 力 致 す 所 存 で す。



4 阪急ターミナルピル新築工事の見学会

日本建築協会・大阪府建築士会

共催

日本建築学会近畿支部

日 時 2月18日( 金) 15. ∞ ( 集合〉 →17. ∞ ( 解散)

集合場所 阪急三番街 1階北側，阪急プラザ劇場入場券売場前 ・目標会

旗 ( 連絡電話番号 371- 6391または372- 7860 竹中工務底作業所)

定 員 50名( 本会割当 20名〉

申 込 往復はがきに限ります。 はがき は 1枚に 1 名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 2 月 5 日( 土) までに事業課へ。ただし定員

を超過し たとき は抽せんにて決定し ，ど通知いたします。

工事概要

所 在 地

建 築 主

投 .， 監 理

施 工

敷 地 面 積

述 策 面 積

延 床 面 残

基地階床面名

構 造

規 様

l 2 i さ

深 吉

外 装

工 期

見 下時の状況

周 治

大阪市北区小深町27

京阪神急行電鉄株式会社

京阪神急行電鉄側! l l . &: 部 ・l崎竹中工務庖. : J i : ，卜部

( 倒竹中工務庖

25.874. 88111' 

20. 166. 94m'  

149. 387.  23m'  

2. 633. 40m'  

低層部地下 4 F - 地上 4 F. …S R C造

高層部 5 F - P  3 F ….. 5  造

地下 4 F ・地上 18F • P  2  F  

軒高 ' ' '64. 630 m・散布認 …76. 030 m 

基 準 G L - 18. 150 m 

ア ル ミ カ ー テ ン ウ 宏 一 ル 自然発色

昭和45年 12月 1 日→昭和47年 3 月15日

殆んど完成

5 F - 6 F ' ・高級l苫舗 ・7 F - 1 6 F  貸事:m所 ・17F レストラン など

4 灘の生一本菊正宗嘉宝蔵の見学会

日 時 2月26日( 上) 13.40 ( 策合) →16. ∞ ( 解散)

〔参考〕自由行動 ( 運賃は各自負担 ・阪神電車大阪より片道 100円)

13. ∞ 阪神梅田発特急乗車，西宮で普通に乗換「魚崎」下車

集合場所 阪神電車「魚崎J 駅地下改札口前 ・目標会旗

見学場所 神戸市東灘区魚崎西町1丁目395. 菊正宗酒造株式会社嘉宝蔵

( 連絡電話 078- 851ー 7146 大林組住吉川工事々窃所)

見学11頃序 13. 50→15. ∞ 菊正宗酒蔵記念館 ( 重要文化財)

万治 2年 (1659年) 創業時 [ζ 建築された酒蔵を昭和35年11

月に移築保存されたもので，館内! こは普から伝わる酒蔵用

器具 ・小道具類を収集した昔をしのぶ記念館であり ，亡れ

を興味深く見学しまし ょう。またスライドも観賞します。

15.∞→16 ∞ 菊栄工場

酒造りの近代的設備を整えた鉄筋 コンクリ ー ト造，窓なし

地上 7 階建の四季醸造工場です。原料処理→醗酵→圧搾→

貯蔵と順を追うて見学します。

見学のあと ，きき酒のど馳走になり ，パンフレットや記念

館の絵葉己主並び ｾｋｩ 酉の粕を土産にいただくことになってお

ります。乙乙で 16.∞解散の予定です。

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚に l 名限りとし ，氏名

- 勤務先名および所在地 ・役職 ・述絡電話番号 ・返信用宛名

・郵便番号を記入のと 2月12日( 土) までに事業課へ ・ただ

し定員を超過したときは抽せんにて決定し ，ご通知いたしま

す。乙の見学会は岡大林組のど斡旋と菊正宗酒造株式会社の

ど厚怠により催すことになりました。ついては酒造業のお方

は申込をうけても参加をど遠慮願うことがありますから ，あ

らか じめど了承おき下さい。

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一

4 会 員 の 受 章

乙のたび 下記会員諸 氏は ， 秋の叙ｬＨ ｾｬ なら びに褒章を受け られまし た。

ζ 乙lζ 誌してその栄誉をお慶び申しあげます。

きロ寸」

秋の叙勲

勲三宮1j ; 瑞宝章 竹 腰 健 造 (課 簸 悪 霊 祭 事 務)

/ 1  11 松 村 雄 吉 ( 松 村 組 会 長 )

勲四ｾ［ 旭日小綬章 松 井 清 之 助 ( 松 井 建 設 相 談 役 )

11 瑞宝章 森 島 哲 三 郎 ( 安 藤 建 設 相 談 役)

勲五等 双光旭自主主 島 村 佐 次 郎 ( 島 村 建築事務所長〉

11 瑞宝章 小 滝 慶 太 郎 ( 富 士 電 気 工 業 社長)

11  11  副 島 栄 八 ( 高 村 電 機 製 作 所 社 長 )

/ 1  1/  熊 田 繁 蔵 ( 熊 田 工 務 庖 会 長 )

霊安 章

盟主 絞 E是 章 塚 本 猛 次 ( 日 建 設 計 社 長 )

策 絞 1出t 主主 浦 辺 鎮 太 郎 ( 浦 辺 建 築 事 務 所長)

f 〆 黒 川 巳 喜 ( 黒 川 建 築 事 務 所長)

/ 1  前 野 慶 太 郎 ( あ め り か 屋 社 長 )

11 西 田 義 郎 ( 西 田 工 務 I吉 社 長 )

1/  西 本 進( 西本組代表取締役)

11 清 ノk 愛 明 ( 清 水 工 業 所 社 長 )

紫 紋 E主 章 庄 野 勝 ( 不 動 建 設 社 長 )

4 オール建築人ボウリング大会

主 催 : 日 本 建築 協会

企 画 : 事 業 委 員 会， 若い会員の集い小委員会

日 時 47年 2月10日( 木) 集fT ・午後 11待30分， 開会 ・2 時，

閉会 ・5 時

会 場 ボウノレ国際興業 ・ナンパボウリングセンタ ー4 階ロイヤルフ

ロア( 大阪市浪速区敷津町，地下鉄大国町駅東出口北へすぐ)

会 費 1 . 000円 ( 3 ゲーム ・靴代含む，別に補助があります)

定 員 160名( 本会々員i L 限ります ・年令制限なし)

競技方; 去 1 レーンの 3 ゲーム総得点で順位を決定します。

( 同得点の際は年長者/ 1 鼠とします)

貧 年令別による優勝者に「会長賞」を贈る外 2 ・3 佐賀: ・ハ J

ゲーム11:ーなど賞品多数 ・参加賞。

申込方法 往復はがき( Ｑ 枚 ・ Ｑ ， 名Ｉに限ります。ｾ往Ｉ ( こは「ボウリ

ング大会」と氏名 ，勤務先名 ，年令 ・生年月日 ，述絡1G話番

号を明記し ， ( 復) !Cは宛名 ・郵便番号を記入して ， 1月20

円までに事業課宛lζ 願います。ただし定員を超過した際は摘

せんで参加者を決めて，参加託を送附いたします。
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一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

‘ 第 6 回若い会員の集い

ふるいまちとあたらしいまちシリーズ(3)

一一ゲストを囲んで総括座談会一 一

10月23 ・24日は，大和郡山・橿原市今井町 ・大和五条市を，続いて 11

月13日は千里ニュータウン ・逆瀬川 ・御影 ・西宮北口を訪ね，いわゆる

ふるいまち ・あたらしいまちを体験として受けとめてきたわけですが，

果して，古いまちは今もって息づいていたでしょうか? また，あたらし

いまちは，現代人の生活の十分な展開を許容するまちであったでしょう

か，今回は前 2 回ゲストとして参加していただいた先生方を囲んで，都

市化と文化財 ・開発と保存 ・生活と自然 ・まちづくり今と昔 ・時間と開

発 ・レクリエーション空間・専用住居 ・併用住居 ・計画性 ・住戸型式と

生活… ーなどについて，考えてみたいと思います。多数の方々のど参加

を銅待しております。

日 時 ＴＷ 年 Ｑ 月 ＲＸ 日Ｈ金Ｉ午後 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時 ＳＰ 分

会正草場 本会 4 階集会室( 大阪市東区北浜 3- 37. 近畿建築会館

但し北浜 2 ・3 丁目中間北側)

ゲ ス ト 工 博 林 野 全 孝 氏 ( 近 畿 大 学 助 教 授 )

山地英雄氏( 大阪府建築部住宅建設課長〉

工 博 多 胡 進氏( 大阪市立大学講師)

申 込 1月20日までに電話06 (231)  9640番で事業課宛に願います。

なお定員30名で〆切ります。

4 建築データシートの『パックナンバー』

の販売について
( 昭和47年 2月より )

昭和43年 3月 (Nu 1  ) より 45年11月(Nu33) までに毎月発行しました建

築データシートの，バックナンバーを今般下記lとより販売いたします。

購入ど希望の方はご注文下さるようど案内いたします。

記

価 格: 1シー ト ( 2 頁) 20円 ( 例: Nu 130シー ト価格6∞円)

販売方法: 発行号 (Nu) 別とします。( 送料: 実質負担〉

申込方法 i はがき J Iζ 氏名，注文の発行号，部数，勤務先，送付先を

記入の上事業課宛K 願います。

〈書考〉発行号別のシ ー ト数( ) 内: Nn 1  ( 30) ， No 2  ( 30) ， No 3  (30) ，ぬ 4 (29) .  

N<l S ( 19) ， No 6 (30) ， No7 (27) ， N<l 8( 30) ，ぬ9 (18).  Nol O( 23)  

4 建築データシートの継続発行について

本会創立50周年記念出版としての建築データシートは46年 1月のぬ34

( 総合目次 ・索引) の発行をもって一応完了いたしました。データシ ー

ト継続発行について新しい委員会を本年4 月に編成して検討を重ねてま

いりましたと乙ろ，坂静雄博士lζ は引続き監修をど承引いただくなど発

行についての体制も整いましたので，継続発行の目標を季刊 として一層

委員一同努力いたします。何卒ど期待とど支援をお願い申しあげます。

継続発行の第 l 号 (Nu35) を47年 1月に発行いたしましたととをお知ら

せいたします。 建築データシート委員会

委 員 長 井 上 混

.r 未 来 の 生 活 と イ ン テ リ ア 」 で イ メ ー ジ さ れ る も の を 募 集 一昭和47年 3月号 「建築と社会」

「建築と社会」昭和47年 3月号はインテリア特集として企画しておりま

すが，そのひとつとして . i未来の生活とインテリア」についてのそれ

ぞれの立場でイメージされているものを形象化した「図，絵」を収録い

たしたく存じております。

とりあげるべきインテリアの対象は，居間でも，住宅でも，事務所でも，

公共的空間でもさしっかえありません。未来の姿とインテリアとを加味

して図面化して下さい。スケッチでも可。

ふる ってど提出下さい。

右応募規定の要領で広く募集しますので，とくに工高生，大学生の方や

若い人たちの応募を歓迎いたします。

提出されたものは，原則としてすべて収録する予定です。
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1. 題

応 募 規 定

「未来の生活とインテリア」でイメージされるもの

を適当に図面に表現して下さい。

1. 図面の大きさ A 2 版 ( 420mmx 594mm) .  A  3版 (297mmx

420mm) または A 4 版 (210 mmx 297mm) のい

ずれも可。できるだけ墨入れの ζ と。彩色自由です

が，誌面掲哉はすべて白黒の一色ですので，乙の点

ど考慮下さい。紙質は自由です。

1. 応 募 要 領 図面装に簡単な図の説明 ，住所，氏名( フリガナ) .

年令，職業 ( または学校名) . 連絡先電話番号，返

却の有無を明記して，お送り下さい。

1. 応 募 期 日 昭和47年 1月20日( 木〉

1. 図 面 提 出 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 編 集 委 員 会

⑤ 541 大阪市東区北浜 3 - 37

- 掲載者 ICは「建築と社会J 誌規定の原稿料をお送りします0

・誌上掲載時のトク名使用も可。

・掲載時の縮小はだいたい図面の%大[ となる予定です。

・不明の点!とついては本会編集部へお問い合せ下さい。

電話 06- 231- 9648. 9649 



謹 賀 新

阿 部 市貞

株 式 会 社 建 材 社 大 阪 支 庖 常 務 取 締 役 支 庖 長

大阪市北区中之島2-22 新朝日ピル5階 1電話06(203) 3721

自宅 ー尼崎市機堂法師丸 8 1 - 5 '/払l i ; 06(491) 0829

阿 音E 暢

東 洋 土 建 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東住吉区田辺班ノ町 6 丁目 33 電話06( 69告) 1331- 5

自宅 k 阪市東住吉区田辺本町 3 丁目 188 電話06(621 )7982 

会 長 青 島 憲 輔

代 表 取 締 役 青 島 邦 夫

株 式 会 社 青 島 設 計 室

名古屋市中村区米屋町2 1奇玉銀行ピル 屯1活052(582) 7171

青島憲側 名古屋市西区枇te品通り2- 35 11Wi 052日31) 1915

青島邦夫 重岡県霊掴臨車島町大字li 木字白土ト副電話052( 801 )6205 

Z 包

同 盛 繁 男

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号 f EA初 822 ( 21) 2281  

自宅 田広島市忍町 1 5  0  7 の 1 0  ＧｉｬＡｾｾＭＰ ＸＲＲ＠ (51) 6730 

年
昭和 4 7 年 元 旦 ( 50音順)

東 秀 イ呆秋 田
主主. . Ｎｉｾ＠ ごム

言 言 i 、，ロ

株 式 会 社 東 建 築 設 計 事 務 所 社 長

大阪市北[ ) ( _ 天神橋筋3 r 日68 壬海ピル屯，11i 06(お8)5598

ＱＧ Ｑ 宅校以川ｲｉ，成出Ａｒ ｾｦ ｉ Ｕ の ＲＵ ・U，l i ; 0720 (31 )3986 

姉
l

 

l

 

---a' 

正 男

秋 田 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 丁目 47 "喧活 06 ( 443)  4961 

自宅・大阪府守 rl rn竹町4 11'i J也の I "立 j l i 06 ( 991)  4322 

秋 月 正 丘ハ

東光電気工事株式会社大阪支社 取締役大阪支社長

大阪市東区高麗橋 Ｕ 丁目 ＲＸ 番地 Ｇ ､ Ｎｌ，占Ｑｬ ＶＨＲＰＲ ｬ 日 ＺｾＲ Ｕ Ｈ ＱＮＺ

自宅 ・吹田市藤白台 4 の30の12 電話068 (72)  3214 

系同 野 栄

有 限 会 社 秋 月 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

ヰ! I 秋山市北坂の | 岡f 3  "話局0734( 31)  0286 

向宅. f 11歌山市北板の上回 r 3 包括0734(31)  0286 

j斐 井 貞

:.l.>. 

J 口

株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 民 堂 山 町 6 6 m，l i i06 ( 361)  2091 Ｈｾ＠

荒 芳手B

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 IK，2lt [.;，中 2 1・FI 37 "喧』活 06(341) 6671

自宅・芦屋市東山町213 ローズハイ 7芦且406号 1U括0797(31 )2339 

j菱 沼 猪 之 吉 木

株 式 会 社 荒 木 造 園 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

池田市鉢塚 2 丁 目 8 番21 号 電! W727 ( 61) 8874代

自宅・池回市鉢塚2丁目 91昏8 号 司Wi 0727( 61 ) 8874代

2同包

柳 不 折 ｾｉ＠ 沼 誠 夫 伊 藤 喜 三 郎

株式会社伊藤喜三郎建築研究所

株 式会 社 岡 木 組 取 締 役 社 長
株 式 会 社 浅 7召 組 常 務 取 締 役 代 表 取 締 役 社 長

大阪市凶 lixl 呈1 山本通 4 r  u  1  i在地屯，11i 06( 651 )  7775代 大阪市天 ｅ 寺 ｉｾ ｊｬ ｕＵ 津田 ｦＸ ＱＱＧｩ ｊ 也の Ｑ "官話 06( 762) 0251 J I ( 車部千代田区紀尾井町3番地文書砕秋ピル 屯話ω(263)1481I t - 7

自宅 ・大阪市西成区玉出本通 5 丁目 B7 ｭｾ 言。 ＶＨＶＶ Ｑ ＩＳＳＷＰ 自宅生駒市生駒町J ! ( 松ケ丘7酢30日 'il l:.l1i 07437( 3)  4805 自宅・東京都品川区東五反田3- 16- 55 電話03( 叫 1) 5437

主

同山正 義

株式会社二葉建築設計事務所大阪事務所 所長

大阪市西区江パ堀 10) 10B(近畿物産ピル内J 屯訊 06(443) 0598

自宅 ，;¥Iolllli 省，; l ! i <. k原野上虫勝山町14・6 屯，1，"075( 331) 8082 

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

大阪市天王、年 ｉ 豆 ｊＡＨ， ｾｩｩｾｉｾｔＸ ｉＱＧｩ ｊ 也の Ｑ ，江，1[;06(762)0251

1' 1宅・奈良市下園南 1 r n 7 待15り '1官，1.' ;0742(45 )0681 

j斐 盲
一
一

ご:Zt

1!i1.. 
野

株 式 会 社 浅 野 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市天王寺区城南寺町 9 の27

包 括06( 768) 0201代 ・( 761 ) 7870

自 宅 殺1'11111市成田西田T 4 の 2 1  電話。720( 31) 1750

赤 崎 尚 j菱 海 正 雄

赤 山 奇 建 築 事 務 所 所 長

大阪市西区立売綴北j且l の90 第三富士ピル
i受海' ，u 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

電話 06 (541) 7625代 大阪市北区老松町 1 r 目2 2 ，1i:.l1i 06(362 )8701- 8  

自宅西宮市四代田T 9 - 4 - 5 0 3 泡，l t0798 ( 67 )7129 

伊 藤 鍍

株 式 会 社 伊 藤 建 築 設 計 事 務 何 代 表 取 締 役

名古1i1 lli 中区錦 :: r 目3番6号( 1111. ピル1 屯話的2(951) 1110 1¥ 

IJ 宅・戸 Itl rli 1I1 子 IlI f 6 9  "官，1.' ;0797 ( 22)  2163 

伊 藤 武 彦

株 式 会 社 伊 藤 組 取 締f支 社 長

彦 f良 市 安 消 点 町 95 帯 地 屯 話 07492( 2  ) 3141代

自宅・彦恨i I l 本田 f2 r 目l 需9 片 屯，lii 07492 ( 2 )0025 
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護 賀

伊 藤 良R

大 栄 電 気 株 式 会 社 大 阪 支 底 常務取締役支庖長

k 阪 市 内 民 京 町 堀 2 の 3 5  11l.l舌06( 443川631

自宅 ・鐙 中 市 北 桜 塚 3 - 8 ー 7 屯話068( 54) 7747

伊 東 正 也

株 式 会 社 伊 東 建 築設 計事 務 所 代 表取 締 役

大阪市浪速区幸町通2丁目 6番地滑光ピル 電話06( 562) 4343

自宅 西 宮 市 松 生 町 129 番地の 2 電話0798 (22)3598 

伊 藤

吉

岡

株 式 会 社 ィ 急 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

山 ｊｦｾ 市ヒ ｕｾｔ 4  rf l 14 - 2 0  

電話0236 ( 31)  3223 ・3224 ・3225

新 年
昭和 4 7 年元日 ( 50音順)

井 上 j季 夫 生 重回 政

株 式 会 社 弁 上浮 夫 商 庖 代 表 取 締役

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 l の 1 0  1  1昔話 06( 441) 8531

自宅西宮市甲子園三番町 9 の5 電J W789(41) 4661  

井 上 正

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区安上町 4 丁目 5 番 地 電J k06包61) 7591- 6

自宅問鹿市朝日ケ丘町256番地の 2 1tt J t0797 (23) 0657 

池 田 目白

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古屋市中村区椿町4の28 国鉄会館内電，1/i 052(452)  1271大代

052( 451)  2025直通

自宅名古屋市干宿区下方町 4 の30 電話052( 71 1) 9 4 0 0

井 上 久 雄

株 式 会 社 池 田 宮 彦 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市南区瓦屋町三番了68 オート七ンターピ Jレ2 階

屯，l l i 06( 761) 03ω 0 6(  762 )  0396 

自宅 . l ! J I 市東 t 里子芝町 2 丁 321 電，1li 0722 ( 52)  7753 

石 井 蔀

株式会社井上久緩建築設計事務所 代表取締役所長

大 阪 市 西 区 点 目I 期 1 1' 1138 '，世話 06(443) 7338

自宅 ーl吹田市古 11.1台 3 r 円 20 - 7  "包括 068(31) 3256 

東洋基礎工業株式会社 大 阪 営 業 所 取 締 役 営 業 所 長

大阪市西区京町招1丁目 156 中谷ピ Jレ'，0: ""; 06( 441 ) ) 013 

自宅・大阪府豊中市新千里北町3丁目 l 番地

新千里北町第三団地C 40の204 司n苦068( 72) 3050 

井 手 正 雄

」

井 上 福 裁 石 )11 寛

社 同 法 人 1' 1 本 建 築 協 会 京 都 支 部 「支 部 長 株 式 会 社 井 上 事且 代 表 取 締 役

石 )11 宏

点目Irti 中，;¥rx".J1P小路通柳馬1品東入繍日r645 大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 ilI' 25 号
石 Jl I  建 築 ヰ1 務 所

o'lJ: Mi 075( 211) 2857 
'i1111孟06 ( 352) 4031- 4  大阪市天，王寺区茶臼山 1 1  1  ';11;I/i 06( 779) 9491- 2  

)'1宅・ J;f /jf >rl -j'l lj; f(壬主主l豆町通二条下司. l J l i 075( 231)  1492 自宅 ・東大阪市東石切町6丁目 4 番4号 屯M; 0729(81)  2526 自宅兵庫県宝塚市切畑長尾山2の317 沼稲0727( 59)  2663 

井 原 巌 井 上 達 明 石 回 紳 男

弁 原 築 炉 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長
株 式 会 社 井 上 透 明 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 石 田 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役

大阪市大淀区天神構筋9の8のl 電話 06 ( 372)  3321  k 阪市北区鶴野町51昨地安田ピル 電J的6( 372) 2821 代 東京却5i.岳区高給4 l'目 2 番6 月 1屯u占03( 443) ＨｾＹＳＲＱＭ 3  

自宅 ー芦 屋 市 京 芦 屋 町 5 の l 電話0797( 22)  0270 自宅大阪市西淀川区竹島町3の24 電J1i 06( 413) 1069・(171)4871 自宅 ・ 東京間 ｬｴ 吐田 谷区Ｈｾ沢 ＴＭＳ Ｑ ＭＶ ｾｉｗ［ＰＳＨＴＲＲＩＴＴＵＲ＠

諌 夫早

円 本 シ ル バ ー ク ー ル 株 式 会 社 取 締 役 社 長

*  J;r lis 中 央 区 銀 座 4 - 2  - 2  '41.1[; 03( 5611 3581  

自宅 i世田谷区南烏山 2 - 1 8 - 4 m，1l i 06( 300) 3705 

板 士百 精 治 郎

株 式 会 社 板 垣 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市浪迷 ｉｾｉｉ 本紙筋 4 J 百 3 の29 屯"li 06 ( 633)  7535 

白宅 ー大阪 rn 住吉区北島町六日立，1' ; 06( 685) 0858
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飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 富 国 岡T 9 電話 06( 364) 5836 

自宅 ・豊中市本町 2 丁目 2 ー 2 4  電話。68 (52)  5775 

十五
嵐 昇

( 資 ) 三 共 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古渥市中区下 liiJ ｩｾｬ 開 ｲ 1  2  6  '，1i.l! ; 052( 321) 9591代

自宅 ・愛知県京海市名和町名和住宅 5 - 203 

1屯括 05ω( 63) 1068

磯 道 秀 夫

太 平 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愛媛県総山市昧稲田 r z r 日13排地 17 ｾ｛ｩ［， ＢＧ［ＰＸＹＹＨＲ ＱＩ ＲＰＲＳ＠

内宅 ー怯illrlil 味洞則 2 r  1113- 16 ｾＰＺ ＢｬｩＰＸＹＹＨＲＱＩＲＰＲＳ＠

泉 治 郎 ー

株 式 会 社 熊 谷 組 大 阪 支 宿 専 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長

大阪市西区西道頓堀通2 丁目 1番地 電 訴06( 538) 1841



謹 賀

泉 哲 史沢

株 式 会 社 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区真砂町48- 1( オオシマピ Jレ)

新 年
昭和 4 7 年 元 互 ( 50音順)

山

一

相 本 義 'L' 康 彦

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪 ､ｪ ｷＺ ｲｾ ， ＺＺｪ 聞係 Ｒ 1119 昏I也 屯，; 506( 202¥4791 代

ｾ＠

崎 甚 太 郎
， ， 寸"

上 田 良 ご，ムロ宮

A 乙

平日
芳三 ｉｾ＠ ，ド E l  

自己

日 泉 化 学 工 業 倣 b式 会 社
専 務 取 締 役 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

U .  A  建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市凶区土佐堀通り I 丁目 27の 2 タケウチピル

大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 3I 電話 06 (231) 9648代

大阪市 llt 区谷町5 f J J 30 新! f " 村ピル '， 11訊06( 768) 2941
屯，1506( 443) 2261

自宅兵庫県川西市花屋敷 1 丁目32の11

自 宅 神F ' 市i健医篠原南町 2 ノ23 沼，1!i 078(871) 34 79 

1lt J i i 0727 (59)  9317  

市 繁 雄
l

 

l

 

--a

，

 日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締役 社 長

京都市 南 区 西九 条 豊 田 町 ＲＰ 電 ｾｗＷＵ (681) 5101- 5  

自宅 ・ 京 都市 左京区下 鴨芝本 町 ＢＳ Ｗ 電 ｾｗＷＵＨＷＸ Ｑ ＩＰＲＸＹ

指 宿 真 智 雄

株式会社 建築デザイン l 級建築士事務 所 代 表 取 締 役

大阪市東区南本町4- 47イトウピル電話 06 ( 252)  4905代

自宅 ・京都市左京区八瀬野瀬町54 電: t 075( 781) 6573 

.o、

勺 西 茂 雄

株 式 会 社 今 西建 築 デザインル ーム 代 表 取 締 役

大阪市西区北堀江通 2 丁目 47番 地 電 話06( 541) 3051- 3

自宅大阪市西区北堀江通2丁目 47番地電話06( 541) 3054

..0.. 

ーフ
霧 雄西

株 式 会社 今 西 組 取 締役 社 長

大阪市天王寺区上本町 7 丁目 2 番地の l 上六ピJレ

電話 06け72)1251

自宅 ・大阪府高石市羽衣2 T !'I 4番l 号 司HW7 2 2 (61) 1179 

取 締 役 会 長 今 村

取 締 役 社 長 立 石

騰

行 男

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 56 電話 06 ( 312)  8881  

フE

近畿屯気エ Ｇ ｊ ｾ 株式会社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 11 番 地 電話 06( 312) 1281

自宅 ・豊中市: i t減 塚4 丁目5 番5号 電 郡68 (52)  5887 

岩ト崎 徹

株 式 会社 岩 崎 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

本 社 飛 良 市 法 雄 立 花 町 1 0  4  6 屯，l i i0742( 22)  2283 

奈良事務所 。奈良市太森町57の3 農協会館内

屯 J i i0742(22) 2284 

自宅 ー奈良市学l苗町北 l r n 3 0 9 6 屯J i i0742 (45) 1513 

山

右崎 弘

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所 取 締 役 所 長

大阪市西区立売堀北通 2 の27 電話郎 ( 531) ω13

.k fJ ピル 2 陪 3 階 06 (541 )7301  

自 宅 ・ 奈 良 市 法 雄 町 1 0  4  6 電話Oi 42 位2) 2283

岩崎
主主

C: : I 
雄

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪府豊中市鐙I軒目 f l M1"1 13待13FI

'，1i J 506(  332)  5721大代

自宅 ー東京都大田区山王2の30- 10 電話03 (772)  2651  

岩 久 哉下

鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 応 次長> > : 技師長

大阪市東区瓦町 5 ー71 瓦町ピル

電，11i 06( 203) 338 1  {-¥;; 

ι .LI 

疋王 哲下

中目立 建 設 産 業 株 式 会 社 設 計 工 務 部 主任

大阪府泉南 ftllllt F - 取町山中 1134 '4t，1占0724( 72)4081代

上 村

株式 会 社 一 級建築士事務所京都建築事務所代表取締役

京都市中京区三条柳時湖東入中之町10 電話075 (211) 0562 

075 (231 )  5681 

自 宅 西 宮 市 五 月 ケ 丘 3 番 5 号 電話0798 ( 34) 4333 

牛 場 栄 一 郎

株式会社牛場建築設計Ｂ｝ｾ 務 所

大阪市西成区南吉田町 3 5 11'i J也 電話06( 661) :渇36

自宅 ・大阪市西成区南吉田町 3 5番地 電話06(661)お36

内 成 之田

須 賀 工 業 株 式 会 社 相 談 役

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 14 屯話 06(441) 5171

自宅・神戸市車量区師I i 町西平野字天神山61 'i l!，I!i 078( 85l) 9357 

浦 野 男

株 式 会 社 浦 野 設 計 事 務 所 取 締役 社 長

名古屋市西区山田町上小田井字中浦l お4の5

電話 052 ( 502)  1991代

自宅 ・名古屋市西区山田町上小田井字中浦1254の 5

電話 052 (502)  4501  

浦 辺 鎮 太 郎

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区梅田八番地 新阪急ピル屯，1[ ; 06( 345) 6143 

31 



謹 賀

3工 巳
i

 

l

 

---a' 

好

株 式 会 社 山 下 寿 郎 設 計 事 務 所 大 阪 支 社 支 社 長

大阪市東区北浜 5 丁目 11番地 ＱｬｬｾＡｏ Ｖ＠ (231  ) 4217 .7321 

自宅 ・芦 屋 市 山 手 町 16 電: W797 (22)  9269 

新 年
昭和 4 7 年 元 旦

( 50音順)

大 旗 正尾 亀 清 四 郎

株 式 会 社 三 晃 空 調 代 表 取 締 役 会 長

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 電話06 ( 363)  1371  

自宅・枚方市岡山手町 15 の 4 電，I W720( 41) 3427

ｴｨｾ 同組合広島県設計技術センタ一代表理 ｐｬｾ

広 ぬ d，1，品川新聞[ 7 再生 3 符 屯 活0822(91)  7245 

榎 栄 大 井 弘 =，ムロ 郎 大 林 芳 郎

東 山 幸 美 術 建 築 研
円ｾも ?雪

所

株 式 会 社 大 弁 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 大 キ本 キE 取 締 役 社 長

大阪市西区京町堀 1 丁目 76 福岡ピ jレ
大阪 ｲｬｩ 見 ｩｬｾ Jj( 楠 3 1"1175 酢I也 電 話 06(941) 0861  

大阪府大京市赤井 l 了目325の6 包括0720( 72) 1850 電J! 06 ( 444) 4521- 2 自宅・神戸市東灘区御影町御影字上の山1682の l

自宅 ー箕t面市有楽荘41"1'l 4ー 11 電話 0727 (21) 4113 

電1君。78 (85) 2501  

小 川 卯 郎

日本電設工業株式会社大阪営業部 取締役大阪営業部長

k 阪 di 火花区盤的II!j通 I J"l 1201ff  9 号

，11，1i; 06(  372)  3531代

W1::・ 1'4 杭 市 似 町 2 - 2  3  ;n，]，f; 0798 ( 34) : 狗27

‘
、

•••• 

，

 

.
，
e

 i

 

l

 

--a' 

正

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 常 務 取 締 役

大 阪 市 ! u 区 本 町 4 の 27 ;11.1. 506 ( 252)  1201 

ｮ ・ＮＱＺＺ Ｎ ＧｾＧｉＧ､ｩｕ ｦＢ内 Ｒ r  1112の47 il.l話068( 52) 3478

大 i畢 幸平 大 森 久 司

大 幸 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市凶ー区西長堀北通 11" 115番地屯，1，1; 06( 538) 0881代

自宅・盟中市玉井町 l 丁目8番18号 電 話068 (52) 3237 

大 繁 桓f

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電 話 06( 312)1281  

自宅 ・奈 良 市 今 辻 子 園J 1  2  電 ｾｗＷＴＲ ( 22) 2390 

大 山 目白 典
下

セ メ ダ イ ン 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 底 長

大阪市南区大宝寺町東之丁 41 電話06 ( 251)  3555 

自宅 大阪市住吉灰b主催日I 東7 了臼 26

電話 06 ( 691)  9002 

会 長 /J 、JII 実

大 下 )1頂 郎 岡 回 金 次 郎

副 会 長 牛
ま曇 栄 一 郎

副 会 長 玉 置 彦

副 会 長 中 井 隆
一

平 和 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締f支社長 株式会社久米建築事務所大阪事務所取締役所長

社 卜H 法 人 大 阪 建 築 設 計 協 会

大阪rfi 械東区間日町1丁目40番 地 屯J古06( 939) 4741- 5代
大阪市北区堂島中 1 - 2 3 堂島巾町ピル

ｫ 阪市西 ｉｾ 士佐揖通 ＵＱ 目羽ヤマタマピル ，.1l，1，1; 06( 448141 10 
自宅・大阪市旭区新森 5丁目 5番l号電，1;J;"U6( 952) 1240

電話 06 ( 344)  2096 

ｩｾ 組事 小川 実

専務E明王 玉 置 彦

大 阪 建 築 設 計 監 理 事 業 協 同 組 合

k 阪市内|メ1: 1主婦通51 口58 ヤマタマピル. ' I 1，!li 0 6 W8  l  3329 

‘
、

・・・』，
，
 

河 吉 之 助

株式会社 小河建築設計事務所代表取締役所長

k 阪 市 南 区 瓦 1; 1町 4 の 8 "i1! "li 06 ( 7611 2301  

事車部中央区車日本揖2f 目 l番13号ニッ士ンピル8F 電話ω ( 脳)9606

1" 1宅枚) j rli 丹唱ケ丘 12の22の37 1官，Jfi0720 (  54 )0690  

32  

日 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 東 白 島 町 1 7 の 4 包括0822 ( 28) 0281  

社長 大 鳥 居 満 也

副 社 長 柏 岡 十 三 介

株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所

点目i市右京区西院西国側 [ 30書地 (1);.l，li075( 313l 2191It 

大 広 次

同 田 正 日百

場

株式会社松田平田坂本設計事務所大阪出張所長

大 阪 市 北 | 烹 堂 島 上 3 ー 10 地，!li 06 (  344)  7821 

ｾｉ 宅東京都杉並区西荻南 Ｔ - 19- 13 m，!!i 03 ( 333 ) 2621  

河 内 石 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大東市灰塚 6 丁目 3 番 2 2 号 ， ｬｬ ，Ａ，ｾＨ渇 ＨＷＸＸＩ 776l ( t  

岡 崎 男寛

{ 申 輿 熱 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

神同市笠田区 tlllli 曲4 r闘11- 8 1{lお078( 351) 1212 代

fl 宅噂神戸市東灘I烹住吉町堂ノ本 1814 ，官，11i 078( 851) 0466 



謹 新賀

岡 i畢 勇

同 湾 建 築 設 計 事 務 所

大阪事務所・大阪市北区締ケ枝問T 146 f輩ケ枝ピ J レ2 階

電話 06(362)6082代

自宅 大阪府茨木市大字情水4 3 3

1也，lli 0726 (43)  5230 ・8953

岡 橋 作 太 郎

株 式 会 社 日 E主

ー

す

l

z
=

ロ
建

岡 本 ｾｩ＠ 善

株 式 会 社 昭 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

大阪市西区西長堀北通 1 113 8 接 地 四 y 紙ピル

活折 06 (532)  0415  

自宅・芦屡市朝日ケ丘町103番 地 電 話0797(31)  3201 

岡 本 良B

株 式 会 社 岡 本 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市改 王 寺 区 東 高 津 田T 1  2  電話06(768) 2021 

自宅柏原市国分本田T3丁目 5 - 2 屯話0729( 78)  6490 

岡 本 全 男

党 組 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大阪市天土寺l弐JU;:'・:，?側[ 14 - 5  屯 z抗06( 768) 1515f t  

自宅・大阪市西成区玉出本通1- 37 地，1ii06 (661 )  3317  

奥 政田 雄

奥 田 設 計 室 建 築 事 務 所 所 長

守 11 市 縦 町 1 6 接地' ，' [ ¥，1古06( 992)  5808 

自宅 ー交里子市大字私部 3 0 7 9 "宮J古0720( 91)1556

奥 晴 弘野

株式会社和光建築設計事務所 代表取締役所長

大 阪 市 浪 速 区 新 川 3 r 目6 3 0 Ｇ ｩｬｪ ＺＮｬ ｾＰＶ Ｈ ＶＳＳ Ｉ Ｐ Ｑ Ｔ Ｑ ＭＳ＠

年
昭和 4 7 年 元 旦

折 井 隆 ↑専

松 井 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 底 長

大 阪 市 北 区 立 品 北 町 20 '1世，li i 06 臼44 ) 4135 

7毎 上 育事

株 式 会 社 海 上 静 ー 建 築 事 務 所 取締役社長

大阪市点区博労回T 2 丁目 41番 地 中 博 ピ j レ4 F

活話06(271) 1149 ・(261)4428- 9  

自宅 大阪府槻市日程荘西町13帯地 2 司l.l君。722 (85)  2120 

千尾 本 秀 尾

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区森之宮東之町 3 9 2 電 話 06 (941) 6531代

自宅 ' J!f! 市 大 美 野 1 0 7 の 4 電 話 0 η 2 ( 37) 2548 

金 光 良日五

万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市内成区千本通 7 丁目 11帯地 泡話 06(661 ) 8181 

!'I宅 ー大阪市内成|メT 本辿 3 の31 i UMi Q引 661 ) 4574 

亀 井 晃
ご・ム

t ロ

一級建築士事務所

株式会社 A'R' [ 建築事務所 代表取締役社長

大阪市南区谷町 8 T F1 8 の2 久寿野木ピ J レ

ma古06( 768) 1405代

自宅公良 ､ｩ 六条紛 ｾｦｬ 1111537 電話0742( 45) 2995

l

 

l

 

E

-

z

'

 

芹 夫繁

株 式 会 社 川 岸 窯 業 商 庖 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 l烹靭 本 町 2 l i  1  ＹＸｬｦｩｊ 也屯品， ｾＰＶ Ｈ 532)  0461  

川 口 喜 代 枝

株 式 会 社 篠 山 川 L. J 建 築 事 務 所 所 長

名古屋市東区富士塚町 3 丁目 2番 地 電 結052 (962)7581代

自宅 名古屋市千圃区稲舟通 2丁目7番地 司! J /;052 (751)2613 

( 50音順)

川 上 慶 次 郎

株 式 会 社 鴻 池 組 福 岡 支 底 支l苫長

福 岡 市 大 名 1 r 白 1 4  -1fI: 4  5 号 電話092( 75) 7237 

自 宅 福 岡 市 高 富 1丁目 1 3 の 1 2 包括092( 53) 9510

l

 

l

 

E

E

B

，

 

崎 軍

近畿電気工事株式会社広島支社取締役支社長

広品市稲荷町 4 番] 号 住友生命広島ピル

屯話0822(62) 1471 

自宅広島市宇品御幸2丁目 2番 号 号 電 話0822(51) 7535 

1

 

1

 

・

a

E

，

崎 敬

株 式 会 社 近 畿 建 設 代 表 取 締 役

大 阪 市 同 区 初 本 町4 r 日 103 '0'宣治06(532) 0081 代

自宅 大阪市浪速区新川 2丁目 666 ，'11. 1506 (632)  7369 

J Ii 田 祐

川 田 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市港区波除3 了目 7番7号 電話06(583) 1017- 1020 

自宅 大阪市港区波除 3 丁目 12需20号

屯話 06 ( 583) 2492 

l

 

i

 

-
-
-
E

，

 

谷 勇

川 谷 建 築 設 計 事 務 所 自 営

京都市左京区一乗寺清水町 1 5  電 ｾｾＷＵ (781) 1l 48f-i: 

自宅京知市左京区一乗寺清水町15 屯 ｊ 古 ＰＷＵＨＷＸＱ Ｉ Ｑｬ ＴＸｦｾ

川 廷 誠 治 郎

神 鋼 建 材 工 業 株 式 会 社 取 締f支社長

尼 崎 市 西 向 島 町 7 7  Ifi I也 4W; 06( 411)ー 1301f -i:

l

 

i

 

-
-
a

，

 

中 正 道

三協アルミニウム工業株式会社大阪支底 取締役大阪支倍長

大阪市西区靭 l 丁目 1 2  3 番 地 近 畿 寓 山 会館ピル 6 F

電話 06( 443) 9ω l
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謹 新
(50音順 )

年賀
昭和 4 7 年 元 旦

河 喜 之 助 男 栗 林 馬木津 園下

河 津 装 飾 株 式 会 社
株 式 会 社 内 外 写 其 代 表 取 締 役

大阪市北区堂島北町 16書地包括06( 345) 9055代

自宅 ・豊中市北桜塚3 丁目9番15号

栗 林 建 築 士 事 務 所

和 歌 山 市 和 歌 浦 鶴 立 的 5 2  7  司i J 初乃4( 44) 3623

社 長

大 阪 市 北 区 堂 島 上 1 電話06( 341) 1351- 3  

自宅 豊中市服部本町 1- 10 - 3 電話068( 62) 6865

河 井 覚 弘 木 村 員呈 次

Ｍｾ＠

栗 山 平日

目IJ JII 敬 蔵
株 式 会 社 木 村 工 務 所 取 締 役 社 長

:i シェル石油大阪発売所 7 リントコート『証販売部部長

株 式 会 社 富 市 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役
大 阪 市 南 区 南 炭 1:'11 ｾｔ＠ 38 11i.l1i 06 (271 )  5678 

k 阪 r l i * 淀川 l互l判中，( ; ，ｾ｛ＲＭＷＶ 屯ぷ ＰＶＨＳＰＳＩ 7131 

自宅 ・大阪市東住吉区平野元町 7 の14

自宅 ・l崎氏市枝川町 ト144- 304 -0' 11，!占 0798( 48) 9428
大阪市北区牛丸町65 小林商事 ピル電話06( 訂2)8404 代

屯，1li06 ( 791)  0834 

辛 木 貞 氷 巳

- =企r

..!ii!. 

< = 1  

-
-

E

E

a

，

 

黒夫 清 文田

東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 常任顧門

大阪市北区侮団関T27 サンケイピ Jレ 111，1[ ; 06( 343) 0451  

株式会社梓建築 Ｔｾ ｜ 務所 代【表 取 締 役

東京都千代田区永田町2T 目148; 2号山王グランFピル5陪電話回(511l )441l代

自宅中野区小型f 5  - 37 - 23 .I1.!1i 03( 387)  1539 

黒 川 建 築 事 務 所 所 長

名古 ｉｾｲｬ￭Ｂｻｻ 有 ｉｉｾ 小針町 Ｔ r目21住地屯，1市052( 882) 0281 代

自宅・霊知県海部郡聾江町止字蟹江靖国字鹿島119 ;n話0567915) 辺白

柄 谷
τ 1::: 

太 郎
n  

工 藤 建 夫
桑 田 正

、1aEZ  

且

E::l 

藤 哲 夫工

桑 田 石i'i "，子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖 取 締 役 社 長

工 藤 雅 建 築 事 務 所
神戸市生田医 11"賢通 3 の 5 ＱＧ，ｪ［，ｾ￭［ ＰＷＸＨＷＳＲＩＶＸ ＱＱＨ ｜ＧＺ＠

尼 崎 市 玄 i I ' i 南之町 4 番 地 電 話 06 (411)  1451  大阪市北花区四貫島大通 2'丁目 12 1世話 06 (461)∞43 
」

自宅 ・神戸市民間区五位ノ池町 3 の 3

06(461)4198 ，01>461)4393 

o'll.ll i 078 ( 62)  3807 自宅・西宮市甲子園浦風町 9 の14 電 ｾ ￭［Ｐ ＷＹＸ Ｈ ＴＱ Ｉ ＰＷＰＰ
自宅 ・大阪市此花区四賞島大通 2 丁目 12 電1606 (461)  9293 

神 崎 吾 明
肯i2 j峯

....1ー・

朗 泉 昇J ，---ー
"曹、

J 、

"  
株 式 会 社 新 建 技 術 研 究 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 神 崎 組 取 締 役 社 長
平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

( 旧社名 株 式 会 社 大 建 エ ン ジ ニ ア ー ズ )

姫 路 市 北 条口 8 Ｖ の Ｓ 電ｾ￭［Ｐ ＷＹＲ ( 23) 2021代 大阪市城東区間目町 l 丁目40書地 1I1，11i 06( 939) 4741代
k 阪市内1": 江}i 綱I rfl 52l fi 地堀悶ピル' ，' 11，1/; 06(441) 1366 

自宅 ・姫 路 市 北 条口 6 2  電gi;O乃2 (23) 0210  自宅 ・吹田市内木町3丁目 2311'，8号 'ill ，! l i06 ( 381)  0451 Il 宅 娯 i ll rli 正従本側 [ 2 - 12 - 2 9  '，:!i，l l i 06(38II 5559 

泉 善 重
神 熊 ‘

、-
-
-
-
-
e
 

'' 
倉 博田 正 平

株 式 会 社 日 本 シャッター製作所 代表取締役

大阪市 点淀川区国川通 6 の38 電話06( 301) 3656- 9

関 東電 気 工 事 株 式 会社 関 西支 社 支 社 長

大阪市点区南久宝寺町3 f l d41 需地屯，!Ii 06 (253)  0291  

株 式 会 社 栄 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

大|以 di 似 品 1'( 堂仏 ii ¥Ai " 11114 屯"占06(452) '1651  

自宅 k 阪府羽曳野市高鷲7丁目 3 番JJ 号 電J君。729( 55) 4416

勇
由

J l!I'、 勝林 坂栗
厚 本 貞 文

生 活 美 術 研 究 所 ・岸 本 貞 文 建 築 事 務 所

l 級 建 築 士 事 務 所 れTVl ?守 所 長

.* Jir 酎i 渋 谷 区 忠 比 寿 南 2 - 21- 4 電.ll i 03(719) 1771  

自宅 s駐車卸渋谷区恵比寿南2-21-4 -ill ，I/;03( 7J 3)6137 

松尾建設株式会社福岡支庖 取 締 役 支 庖 長

福 岡 市 薬 院 詑 切 田 [ l l lf; J也の 2

刷会社安井建築設計事務所名古屋事務所常務取締役所長

名 台 1;1 di Ij J  IX: 鍋! 3 ::-- 24 - 17 '0' 11，活 052( 961) 1861  

il セ ・名古1.ft lliPrit 徳 rx: 岳見開 [ 4- 20- 2 "払: /; 052(831) 4459
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謹 賀 新

‘
、

-
-
-
-
a
 .，

a

・

崎 修

株 式 会 社 ミ ラ ノ 工 務 庖 取 締 役 会 長

京都市中京区夷川通河原町東入鉾岡町310

官H W75 (231) 0177 

自宅京都市左京区下鴨北園町63番地 7世話 075( 781)0676 

勝島 巳

有限会社小島勝巳建築事務所 取締役社長

k 阪市西区江戸堀北通2丁目お日昂ピル 2 陪 ・'，:Il:，l l i 06( 443) 9127 

自宅 ー凶' 品;di 五月ケ丘 6 il'i 35{ )  ・百J 后0798臼3) 5120

I目

ノし 島 義 矩

株 式 会 社 巴 商 会 大 阪 支 底 長

大 阪 市 北 区 堂 仏 上 2 - 3 8 'i ii ，l l i03(344)l 44I 大代

‘
、-

-
-
-
a
 

.，

 

:ι 晶

，ロ本多 茂

シャープ株式会社 機器営業本部 企画部長

大 阪 市 阿 倍 野 区 長 池 町22番22号 電 話 06 (621)  1221  

自宅 k 阪府羽曳野市計々上 5丁目 6 の7 1!I，J舌0729 ( 54) 4488 

小 中 村 繁 次 郎

富 士 建 設 機 工 株 式 会 社 代表取締役

京部市南以来九条川西町27l ffJ 也 '41 ，lli075 ( 691  )079ト 2

自宅・京都市南区J l UL呆河西町27需地 屯 J占075( 691 )  8224 

‘
、

-
-
-
-
a
 

.
，
 

西 岬

株式会社田中小西建築事務所取締役社長

大阪市西区阿波鹿南通 Ｒ の ω 司 ｉｊｾ 06 (532)4051代

自 宅 大 阪 市点住吉区平野西協町373の4 司IIt 06 (701  )0297 

‘
、

E

E

E

-

-
，
，

 

守義 人

相 互 建 設 産 業 株 式 会 社 設 計 部 会 社 役 員

大阪府泉仲J ml * 与取町山中 1134 i ll: ，活0724(  72)  408Ht  

年
昭和 4 7 年 元 旦

‘
、

•••• 

，

 

B

，
e

 

林 清

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 帯 地 電 話06 (444)4677 

自宅大阪市阿倍野区北白 3丁目 l 番7号 電話06 (651)  15制

林 三 甫 朗

小 林 住 宅 産 業 株 式 会 社 社 長 一 級 建 築 士

大 阪 市 京 区 耐 久 宝 寺 町 5 ー 18 11l:，l l i 06( 251) 8371 

‘
、

I

・
J，

，
 

林 四 良B

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 社 長

大阪市制島区上倒，g ，北 2TI I l l f f J 也

ｾｬＡ， Ｑ Ｑｩ ＰＶ Ｈ ＴＵＲＩ＠ 1151  ft 

小 林 清 一 郎

大 同 鋼 板 株 式 会 社 取 締f支社長

尼 崎 市 杭 瀬 字 午 新 国 2 2 需I也 屯 話06( 488) 1181  

‘
、-

----e 

，
，
 

4目

下守林
士

山

株式会社小林得志建築事務所代表取締役

大阪市北区堂島北町 2 0 番地 '，1.¥，;品(焔 ( 341) お58ft

自 宅 西 宮 市 丸 締 町 6 の 1 6  電話 0798 (66)  2394 

松 英

東海興業株式会社大阪支庖 専務取締役支庖長

大阪市北区侮悶町27 サンケイピル屯，活 06( 343) 例 51

‘
、

--E

・
・
a'.，. 

向 雄正

株 式 会 社 小 向 商 会 代 表 取 締 役 社 長

相 歌 山 di 小 総 原 i l l i 3 の 1 "立，11i0734 (24 ) 6141 

臼 宅 ・ 和 歌 山 市 大 泉 寺 丁 6 屯，11i 0734 ( 22)  7771  

( 50音順)

吉

岡 武 主 計

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市西区江戸堀 5 丁目 155 lfi 山鑑ピル 2 際

電話06 (448) 2408 

自宅 大阪市西区北線江御池通り 4 の20 電: . 06 (531)  2812 

河 内 就義

有限会社河内義就設計事務所代表取締役

広 島 市 上 織 田T 2  iI'i 37 号電』活0822 ( 28) 2271 

自宅 ・広 島 市 上 峨 町 2 il'i 37 号電目活0822 ( 21  )4808 

鴻 池 藤

株 式 会 社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

大阪市東区北久宝寺町 4 丁目 2:1番 地 電 話 06 (252)31∞大代

自宅 京郎市北区平野鳥居前町 8 6  電話075臼61) 1526 

雑 孝夫賀

株式会社雑賀建築設計事務所 代表取締役

剥l 歌 山 di 附 汀 r 1 番 地 m，1l; 0734(31)l 371 ｦｾ＠

大阪市浪速区比田 f l f l l 742 信地 電 ，lli 06 (641) 6736 

0 宅 ・利歌山 111小松原通り 5 1111 需J也 電，1[;0734(23)鵠88

佐 藤 松音

株式会社 今 西 組 取 締 役 会 長

大 阪 市 天 王 寺 区上本 町 7 丁目 2 番地の l 上六 ピJレ内

電 話 06 ( 772)  1251  

向宅 ・ 芦屋市六麓荘町 ＹＷ 番地 電 ｾｗ 乃 ＷＨＲＲＩＲＲＲＶ

佐 藤 四 良E

株 式 会 社 大 悌 取締役社長

京都市点山区今熊野大偽池田町 9 の 9

電話07日54 1) 3344代

自宅 京都市東山区今熊野池田町 8 の 4

電 話075( 561)  3725 

代表取締役所長 佐 藤 武 夫

代表取締役社長 佐 藤 次 夫

株 式 会 社 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

東京郎港区新矯 4 1 目 6 番 15号 電 話03( 436) 3511代

自宅 ・東京郎港区南脊山 3 - 8 - 3 8 青山マンンヨン

電 話03( 408) 6350

自宅・東京都世田谷区赤提 1 - 16ー 13

電 話03( 420) 5810
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謹 賀 新 年
昭和 4 7 年 元 旦

( 50音順)

佐 里予 正 笹 J lI 基 ごJ 三円主

水 愛 明

株式会社安井ｾ築設計事務所代表取締役社長 株 式 会 社 笹 川 組 取 締 役 社 長
株 式 会 社 消 水 工 業 所 代 表 取 締 役

大阪市点区品目T 2 丁目 7 "lil' J也 m，Il; 06( 943) 1371代 滋賀県大海市打出浜 ＱＳ 番 ＱＵ 号司 ｉｊｾＰＷＷＵ (23)2314代
大阪市大淀| 互市浜町 3 ー 14 '1I U古06( 372) 2851 代

自 宅 ・ 西 宮 市 雲 井 町 4 の9 電 l W798 (22) 1569 
自宅 ー滋賀県大海市西ノ 庄5 11'14 号 電 話0775 (24)5145 

自宅・兵};11県西宮市南郷町 3 ー12 m，l t0798( 22)l 184 

佐 野 友

社 団 法 人 日 本 カ ー テ ン ウ オ ー ル 工 業 会 会 長

南京国港区南青山 5-11-2 共同ピル( 南青山) 唱話回 (409)6981，6983

自宅 ・東京都太四区山王2丁目 12番地の2号 電話 C3( 771 )5410 

佐 春
士

口野

森井1官 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 専 務 取 締 役

大 阪 市 北 区 治 安 岡T 16  111，1f， 06( 443)  8381代

白 宅 尼 崎rli J l [ 閣困問f3丁目 85- 11 屯，1[ ; 06(491)9402

四 方 靖 郎

ご重三

，円 水

.::e:回

写主

好

川

倒

的

臼

ぬ

匁

ガ

)

)

f

l

l

 

事

的

問

削

C

5

5

 

t

7

7

 

1

4

」

o

o

j

A

a

 

t
沼

市

電

U

2

8

 

E

3

2

 

川

町

師

生

敷

m

-

云

層

制

い

そ

い

関

芳

4

2

z

草

時

木

1

深

1

川

探

区

務

区

見

工

見

状

計

伏

制

抗

政

市

京

方

初

E

四

京

炉

士

山賀 男

裕

須 賀 工 業 株 式 会 社 福 岡 支 庄 支 庖 長

制 IMI 市 千 代 栄 町 6 の 2 o屯Jl; 092 (65) 4731 

自宅・嬬問 r[ i点取 2 r 目 5 の 1 6  ' i!i話092 (82) 1451 

圧 勝

志 賀 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役

柄|琵1rnn fi ，) 5  j 'ト120 市 11 け 包 括092(82)5631- 4  

自宅・福岡市田島友糸亭942の21 哩.u，r;o92 (87) 6  1  1  0  

野

不 動j 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大阪 I打点|烹 'I' ! f 町 5 r  Fl 301昨J也 γ!t，1孟06( 201) 1121 

rJ宅 ・大阪市住吉区帝塚山西 5- 18

斎 藤 博
勺. u凪z  

路

F員品 『

雄 白 井 周

Ｇｨｾ 水建設株式会社 代表取締役副社長( 大阪駐在)

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 社 長
株 式 会 社 塩 路 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪 rliy!j l孟 t 佐娼通 2 j' rq 2 吊;J 也

大 阪 市 北 区 箆 回 町 1 6  電 話 06 (363) 1371 大阪市南区塩田T通り 3 の 14 芦池 ピル
7消"円11;1本叉i述i主!J殺世材除t式f会そ宇社t 大阪支庖 司泡i.l話古Oo以ω4判43ω沌5臼43担l 太代表

自宅・箕面市百楽 3 - 4  - 2  ; l l j t0727 (21 )2341  ，官，活 06( 251) 3231 ・(271)2495

阪 ロ 重 ロロロ )11 一 = 男 自 石
z玉z三k• 宣

男

一一

阪 [ _ J 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長
株 式 会 社 品 川 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長 株 式 会 社 藤 木 工 務 1;5 常 務E里司王

大阪市東区京僑 3 の68 ｾｴ 浜ピ ｊ レ Ｒ 号館 得手f 市 順 化 1 丁目 l 恭一 19 号 電 話0776(22) 6683 大阪市東区両作町 1 r 目13番 地 電 源 06 (942) 1461 

包括06( 941) 8441
! ' : I 宅稲升市続出国[ 桜島幼稚l刻時l 隣 自宅大阪市住吉区墨江中 1 の 臼 電 話 06 (671)  3792 

'，lJ:，1古0776は3) :>552

坂 本 承 明
JtAiZk 之 谷 幸 雄 城 口 庸 平

阪 神 建 鉄 株 式 会 社 取 締1支 社 長
渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

東 大 阪 市 中 野 2 1  4  電話0729(62)1234 大代
大 阪 市 南 区 鍛 冶 屋 町 5 2 包 括 06(211)7333 大 阪 市 北 区 高 1豆町 l 番 地 電 話 06(372)7151代

自宅 ・八 尾 市 二 俣 2 5 2 の 7 11U; W729 (22)8臼4
1' 1宅 担III; r[ i恥維| メー本山町岡本214の 6

1・1l，1孟078( 431) 1863 

佐 々 木 孝
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島 勢 喜 須 賀 孝田

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪。 li 阿 1;( 土 佐 劇 通 1 r  14 14 ・世泊 06( 441) 5171

n 宅・両宮市笠井田r 6 待 14 )-;' 'il l.l li 0798 (  33 )0269 

西松建設株式会社大阪建築支庖 取締役支底長

大阪市東灰釣銭町z r 円411昨I也 ，1i，11i 06( 942)  1131  Ｈｾ＠

自宅豊中市永逝 ｾｦ 2  - 6  - 28 ';(!，:<'i 068( 53)  5379 



謹 賀 新

杉 村 正 三 郎

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

太阪市点淀川ｉｸＺト三回之町Ｓｦ日 ＳＴ ＱＱＧｩ地 Ｑｾ ， ＡｾＰＶＨＳＰＲＩＰＲＳ ト Ｕ

自宅・兵席以宝塚市栄町3 TTl 9 !f，20号 屯，!f，0797(86)3623

F寓 正 美田

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 底 長

大 阪 市 北 区 筒 田 町 30 需 I也 市，lli06 ( 364) “61 

津員 本 典戸
ご・ム

，ロ

手建 設 備 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 底 長

大阪市邸島区郎島本通 4 丁目 10番30j.} 電話 06 (922)6251  Ｈｾ＠

自宅・宝場市御殿山 2 丁目 19 の l 惜， ＱｾＰＷＹＷ (86) 1437 

年
昭和 4 7 年元日

( 50音順)

回 谷 清 ニ 郎

.E.aZ園Z圃

杉
差

久E百 3
C I  

清 光 商 事 株 式 会 社 社 長

株 式 会 社 大 成 鉄 工 所 代 表 取 締 役

ｫ 阪市西区凶辺 ｾｩ 線通 Ｓ T  1-'I4 lfi)也 屯，lii06何41) 1661

枚 方 市 大 字 出 11383 番地 m，l i i 0720(31ＩＷＰＰ Ｑｬ ｾＭＸ＠

自宅神戸市車置区魚崎中町4丁目5需10号112 ，1I 11i 078(411 )3396 

田 本す 厚

田 中 員

古

間回 伊 三 郎
清

太 j学 制1 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市北区悔旺! 町47 新阪神ピJレ 屯 話06( 344) 2791 ii: 

自宅・兵庫県芦屋市西山町50税 車 包 刷797 (22) 024 9  

田 中 幸 三 郎

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社 取 締 役 社 長

緋 市 海 山 町 6 T  2 2 4 需 地 屯 J i i 0722( 33) 1181 

古

同 橋 浅

田 中 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪 rli X  F. !i' 1メ北川桝岡 f 54 "払l削 61771) 2391- ' 1 

自宅 ー大阪市阿倍野氏阪市町5- 9- 24 '1!i，l，l i 06( 622) 0494 

五 洋 建 設 株 式 会 社 支 庖 長

大阪市北 ｉｾＺ 締田町 ＴＷ 新阪神ピル 'i !i，i i i 06( 345) 0631  

銭
.田e・Z.23  • 

輝 之 回 中 政 I富C::I司 橋 慶 夫

株 式 会 社 銭 高 長且 取 締 役 社 長 大 島 服 用 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長
株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 社 長

太阪市西区阿波座上通31 目2番地 m，I1i 06( 531) 6431大代 点 火 11.0( rli Irr 11: 1  1  4 吊: ) 也' ，U，if;06( 782) 4171- 3 大 阪 rli 凶 [ ' Uミ田f 楓 2 r n 7 5 . '宜，l i i 06(441) 9351 

自宅 ・大阪府 ＧｾＺｬ ＮｦＺｩ ｲｬｩＪ 羽［ｸ 1  J i  1  Ｗ 待 ＵＵｾＧ 06( 782) 673<1 - 8  

自宅・大阪市w: 淀川 l><: 相川中通2- 2- 4 '，i! J古06( 328) 0935

ほぷ0722(  61 ) 0990 
ＱＧＨ Ｇ 主Ｉ， ＺＱＱ 山 ｬｩ｢ ｬ､ｕＡ メ ｝ｨ｛ｾＨ ノ ｾｲ 1の99

盲リ 島 策 ) ¥ 国 決リ 誠 也 竹 腰 健 造

株 式 会 社 潟 村 電 機 製 作 所 取 締 役 社 長 株 式 会 社 回 目 制 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 株式会社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代表取締役

大阪 l(.f八 JGrlif主笠岡 f 3 - 3 - 1 2 屯，1[; 0709 ( 99) 0151 和 歌 山 市 ド 町 19 lI'i 地' l l ! ，l l i 0734 (31 ) 0261- 2 大阪市北区堂島中 2 丁目 37番，'Il，!，T; 06 (341) 6671代

自宅 Ｎｫ｟ 阪 ｉＨＮｦ 八 ｊｾ 市長池町 Ｕ - 4  'i! i. lIi 0729 ( 22) 5112 自宅 ・有l 歌 山 市 下 町 19帯地 'lll .ll i 0734 (31  ) 0261- 2 自宅・西宮市松園町 7 番 2 2 号 電，!1i 0798( 34) 2650 

田 信夫口

株 式 会 社 恵 美 須 建 設 代 表 取 締 役

京郎市左京[ え浄土寺烏均町 1 5  1  

屯 11后075( 761)  1151- 3  

自宅・京都11M左京区鹿ケ谷法然院田 f 7

屯，!1i 075( 771 ) お43

田 H  

h 、

:z;; 代 表 者

竹 原 永 一 郎

商

神丙 rli 世田 !>('f:. [72( 7 レセントピル) 'i lt" 占078( 391 ) 0881  

自宅神，; ，11根本lメa 五色山Hr l l 1!'i 16日 '，a ，i /;078(707) 8839 

株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 ー . 1 } 務 所 取 締 役

大|以rli i! i迷| メ幸町通 2 J  J  16 吊: ) 也仙光ピル

l在，l i i06 目62) ＴＳＴＳｻｾ＠

自宅Ｎｾ中市蛍池西町 Ｑ r 日1 - 4  '1l!，!t. 068 ( 55)  0230 

回 賀 勉
-EEーEZ・2•• 1  

須 洪 郎 谷 口 尚 武

株 式 会 社 団 質 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 取 締 役 社 長
株 式 会 社 大 林 利1 専 務 取 締 役

大阪r ! i ，!Ij ｉ メ ｾｾｴｗＮｴ 工泊 Ｕ r 円551ft!也 脱出ピル

m，J占06何31) 7193代
大阪市東淀川区加島町 3 5 7 岳 地 電 話 06( ま) 2) 2271 大阪市東区) ? : 緒 3 丁目 75 11'i)也 1! l.l1i 06( 941)  0861 

自宅・神丙市* 灘区魚崎南町 l 丁目 2番魚崎コーポ 2- 1117号

自 宅 西 宮 市 甲 子 園 町 3 番 8 号電話。798 ( 41) 0494 
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谷
I

 

l

 

--s' 

丈 夫

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 専 務 取 締 役

大阪市大淀区中津南通4丁目 11番地電.11i 06(458) 3531代

自宅 ・吹田市千里山西3丁目 14- 29 o'(t .l l i 06( 384)  8706 

玉 置 巌

玉 置 建 築 設 計 事 務 所

大阪市治速区西岡手町 1009番地

電話06( お 2) 1513.  3355.  3726 

大阪市浪速区西聞手町1009帯地

電話06ω62) 1513. 3355.  3726 

年
昭 和 4 7 年元旦

( 50音順 )

寺 徳 重

千 原 大 五 郎
回

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 副 社 長

東京郎港区新縞 l ー10- 7 大和銀行新儲ピル

m .11i 03 ( 572 )  4595代

自宅 ・神奈川県雌沢市鵠沼松が間 1 - 15- 25

o'(t . l l i0466 ( 23)  3124 

千 原 弘

:.1..>. 

J 口

大 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電話06( 262) 1131  

自宅 ー大阪府箕面市桜井 2 丁目 4 - 3 9

電話0727( 21) 4641  

イ専 正 明

日 本 化 成 株 式 会 社 関 西 事 業 所 技術開発部長

大阪市北区末広町17( ニュー大成ピル) ｾＡｬ ＮｬｴＰＶ＠ (312  )6694 

自宅 . J!l 1  ，11 瓜 北 町 6 - 3  2  5  屯;];I; On2 ( 62 )5834 

馬

サ ン 建 工 株 式 会 社 取 締 役 営 業 部 長

大阪市西区北堀江上通 3 ni 221f O也( 久竹ピル)

屯Jl i 06( 日8) 2007

自宅 ・大阪" ，大淀区中浄浜i J . ! i l T 目3t住地

中 ｩｾ ｬＧＩ パーサイドコーポC- 929 m. l ，f; 06( 371  ) 0385 

橘 春 重 塚 本 5孟 次 東 土問 謙

橘 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 府 東 大 阪 市 御 厨 1 6  電話06( 781) ω37
株 式 会 社 日 建

壬'" 計 取 締 役 社 長

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

る又

自宅 . f f . 良県生駒市新旭ケ丘 11 8; 34号

k 阪 rf1 ut 医 伏 見 町 5 - 19 電話 06 (202) 閃 91

電話07437( 3  )  2401  

自宅 ・神戸市東灘区住吉町縄手下 1680 電話 078 (851)  5043 

橘 泰

:.Lt. 

辻 本
E量E包i!. 時 山 青E 太 郎

J 口

東邦ノ f ー ラ イ ト 株 式 会 社 代 表 取 締 役 辻 本 豊 設 計 事 務 所 所 長
時 山 設 計 事 務 所 所 長

( 旧共栄)

大阪市東区森之宮西の町 5 9 4 ，世相06 (941  ) 9243 

和 歌 山 市 東 長 町 中 の 丁 1 2 - 3  包 括0734 ( 24)  6346 大阪市北区曽恨崎上2丁目 21 ;番地美郡ピル 電話06(361)  6248 

自宅 . ｊＣｾ市若訟台 Ｓ T 2 6需 3 号 t包括0722( 91) 2267 
自宅 ・和歌山市東長町中の丁1 2 - 3 電話 0734 (24 ) 6347 

自宅 大阪市東淀川区三国本町 2 の127 1Il 1&06( 393) 955i  

丹 徳、 議司

ア サ ヒ 衛 陶 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 1 包 括06( 673) 6001

自宅 大阪市住吉区粉浜東之町 4 丁目 30番地

実日 見 義 夫

株 式 会 社 斎 藤 省 三 商 広 大 阪 庖 取締役支庖長

大阪市西区土佐堀通 1 T 日 11I'i J也大同ピル 6 陪

電話 06 (443)  3361代

地 E頁 政 人

小俣シャッター工業株式会社大阪支底 取締役支庖長

大阪市北区若松町 30番地電話06 (364) 4825 抑 制 9016

自宅ー尼崎市武庫庄字正向上195町 3 電話佃 (421)5228

38 

恒 成

ヨ"

合 名 会 社 つ ね な り す た じ お 代 表 者

大 阪 市 * 区 北 浜 3 r 目 40 '1立泊06は31)0141

自宅・盤中市玉井町 2 - 8 - 2 0  m訴068( 41) 2659 

津 村 芳

オリエンタルメタル製造株式会社 取 締 役 社 長

尼崎市H白和市通り 3 T  ld 2611' f J 也( 松本ピル)

君1.!i ; 06( 412) 5131

白宅 t晶玉県大富市高興町 3 丁目 58

電話0486( 41) 02ω

寺 嶋 男末

日米パーテイション株式会社常務取締役営業部長

大阪市凶区本悶 2 番町38 辰巳ピル

電話06 ( 581)  1131代

守

田
光 男田

丸 善 冷 熱 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市浪速医河原田f 2  r 日1470番地( 丸善ピル)

1屯.10506(631 Ｉ ＱＴ Ｓ Ｑｻｾ＠

白宅 ー大阪府枚方市三柴1 r 日13 / 5 電話0720 ( 56)  4451  

友 俊 夫田

友 田 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市都島区都島中通3丁目3'8; 6号 包 括06 (921  ) 0331  

n宅 ・大阪府交野市大字私自日2851 ，喧 .11i 0720( 91)  5085 

内 藤
富

一

(

株 式 会 社 竹 内 建 築 事 務 所 代表 取締 役

大阪市南区民掛橋筋35町 l 目誕ピル 電話06(211)270針t

自宅大阪市阿倍野区王子町 4 丁目 l 番8 の303月

電話06(623) 7385 



謹 新賀

内 藤 正 克

株 式 会 社 内 藤 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

兵庫県小野市 k本町 240小野ピル 電話 07剖 6 (2 ) 4757代

自宅 ・兵庫県小野市久保木町 l 郎3 電話 07倒 6 ( 2)  46倒

代 表 取 締 役 中 井 惣 一 郎

取 締 役 副 社 長 中 井 康 勝

株 式 会 社 中 井 線、 中且

尼 崎 市 常 光 寺 え 町 1 - 3 電話06( 481 )  5461代

中
l

 

i

 

-
-
a
'
 

匠

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市北区浪花町 3 8 新興ピJ レ 電話 06(371) 3651  

自宅 ・宝 塚 市 米 谷 石 田 1 8  電 ｾｗ 乃 ＷＨＸＶＩＲＳＹＱ

中 川 真 佐 吉

ア ポ ーロ 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 東 区 北 新 町 2 丁目 7 電話06( 942) 2951- 5

中 道 夫
l

 

i

 

---a' 

日 研 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市北区大工町5 O( 千代田第一ピル) 屯 l活06 ( 352 ) 3035 

自宅 ・高 槻 市 日 吉 台 2 ー 1 1 - 3 電，! [;0726(82  ) 5923 

年
昭和 4 7 年元旦 (50音順)

野 網 俊 雄中

主主Z

9 u  

士

口

西 日 本 規 格 サ ッ シ 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市浪速区敷渉開T 3 の20( 建団連会館)

電話06(641  )5859 ・6018

萩 勝

田

株 式 会 社 日 本 総 合 建 築 事 務 所 社 長

東京都渋谷区神南 1 - 12 - 16 電話03( 463 ) 5020代

自宅東京都太田区山王1- 29- 3 電活03 (771 ) 24ω 

中
豊
一
旦 正

株 式 会 社 萩 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

東京都目黒区青葉台 2 - 2 0 - 14  電話 03( 719) 1734代

自宅 ・東京都目黛区平町 1- 16 - 6 電話03( 723)  1074 

橋 本 正

キサ

株 式 会 社 日 邦 建 築 企 画 設 計 代 表 取 締 役

大阪市北区侮ケ伎町 114 関西ピル 電話06(362) 1767 .  9697 

自宅・京都市下京区七条通東堀川西入八百屋町12

電話075 ＨｾＷＱＩＲＷＵＵ＠

理事長 中 村

所 長 坂

文 夫

静 雄

鹿島建設株式会社大阪支! 古 常務取締役支 Jd長

大 阪 市 東 区 瓦 田T 5  - 71 電話 06 (203)  3381大代

橋 本 久

ご重三

J 同

f

g

l
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ロ
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令
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m
削

試

飢

似

A

口

話

括

公

川

電

電

L

:

お

お

鍔

唱

河

川

町

建

時

山

本

附

畑

日

刑

制

日

定

政

一

口

人

府

市

，

阪

阪

法

大

決

団

所

一

時

財

本

城

氷 井 賢 城

吉 野 石 膏 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

大阪市北区堂島浜通 1 - 25( 新大ピル)

電2話古0ω6(3鈍44り沌6“69釧l  

自宝宅主 . 西芭宮. 市甲干園 6 番番.匝町T 7 一 6 1電IU話1i 0仰79鈎8(“41υ)136創l  

長 谷 川 幸 雄

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社長

東京都港区西麻布 l 丁目 13需11号 電話03¥ 4v3)  0251大代

自宅 ー藤沢市鵠沼海岸2丁目8の26 電話0466( 36) 7706

長 屋 賓

株式会社桜井建築設備研究所大阪事務所 取締役所長

大阪市西区靭本町 1 - 5 0 第2 富士ピル

電話06 (443)  7891  

自宅京都府乙訓郡陶日 町鶏冠弁荒内35ー 26

電1話古0仰75以(9犯22幻沌6臼37乃9  

中 i畢 誠 郎 西 嶋 徳 太 郎
浜 口 幹 郎

株 式 会 社 中 津 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 副 社 長
株 式 会社 j菱 y召 来且 専 務 取 締 役

大阪市北区富田町38 高縞ピル北 5 号館

大 阪 l市 西 区 1芦田T 沼 2 ー 75 "1ll:，JIi 06 (441 )9351  
大阪市天王寺区東高津町 8 の l 電話 06 (762) 0251  

電話 06 (363)  3881  

自宅 ・守 口 市 j竜 井 元 町 3 の27 電話 06 (991)  1848 
自宅大阪府箕面市桜ケ丘 3 - 11- 35 11.t，J舌0727(2υ2432

自宅・奈良市南登美ケ丘3336の7 電1的 742 ( 44) 3237 

中 原、 茂

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市西区靭本町3 丁目90番地 岡崎橋ピJレ

電話 06 (445)  0039 

株 式 会 社 朝 日 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

大阪市東区内本町橋諮問T39i岳 地 電 話06(941  ) 3928 

自宅 ・ 吹田市 ｬｾｾ 山台 Ｓγ 目 ｬ の Ｑ Ｙ

根 津 耕 郎

株 式 会 社 根 津 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市東区安土町 2 ー 15 佐々木ピル 5 階

E官話06(  262 )  0595代

自宅 ー宝塚市川面 6 f H  19君主 10号 電話0797(86)  7862 

原 正 太 郎

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東淀川区西中島町 1 丁目 125番地

電話 06 (まH) 9 al

39 
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原 ネ青

甲 南 建 汐 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市東淀川区ト三西之町4丁目 3番地5 電 話06( 30211551(¥ 

自宅西宮市名止町 ＱＲ 帯 Ｙ 号Ｑ｜ｬ ｊｾＰＷＹＸ (22) 15加

原 重 信田

原 田 七 メ ン ト 化 工 株 式 会 社

大 統 商 事 株 式 会 社 代 表 取 締 役

泉州生コンク' ) ート工業株式会社

。，1!，ll i06( 462 )1212 

k 阪 市 此 花 区 朝 日 絡 通 2 - 13 'i l!，IIi 06( 462 )1471 

Ｑ ＱＡ， ｉｾＰＶＨ＠ 462 )  1421 

自 宅 尼 崎 市塚 11町 3 rr l 41の 8 ＧＧＺ｛ｬ ， ｉｾＰＶＨＴＶＱ＠ )4518 

原 守田 蔵

原 問 今 商 事 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市内 ｬ メ Ｑ Ａｉｩ長嶋 ｲＫｾ ;曲 3 の 8 1官，1t. 06(541  ＩＷ ＴＵＵＨｾ＠

自宅 大阪市天王寺灰色王寺町 6 帯地の 2

l官，1[;06 (771  ) 9792 

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 専 務

伴 雄秀

株式会社西原衛生工業所大阪庖取締役会長

大阪市大淀区中津市通41 目U番地 泡 Ui06( 458 ) 3531 

日 名

. .d.  

ロロ 雄

建 築 コ ン サ ル タ ン ト 事 務 所 関 西 所 長

大阪市東区安土町 2 の12 トヤマピル

屯J t 06 (271)  4103 

自宅 ・ ｾ中市旭ケ丘 Ｙ 番 ＶＴ の ｉ 電，1;';068 ( 56)  02∞ 

久 良
士

ロ田

株 式 会 社 東 洋 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役

大阪市rtil :i( I 本町 4 f 円610帯地( 昭和ピル 3 断)

宿泊06 ( 768 ) 2029 .  2020 

臼宅八 ｬｾ､￮ｲｌｊ 本町市 Ｔ 丁 ｊｱＷ Ｓｴ 昨地 '，'IJ: ，!f. 0729 1  22 ) 3095 

40  

年
昭 和 4 7 年 元 旦 ( 50音順)

代表取締役 福 永 薫

専務取締役 福 永 健

株 式 会 社 祈 永 建 築 設 H '11 務 所

k 阪市! 軒| メ附il 苦闘T通 4 の61 m，If. 06( 251) 3102.  5189 

臼宅 ・大阪市南区間iilr 町通 4 の 61

11t.lt. 06 (  251)  3102 ・51鈎

福 西 清 左 衛 門

平 田 作 太 郎

株 式 会 社 舗 内 工 務 自 代 表 取 締 役

時わ ｬｩｩｾＮＧ ｩ］ イ ｩｩｬｴｾｲｲｲＯ ｉｪ 4  1i 85- 3 首，!，r，0722( 41 )  1465代

向宅 . j堺市浜寺石棺町西4丁185- 3 司1.11i 0722(41  ) 2918 

福 久

株式会社 弔 問 タ イ ル 社 長

大 阪 市 Ilij [ l { 阿波崎中 l の 5 ;'1!，1f. 06( 532 Ｉｬ ＲＳＴＨｾ＠

自宅 京都市下 Jf:l l { 綬小路通k 古l Ii 'ill ，If. 07引801)1806 

平
I

 

I

 

E

E

E

，

 

ごま士

ｉｾ＠ 行

本す

日本住宅パネル工業協同組合大阪支所 理'liJ 支所長

大阪市北区 ［ｾｈｄｾｲＴＶ ｉＱＧｩ ｊ 也 ｏｩ｜ Ｎ 二部凹 町ピル Ｉ

'，1]:，11i 06( 313 )3321 

1' 1宅 111;11I "i 竹見向 2 rn 2 需4 号 γ1l，lf; 068( 31 ) 8971 

福 京員 圭蔵

大 阪 化 構 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 1( ，1八 l f ，11 弓削 2 6  6  - I  Ｎ，Ｎ ｬｴＧＡＧｾＰＷＲＹＨＴＹＩＴＵＰＱ＠ Ｈｾ＠

広 嘉谷 秋

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 代表取締役社長

大阪市内 l式市綴江通 6 の 3 9 1官級06 ( 541)  5757代

自宅大阪市住吉区住吉田T242の22 ; 包括 06( 673)  5120 

船 橋 明

合 資 会 社 中 建 築 設 計 事 務 所 代 表 社 員

名古Jil， r打'Irj l{j1g瓦町 19( 石棺i ピJレ) ，t【，1，"052( 26り4411

II 宅 名 宵l長市 f 純Il{ nケ l主2 1 1 1 - 2 - 8 3

γll ，l，l i 052( 711 ) 8010 

福 朝 生

高砂ｰＮｾ学工業株式会社大阪支底取締役大阪支応長

大阪市北 ｉ ｬｻ ｺ 岡町 ＵＵＨｾｴ 阪急ピルＩ 電 話06( 372)  2511 

藤 井
車
早

ｾ＠

田

株式会社双. I D _ 社竹腰建築事務所代表取締役

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 r  Ii 37 屯，11i 06 ( 341  ) 6671  

自宅・西宮市甲子関砂田町2帯8 号 屯j ，! i 0798( 48) ω89

福 ↑専 臣

株 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締 役 社 長

大 il1 rti 本 省 2 の 2 の 9 電話 0775は3) 0119代

i ' J宅 京町s"，左京l互依ケ鱗泉川町 2 3  

，1l，lIi 075(  781 )日33

藤 木 銭

田

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取締役社長

大 阪 市 東 灰 1: 町 5 lI'i J也・官，11i 06( 762 ) 5701代

自宅・奈良 rli"i':[l胡 k 和田Tl ｊＱｾ＠ 179 '1官，1f. 0742( 45 ) 8817 

福 好 雄

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 両 替 町 l の 1 3  電話06(942) ＱＴＶ ｊｻｾ＠

田

社団法人日本サ y シ協会| 瑚丙支部 | 期間支部長

大阪市浪速 ｉ ｬｻ敬 ｩｾｬ 開 ｔ 3  20( 控1・H; .車会館内)

;官，1[，06(641)  5 8 5 9 ω1 8  

福 中 定 良R

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 常 務 理 事

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7  ?u，l，f i  06α31) 9648 

自宅・枚方市香霊園田T 2 6 の6 8  ?UJ f;0720 (31) 0549 



謹 賀 新

藤 ヂR回 日百

株 式 会 社 都 市 問 題 経 営 研 究 所 所 長

大阪 rli 北区太倣寺町98- 5( 阪急東ピル)

1tt.ll i 06( 312) 3918 

自宅 神戸市東灘区本山町問本宝蔵間本ハウス 605

'11t.ll i078(411 ) 3989 

年
昭和 4 7 年元日

( 50音順)

目IJ 原 明
ミ'.L.

，ロ
星 野

E ヨ

匡ヨ

株 式 会 社 前 原 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

岡 山 市 富 田 町 2 丁目 7 - 4 電話0862( 24) 14∞ 

自宅岡山市富田町 2 丁目 7 - 4  1tt活0862 ( 幻 ) 5340

藤 田 隆
τ，ot  、 堀 田 雅 多B 松 井 秀

広 島 県 建 築 設 計 事 務 所 協 会 会 長

新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 底 支 庖 長

亀 井 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 機 川 新 町 7 番 3 号 電 話0822( 9り7245

大阪市北区堂島浜通り 1 丁目お番地の 1

大阪市東区南久宝寺町4 丁目 d 7  電話 06 (25J.) 1353 
電.!主06 ( 344 )  6031  (¥ 

自宅 ・尼崎市七松町 2 - 1 3 - 4  電話 06( 417) 3613

藤 村 i青

株 式 会 社 日 新 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区登庖町 1 丁目66 I1'f J也 旬結 06 (352) 6161 

自宅 ・奈良市中山町937番地の37 包括0742 (44) 0201  

藤 本 圧 之 助

株 式 会 社 工 盛 社 代 表 取 締 役

大阪市城東区西嶋野 6 丁目 4 3 電話 06 (961)  4460 

06 (962) 1288 

古 屋 才 兵 衛

日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 取 締 役 支 庖 長

大阪市東淀川区瑞光通 4 丁目 301住地の2

i1Vl; 06 ( 329)  ＷＷＳＷＨｾ＠ t  

自宅和歌山市西小二里1丁目3番地 電話。734(44)5037

プ ラ ス チ ッ ク 建 材 協 議 会 会 長

東京都千代田区震が閃3の2の6( 点点倶楽部ピル)

1也lli03 ( 580 ) 0774 

自宅ｾＮｇ，区目白 Ｔ のおの ＲＳ 'o包括03(404 ) 6838 

布 袋 園 雄 松 岡 晃 郎

東 西 建 築 サ ー ピ ス 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東1 ) { 繊細 2 r 目48帯 地 屯 .l t. 06 ( 202 )  3626代

自宅 ・和歌山市新掘南の丁2 - 6 - 1 電話0734 ( 22) 9382 

堀 也

ア イ エ ム 換 気 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市浪速区芦原町 1 1  8 3  電話 06 (561) 3901- 3  

困 宅 時l;r}i .iJ {之町点 1T211'i 9 号 電話 0722 ( 38) 2582 

松

本会

昌

)1慎

園

田

平

吉

フE

神 戸 材 料 株 式 会 社 取 締 役 社 長

兵庫県上木用コンクリートプロック協会 会 長

神ド，I i J } ｻｾｉ＾Ｈ 熊 ｬ 川町 Ｒ 1 1 1 8 8  屯ぷ ＰＷＸ Ｈ ｾＳ Ｑ ＱＱＴＲ Ｑ

J' I宅 . ｾｉＧｉ［ 市長十日 Ｑ＾Ｈ 花山町 Ｑ 11179 立，活078(691) 83ω 

本 庄 弘 樹

株 式 会 社 松 田 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

福岡市綱場町2 番 l 号明治屋ピJレ電話 092 (27) 7441  

自宅 ・福岡市今泉 1 丁目 16番5 号 電 話 092 (74) 2497 

松 丸 哲 也
株 式 会 社 三 晃 空 調 専 務 取 締 役

東京郎千代閏区神田小川町 2 - 1  電話03( 292) 7756 

大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6  電話06( 363)  1371 

自宅 ・点京都杉並区久我山 3 r 自35- 15

電話03( 333) 8843

自宅 ・箕面市被ケ丘 3 丁目←11 電話0727( 21)  2655 

主 主 園 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大阪市北区天満栂筋 4 - 3 0 電話06 ( 353)1001代

自宅 西宮市甲子園口北町20- 21 電話0798(  67 )  2787 

星 虞 文
取 締 役 会 長

本 田 史 郎 本公 村 雄
' :と

t: l  

取 締 役 社 長
鈴 木 利 定

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役 株 式 会 社 松 村 組
代 表 取 締 役 会 長

大阪市城東区間目町 l の40 1tt 結06 (939) 4741- 5 代

本 回 工 業 株 式 dz=〉z、
社

大 阪 市 北 区 空 心 町 l の 7 0 電話 06 (353) 1131  

自宅 ・門呉市減tA町7 の6 電話 0 η o (81)  1  3  1  8  

大 阪 市 北 区 芝 田 町 65 電話06( 372) 0371代

星 健野 児

日 生 不 動 産 株 式 会社 代 表 取 締 役 社 長

大阪市! U I><: 本 町 4 r  ｉｾ＠ 1  地.11i 06(  262 )  2841代

前 野 慶 太 郎 松 村 雄

株 式会社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 常 安 町 17 岳 地 電 話06 ( 444)  1501代

自宅 ・芦屋市翠ケ丘町 4 番 18号 包 括0797( 22) 2005

株 式会 社 松 村 組 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 空 心 町 l の 7 0  11t.活06は53) 1131  

41 
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t八

-f.ム 本

. 品圃

，、
郎

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 天 王 寺 区 上 綿 屋町 6 電話 06 ( ng) 1581大代

丸 操回

株 式 会 社 マ ル タ 建 築 事 務 所 代 表取締役

東京都千代田区神田須田町 1 - 2 4 (商場ピ Jレ)

f在J古03 (254) 1956 

自宅 ・崎玉県浦和市岸町 7 丁目 10番10号

電話0488( 22 )9405 

丸 山

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

東京都港区北青山 3 丁目 5 番25号 電話悶 (401) 2287 .  6703 

自宅 ・東京都港区南膏山3の11のl 電路 03(401)  3  3  2  8  

上 清

株 式 会 社 三 上 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

茨城県水戸市大町 3 丁目 4 番45号 電 話0292(24 ) 0606  

自宅 ー茨械県水戸市見和町図裏375- 3  

電話0292( 52) 2741

「 晶 噌

邑

株 式 会 社 汎 美 建 築 設 計 事 務 所 社 長

京都市中京区御池通甥町西入御所八幡町225

電話075( 231)4638 ・6472

自宅 ・京都市中京区御池過排卵T西御所八幡町225

電話075( 231)  4638 ・6472

好 幸男

第 一 建 設 工 業 株 式 会 社 取締役社長

大 阪 市 東 区 今 繍 1 - 2  電結06( 203) 2931

輪 泰 司

株式会社地域計画・建築研究所 代表取締役所長

京都市左京区下嶋上川原町69

( 市 電 植 物 園 前 富 士 ピル内) 電話075( 711) 2161

自宅 ー.l jr 制i市伏比l豆悦山市大島町95の45

慣 結 075( ω 1) 3962

42 

年
昭和 4 7 年 元 豆

水 野 喜 郎

水 野 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

本社 ・軍鶴市下京区西七条市部町77番 地 電 話075(312)倒 31代

南 寛

南 電 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

和 歌 山 市 北 町 28 番地1 t l ，1!i 0734 (31  )1346 

自 宅 和 歌 山 市 北 町 28 番地1t l ，! 1i 0734 ( 31  )1346 

( 50音順)

ヰサ 回 革問

明 研 化 学 工 業株 式 会 社 代 表 取 締 役

明 石 市 雌 江 中 谷 町 8 8 8 i在 地 電 お078( 913) 3456代

自宅 神戸市垂水区溢屋町西の回 164

電話078( 751)4186 

村 隆 次回

安藤建設株式会社大阪支庖 取締役大阪支庖長

大阪 ､￮ 福島 ｬ 互ｊＭＮ禍，￧［， ｾｴ 通 ｬ ｔｮ ｬＷｩ酢 ｉ 也の ｬ

，日活06( 453)  2190 

自宅・西宮市殿山田[ 1 3 番 2 4 号 電 話0798( 331)  1861 

南 長
士

ロ

斎久工業株式会社大阪支庖 代表取締役支底長

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地 電話 06 (443)  5041  

(1宅 ・尼崎市啄口町 6 1 日2017信地電路06( 421) 5136

r:!:-I 

昌 飼 克

社団法人 日本建築協会兵庫支部 支 部 長

神戸市生田区下山手通 5 丁目23 兵庫建設会館内

電話 078 ( 35) 2ωo 

自宅 ・明 石 市 入 丸 町 2 の 4 7  電3 W7 8(911) 2298 

r:!:-I 

昌 後 健

株 式 会 社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 天 王 寺 区 上 汐 町 6 の 35 mn古06( 772) 0165代

自宅 ー大阪市』在住吉f 5 { 山坂町 l 丁目 5 11'i 地

ｾＱ￬話 ＰＶＨＶＲＲＩＵ Ｑ 初

村 石 秋
士

ロ

浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大阪市j良i . t 区幸町3丁目2番地のl 電3古06(561) 2201代

自宅・芦屋市治園町10番16の401号

11t aW797 (31)  2643 

村 雄
l

 

l

 

-
-
a

，

 

株式会社パンデックス ・ジャパン 代表取締役

本社 ・東京都中央区八丁堀 2 の27の10

東京建物東八重洲ピル 電話03 白52) 6954

関西営業所・大阪市北区伊傍町19の 2

高崎ピ Jレ北 2 号館 電話 06 ( 312)  5765 

橋 阪 太

株 式 会 社 か お る 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役

東京郎千代 田区富士見町2の7の18( 飯田嶋ピル新館)

電話03( 264 ) 8451 ・8452

自宅 ・渋 谷 区 恕 比 寿 2 の 14 の 4 1i U苫03( 441)7791 

村 本 局司
屋皇

.5e!.. 

村 本 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

奈良県北葛城郡広陵町大字安部547番地

電 話 連 絡06( 779) 1571代

自宅 奈良県北1 J 城郡広陵町大字安部5471在地

室 谷 山水

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役社 長

神戸市生 l卦IX : 北長狭通 4 1"1 1  1  英和ピル

mMi 078(  331)  0881 

(1宅神戸市生凶| 尾山本通 4 1"1 1108の37

屯，1l; 078( 221 ) 印50

森 良R

日 刊 建 設 通 信 関 西 支 社 常 務 取 締 役

支 社 長

大 阪 市 西 区 京 町 線 l の 68 1tl，!l; 06 (444 )  4451代

盛 道 雄

株 式 会 社 盛 工 務 庖 代 表 取 締 役

大阪市北区南森町47・j l H也( 成興ピ Jレ)

電話06( 364)  1581代

自宅 ・宝塚市清荒神 4 丁目 1 4 ー 1 8  

電話0797( 86) 2431



謹 賀 新

八 十 島 健

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 常 務 取 締 役

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 27 電話 06(252)  1201 

自宅・西宮市甲子園 2 番町5 の30 電話。798( . 11)0598 

大 手口 正

株 式 会 社 パ ン デ ッ ク ス ・ジ ャ パ ン 関 西 営 業 所

取 締 役 所 長

大阪市北区伊勢町19 - 2 ( 高嶋ピル北 2 号館 7 階)

電話06( 312) 5765- 7代

年
昭和 4 7 年 元 旦

( 50音順)

山 中 茂山 由 美

栄 典 建 築 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市大淀区中海浜通 2 - 6 6 電話06( 371 ) 切 5 6 - 9

自宅大阪市東住吉区西鷹合丁 3 丁目 21号

電 信06( 691)  8771 

常務取締関西駐在

山 田 豊

常務取締役支底長

高 木 政 夫

大 臼 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 手口 正 山 崎 敏 明 山 本

株 式 会 社 大 和 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 社 団 法 人 日 本 管 工 事 工 業 協 会 専 務 理 事

大阪市西区京町線 2 丁目 1 7  3  電話06( 441) 0741代

自宅・大阪市東住吉区平野野堂町367
神戸市生田区栄町 2 ｔｉｾ＠ 2  1  'iT1.1古078( 321)(渇55代 東京都中央区京総 3 - 6 ( 下村ピル)

電話 06 (709)  3928 
自 宅 酋 富 市 五 月 ケ 丘 5 の 7 電話0798( 26) 27 63 

電話03( 271) 5317代

ロ

F京晶 『

田 誠 I  ur  

取 締 役 会 長 山 下 寿 良B 山 本 敏 彦

取 締 役 社 長 野 崎 謙
一
一

安 出 株 式

必 ｾ 、 社 会 長
一

日 銭 エ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支 底 3r: 庖 長

大阪市街区末吉崎通 l 丁目 1 7  電話06( 251) 7091代 株 式 会 社 山 下 寿 郎 設 計 事 務 所

大阪市束区平野町 5 丁自 4ω0番 地 電z話;1; 0ω6(2初03幻応5臼37訂l  

自宅尼崎市市塚口町2 T 1'1 4 0 - 19 電話06( 429) 1555 
東京国i中央区八丁堀 2 - 7 ー 1 ( 大石ピル)

自宅盟中市蛍ケ池北町 3 丁目 16 - 7

包括03 日52) 8311{¥ 

電話068(52)  2720 

薮 本 芳

薮 本 建 築 士 事 務 所

和 歌山 市 東 長 町 1 0 丁目 1 3 1 t H君。734 ( 22) 9930 

自宅 ・和 歌山市東長田Tl O丁目13 電話0734 ( 2幻9930

山 内 栄

近 庄 化 学 株 式 会 社 代 表 取 締 役

京都市中京区四条大宮西入る壬生川通角

司l .l1i 075( 821) 2111代

自宅 ・京都市下京区黒門通高辻上る 今大熊町

111 .11i 075(  801)  6828 

山口
主

同郎

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市西区阿波座上通 4 丁目 8 番地電話 06(541沌534代

自宅宝域市雲雀丘 l 丁目 13番調書 2 5号 電話 0727 (59)2018 

神 東 塗 料 株 式 会 社 社 長

尼崎市南塚口町6丁目 1 0番7 3号 電 話 06 (429) 6261  

自宅 ・大阪府箕面市百楽荘 3 丁目 4 番 1 8 号

官I U君。727 ( 22) 2522 

山 崎 晃

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社 大 阪営 業所 所 長

大 阪 市 西 区 京 町 綴 1 ー 74 電話06 (441 )  5951 

山 密 男下

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市東住吉区駒川町3 の54 1It:初6( 702) 7814- 7

自宅大阪市東住吉区田辺東之町3の193 1tUW6  (621)9C自6

山 新
ニム

，口 郎回

株 式 会 社 山 田 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区万才田f 43 浪速ピル 包括06( 312) ω37- 8

自宅 ・摂滞市千里丘5丁目9番21号 包括 06 (388)  0119 

山

: t .  

J ロ田 恒

株 式 会 社 山 田 工 務 庖 取 締 役 社 長

神戸市I f 合区八雲通1丁目 4 居住地 屯.11i 078( 221) 1013  

自宅・神戸市兵庫区山田町上谷上字古々山29

電話078( 581) 2055

山 本 成 良

株 式 会 社 香 陽 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区絹笠岡T l 3番地紛笠ピル電話06( 363) 1705

山 本 徳

株 式 会 社 山 本 工 務 底 代 表 取 締 役

大阪市東住吉区回辺西之町 2 の 81の 3

電話06( 628) 7871- 4代

自宅 大阪市東住吉区山坂町 l T 目10番地

電話06( 622)  1871 

山 本 博

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ピル内

電話06( 385) 1361 代

自宅・吹田市藤白台 4 丁目 23番 8 号電路06以72) 9087

43 



謹 新賀

山本 良 勝

佐藤工業株式会社大阪支庖 常務取締役大阪支r . ! i 長

大 阪 市 点 朕 北 浜 1 ー 2 5  電話06( 203) 7221

II 宅 ｾｾｉ ｉｉ＠ di 末広町 1 r R 6  - 2 7  1{l，11i 07633( 2) 2763 

年
昭和 4 7 年 元 旦

( 50音順)

渡辺 正 雄
米 良田 男

株 式 会 社 大 古[1 リ ッ チ ラ ン ド 代 表 取 締 役

大阪市北 l，z ，肯扇町 5 震の 1 '11t治 06 (313)  2921  Ｈｾ＠

株 式 会 社 米 間 [ 務 1;5 代 表 取 締 役 社 長

大阪市天巨寺I>(j 皇阪 l' ノ開 [711¥' J也 『日，!，1; 06(777 )7771  Ｈｾ＠

ｾｉ 宅 。 大阪 ｲｬ￮ 天王 ＮＧ［［Ｑ＾Ｈ 逢阪 ｬ 一ノ町 Ｗ 吊［地

1也!占06 (771) 0155 

山 本 禎 1爾 若 林 繁
-::::1::-

渡 辺 道 輝
1=1 

ILi 本 窯 業 化 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役

::. ｾ従属装備工業株式会 社社 長 1度 辺 k主 築 務 lリj' l'I r 長

k 阪市大淀区本庄川崎町 2 r 目6 酔地
大阪市東区今摘 2 i 目21番 地 藤J良ピ Jレ

J.:. 阪11ft!! i1l  rl 1  ｾｏｊＧ ｊｩｻｦ＠ 1  r  11 3  11¥' 6 乃 司 Ｑ ， ＡｾＰＶＨＳＷＱＩＳＳＲ Ｑ Ｍ 3 ， 3630 
電話 06 ( 231  )  1696 

屯，!1i 06( 381) 9131- 5 自主 京都市車山 l司: 泊水 2 f13232需地 電話015 (561) 6283 
自宅 ・戸 屋 市 宕 園 町 21 - 13 電話0797(  22)  2266 

湯 浅 武 夫

湯 浅 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪 rli 点I>( ，*i 久太郎町 3 ｊｉｾＳＲ＠ 従，Ａ， ｾＰＶＨＲＴＵＩＰＷＰ Ｑ ＭＲ

槻白l付加苛， I.!f l rl i i xl 守山町3 J i Oの3 1{l，11i 0722( 32) 8714 

士

口

l

 

l

 

E

E

S

，

 

秀 信

タ カ ラ ス タ ン ダ ー ド 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪 rfi 城l I ( fi 新 j 軍事関 [ 4 ノ 1 "11，;，1; 06 ( 962)  1531  

( j 宅 k 阪市住吉r，z i卓恒小計四T 1 の16

専 務吉 村 幾 蔵

常務取締役組長 神 部 節 男

株 式 会 社 間 組 大 阪 支 庖

大阪，Ii lI( [:メ，情聴: i ! 2  J・n 70 "在活 06 ( 203)  2821  

取 締 的 民 吉

取 締 役 社 長 佐 治

信 武

誠 次

株式会社吉田建築 Ｇ ｊ ｾ 務所

J.:. 阪 市 西 r，ut 掘 i.L J:通 3 の22 ' ;電話 06 ( 538) 2991 Ｈｾ＠

f I ' もお凶、 k !l irli(!: 辺 1 J  117 - 5  

';l! J i i 0720( 72) ω 01' 

II 宅・佐治、 内下 Ｇ［ｲｬｩ 手干楽関 ｬ 添ｾ｛ 1 砕36

士

口 虞 助田

株 式 会 村 ナ ニ ワ 代 表 取 締 役

大阪 rli ' U( ' I>(W太池 IH[ 1  3  2  屯，!，' ; 06( 757) 1101- 8  

f'I主 ，H<r! i N. E存|メハヶi l : 町61 ;払，占 06 ( 77119123 

44 

鷲 尾 {建

明 石 工 業 高 等 専 門 学 校 長

" 月 七 時 [ 魚 住 関 f ｉｉｾ＠ IoI l 泡 話07894( 6  ) 0375- 9 

和 滋田

株式会社パンデ y クス ジャパン関西宮業所取締役所長

k 阪市北欧伊勢町 19- 2  ＧＺＱ 付属ピル ｾｴ 2 号館

1古品06( 312)  5765 

和 田

己

回

六

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 医 梅 ケ 伎 町 1 7  5  電話06 ( 363)  4051  

自宅 ・芦 屋 市 公 光 町 3 番 8 電話0797(22 ) 3282 

渡 辺 勇

株 式 会 社 IUJ 組 広 島 支 庖 支 底 次 長

広ι川i J.:. r倒[ 5 J i 13 1f'i 18i }1 共. ' [ ピル)

;'l!，11i 0822 ( 44 Ｉｬ ＲＴｬｦｾ＠

n宅 ・名市1;1市 T 附Iメ神丘町 2 の48の 3

"l! ，:l;O52(  701 ) 4203 

j度 辺 古

ω

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社 取 締役 会 長

大阪市東区谷町5 丁 目30番 地 新野村 ピル

1l!，!舌06( 762)  586lf 'l;: 

自宅豊中市緑丘 3 丁目 21番 8 号 電 話068 (56) 0988 

渡 辺 紋 左 衛 門

j度 辺 建 築 設 計 事 務 所 所 長

l叫 11 di  市 中 部 1 1  - 9  ' ;電話0593(  53)  5505代

ｦＧｉ宅ｦｉｾ 11 r! i  市* 宮旺11 3 - 8  包 J孟0593ω5) 2523 

ju. lrli 

戸有

国 i畢 英 夫

大成建設妹式会社大阪支庖 専務取締役支庖長

大 阪 市 東 区 本 町 4 の 27 電話06( 262) 1131

自毛大阪市東区船島町ト30大成建12関西寮電話06( 941) 4743

上 義衰

共 立 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 底 長

大 阪 市 東 区 谷 町 5 丁目 30番 地 包 括 06 ( 761)  0112  

自宅池田市天神 l T 目6 - 3 平安7 ンション 31号

電話0727(61  )1455 
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質疑な どの投稿をお待ち しております。

建築基準法第38条の建設大臣の認定基準について ( 案)

去る 10月 8 、 9 の両日、日本建築センターにお

いて全国建築行政連絡会議が開催されました。

会議は、全体会議と 4 つの分科会に分かれて行

なわれましたが、今回は、防災 ・設備分科会で

討議された中から、「建築基準法第38条の規定に

基づく建設大臣の認定(案 )J と、「共 同住宅にお

ける建築基準法施行令第 129条の 13の2第 3号お

よび同第 112条第 5 項の解釈について (案 ) J の両

案をご紹介いたします。前者については46年 12

月の技術審査会を通過した後、後者については

実 験の結果を見て、告示される予定です。

11月 4 日大阪で開催された近畿建築行政連絡会

談では、両案とも近畿ブロック の特定行政庁と

しては、告示前でも暫定措置として運用してい

くことが決議されました。 なお本号が発行され

る頃、すでに告示が出ている場合は、当該告示

にならってください。

「建築基準法第38条の規定に基づく建設大臣の

認定について ( 案 ) J

案 の 1 排煙設備の適用除外 (建築基準法施行

令第 126 条の 2 )  

下 記の各号 の 1 に該当する建築物またはその部

分には、排煙設備を設けないことができる 。

1  .  31  m以下の建築物の部分のうち次の第一号

または第二 号

一 室 ( 居室を除 <) にあっては次のイまたは ロ

イ 当該室 の壁および天井 ( 天井のない場合に

おいては屋根) の室内に面する部分の仕上げを

不燃材料または、準不燃材料でした場合。

ロ 当該室の床面積が 100m' 未満のものにあ っ

ては、その他の部分と防煙区画された場合。

二 居室にあ っては、当該床面積が 100m'以下

のもので、その他の部分と防火区画または防火

機 造区画され、かつ壁および天井の室内に面す

る部分の仕上 げを不燃材 料 または準不燃材料で

した場合。

謀関口官11について は、不燃材料程度で仕上げた方がよいと

思われます。

2.  31m をこえる建築物の室または居室で、床

面 積 100m'以内ごとに防火区画 され、かつ当該

部分の壁および天井の室内に面する部分の仕上

げを不燃材料また は準不燃材料 でしたもの。

3  法第27条第 2 項第 2 号に該当する危険物の

貯蔵場、自動車車庫、通信機械室、その他これ

れに類する建築物または建築物 の部分で、不燃

性ガス消火設備を設けたもの。

揖排煙設備を設置しますと 、せっ かくの不燃性ガス が排出

されますので当然の規定だと思われま す。なお泡消火設備

はこの中に含まれません。

案 の 2 排煙上有効な部分 ( 建築基準法施行令

第 126 条の 3 第 3 号)

天井の高きが 3 m をこえる建築 物 または建 築 物

の部分にあ っては、排煙上有効 な関口昔日は、天

井または天井面か ら 2. 1 m以上で、 かっ天井面

から天井高さの1 / 2以内 の部分にある壁に設け

たもの。

案 の 3 排煙区画面積の緩和 ( 令第 126 条の 3

第 l 号)

令第 112 条第 1 項 第 l 号に該当する建築物の部

分で、天井の高きが 3 m をこえ、かつ当該部分

の壁および天井の室内に面する部分の仕上げを

不燃材料または準不燃材料でしたものは、他の

部分と防煙区画すればたる 。

案 0) 4 排'鹿 口の閉鎖状態、手動開放装置の設

置、制御および作動状態の監視の緩和(令 第 126

条の 3 第 4 号、第 5 号、第 6 号および第 8 号)

I の排 煙設 備 が l の防煙区画のみに係る場合の

排煙口で、常時開放状態を保持するものにあっ

ては、排煙口の閉鎖状態の保持、手動開放装置

の設置並びに排煙設備の制御および作動状態の

監 視の規定は適用しない。

※換気口と排煙口 の兼用は支障ありま せん.

案 の 5 非常用 の照明装置の設備緩和 ( 令第 126

条 の 5 )  

令第 116 条 の 2 第 1 項第 l 号 に該 当する関口部

を有する 居 室 で、当該居室 の 各部分か ら屋 外へ

の出口 ( 避 難 階 も し くは地 上に通ずる屋外に設

ける避難階段に 通 ずる ものに 限る ) に至 る歩行

距離が避難階に あっ ては30m以下、避難階 の直

上階にあっては 20m以下 の ものは非常用 の照明

装置を 設 けな い こと ができ る。 ( 図 1- 図4参照 )

30m以下 、出口

居室 l  

|  図 l 避難階の場合

居室の 各部分か ら屋外 への 出口 の l に至 る歩行

距離は 30m以下

いj
図2 避難階の直上階の場合

- 屋外に設ける避難階段がある場合

居室 の各部分か ら屋外に 設 ける避難階段 への 出

口に至る歩行距離は 20m以下

図3 避難階の直上階の場合

屋外への出口

- 屋外に 設 ける避難階段 がない場合

居室 の 各部分か ら屋 外への 出口 の l に至る歩行

距離は 20m以下

|  居 室 |  

図4 緩和の範囲

緩和される の は、居室のみで廊下等の部分は適

用を受けます。

案0: > 6 階 数 が 2 以下 で、延べ面積が 200m' 以

下の独立住宅 ( 併用住宅を含む ) 、長屋建住宅の

住戸には排 煙設備は適用しない。

※長屋建住宅内場合は I 戸の延べ面積です。

「共同住宅における 建 築基準法施行令第 129 条

の 13の 2 第 3 号および同第 112 条 第 5項の解釈

につ いて( 案 ) J

共同住宅における非常用昇降機設置の代替措置

として、建築基準法施行令 ( 以下「令」という )

第 129 条の 13の 2 第 3 号の規定に基つ・き、高き

31  ril をこえる建築物の部分を、 床 面 積 100m'以

内ごとに区画する場合、区画に用いる甲種防火

戸 ( 廊下に面する窓で関 口面積が 1m'以内のも

のに設け られる鉄製綱入りガ ラス 入りの戸を含

む) は、次 の各号 が満たされている場合は、令

第 123 条第 l 項 第 6 号 イ の 規 定 ( ※ ヒ ューズ付

き防火戸) と同等の効果があるものとして取扱

ってよい。 また、令第 112 条第 5 1. 買の規定に基

づ き、共同住宅 の11階以上の部分を床面積の 合

計 100m'以内ご とに防火区画する場合に用 い る

甲車重防火戸ま たは乙種防火戸も次の各号 グ満た

されて い る場合は、令第 112 条第 14項 第 ] 号 の

規 定 ( ※ ヒュー ズイ寸防火戸 ) と同等の効 果 があ

るも のして 取扱 ってよい。

(1)  開放しうる部分の面 積 が1m' 以内てa あるこ と。

※現行法の規定は 、思恩恵: mが 1m'以内と主っていますが

当笑では盟選ムユム箆会内面積にな っています。なお 1m'  

というのは全体的合計ではなく 部分の面積て・す。

ｾ Ｒ Ｉ＠ 開放 しうる 部分 が床 面 から 1. 2m以 上の高

さの{立置 にあ ること 。

(3)  関口音11が廊下 に面し、当該廊下 が十分 外気

に開放されていること 。

※片側廊下でオ プノ形式的が対象になりますが、腹壁程

度は支障がないと解釈されます。

(4) 廊 下 に、天井から 50cm以上下方 に突出 した

垂 れ壁等煙の流動を妨げる効果のあ る ものがあ

ること 。 ただし、廊下外周に小梁等があ る場合、

当該垂 れ 壁等 は小梁下端か らさらにつき出し て

い ること 。

( 大阪府建築部 伊 t也知徳春)
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日本のシャッター界をリードする画期的新製品グ

言
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L 型 電 動 開 閉 機

L 型電動開問機は、日本シャッター技術研究所において、長

年にわたり、国立大学精密機械工学部諸教授の指導をあおぎつ

つ、当社技術障が総力をあげて研究開発し、遂に従来の開問機

の概念を破って完成した画期的な新製品です。

この開問機には独創に満ちた新機構が数 多く取り入れられて

おり( 特許 3 件 、 実 用 新 案 21'牛を出願中) 、減速機、モータ一、

プレーキ機構、停電時用手動装置はもとより、リミ ッ トスイッ

チ、配電板に至るまで、すべてを一つの円筒内にコンパクトに

tぬめであります。

従って、建築設計上の納りが非常に簡単で、しかも 、 取付 や

その後の保守点検等も楽にできるよう考案されております 。

これらの点から見て、従来の製品に比べ総ゆる点 に秀れてお

り、シャッター開問機の決定版といえるでしょう 。

出 願 中 特 許 リミ y トスイ ッチ 実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 結 機 情

ガ パ ナ ー 機 構

手 動 機 構

お よ びL 型 機 禍

チ エ ン 収 納 箱

- 特長・

1  開閉機を設け る場所の心配 がい りません。

2 . 凸部のな い真直な シャッ ターケース 。

3. 袖壁は不用です 。

4 . 減速機構はすべて完全密閉式です。

5 . 小型で耐久力に 富む減速機権。

6 . 給油の必要がありません 。

7 . エン ドレス強力ローラーチエ ンの内造。

8 . リミ ット ・スイ y チを完全に内造。

9. 手動操作 をひと つにしました 。

10. ヒュース装置の取付けが可能。

11. 一斉・両面・ 遠隔操作いづれも可能です。

句・

。 株 式 会 社 日本シ ャッター製 作 所

東 京 工 場 川 崎 市 新 九 子 東 3 丁 目 1 1  5  9 番 地 活 話( 代) 中原 ( 41 )6325 営 業 所 仙 台 静 岡 高 松 北 九 州

大 阪 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 丁目 3 8 番 地 電 話( 代 )( 301 ) 3 6 5 6 東 部 北 陸 広 島 鹿 児 島

九 州 工 渇 稲岡県粕屋郡粕展開TI中原釜屋 2 7  2  7 番 地 1tUl' ; (代 )( 65) 6 1 3 1  滅 菌 神 戸 大 分

名 古 屋 工 場 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地 電話( 代 )( 361) 7 4 4  1  機 浜 岡 山 宮 崎
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ニュース原稿をお送り〈ださい.

-・圃・・・

建 築 - と 社 eg r

圃京都の景観はみんなのもの

ー シ ン ポ ジ ウ ムー

「京都の最観はみんなのもの」とのテー マ て ¥ 市

民参加のシンポジウムが、京都市主催、京都府・

京都商工会議所後援で、 11月 1 日( 月) 午後 1 時 半

から 4 時 に わ た っ て 、 京 都 会 館 会 議 場 に お い て

行 な わ れ た 。 討 議 参 加 者 に は 、 井 島 勉 ( 京 大 教

授 ・美学) 、伊藤ていじ( 建築評論家・建築史) 、

上 回 篤 ( 京 大 助 教 授 ・地域計画) 、梅原猛( 歴史

哲学・評論家) 、加藤秀俊( 社会学者・文明論) 、

西 川 幸 治 ( 京大助教授 ・都 市 史 ) の 専 門 家 6 名

の 他 市 民 約30名が参加した。 京 都 市 風 致 審 議 会

が 今 年 6 月 に 出 し た 「 市 街 地 景 観 の 保 全 整 備 に

関 す る 答 申 」 に お い て 、 京 都 の 歴 史 的伝 統 的 な

景 観 が 市 民 に と っ て ど ん な 意 義 を も っ て い る か

に つ い て 問 題 提 起 を し た が 、 今 回 の シ ン ポ ジ ウ

ム で は 、 各 分 野 の 専 門 家 を ま じ え て 市 民 が 都 市

景観の公共性を考え、討議された。

. ' 難波宮祉を守る会」要望書

このたぴ、難波宮跡、の中心部分を通過予定の高

速 道 路 の 建 設 計 画 の 中 止 と 宮 跡 の 保 存 対 策 の 確

立を求める要望書が、「難波宮祉を守る会」から

提示された。以下その概略。

高 速 道 路 計 画 を 地 下 お よ び 迂 図 案 の 検 討 笑 施 に

より、宮跡を破壊から守ること。

現 在 の 史 跡 指 定 に 加 え 、 懸 案 の 広 域 指 定 を 早 期

に 実 現 き せ 、 さ ら に 広 い 地 域 の 保 存 対 策 を も 考

慮すること。

ランプウェイ予定地は難波宮跡、のみならず大阪

城跡についても重要な遺跡、が存在する地域であ

る の で 、 す み や か に 建 設 計 画 を 中 止 す る こ と 。

難 波 宮 祉 を 守 る 会 代表直木考次郎

- 近鉄学園駅駅前総合開発計画の表彰式

大阪府建築士会は、近鉄不動産の後援を得て、

奈 良 市 の 「 近 鉄 学 園 駅 ・駅 前 総 合 開 発 計 画 ア イ

デア募集」を実施し、かねてから慎重に審査( 岡

橋 作 太 郎 ・ 日 建 設 計 副 社 長 ら 6 名て。構成) を進

め て い た が 、 こ の ほ ど 金貨 に 安 藤 忠 雄 氏 の 作 品

を 選 定 す る と と も に 、 銀 賞 5 名 も 決 め 、 こ れ ら

入賞者の表彰式が、 11月 16 日午後 4 時 か ら 大 阪

市東区の日本綿業クラブで行なわれた。

圃文化・芸術を発展させる行政を要望

明 る い 革 新 府 政 を す す め る 文 化 人 の 会 は 11月12

日午後 2 時 か ら 、 都 島 区 ・ 大 阪 府 私 学 教 育 文 化

会 館 で 黒 田 知 事 と の 第 2 回 文 化 芸 術 懇 談 会 を ひ

らいた。 この自の会には、詩人、画家など文化、

芸 術、芸能関係者ら 100人 余 が出席。 総 合 文 化 会

館 の建 設 な ど 10項 目 の 文 化 行 政 施 策 を 要 望 し む

圃虹の街と滝の街オープン

大 阪 で は 、 こ の ほ ど 、 南 と 北 に そ れ ぞ れ ま た 新

しく地下街がオープンした。 南 の 湊 町 か ら 日 本

橋 に か け て 東 洋 一 を 誇 る 「 虹 の 街 J が12月 1 日

に オ ー プ ン し 、 北 で は 、 阪 急 三 番 街 に 延 長 工 事

と し て 「 沌 の 街 」 が11月 28 日 に オ ー プ ン し て 話

題をよんでいる。

. セキスイハウス P A Cシステム

設 計 シ ス テ ム の 合 理 化 の 一 方 法 と し て 開 発 さ れ

た ン ス テ ム で 、 従 来 の 個 別 設 計 を 大 量 設 計 に 置

きかえようとしたものて・ある。

高級住宅イコーノレ自由設計という形で把え、全

て の 注 文 に 対 し て 、 ラ フ ス ケ ソ チ 段 階 か ら 個 別

に 設 計 し て き た 当 社 の 方 式 が 、 飛 躍 的 な 売 上 増

加 や 高 級 化 の 波 に 、 質 的 に も 量 的 に も つ い て ゆ

け な く な る 日 が や が て く る だ ろ う と い う 見 通 し

と、設計エネノレギーを単なる一般図作成にとど

め る こ と な し よ り 分 化 し 複 雑 化 し て き た 客 の

要 望 に 対 し て 燃 焼 さ せ る こ と が 其 の サ ー ビ ス で

あるという考え方を具体化したものといえる。

す な わ ち 設 計 の 基 本 で あ る 間 取 り 決 定 に つ い て

は 、 当 社 の 数 多 い 笑 納 を 基 に し た 一 定 水 準 以上

の基本図を充実させる ことによ って、 これにあて、

プ デ ン の 品 質 保 障 と 提 出 の 迅 速 化 、 省 力 化、初

期 折 衝 回 数 の 削 減 を 図 り 、 そ れ に よ っ て 得 た 設

言十? ンの余力を、プラン決定以後の個別 サ ー ビ

スに向けようという主旨のものである。

同 時 に こ の シ ス テ ム に よ っ て 、 無 意 味 に 多 様 化

す る プ ラ ン を 抑 え 、 プ ラ ン 並 ぴ に 部 分 設 計 の 標

準化を図り、 A のプレファ プ住宅のメ リ ットを

育 て て ゆ こう とする姿勢の表現でもある。

セキスイハウス技術苦 ｾｐ ａｃ システム室

国大阪科学シンポジウムで都市問題

大 阪 科 学 シ ン ポ ジ ウ ム が r70年 代 の 民 主 主 義 と

科学者の役割」を統一テーマとして、 11月27 日

28 目、大阪市大工学部で開催された。そのうち、

「地方自治体と都市問題」のテー? で、日本科 学

者会談、新主主、関西文化財保存協議会、青年法

律 家 協 会 な ど の 共 催 で 、 大 阪 の 新 空 港 問 題 、 地

下 街 問 題 、 高 速 道 路 問 題 、 ナ ニ ワ 宮 跡 保 存 問 題

な ど に つ い て 、 住 み よ い 環 境 を つ く る 運 動 の シ

ンポジウムが行なわれた。

. 市斥舎建設をめぐ る中の島問題

大 阪 市 役 所 を と り こ わ し て 、 新 し く 総 合 市 庁 舎

( 延約 10万m

2

) を つ く ろ う と い う 市 当 局 の 計 画

に 対 し て 、 係 重 な 配 慮 を の ぞ む 声 が 各 方 面 か ら

あがっている 。 と く に 、 新 聞 紙 上 ( 6 月24 日日

経 紙 な ど ) に よ れ ば 、 そ の 際 、 東 接 す る 大 阪 府

立 図 書 館 、 大 阪 市 立 中 央 公 会 堂 を も と り こわし

て 、 人 工 地 盤 を つ く り 、 中 の 島 東 部 地 区 を 再 開

発し、超高層イじする構想が伝えられて、よりそ

の 動 き は 活 発 に な っ た。

日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部 ( 支 部 長 ・ 烏 国 家 弘 ) で

は 、 こ の 問 題 は 、 大 阪 に お け る 歴 史 的 建 造 物 や

j 量得の保全問題と 為カ占有 t王寺も々F ムして弘、「中

の島地区再開発特頭j 委 貝 会う を吉生霊じて、 4 検 討

していたが、 11月 1 目、大阪 市 当 局 へ こ の ほ ど

要 望 書 ( 下 記 ) を 手 渡 し た 。 こ れ に 先 だ ち 、 大

阪市では、「大阪市庁舎問題調査委員会J ( 委 員 長

: 福山真 三 郎 ) が 設 置 さ れ 、 立 地 の 問 題 な ど も

含 め て 、 一 応 白 紙 の 状態 で昭 和47年 度 中 ま で に

調査検討するとのことである。

要 望 書

今般貨市におかれては「市庁舎問 題 調 査 委 員 会」

を 発 足 さ せ 、 新 市 庁 舎 計 画 に つ い て 諸 般 の 調 査

検 討 を 進 め ら れ て い る や に 受 承 り ま す が 、 数 少

な い 歴 史 的 遺 産 と ・ 最観 の 保 全 に つ い て 慎 重 な

ご 配 慮 を 願 い た く 、 下 記 意 見 を 付 し て 要 望 い た

します。

『

H
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-
-
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(1)  歴 史 的 遺 産 の 正 当 な 評 価

わ が 国 の 大 都 市 、 こ と に 大 阪 市 で は 建 造 物 の 構

造上江戸時代以前のものがほとんど残存せず、

ょ う や く 百 年 間 に 蓄 積 さ れ て き た 記 念 す べ き 歴

史 的 建 造 物 も 稀 少 と な っ て き て い る 。 さ き に 本

会 は 大 阪 市 総 合 計 画 局 の 依 頼 に よ り 、 再 開 発 に

そ な え て 保 全 す べ き 建 造 物 お よ び 景 観 の 調 査 を

行 な い 、 そ の 答 申 と し て 「 大 阪 市 近 代 建 築 物 調

査 報 告 書J ( 昭 和46年 2 月 ) を ま と め 特 に 55件 の

対 象 を 選 定 評 価 し た 。 こ れ ら 数 少 な い 建 造 物 は

大 阪 市 近 代 化 の 基 盤 ・ 道 程 を 示 す 貴 重 な 遺 産 で

都 心 景 観 に 歴 史 的 な 厚 み を 付 与 す る も の で あ っ

て 、 こ れ ら に 対 す る 正 し い 認 識 と 評 価 が 望 ま れ

る。

(2)  再 開 発 に お け る 保 全 修 景 計 画

従 来 の 都 市 再 開 発 は 都 心 機 能 の 再 編 や 土 地 の 高

度 利 用 の た め に 経 済 合 理 性 や 機 能 効 率 性 に 偏 し

て い た 。 こ う し た 過 去 の 誤 り に 対 す る 深 い 反 省

に た っ て 今 後 は 、 歴 史 的 遺 産 を 新 都 心 の 中 に 積

極 的 に 再 定 立 す る こ と が必 要 で あ る 。 と く に 中

の 島 東 部 に は 近 代 大 阪 の 発 展 を 象 徴 す る 建 造 物

が 集 中 し て お り 、 そ れ ら は 川 と縁に融合し、広

〈市民に親しまれて きたのみでなく、このよ う

な 景 観 は 今 や 全 国 的 に み て も 中 の 島 以 外 に な 見

出 せ な く な っ て い る 。 そ れ ゆ え に 個 4 の 建 造 物

の み で な く 、 こ の 景 観 を 保 存 す る こ と を 大 阪 市

再開発の長期的計画の起点とすべきである。

(3) 新 市 庁 舎 の 立 地

新 市 庁 舎 の 立 地 に つ い て は 上 制1)、(2)の条件を

ふ ま え て 市 民 の 利 便 と 市 民 広 場 や 、 大 阪 市 に 特

に 欠 除 し て い る 文化 的 諸 施 設 の 今 後 の 配 置 な ど

を考慮した検討が必要で、あり、市の総合計画の

中で考究すべきである。

- 新建大阪も要望書提出

新市庁舎計画に伴なう中の烏地区問題について、

新建築家技術者集団大阪支部も検討を行ない、

「再開発ゼミ」などで討議を深めてから、つぎの

4 項目からなる要望書を、 12月 6 日付で当局関

係方面へ提出した。

1  . 住 み よ い 生 活 環 境 へ の 再 検 討

2. 大 阪 の 歴 史 的 遺 産 の 評 価 と 都 市 景 観 の 保 全

計 画

3  モータリゼーションの問題と緑道構想、

4 . 市 民 の 手 に よ る 中 の 島 保 存 計 画

以上、 この 要 望 書 は 都 市 再 開 発 を 根 本 的 に 考 え

直すこと、「大阪市内に緑ときれいな水 をとりも

ど し 、 人 聞 の た め の 緑 道 橋想を J と訴えている。
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- 特許建築用内装・外装化粧材

砂粒状陶磁器の吹付

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 ( CE R A MIC S KIN ) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 陶 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 i復

1犬 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン プ レ ッ サ ー 使

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 画 、 天 井 etc に吹イ寸

け 、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

ｾヲヌ宇ｾＮＮ H  

- 建造物の内外部にグ

粉状陶磁器の吹付

特 徴

主ヲヨ ｾｉ］］

- 色 彩 高 熱 焼 成 ( I  250' C ー I350' C ) に て 発 色

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん 。

. 防 水 性 通 気 性、防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

. 耐 薬 品 性 弱菌室、弱 ア ル カ リ に 対 し で は 変 化 を 起

セヲ訂‘ 三'11=

(( /6¥ ¥¥ 

¥¥ /L: l  G ¥ JJ 

し ま せ ん0

・耐 寒 性 - 2 0" Cに 4 時 間 冷 凍 し て も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ ん。

. 下 地 コ ン ク リ ー 卜 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 べ ニ

ヤ 板 、 和 壁 、 フ ロ ック、ス レート、

テックスま頁 etc.

鉄類の場合は錆止塗料を塗って下さし、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 工 場/ 大 阪 府 間 埠 市 別 府 3 6  5 宮 ( 0 6 ) 381 - 引 31 - 5  

車 窓 世 揮 所 / 車 京 都 千 代 田 区 四 町 3 - 6  (刷 井 開 2 ピ ル } 宮 ( 03 ) 265 - 8888- 9  

名 古 屋 営 曜 研/ 名 古 屋 市 中 区 蝉 3 - 2 3 - 1 4 (山 市 ピ ル ) f t (052 ) 262 - 6774 - 5  

掴 岡 宮 暗 所/ 福 岡 市 博 多 駅 前 4 - 3 - 1 4 (菅 原 ピ ル } 宮 (092 ) 4 3 - 6  9  4  0  

広 . 世 曹 所 / 広 島 市 中 広 町 2 - 2 0 - 9 【み 回 る ピ ル } f t ( 0822 ) 91 - 6  2  0  0  
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. ライト設計の旧山邑邸保存の動き

芦 屋市 の 旧 山 邑 邸は 、大 正 8 年 、 フ ラ ンク ・ロ

イ ド ・ラ イ ト の 設 計 で 完成 し た 、 大 谷 石 と 鉄 筋

コンクリートを使つての階段状の建物である。

最 近 、 所 有 者 が これを取り こ わ し て 寮 を つ く る

動 き が あ る 。 ( 所 有 者 は 淀 川 製鋼 所 )

これに対して、 旧 山 邑 邸 は 現地 で現 存するライ

トの 偉 風 を 伝 え る 唯 一 の 建 物 であ る の で 、 関係

者 の 聞 で保 存 運動 がお こ って きた。

11月 4 目 、 稲 垣 栄 三 氏 ほ か 17氏による保存重要望

書 が 関 係 方 面 へ 送 ら れ た 。 ま た 学 会 近 畿 支 部 で

は 11月24 日、 下 記 の 要 望 書 を 、 兵 庫 県 知 事 、 同

教 育 長 、 県 会 議 長 、 芦 屋 市 長 、 淀 鏑 社 長 あ て に

提 出 し 、 さらに、「旧 山邑 邸 保 存 に 関 す る 特 別 委

員 会 J (浅 野 清 委 員 長 ほ か20名) が設置された。

こ うした動きのなかで、「旧 山 邑 邸 と 芦 屋 川 の 環

境について考える会」が、 11月 下 旬 か ら 12月に

わ た り 、 芦 屋 市 民 会館 で数回、 この 保 存 問 題 を

めぐってシンポジウムがもたれた。

旧 山 邑 太 左 衛 門 邸 ( 現株式会社淀川

製 鋼 所 芦 屋 寮 ) の 保 存 に 関 す る 要 望 書

旧 山 邑 太 左 衛門邸 は 国 際 的 に 高 い 評 価 が 与 え ら

れ て い る 建 築 家 フ ラ ン ク ・ロイド ・ライトがわ

が 国 に 遣 し た わ ず か な 住 宅 作 品 の う ち 現 存 す る

ロ能ーの建築であり ます。

近代建築のなかに占めるライトの業桜は大きく、

わ が 国 の 建 築 界 の う え に も 少 な か ら ぬ 影 響 を 与

えていますが、 この 旧 山 邑 邸 は 彼 の 作 品 の な か

でも、学術的、芸術的にみ て そ の 価 値 が き わ め て

高 〈 、 社 会 的 に も 広 〈 関 心 が も た れ て い る 重 要

な 建 築 で あ り ま す 。 ま た 、 こ の 環 境 は ラ イ ト が

特 に 指向 し た 自 然 と 建 築 と の 融 合 、 調 和 の 意 図

に ふ さ わ し く 、 ま わ り を 緑 の 樹 林 地 に 囲 ま れ た

景勝の地に主主っております。 本 学 会 は こ の 建 築 山 邑 邸 の 価 値

の も つ 重 要 性 に か ん が み 、 建 物 の 永 久 的 保 存 と ① 住 宅 建 築 で あ る こ と

そ の 環 境 の 保 全 に つ い て 特 別 の 措 置 を 鱗 ぜ ら れ 巨 匠Wr i ght が、たとえばJ ohns on Wa xやPr i c e

る よ う 要 望 い た し ま す。 T owe r やGug genhe i mの設計者として、より一般

なお、 この 件 に つ き ま し て は 先 般 と り あ え ず 本 的 に 理 解 さ れ て い る こ と に 、 私 は い さ さ か の 疑

学 会 員 有 志18名 連 名 に て 建 物 保 存 に 関 す る 要 望 義 が あ る 。・む し ろ 、 近 代 建 築 史 上 、 特 異 な 住宅

訟 を 提 出 い た し ま し た が 、 施 行 代 理 業 者 で は 本 建 築 の 巨 匠 で あ っ た と 解 す べ き だ し 、 Wr i ght の

年 12月 1 日 に 解 体 に 務 手 し た き 1主向もあり、今 住宅作品は殊のほか大切にされるべきだと思う。

国 重 ね て 学 会 近 畿 支 部 の 総 意 を も っ て 上 記 の と ② 中 期 ( 有 効 な 休 暇 の 時 期 ) の 作 品τ'あること

お り 要 望 す る 次 第 で す。 こ の 時 期 は 、 次 か ら 次 へ と や っ て く る 設 計 の 注

口 旧 山 邑 邸 に つ い て 谷 川正 己

文 を 、 ど ん ど ん こ な し て い か な け れ ば な ら な い

隆盛( ?  ) の時代ではなかった。それだけに、 この

時 期 の 作 品 は そ れ ぞ れ に 密 度 の 高 い も の が 期 待

で き た わ け で あ る 。

Fr anl e Ll oyd Wr i ght の 設 計 に な る 旧 山 色 邸 ③ わ が 国 の 作 品 で あ る 二 と

が 、 そ の 持 ち 主 お よ び 建 設 業 者 に よ っ て 、 葬 り しかも 、W r ight は、帝国ホテJ L ; の「帝国 J をし

去 ら れ よ う と し て い る 事 実 は 悲 し む べ き こ と だ ば し ば 「 天 皇 の 」 と 読 み 換 え て い る 事 実 か ら 、

と思う 。 彼らは、 Wr i ght 自身 の設計になるもの この呉国て' の仕事に精魂を込めたであろう こ と

で は な く て 、 弟 子 ( 遠 藤 新 ・え ん ど う あ ら た ) は予想 される 。 帝国ホテノレの不首尾( 彼は予算

の 設 計 で あ る ゆ え に 、 そ れ ほ ど食 重 な 作 品 で あ を オ ー バ ー し す ぎ る と い う 理由 で 途 中 で 設 計 者

る と は 考 え て い な か っ た と い う 理由 を も っ て ? の地位を惚免される) とは逆に、 Y a ma mur a Hous e  

ンション建設を遂行しようとしているようである。 は 、 あ る 意 味 で 彼 の 会 心 の 作 品 と な り 得 た は ず

Wr i ght の 作 品 で あ る 鉦

Wr i ght 未亡 人の著書に、 F r ank  Ll oyd W r  i -

ght ， Hi s  l i f e， Hi s  Wo r k， Hi s  Wo r d s ， Ho-

r i zon Pr es s ， Ne w Yor k ， 1966 というのカずある。

この本の巻末には、 F r ank Ll  oy d  Wr i ght  Fo-

unda t i onの Br uc e Br ook s  Pf ei f f e r が編集し、

未 亡 人 自 身 が 監 修 し た Wr i ght の作品リストがあ

る。 Wr i ght 没後まもなく E dg a r  Ka uf mann と

Be n Raebur n に よ っ て 編 集 さ れ た Wr i ght の 全

貌 を コ ン パ ク ド に 編 め た F r ank Ll oyd Wr i ght  

Wr i t i ngs  and Bui l di ngs の巻未には、 Wr i ght

の 作 品 の 現 存 す る も の の リ ス ト が 掲 載 さ れ て い

る。 これらによれば、 Y a ma mur a House， As h i -

y a， J apanが 1918年 に 建 設 さ れ た こ と は 明 ら か

て・ある 。

山 邑 邸

である 。

④ 機 能 が 生 き つ づ けているということ

Yamamur a House の 場 合 、 建 築 が 死 に 絶 え ね ば

な ら な い 理 由 が 見 出 せ な い 。 む し ろ 機 能 が 設 計

さ れ た と き の 企 意 に 添 っ て 使 用 さ れ て い な い こ

と の 方 が問 題 だ。 7J IJ 荘 建 築 と し て 作 ら れ た この

住 宅 が 、 独身 寮 と し て 使 わ れ て い る こ と こ そ が

問 題 だ と 思 う 。 Yamamur a House は、良き{ 主み

手 を 得 て 匙 る は ず だ と 思 う 。 最 も 適 切 で あ る こ

と と い う 、 そ の 意 味 を 敷 街 し て 、 そ の 敷地 、 環

境 へ の 融 和 を 説 く こ と も で き る と J思 う し 、 芦 屋

市 の 山 手 の 丘 の 上 に 建 っ て い る こ と が、Yama-

mur a House にとって意味がある。 そ れは、自然

と融平日しているというよりは、いまやあのI也の

自 然 の一 部 と な っ て し ま っ て い る の で あ る 。

出世主 谷川正己

出典 The Prai ri e School  Rev .  3rd Quant er. 1966 V OL.l l1. N O V. 3  - P.20 

( 谷川正己氏所蔵)
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防 水 革 命 を す す め る 「 新 防 水 仕 様 J 誕生. ノ

画 期 的 な

ふくれ防止シス、テムを採用 した

新 露 出 防 水 工 法 が 完 成 /

田島ルーフィング株式会社

志 位 東 京都旦立巨小台 1 - 3 - 1 1 電話(03)912-1131開

伸包宮家所 東京都千代田区老本町 3- 11- 13 電鈴(03)!日 ー 酷31開

田島応用化工株式会社

東京宮草所 東京都千代田区岩本町 3- 11- 13 電話(03泊晶-6101聞

大 阪 宮 家 局 大 阪 市 西 E 軍 町 堀 1 - 74 電磁(06) 制 1- 5田1聞

こ の た び 完 成 し た 「 新 防 水 仕 様 」 で 最 も 画 期 的 な 点 は

強 力 ア ス ロ ン ( 強 力 ギ ル ソ イ ド 2 J 百分 以 上 の 防 水 効 果

を も っ メ ン ブ レ ン 防 水 の 高 級 プ レ ハ ブ 材 ) の 開 発 、

お よ び フ リ ー ス ポ ッ ト ・フ リ ー ス キ ャ ッ プ に よ る 幸 斤 露 出

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 法 の 採 用 で す 。

特 に 、 蕗 出 ア ス フ アルト 防 水 の 分 野 で は 無 機 質 基 材 を

用 い た 穴 あ き ル ー フ ィ ン グ “ フ リ ー ス ポ ッ ト" を開発、

こ の 分 野 で の 部 分 接 着 工 法 を 可 能 に し ま し た 。

そ れ に よ っ て 、 長 年 ま た れ て い た 防 水 層 の 「 ふ く れ 」 が

|坊. . L I : できるようになり、さらに寸て土也か ら の ク ラ ッ ク

による防水 ｉｾ の Ｑ￭ 加齢も防ぐことができます。

革 命 的 な こ の 新 防水 仕 様 に 関 す る お 問 合 せ は 資 料 請

求 券 を そ え て 下 記 ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。 く わ し い

資 料 を お 送 り い た し ま す 。

。 東 日 本 ア ス フ ー 業 協 陥

東 京 都 千 代 困 区 岩 本 町 3 .  11 ・ 13 電脂 (03) 866- 6101( 代}

ω西 町 … 卜 事 業 協 同 組 合 v  
大飯事務所 大阪市西区京町椙 1 .  74 電話 (06)44ト 5951( 代)

名古屋事務所 名古屋帯西区桜木町3. 8 電位 (05泊571- 6 3  6  1  

広 島事 務 所 広 島 市 鉄 砲 町 5 番 の 1&号 電 話 (0822) 21- 0 2 6 6 〆必;

福 岡 務 務 所 福 岡 市冷 泉 町 5 番 7 号 電 話 回 2) 2 8 - 2 8 0 7  ，' ，i糸 川

24》 ν
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読者の頁

口鼓動の年から躍動の年へ と誓う 「新建」第 1 回大会

新建事務局次長 蓮 偽 亨 ( れんよっ ・とおる)

きる 11 月14 日、東京大手町終協ピノレにおいて、

全 国 か ら 参 集 し た 104名 の 代 議 貝 お よ び オ ブ ザ

ー パ ー ( 外 に 非 会 只16名 ) に よ っ て 「新建 築 家

技 術 者 集団 J ( 以 下 「新建 J と略す) の 第 1 回

大 会が 成 功 裏 に 開 か れ ま し た。

1970年 12 月 6 日に設立した「新建」は、 1前 1 オを

迎 え た わ け で千余名の会員、 13の有11府 県 に 支 部

を設立し、 14の 道 県 に 支 部 設 立 の 準イ脱 が広がり

つつある 状 況の な か で 聞 か れ ま し た 。 大 会 は 第

1 年 度 の 活 動 を ま と め 、 次 の 1 年 聞 の 活 動 方 針

を 決 定 し 、 新 役 貝 を 選 出 し ま し た。 住 み よ い 環

境 を め ざ す 建 築 運 動 の 息 吹 き は 、 開 拓 し 鼓 動 す

る 段 階 か ら 、 成 長 し 発 展 す る 段 階へ と す す み は

じめたのです。

水 路 は 、 小 さなせせらき' から小川へとつなが り

い く つ も の 小 )11 が )11 へ と 法 ぎ 、 そ し て 大 河 へと

流れて い〈かのように、 '60年 代 ま で は せ せ ら ぎ

や小 )11が そ れ ぞ れ 別個 に 流 れ 、 伝 統 と し て の 歴

史 的 な な が れ は あ っ て も そ れ が 断 続 し が ち で あ

っ た し、一つの流れに答易にならなかったが、

70年 代 の 初 頭 か ら 、 そ の 線 !!}}. を か え 建 築 分 野 の

全 国 単 一 の 組 織 と し て 大 き く 流 れ 動 き 始 め たの

です。戦 後 初 頭 に 設 立 し た 新 日 本 建 築 家 集 団 ( N

A  U ) の最 大会員数、 約 800名 をすでに陵駕し、

と く に 現 在 の 建 築 界 の状況を反映してか若い也ー

代 の 多 くの会 貝 を 擁 し て い る 夜 、 その 息、炊 きと

エネノレギーは歴史始って以来のことであるとい

って過言ではないでしょう。

。 。 。

大 会 前 日 の13目、 渋 谷 区 金 属 労 働 会 館 で 「新 建

まつ りJ が| 掛かれました 。 東 京 支 部 が 予 定 し て

いた「文化名むをくりあげ「新主主」第 1 jjj] 大 会

を 成 功 さ せ る た め に と く に 東 京 支 部 会 只 の特 と

うと努力により日目か れ た も の で す。 会 悶 で く り

ひろげた多而多微な活動と遥ｾＱｊｪ ＷＩ をまとめパネル

化 し て 、 展 示 を し 、 そ の 囲 い の 中 で 独 創 的 で 熱

気にみち溢れたノマーティがIJ日かれました 。 飲 み

食 い し な が ら の 各 県 、 支 部 の 紹 介 、 ス ピ ー チ 、

懲 親 は 一 主主に会した会員、非会員の親密さを高

め 、 翌 日 の 始 め て の 大 会 の 前 夜 祭 に ふ さ わ し い

盛 り 上 り を み せ ま し た。 13日231時 よ り 各 地 か ら

参 集 し た 参加 者 を 軸 に 東 京 支 部 会 只 も 合 流 し て 、

宿 舎 に お け る 深 夜 交 流 会 を|計l き ま し た 。 翌 朝 明

け が た ま で の 日 頃 の 生 活 、 活 動 経 験 の 交 流 は 第

1 回 大 会 の 限 ら れ た 討 議 時 間 を 補 強 し 、 参 加 者

向 運 動 に 対 す る 自 信 と 悩 熱 を 高 め た こ と は 言 う

ま で も あ り ま せ ん。

。 。 。

第 1 回 大 会 は 予 定 時 刻 に 開 会 し 規 約 に も と づ く

民 主 的 述 営 に よ っ て 約 7 1時間30分 に わ た っ て 聞

か れ ま し た 。 全 国 い た る と こ ろ で 環 筏破 壊 に 対

す る 国 民 の 不 満 は ま す ま す 強 ま り 「 新 主主」 会 貝

の各地て・の住民巡動へのとり〈みを始めとして、

多 く の 建 築 家 技 術 者 が 、 桜 極的 に 住 民 運 動 に か

か わ り 、 問 H寺に者11市 問 題 、 環 境 破 壊 の問 題 に 対

し て も 秘 極 的 に か か わ ろ う と いう姿勢を と り始

め 、 さ ら に 大 き く 発 展 し て い く で あ り ま し ょ う 。

こ の こ と は ま さ に 「建 築 を 社 会 の 発 展 と つ な が

り の な か で た だ し く と ら え よ う J r国 土 を 荒 廃

か ら 守 り 、 住 民 の た め の 住 み よ い 泣 か な 環 境 の

建 設 を め ざ そ う J という「新 建J の綱 領 が 、 現

在 の 状 況 の 必 要 と し て い る 内 容 で あ る こ と 。 二

つ自に、 技 術 開 発 は 大 企 業 中 心 で あ り 、 技 術 の

非 常 な か た よ り は ま す ま す 進 行 し 、 建 築 家 投 術

者 の 分 断 化 、 部 品 化 、 孤 立 化 の 現 象 も ま す ま す

すすんでいるなかで、 「新連J が建 築家 技術 者

新建第 1回大会 (71. 11. 14)  新建まつ り風景 (71. 11.  13)  

の お か れ て い る こ の よ う な 状 況 を 指 摘 し 、 全 閣

の 単一 組 織 に 結 集 す る こ と を よ び か け た のを 始

め と し て 、 建 築 家 技 術 者 の お か れ て い る 状 況 を

たずしく つ か み 、 地 道 主 改 善 の努 力 を し よ う と

す る 動 き が 、 多 く の 建 築 家 技 術 者 の な か か ら 起

っ て き て い る 点 、 そ し て 人 聞 の た め の 有 用 な 空

間 ・ 環 境 を め ざ す 評 論 や 、 建 築 家 技 術 者 の あ り

方 を 問 い な お す 動 き な ど 、 い ろ い ろ 主 評 論 活 動

がすすんでいる点、「新建」の綱領「各分野、各

職 場の 建 築 家 技 術 者 の 交 流 を は か り 、 相 互 理

解を深めて、 生 活 と 技 術 の 向 上 、 諸 問 題 の 解 決

につとめよう J r建 築 の す ぐ れ た 伝 統 と 迎 論 を

ただしく継承し、その発展と創造につとめよう」

も 、 現 在 の 状 況 が 必 要 と し て い る 内 容 で あ ろ う

と、 大 会 報 告は ・最 近の建 築 界 の 状 況の 特 徴 点 "

の ところ で指 摘 し て い ま す。

報 告 は 更 に 、 他 団 体 と の 交 流 、 国 際 交 流 に つ い

て 、 全 国 レ ベ ル で の 他 団 体 と の 交 流 は 積 極 的 に

は ま だ す す んでいるとはし、 え な い が 、 建 築 学 生

連 絡会 、 全 日 本 土 建 総 連 合 、 中 央 民 主 団 体 災 害

対 策会 議 な ど と の 交 流 と 共 同 参加 、 各 支 部 に お

け る 日 本 科 学 者 会 談 各 支 部 、 各 種 グ ル ー プ 、 建

築 家 ク ラ ブ 、 市mを 守 る 会 、 建 築 士 会 、建 設 業

協 会 な ど との 共催 、 共 同 参加 な ど 多 く の 共 同 行

動 の 経 験 が積 み 重 ね られ 、 国 際 交 流 で は ヴ エ ト

ナムの建築家に対し迷帯の主主を表明するメッセ

ー ジ と 資 料 を 送 る な ど 「 さ ま ざ ま な 分 野 の 科 学

者 ・技 術 者 、 民主 的 諸 運 動 と 連 帯 し 、 建 設 労 働

者 や 広 範 な 住 民 と 手 を む す ぼ う J r世 界 の 建 築

家 技術者と の 自 主 平 等 の 交 流 ・連帯干をつよめ

よ う 」 の 綱 領 を 実 践 し て き た こ と を “ 1 年 閉 め

活 動 の成 果 と 問 題 点 。 の な か で 報 告 し て い ま す。

とくに各界の r新主主」に対する期待と激励は大

会 に ょ せ ら れ た 祝 辞 と メ y セ ー ジ で 表 明 さ れ ま

し た 。 設 立 総 会 に も ま し て 多 く の 団 体 、 個 人 か

らょせられたのは、日本科学者会議、建学速、日

建 協 、 日 住 労 、 全 日 本 建 築 士 会 、 全 国 建 設 、 文

団連、 民 災 対 、 公 害 反 対 市 民 連 合 、 各 政 党 、 美

濃 部 都 知 事 、 市 浦 健 、 丹 下 健三 、 武 基 雄 、 横 山

不 学 、 織 本 道三 郎 各 氏 で し た 。

以 上のよう に 「 新 建J 6 つ の綱 領 は 、 こ の 1 年

間 の 全 国 各 地 、 各 支 部 、 各 班 、 各 部 会 での 会 員

の た ゆ ま ぬ 活動によ って 深 め 、 ひ ろ げ られ 、 更

に多くの建築家・技術者の共感と焚同を得ること

に よ っ て 、 そ の 正 し さ が 検 証 さ れ た こ と が 、 各
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各種玄関マ ット設計製 作 孟盃孟云云

!!J 

〈 詳 細 図 〉

同 に:::ヨ

〈規格色〉 赤・白 ・緑 ・鼠 ・青

お そ う じ 百 貨

玄関に

J 、イセンスをノ

マットは

トップメーカーの

ミ サ ーv 製品を

お選び下さい

( ウルトラセン)

ウルトラインマット試験表

・耐摩耗試験一 摩 耗 減 量 0. 0035 グ ラ ム

試 験 条 件 テ ー パ ー 摩 粍 試 験 機 荷 重 500 グ ラ ム

回 転 速 度 57r . p. m. 1000 回 転

・熱収縮試験( 膨張)

40 . C 土 1 .C  3 時 間 変 化 な し - 5 . C 3 時間縦( 一 0 . 1 0 %)

横( 一 0 . 17% )

・ 耐 薬 品 試 験 浸 漬 条 件 30.C X  31 日間重量変化率

3  % H2S0 4( 孟 O. 1  %  )  10 %  N Ao  H( 孟 0 . 1 %)

植物油( 白絞油) ( 5 . 2 %)  ( 30・'C X 5 日間)

・耐水試験 浸; 責条件 23.C X 24時 間 0 . 07%

〈営 換 所〉

口口 ミ冒 ＹＢｾｖ 工業株式会社

ミサ己，Ｏｾ
営 業 本 部 / 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通一 丁 目 20 T E  L  ( 531)  7 5 7  1  - 4  

本 社 工 場 / 京都 市 南 区 久 世 築 山 町 380の 2 T  E  L  ( 921 )  6  3  6  1  - 3  

東 京/ T  E  L  (  667)  8  8  4  4  ( 代)

名 古 屋/ T  E  L  ( 911 )  4  3  0  6  - 7  

京 都 第 1/ T  E  L  (221)  5363 ・ 0214

京都 第 2 / T E L (312) 6  0  5  1  

大 阪/ T E L (531)  7 5 7 1 - 4  

福 岡/ T E L (27)  2 3 3 1 ( 代)

北 九 州/ T .E L (57) 3  5  7  9  
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代 議 員 の 具 体 的 活 動 の 報 告 と 討 議 に よ っ て 更 に

肉 づ け さ れ 確 認 さ れ ま し た。

2 年 目 的 活 動 方 針は 、 具 体 的 な 技 術 連 動 、技 術

者 巡 動 を 発 展 さ せ る た め に 、 1) 支 部 活 動 の 強 化

2) 支 部 附 の 経 験 交 流 に 来 す 本 音11活 動 の 強 化3) 全

国規模て・の活動の強化など採択、決定しました。

多 面 的 な 活 動 を 行 い 飛 躍 的 発 展 を 遂 げ ね ば な ら

な い 「 新 建 」 の 態 勢 に 見 合 う 32名 の 新 幹 事 団 と

2 名 の 監 査 が 選 出 さ れ ま し た 。 大 会 直 後 に 開 か

れ た 第 1 回 全 国 幹 事 会 は 代 表 幹 事 に 、 西 山 タn三 、

上 林博 雄 、 平 松 義 彦 め 3 氏 を 選 出 し 12名 の 常 任

幹 事 を 選 出 し 、 事 務 局 長 2 名 の 次 長 、 機 関 誌 編

集 委 貝 長 を 任 命 し ま し た 。

大 会 が 採 択 し た 大 会 宣 言 はつぎのとおりです。

ー 「 新 建J 設 立 後 約 一 年 、 住民 無 視 の 国 土 開 発

はさらにすすみ、 不 況、「ドノレシ ョ ッ ク 」 な ど 経

済 不 安 が 激化 す る な か で 、 建 築 家 技 術 者 の さ ま

ざまな問題、矛盾はさらに広まり深まっています。

70年 代 の 初 頭 に は じ ま っ た わ れ わ れ の 住 み よ い

環 境 を め ざ す 建 築 運 動 は 、 わ ず か な 期 間 で 全 国

に 広 が り、 そ の 活 動 は ま す ま す 多 く の 建 築 家 技

術 者 に 注 目 さ れ 、 綱 領 に た い す る 共 感 、 支 持 が

広がってきています。

1 年 間 の 具 体 的 な 活 動 の な か で 、 わ れ わ れ の 綱

領 、 運 動 の 基 本 的 な た だ し さ は 、 ま さ に 検 証 さ

れたといえましょう。

わ れ わ れ の 今 後 の 課Mは 、 こ の 成 果 の 上 に た っ

て、さらに質の高い技術運動・技術者連立坊を具

体 的 に 発 展 さ せ 、 日 本 の 建 築 の 其 の 発 展 に 寄 与

し う る 大 き な カ に 育 っ て い く こ と で あ り ま す。

第 1 回 大 会 に 全 国 各 地 か ら 結 集 し た わ れ わ れ は 、

そ の た め に 今 後 カ を ふ る っ て 活 動 す る こ と を 大

会 の 名 に お い て 宣 言 し ま す。 同 時 に 、 再 び 全 国

の 建 築 家 技 術 者 諸 君 に 、 新 建 築 家 技 術 者 集 団 へ

の 参加 を 心 か ら よ び か け る も の で あ り ま す。

ーとむすんでいます。

。 。 。

大 会 終 了 後 ひ き つ づ き r21 世紀の設計と技術者、

科 学 者 の 役 割 J と 題 し て 西 山 夕日三 氏 の 記 念 講 演

が 行 な わ れ 多 く の 学 生 が 合 流 し て 出席 し ま し た。

70年 代 の 日 本 の 進 路 が 、 そ し て21世 紀 へ の 日 本

の 展 望 が ま こ と に き び し い 現 在 の 状 況 の な か で

展 開 さ れ よ う と し て い る こ と、建築家技術者、

科 学 者 の 将 来 像 は 求 め 、 求 め 、 求 め て や ま な い

ものであること、それぞれが述平野を強め、任務

を明 ら か に し 後 世 の 子 ゃ 孫 に は じ な い 役 割l を果

さ ね ば な ら な い こ と が 強 調 さ れ 参 会 者 に 感 動 を

与えました。

。 。 。

延25時 間 に わ た っ て 聞 か れ た 「 新 建 ま つ り J r深

夜 交 流 会J r第 1 回 大 会J r記 念 鱗 演 会 」 は 無

事 終 了 し ま し た 。 多くの人びとに役立つ建築を、

人 間 的 生 活 環 境 を よ り 22か に す る と い う す べ て

の 建 築 家 技 術 者 の ね が い の 先 頭 に た っ て 、 自 か

ら の 技 術 的 、 文 化 的 な 諸 問 題 を 解 決 し な が ら 、

多 く の 人 び と が 安 全 で 住 み よ く 12か な 環 境 で 生

活 で き る よ う 努 力 し 、 建 築 の 自 由 で 総 合 的 な 発

展 を め ざ す こ と を 参加 者 会 員 が 心 に 替 っ た も の

と確信します。 1971 . l l .  23 

口建築家第 2 回大会聞かる ー 「建築家の危機」をテ ーマに 一

11 月18 日より 3 日間にわた って 建 築 家 第 2 回 大

会 が 京 部 会 館 で 聞 か れ ま し た。

1970年 秋 に 第 1 回 大 会 が 聞 か れ 活 発 な 討 議 が 展

開 さ れ 、 対 外 的 に も 大 き な 反 響 を よ び ま し た が 、

第 2 回 大 会 は 第 l 回 よ り 多 く の 出 席 者 ( 二百 数

拾 名 ) の も と に 盛 会 に 行 わ れ ま し た 。

大 会 は 、会 員 が 具 体 的 な 日 常 業 務 で ぶ つ か っ て

い る 問 題 や 、 協 会 の 当 面 し て い る 基 本 的 な 問 題

に| 剥して、多くの会只が意見の交換を行う場を

魅 力 的 な 形 で 設 定 し よ う と し て 生 れ た も の で あ

ります ー と よ び か け は の べ て い ま す。

。 。 。

統 一 テ ー マ は 「建築家の危機J ープロフェ ッ シ

ョ ン と ビ ジ ネ ス と の 矛 盾 ー で あ り 、 建 築 界 の 現

在 の 状 況 の き び し い 諸 矛 盾 や 謀 長E を 反 映 し て 日

本 建 築 家 協 会 会 貝 の み な ら ず 、 多 く の 建 築 家 技

Vi' r者 の 衆 目 の う ち に 闘 か れ た と い っ て よ い で し

ょう 。 更 に 3 つ に 分 解 し た 問 題 別 テ ー 7 及 具 体

的 小 テ ー マ に つ い て 、 第 2 回 大 会 へ む け て の 準

備 段 階 に お け る 事 前 討 議 を 行 い 、 問 題 点 を 深 め

て 大 会 へ 結 集 し て き た の で す。 建 築 家 が 自 己 を

と り ま く 現 状 を 正 し く 掴 み 、 建 築 家 の あるべき

姿 に つ い て 問 い た だ し 、 間 短 点 に つ い て の 認 識

を 深 め 、 こ ん ご ど の よ う な 姿 勢 て がl造 活 動 を 実

践 し て い か ね ば な ら な い か を 参 会 者一 同 が 腹 蔵

な く 討 議 し ま し た。 同 じ 職 能 に 生 き る 者 と し て

可能な限り共通の問題意識を発見し、連帯! 惑を

高 め 、 職 能 団 体 と し て の 行 動 を 内 よ り 補 強 す る

こ と を 大 会の 目的と した の で す。

大 会 笑 行 委 員 会 は ー建 築 家 の 危 機 は 、建 築 家 と

い う 職 能 だ け が こ ん に ち 苛 負 っ て い る わ け で は

あ り ま せ ん。 見 か け の繁 栄 と は う ら は ら に 、医

師 ・弁 謎 士 ・教 育 家 等の職 能 人 が 直 面 し て い る

事 柄 と 、 全 〈 恨 は 共 通 し て い る と い え ま し ょ う 。

こ れ ら の 職 能 は 、 発 生 め l時 期 的 づ れ が あ る と し

て も 、 産 業 革 命 以 後 急 速 に 発 展 し た 資 本 主 義 的

社 会 機 梢 の 中 で 、 職 能 分 化 の 道 を 逆 り 、 そ れ ぞ

れが臭っ た パ タ ー ン ( て ' 確 立 へ ) の 道 程 を 歩 み

つ づ け て お り ま す。 しかし 、 そ の 進 行 に つ い て

職 能 が 社 会 に 対 し て 負 っ て い る 使 命 と 、 そ の 遂

行 を 支 え る 経 済 行 為 が 矛 盾 す る 状 況 が 顕 著 に な

っ て 参 り ま し た 。 わたし遥が意志決定をする| 療

の意識の 中 に お い て 、 ま た 主 主 志 決 定 後 に 行 動 す

る 建 築 家 相 互 に お い て 極 箔 す る 機 会 が 多 く な っ

て ま い り ま し た 。 こ の 現 象 は 、 建 築 家 を と り ま

く 社 会 の 状 況 変化 に 起 因 す る の は 当 然 で あ り ま

3 つ に 分 解 し た 間 足 羽Ij テー" 7 r建 築 事 務 所 内 部

の問 地!J ｲ 廼 Ａｾ Ｇ ｊ ｾ 務所ｊ｡ ｊ 及ひ ･ 対外部の問題 ｊ ｲ 集

団 と し て の 協 会 の 問 題 」 は 3 つ の 分 科 会 に 別 か

れ て 討 議 が な さ れ 、 更 に 全 体 会 議 で 総 括 的 に 討

議 さ れ ま し た。 ( 註 ) 第 1 回 大 会 の 統一 テ ー ? は

「建築家の職能J 一70年 代 の 建 築 家 の 役 割l ー で

あり 4 つ め 分 科 会 「 建 築 家 と 職 能 J r建 築 家 と

行 政J r建 築 家 と 教 育 J r建 築 家 と 公 害 」 で あ

った 。 そ れ ぞ れ の 分 科 会 に は 2 名 の リ ポ ー タ ー

が席 に つ き 、 分 科 会 に 関 連 す る 会 員 よ り の ア ン

ケ ー ト の 回 答 (60余 名 ) の 報 告 と 併 せ て 、 リ ポ

ー タ ー 自 身 の 主 主 見 を 縫 起 し こ れ を い と ロ に し て

討 議 が 始 め ら れ ま し た 。

個 人加 入 を 基 本 と す る 協 会 の 組 織 形 態 と、会員

が何 ら か の か た ち で フ ァ ー ム ( 設 計 体制 ) を 代

表 し 統 括 し て い る こ と の 現 実 の な か で 「 プ ロ フ

エ y シ ョ ン と ビ ジ ネ ス と の 矛 盾J と い う テ ー 7

に よ っ て 論 議 が 展 開 さ れ た た め 、建 築 家 と し て

ど ち ら を 選 ぶ か と い う こ 者 択 一 論 に な り が ち で

あ っ た り 、 古 参 会 員 と 若 い 世 代 の 会 員 の 立 場 や

歴 史 的 条 件 の ち が い か ら く る 次 元 の 具 る 発 言 が

出 て き た り し ま し た 。 し か し 全 体 会 議 は プ ロ フ

エ ッ シ ョ ン の 問 題 と ビ ジ ネ ス の 問 題 は 同 位 の 次

元 で 両 極 で あ る か の よ う な 位 置 に 位 置 づ け る も

の で は な く 現 実 的 に は 併 存 さ せ な け れ ば な ら な

い こ と 、 建 築 家 の 職 能 が 社 会 に 対 す る 責 任 を 果

す と し 寸 立 場 の な か で 、 ど の よ う に 関 わ れ 、 建

築 家 や 協 会 が ど の よ う な 姿 勢 で す す ん で い か な

け れ ば な ら な い か を 深 め る こ と の い と 口 として

つ か み 、 こ ん ご 更 に こ の 問 題 の 検 討 を つ づ け る

こ と が 必 要 で あ る と E在認しました。

と く に ビ ジ ネ ス と い う こ と ば を 会 員 相 互 が あ い

ま い な ま ま で な く 全 体 で 承 認 で き る 正 確 な 理解

を し な が ら 論 議 を し な け れ ば な ら な い と 指摘 さ

れ ま し た。

全 体 会 議 は 特 別 提 起 と し て 「 関西 国 際 空 港 建 設

に 関 す る 事 項 」 が 報 告 さ れ ま し た が協 会 と し て

こ の 事 項 に 関 与 す る こ と の 是 非 論 、 提 起 の 手 続

上 に 対 す る 意 見 な ど が あ り 、 取 扱 い に つ い て こ

ん ご に 課 題 が 残 さ れ ま し た 。 こ の こ とは 、社 会

に 対 し て 「 協 会 」 の あ リ方 を 問 い 、 社 会 と ど の

よ う に か か わ り を も つ か を 明 確 に し て い か ね ば

な ら な い 一 里 塚 に な っ た と い っ て よ い で し ょ う 。

大 会 は 「 現 代 社 会 に お い て 創 造 と は 何 か 」 を テ

ー ? に 、 湯 川秀 樹 氏 の 記 念 講 演 会 を 行 い 出 席 者

に 共 鳴 を 与 え ま し た 。

す が 、 職 能 の 領 域 が 拡 大 し た こ と や 、 こ れ に 伴 大 会 終 了 后 、 懲 親 の た め の 宴 会 を 祇 園 歌 舞 練 場

っ て建築家の裂が多様化している司王によ っ て 激 で 聞 き 京 都 の 情 緒 と 西 陣 千 本 六 斉 ( 郷 土 芸 能 )

し さ が 増 し て お り ま す。 を 満 喫 し 、 設 終 日 住 友 有 芳 圏 、 表 ・裏千家茶室、

そ こ で 、 建 築 家 が 社 会 と か か わ っ ている局面や、 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン を 見 学 し て お わ り ま し た 。

建 築 家 が 設 計 体 制lの 中 で 当 面 し て い る も ろ も ろ 全 国 の 会 員 が一 堂 に 会 す る こ と に 意 義 が あ り 、

の 問 題 を 卒 直 に 披 怪 し 、 個 人 的 体 験 を 共 通 の 体 会 貝 の そ の 要 請 が 強 い こ と は 多 く の 出 席 者 が あ

験 に お き か え 、 さ ら に 体 験 に 対 す る 主 主 識 を 相 互 っ た こ と で 明 ら か で す が 、 ひ き つ づ い て 来 年 も

に認識する作業が、この| 祭どうしても必姿な ー 第 3 回 大 会 が 聞 か れ 、 会 員 の 連 帯 性 を 強 め 、 協

過 程 だ と 考 え ら れ ま す。 ー と 委 貝 長 名 で 述 べ て 会 の 発 展 強 化 が 計 ら れ る こ と を 切 に 願 う も の で

い ま す。
す。 1971.  l l .  23.  

0 日本建築家協会会員 蓮 併 亨
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エルミン窓は

はめ殺しL
J二斗J
窓に近い気

ビビり:〉
y
レの高さ剖lこ応応、じてその威力は充分に発揮される

- 二重力ラスの聞に内蔵されたブラインド。

上げ下げ、角度調節は室内の紐で。

- 枠本体も断熱材によって内部・外部が絶縁されている 。

- 二重ガラス内面の清掃も容易。

- 粋と障子と一緒に取りつけられる総合窓。

- 障子を枠に引きつける方式の特殊なロ ック。

- このヒンジにより窓は 180度完全に回転。

. P  C 工法に最適。

. u型に曲げられた障子。

特殊なベンデインク・マシンにより曲げ‘加工される 。

ブ ラ イ ン ド 内 蔵 ・ ア ル ミ ニ 重 ガ ラ ス 窓

工 ｪｾｾＩ 翠
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戸外の騒音を防止します

180度横軸回転機構により清掃管理が簡単です

大型窓の使用が可能です

きわめてす ぐれた気 ・水密性能を持 っています

空調設備費・維持費を大巾に低下させます

ガラス 、サ ッシの結露を防止します

ブラインドは損傷しに くく維持管理が容易です

ブラインドはきわめて高い遮光率を持 っています

国 日 本 工 ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

大阪営業所 大阪市西区京町沼 l の 125 ( 東洋ビル) T E L 441 - 1978( 代表) 443- 1461 ( ビル交換)

本 社 東 京 都千代田区岩本町| 丁目 11番 2号(三泉ビル) T E L861 ー1891 (代表)
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レ ポ ー ト

都 市 再 開 発 と 地 下 街 問 題

角 橋 徹 也

1 ひ ろ が る 地 下 街

去る 12月 1 目、大阪ナ ンパの地 下 街 が 華 勾 し 〈オープンした。 これ よ

り前 1970年 春 、 賑 橋 - f j卸主主筋間の千日前通地下に通称、虹の町かが完成

し た が 、 今 回 は さ ら に こ こ か ら 東 へ 堺 筋 ま で 400M延 長 し て 計 800Mの

地 下 街 と な っ た。 床商 積 3 万 6 千 M

2

、310庖 舗 の 大桜 規 な も の で、 大

阪 で は キ タ の 梅 田 地 下 街 に つ い で二 番目 の 大 き さ で あ る。

こ れ で 大 阪 の キ タ と ミ ナ ミ の 主 要 な タ ー ミナルは 地下街で主主めつくさ

れ た こ と に な り 、 大 阪 は 名 実 と も に 地 下 街の ま ち と な っ た。 全 国 的 に も

地 下 街の 計画 は 花 盛 り て¥ 北 は 北 海 道 旭 川 市 か ら 南 は 九州 佐 世 保 市 ま で

全固め主要都市、 50ヶ 所 で 、 地 下 街 建 設 が 自 白 抑 し に す す め ら れ て い る 。

日 本 で 最 初の地 下 街 ら し き も の は 、 昭 和 9 年 に 出 来 た 大 阪 駅 前 か ら 阪

神 を 結 ぶ 地 下 道 で あ る か ら、 大 阪 は 地 下 街 建 設 で は 先 駆 者 と も い え る 。

地 下 道 が 地 下 街 へ 発 展 し て い く過 程 を み て み る と 、 最 初 は 地 下 道 の 壁

面 に 奥 行の 浅 い 凹 所 を 設 け 、 広 告 用 陳 列 窓 と し て 利 用 さ れ た。 その後こ

の陳 列 慾 は 次 第 に 大 型 化 し 、 特 に 百 貨 庖 の 近 くで は 大 き な シ ョ ー ウ イ ン

ド ー に 発 展 す る が 、 一 方 で は こ れ が 庖 舗 の 形へ と 変 容 し て い っ た 。 地 下

通 路 に 庖 舗 が 張 り つ い た 形 の 地 下 街 が 出 現 し た の は 昭 和32年 に 完 成 し た

名 古 屋 の 地 下 街 が 最 初 で あ っ た。 こ の 時 を も っ て 、地 下 空 間 は 単 な る 交

通 空 間 か ら 商 業 空 間 の 機 能 も か ね る よ う に な っ て く る 。 そ の 後 、 名 古 屋

方 式 に よ る 地 下 街 が 、 タ ー ミ ナ ル を 中 心 と し て 全 国 的 に 続 々 と 誕 生 す る

よ う に な っ た 。 大 阪 で は 昭 和 38年 、 本 格 的 な 地 下 街 で あ る 梅 田 地 下 セ ン

タ ー ( 第一 期 ) が完成した。

モ ー タ リ ゼ ー シ ョ ン の 進 行 は 次 の 2 点 に お い て 、 交 通 の 流 れ に 重 大 な

影響を与えてきた。 そ の 第 l は 、 タ ー ミ ナ ル で は く る ま が 地 表 面 を 占

領 し て し ま い 、 歩 行 者 は 止 む を 得 ず 地 下 へ 追 い や ら れ た。 第 2 点 は 、 路

面 電 車 と パ ス が く る ま の 増 加 で 邪 魔 も の 扱 い さ れ て 、 そ れ に 代 る も の と

して 地 下 鉄の 建 設 が す す め ら れ た 。 こ の 結 果 、 歩 行 者 の 移 動 レ ベ ル が す

べ て 地 下 に 抑 し 込 め ら れ て し ま う た め に 、 地 下 道 が そ れ に つ れ て だ ん だ

ん と 延 び て い し こ れ が あ る 程 度 は り め ぐらされると、 地 下 を 歩 〈 方 が

ず っ と 便 利 で 安 全 だ と い う こ と に な り 、 歩 行 者 は ま す ま す 地 上 か ら 遠 ざ

けー らt t . てしまう。

一 方 、 地 下 鉄 の プ ラ ッ トフォーム と地 上 路 商 の レ ベ ル t::J に 相 当 な ス ペ

ースがあるので、 こ れ を 利 用 し で も う 一 つ の 床 商 を 設 け 、 こ れ を 単 に 地

下 鉄 利 用 者 の た め の 交 通 空 間 と し て で は な く 、 新 た に 商 業 的 な 目 的 に 用

い られ る よ う に な っ て く る 。 地 下鉄 の建 設 が す す み 、 郊外鉄 道 の都 心 乗

り 入 れ が 進 行 し て く る と 、 都 心 の タ ーミ ナ ノレには大量の乗降客がはさ出

さ れ 、 地 下 街 は そ れ を 呑 み 込 む べ く 漸 時 拡 張 さ れ て い く 。

乗 り 換 え ロ を 結 ぶ連 絡 通 路 か ら 外 れ た と こ ろ で は 、 乗 降 客 を さ ら に 引

きつけようとし て 地 下 商 底 街 が タ コ の 足 の よ う に 延 び て い く 。 そ し て こ

れ ら の 通 路 は 大 規 模 な ピ ル の 地 下 室 や 百 貨 庖 に 直 接 連 絡 す る よ う に な り 、

地 下 街 は ツギハ ギ 式 に ビ J レの地 下 階 と つ な がっ て い く 。 か く し て 地 下 街

は と ど ま る と こ ろ を 知 ら ず 拡 張 さ れ て 、 つ い に は 大 阪 全 体 が 、 ア ン グ ラ

・タウン、にならんばかりの勢し、である。

と こ ろ が 地 下 街 が こ ん な に 膨 張 し 、 そ し て 利 用 者 が 年 q 増 え て い く の

に、 地 下 街 と 1[ l 車の 乗 り 換 え 口 とがつながるネソ 7 の と こ ろ が 一 向 に 改

普 さ れ て い な い 。 そ の た め に 朝 夕 の 泌 雑 ぶ り は 、 そ の 中 を 歩 い て い る も

の に 一種 の 恐怖 感 を 与 え る 。 しかしこのネ ッ7 の部 分 は 、 両f則が庖舗に

な っ て い る た め に 拡 巾 は む づ か し い 。 現 に 15年間I に つ く ら れ た 名 古 屋 駅

前 の地 下 街 は 今 と な って は巾只が狭まく、 平 常 時 で も 混雑 が 激 し い。 梅

聞 の 阪 急 の 旧 正 問 改 札 口 か ら 地 下 街へ降 り た と こ ろ で も す で に そ のよう

なiJ_ l : 態が起り つ つ ある 。 こ う い う 状 態 で は 近 い 将 来 、 梅 田 の 地 下 街 で 大

規 模 な 群 集 事 故 が 起 り 得 な い と だ れ が 保 障 し え よ う か 。

2 危 険 な 地 下 街

数 年 前 、 梅 田 地 下 街 て' 7 ン ジ ュ ウ 屋 の 底 員 が ふ と し た は ず み に 7 ンジ

ユ ウ を 床 に パ ラ 撒 い て し ま っ た 。 何 が 起 っ た の か と 通 行 人 が 次 4 と足を

と め 、 そ の 場 所 で は 約 2 時 間 も 人 だ か り が 消 え ず 、 あ げ く の 呆 て は 警 官

が 務 理 に 乗 り 出 す よ う な 騒 ぎ が起 っ た こ と が あ る 。 こ の こ と は 地 下 街 に

お け る 群 集 心 理の 特異 性 を は っ き り と 物 語 っ て い る 。 地 下 街 は 全 〈 迷 路

のよう な 空 間 で 、 天 井 も 低 〈目 標 物 が な い た め に 歩 行 者 は 方 向 党 感 を 失

い や す く 絶 え ず 不 安 に と り つ か れている 。 だか ら何 かハ プ ニ ン グ が 起 る

と付辛口番問的に群集が動いて、それが大惨事を 引 き 起 す お そ れ が 多 分 に

ある 。

地 下 街 で の パ ニ y ? は 単 に 火 災 や 地 震 だ け に よ っ て 起 る も の で は な い。

例 え ば ち ょ っ と し た 危 険 物 ・発 火 や い た ず ら 半 分 に 大 声 を 上 げ た り 、 音

や 光 を 出 し た だ け で も 群 集 は あ た か も水島の羽ばたきに驚いたように、

一 定 方 向 に な だ れ を 打 っ て 動 き 出 す お そ れ が あ る 。

わ け で も 火 災 は も っ と も 起 り や す く 、 危 険 で る 被 害 が 大 き い 点 で も 地 下

街 災 害 の な か で も っ と も 重 要 な 問 題 で あ る 。

1967年 10年 、 名 古 屋 の地 下 街 で 中 華 料 理 屈 の 鍋 の 過 熱 か ら 火 災 が 発 生

した。 火 は す ぐ に 消 し 止 め ら れ た に も か か わ ら ず 、 逃 げ ま ど う 人 び と で

か な り の 混 乱 が 生 じ 、 煙 が も の す ご い 早 さ で地 下 街の す み ず み ま で 拡 が

っ た と い う 。 地 下 街 は 地 上 に 比 べ て 湿 度 が 高 い た め に 、 火 災 発 生の 確 率

は 小 さ い が 、 ひ と た び 出 火 し 初 期 消 火 に 失 敗 す れ ば 地 上 火 災 よ り も 多 聞

の 煙 や ガ ス を 発 生 す る こ と に な る 。 と く に コ ン ク リ ー ト ピ ル 火 災 特 有 の

問 題 として、 これ らの煙 や ガ ス が 室 内 に こ も り 、 立 体 化 さ れ 密 室化 され

た 地 下 街 の 通 路 や 階 段 を か な り 早 い 速 度 で通 り 、 短 時 間 の う ち に 地 下 街

お よ び そ れ に 述 絡 す る ビ ル に 拡 が る。 これまでの実験結果からすれば、

煙 の 舷 が る 速 度 に 普 通 人 間 の 歩 〈 速 さ ( l m/ 秒 ) と 同 じ で あ って 、こ

の こ と は も し 人 間 が 危 険 を 感 知 し て か ら 避 難 を 始 め る の が 遮 れ た り 、 階

段 部 分 で 滞 領 し て し ま う と す ぐ に 煙 に 追 い つ か れ て し ま う こ と に な る 。

人 間 が 仮 に 冷 静 に 判 断 し て 行 動 し た と し て も 、 以 上 の よ う な 危 険 が 予 想

さ れ る の に 、 ひ と た び 震 に ま か れ て 視 野 が さ え ぎ ら れ る と 群 集 は 狭 い 通

路 を 逃 げ ま ど い パ ニ ッ ク 状 態 に お ち い る 危 険 が あ る 。

地 下 街 は 後 述 す る よ う に 、 公 共 道路 の地 中 を 占 用 し て い る た め に 避 難

通 路 や 階 段 を 地 下 街 の 通 路 部 分 に は と り に く く 、 お の ず か ら ピ J レの地下

階 に 設 け ら れ て い る 場 合 が 多 い 。 し た が っ て そ の 位 訟 は パ ラ パ ラ で 判 り

に く く 、 全 般 に そ の 数 も 少 な い し 巾只 も狭 u、。これではスムーズな避難

に支障をきたすし、 そのうえ 無 数 に 貼 り つ け ら れ た 広告板 や 照 明 灯 が 数

少 な い 避 難 誘 噂 様 識 を さ え 識 別 し に く く し て い る 。

一度火が出t t . ，; r 長時間手がつけられなくなり、多数の 2B. 忠 者 を 出 す の

が 地 下 街 火 災 の 特 徴 で あ る 。 そ の 対 策 の ま ず 第ー は 火 を 出 さ な い よ う に

す る こ と で あ る が 、 現 実 に は 出 火 危 険 度 の 高 い 飲 食l苫 や 料 理 応 な ど が 多

数 を 占 め て い る 。

そ れ に 加 え て 地 下 街 に は お び た だ し い 可 燃 物 が 持 ち 込 ま れ て お り 、 衣

料品広や量産飾品広では床面積 1 M
2

当り 100勾 以 上の可 燃 物 置 が 収 納 さ れ

て い る 状 況 で あ る 。 こ の よ う な 危 険 な 場 所 で は 、 出 火 防 止 と 同 時 に 微 底
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し た 内 装 の 不 熱 化 、 可 燃 物 の 持 ち 込 み llilJ 限 を 行 な い 火 災 が 発 生 し て も 小

規 桜 な も の に jf [ J えなければならない。

そ れ で は 消 防 活 動 の 方 は 万 全 か と い う と こ れ も ど う や ら お 手 上 げ の よ

うだ。 第一 、 階 段 が 少 な す く 入 り 込 ん で い る ので、避難す? と消火作業員

が ぶ つ か っ て 消 防 士 の 進 入 も 容 易 で は な い。 f反 に 進 入 で き た と し て も 排

煙装置が不十分なので消火活動ははかどらなし、。 や た ら と 放 水 す る ば か

り で は 水 以 に よ る 被 害 も 大 き く な る 。 排 煙 を 容 易 に す る に は 、 結 局 こ れ

までのような 地 下街の構造や形式を大巾に変え、天井に相当大きな| 羽ロ

苦11 を 設 け る 以 外 抜 本的 な解決法はなし、。

最 近 の 地 下 街 で は 、 ス プ リ ン ク ラ 一 、 自 動 煙 感 知 総 な ど 近 代 的 な 消 防

設 備 が 設 置 さ れ て い る と 報 ぜ ら れ て い る が 、 こ れ ら は す べ て 初 期 消 火 に

の み 役 立 つ も の で あ る 。 も し 初 期 消 火 に 失 敗 す れ ば い か な る 方 法 で 対 処

し よ う と す る の か 。 地 下 街 の 構 造 変 更 を 含 め て 予 測 し う る 大 惨 事 を 末 然

に 防 止 す る た め の 緊 急 対 策 が 早 急 に 都 じ ら れ な け れ ば な ら な い。

3 地 下 街 建 設 の メ カ ニ ズ ム

ホ都市再開発f と い う 言 葉 の な か に は 、 一 見 さ わ や か な イ メ ー ジ が ひ

そんでいるようだ。 人 口 がw集 し 木 造 住 宅 や 喰 べ も の屋、 何 ん で も 雑

貨 屋 な ど が 雑 居 し た 混 合 街 区 や 、 歩 ・ 草 分 離 の な い 入 り 込 ん だ 狭 い 道 路

に 人 と く る ま が あ ふ れ 、 過 密 と 老 朽 が 問 居 し た ス ラ ム 同 然 の 地 区 は 、 再

開発の名のもとに、ブノレドーザーでおしつぶされガレキとな っていく。

整 然 と ク リ ヤ さ れ た 敷 地 に は 、 ; n 新 し い 高 層 住 宅 や オ フ ィ ス が 建 ち 並 ぶ。

道 路 は 広 〈 な り 、 と こ ろ ど こ ろ に ひ ろ ば が 設 け ら れ て 小 ざ っ ぱ り と し た

身 な り の 人 た ち が 噴 水 の ま わ り で 緑 に 映 え る 陽 光 を 楽 し む。 しかし、か

つ て そ こ に 住 ん で い た 人 た ち は ど こ へ 行 っ て し ま っ た の か。 老 朽 建 物 に

代 っ て 新 し く 銀 行 や 立 派 な オ フ ィ ス が 建 て ら れ る が 、 結 局 都 市 再 開 発 は

だ れ の た め に 干 子 わ れ た の か と い う こ と に 思 い を め ぐ ら す 人 は ほ と ん ど な

..、。

都市再開発に連想、されるきれいごとのイメ ー ジ は 今 や ゆ る き れ な く な'

っ て し ま っ た 。 雄 大 な 再 開 発 の 構 想 は た び た び 慈 々 し く 打 ち 出 さ れ る が 、

どt L もうまくいったたグコしカずないようた〉

地 下 街 建 設 も ま ぎ れ も な く 都 市 再 開 発 の 一 つ で あ る 。 一 般 の 再開 発 は

立 体 的 に 容 秘 密 度 を 高 め て い る が 、 平 面 的 に 地 下 空 間 を 績 に 延 し て い る

の が 地 下 街 で あ る 。 し か し 一 方 が い ろ い ろ な 面 で 行 き 詰 ま り を 見 せ て い

る の に 、 地 下 街 建 設 だ け は 不 思 議 と う ま く 事 が 運 ん で い る。 そ の 秘 密 を

解 き 明 か せ ば 次 の と お り で あ る 。

第 1 点 は 、 地 下 街 建 設 は お 金 の か か ら な い 安 上 が り の 再 開 発 で あ ると

い う こ と で あ る 。 地 下 街 は 道 路 下 を 掘 り 下 げ て つ く る の で 用 地 費 が 不 要

で あ る 。 地 下 に は 地 主 が い な い の で 用 地 買 収 に 手 間 が か か ら な い し 、 一

般 の 再 開 発 の よ う に 権 利 関 係 の 調 整 に わ ず ら わ さ れ る こ と も な い。 第 2

点 は 、 地 下 街 建 設 費 の 大 部 分 は 、 地 下 庖 舗 か ら 徴 集 す る 権 利 金 ( 入 居 保

証 金 ) に よ っ て ま か な わ れ る の で 、 地下 街 建 設の 事 業 主 体 で あ る 地 下 街

株 式 会 社 の 持 ち 出 し 資 金 は 大 巾 に 軽 減 さ れ る 。 さ ら に 地 下 街 建 設 は 地 下

鉄 の 建 設 ( 地 下 鉄 四 ツ 橋 線 ) や 高 速 道 路 の 建 設 ( 阪 神 高 速 道 路 大 阪 堺 線 )

と同時方面工される場合が多いので工事はさらに安上がりとなる。第 3 点

は 、 個 人 の 地 主 が い な い と い う こ と は 、 事 業 報 行 に あ た っ て 直 接 的 に 利

害 関 係 を も っ 人 び と が 存 在 し な い と い う こ と で あ る 。 し た が っ て 地 下 街

建 設 は 世 間 の 耳 目 に 触 れ る こ と な く 、 こ っ そ り と す す め ら れ る 条 件 が 箆

っ て い る 。 そ し て 、 地 下 街 株 式 会 社 は 大 阪 市 が 資 本 の 大 半 を 出 資 し 、 市

の 高 級 官 僚 で 役 員 を 構 成 し て い る 。 こ れ で は 、 市 の 怠 の か か っ た 外 郭 体

が地下 街 を 計 画 し 、 市 が 許 可 す る よ う な も の で あ る 。 し た が っ て 、 事 業

化 の 手 続 き に 極 め て 簡 単 で 、 市 民のチェッ 7 を う け る こ と な く ひ そ か に

画策され建設きれやすい。

地 下 街 建設 に は 、 用 地 買 収 は 不 要 で あ り 、 事 業 化 の 障 害 は 全 く な い 。

そ れ だ け で 事 業 達 成 の 特 急 券 を 手 に 入 れ た よ う な も の で あ る が 、 お ま け

け に 事 業 主 体 は 建 設 費 を 大 し て 負 担 す る 必 要 が な い と あ っ て は 、 全 国 的

に 地 下 街 の 新 設 、 増 設 が 次 々 と 容 易 に 生 ま れ て く る の は 理 の 当 然 で あ る 。

地 上 で は モ ータ リ ゼ ー シ ョ ン の 激 化 と い う 外 的 条 件 が 加 わ り 人 聞 を 地 下

へ 押 し 込 め 、 地 下 内 部 に お い て も 地 下 街 建 設 を 許 容 し 、 そ れ を 促 進 す る
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諸 条 件 が 絞 っ て い る わ け で あ る か ら 地 下 街 は 雪 ダ ル 7 式 に ふ え て い く の

で あ る 。 つ ま り モ ー タ リ ゼ ー シ ョ ン と 地 下 街 建設 と は 密 接 な 相 関 q 係に

あ り 、 も し 仮 に 地 下 街 が 上 記 の よ う な 〆 カ ニ ズ ム で か く も 容 易 に 建 設 さ

れ る よ う な こ と が な か っ た ら 、 地 下 街 建 設 は 当 然 高 価 な も の と な り 、 こ

こ ま で 大 規 模 に 手 掛 け ら れ な か っ た で あ ろ う 。 そ う す れ ば 市 当 局 は モ ー

タリーゼーンヨンの進行とターミナノレ利用人口との間で板ばさみとなり、

結 局 者 日 市 改 造 そ の も の に つ い て 抜 本 的 な 対 策 の 選 択 を 迫 ら れ る こ と に な

ったかも 知れなし、。 ここでも外部矛盾の内部化が進行している。

し か し そ れ に し て も 、 地 下 街 は モ ー タ リ ゼ ー シ ョ ン と 地 下 公 共 空 間 の

私 物 化 と い う 論 理 だ け を 主 軸 に し て 拡 張 さ れ て い く の だ ろ う か 。 地 下 街

はそこに入居する多数の広告由経 営 者 の 資 金 負 担 に よ っ て 増 勉 さ れ て い 〈

のであるが、 こ ん な に 沢 山 鹿 舗 を つ く っ て 実 際 に そ の 経 営 が 成 り 立 っ て

い る の か と い う 疑 問 も 出 て く る 。 し か し 現 実 に 、 底 舗 が は や ら な 〈 て 底

じ ま い を し た と い う 話 も 1mか な い し 、 ど う や ら 確 実 に 採 算 が 合 っ て い る

ようだ。

結 局 、 地 下 街 は 既 存 の 地 上 商 庖 街 あ る い は 別 の タ ー ミ ナ ノ レ 商 庖 街 を 喰

いつぶし、かれらを被性にしながら拡張されていることが判る。. 5 J IJ の言

楽 で い え ば 、 商 業 資 本 に よ る 利 ilMI吸 収源 の 奪 い 合 い ( 転 移 と い づ て も よ

い ) が 行 わ れ て い る の で あ る 。 大 阪 ナ ン パ の ミ ナ ミ の 地 下 街 を 例 に と っ

て み て も 、 こ の こ と が 典 型 的 に あ ら わ れ て い る 。 虹 の 町 ( 第 一期 ) が 完

成 す る こ と で 、 ナ ン パ 新 川 町一 帯 は め っ き り 人 通 り が 少 な く な り 、 現 に

た ば こ 屋 の 売 り 上 げ が20- 30% も落 ち て い る と い う 。 また第 2 期 工 事 で

千 日 前 通 り に 巾4 4 Mの 道路 が で き 、 そ の 上 に 高 速 道 路 が 走 る こ と に な り 、

大 阪 名 物 の 歩 行 者 天 国 戎 橋 筋 商 庖 街 と 千 日 前 商1苫 街 が 南 北 に 完 全 に 分 断

さ れ た 。 そ れ に 加 え て 千 日 前 筋 に あ る 地 下 街 の 階 段 の 位 置 は 南 か ら 流 れ

て き た 歩 行 者 が す べ て 地 下 街 に 吸 い 込 ま れ る よ う な 設 計 に な っ て い る 。

こ れ で は 千 日 前 通 り 北 側 に あ る 地 上 商 庖 街 の 衰 退 は 自 に 見 え て い る 。 こ

れが大阪市のいう* ミナミに新しい魅力を加え、( その) 発展を約束する

" も の な の だ ろ うか。

地 下 街 建 設 に よ っ て 、 地 上 商 庖 街 の ネ y 卜 ワ ー ク を 完 全 に 破 壊 し 、 地

上 の 環 境 は 悪 化 す る が ま 、 に 放 置 さ れ て 、 一 方において、け 11 のあるまちか

、七色の光。‘ みどりのひろば" はては ' r*ZEの あ る ま ち 砂 な ど ば か げ た キ

ャ ッ チ フ レ ー ズ を 用 い て 答 を 地 下 へ 誘 い 込 む 。 ホ失なわ れた 。 美 し い 空

や 川 、 緑 と 太 陽 を い ろ い ろ と 取 り 揃 え て い ま す 。 ど う ぞ お 越 し 下 さ い 。

と い う わ け で あ る 。 し て み る と 地 下 街 は 、 公 害 に よ っ て も う け よ う と す

る 公 害 防止産 業 な る も の と 何 ら 変 る と こ ろ が な い 。

ホ大阪市だより砂 ( 今年 8 月号 ) の 見 出 し に は 、 地 下 街 の 、 環 境 は 地

上 よ り 快 適 に " と あ る 。 こ の よ う に Y 也上 を歩行者のものに秒、都市に緑

と太陽を H と い う 市 民 の 索 朴 な 願 い を よ そ に 、 一 見 地 上 よ り も 地 下の 方

が す ぐ れ て い る の だ と い う 妙 な 錯 覚 を 与 え な が ら 、 地 下 街 建設 は す す め

られている。

4 提 言一 梅 田 タ ー ミ ナ ル 地 区 再 開 発 構 想

地 下 街 は 防 災 上 、 都 市 再 開 発 の あ り 方 な ど か ら み て 、 極 め て 問 題 の 多

い 体 質 を か か え て い る こ と は 明 ら か で あ る が 、 し か し 地 下 街 を 全 〈否定

す る わ け に は い か な い 商 も あ る 。 現 実 に 地 下 鉄 や 私 鉄 の 乗 り 換 え 客 が 地

下 通 路 を 移 動 す る の で 、 交 通 空 間 と し て の 機 能 は 存 続 す る か ら だ 。 わ れ

わ れ が 問 題 に し て い る の は 、 自 動 車 優 先 政 策 に よ っ て 地 下 街 を つ く り 出

し て い く よ う な 都 市 改 造 の 方 向 そ の も の で あ る 。 ま た こ の よ う に し て つ

く ら れ た 地 下 街 は 防 災 上 非 常 に 危 険 で あ る し 、 利 用 者 の 安 全 と 利 使 、 あ

る い は 状 適 性 な ど ほ と ん ど 孝 慮 さ れ て い な い。

そ こ で わ れ わ れ は 、 単 に 地下 f訴 に 反 対 す る だ け で は な く し て 、 将 来 の

権 問 タ ー ミ ナ ノ レ の あ る べ き 姿 を 具 体 的 に 市 民 に 縫 共 し 、 市 民 の た め の ま

ち づ く り を め ざ し た 足 掛 り と な る よ う な も の を つ く ろ う と い う こ と に な

っ た 。 こ の梅 田 タ ーミ ナ ル の 将 来 像 が ひ ろ く 市 民 の 共 感 を 得 て 、 そ れ が

市 民 に よ っ て 支 持 さ れ る な ら ば 、 一 つ の モ デ ル タ ー ミ ナ ノ レ づ く り が 最 後

は 大 阪 の 都 心 全 体 を 市 民 の ま ち に 変 え て い く 大 き な 運 動 へ と 発 展 し て い

くことを期待して、、梅田ターミナ J レ地区再関発構想t
ll

がつくら れた 。

大 都 市 へ の 入 口 集 中 が す す み、都心、の高度利用と効外の住宅地開発が

，、
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進 行 す る と 、大 都 市 の構 造 は都 心は 業 務地 、 郊 外 は 住 宅地 へと 2 極 化 さ

れていく 。 こ の こ と は 必 然 的 に タ ー ミ ナ ル利 用 人 口 を 増 加 さ せ 、 そ の 混

雑 を激化 させる 。 し た が っ て 梅 田 タ ー ミ ナ ル の 改 造 計 画 は 、 大都 市 へ の

人 口 集 中 の抑 制 とターミ ナノレ利 用 人 口 の 軽 減 を 地 域 計 画 と 都 市 計 画 の観

点からとらえ、全体を7 ' ' 7 ロ的に把掘するところから始められなければ

ならない。

口 鉄 道 と 道 路 の ネ ッ ト ワ ー ク を 再 編 成 し 梅 田 の 混 雑 を 緩 和 す る

北大 阪 の 中 心地 梅田は、 日本 国 土 と 近 畿 都 市 闘 を 縦 横 に 走 る 主主喜な欽

道 と 道路 が集中する総合ターミナノレの 機 能 を も っ て い る 。 こ の た め に 侮

回 ターミナノレでは、 1 日約 120万人の来日希望事がはさ出され、朝夕のラ ッ

シュには30万 人 の 通 勤 客 が 通 過 し て い る 。 大 阪市 の 翻 在 に よ る と こ れ ら

の通 勤 客 の う ち70% が 乗 り 換 え 客 で あ っ て 、 残 り の30% が 梅 回 地 区 へ の

直接の通勤者であるという。

一 方 、 道路 体 系 も 同 機 に 一 点 集 中型となっているために、 1 日約30万

台の自 動 車 交 通 の う ち 約75% が通過交通であり、残りが梅田ターミナノレ

に 直 接 発 泊 す る 自 動車交通である。

し た が っ て 梅田 の 混雑 を緩和 し、 地 区 の 環 境 を よ く す る た め に は 鉄 道

利 用 者 や 自 動 車 が わ ざ わ ざ 梅田 を 経 由 し な い で 、 出 発地 か ら 目 的地 まで

ス ト レ ー ト に 速 く到 達 で き る よ う に 、 鉄 道 と 道 路 の 体 系 を 根 本 的 に 組 み

か え て い か ね ば な ら な い。

鉄 道利 用 者 を 迂 回 さ せ る に は 、 梅 田 へ 乗 り 入 れ て い る 郊 外 鉄 道 と 地 下

鉄 あ る い は 園 鉄 環 状 線 と の 交 差 点 に 乗 り 換 え タ ー ミ ナ ノ レ を つ く り 、 郊 外

か ら 都 心 業 務 地 へ の 通 勤 者 は な る べ く 梅 田 を 経 由 し な い で こ こ で 乗 り 換

えさせる。( 図 一 1 ) 釆り換えターミナノレをつくり出すには、既設の 2 つ

の 鉄 道 が 交 差 す る 地 点でターミ ナ J レ再開 発を笑施するのと、 地 下 鉄 線 を

国 鉄 あ る い は 私 鉄 の 既 設 駅 ま で 延 長 し て 、 ti'i極 的 に 采 り 換 え タ ー ミ ナ ル

をつくるのと 2 つ方法がある。

一 方 、 自 動 車 交 通 に つ い て も 梅 田 を と り ま く 環 状 道 路 を つ く っ て 通 過

交 通 を 迂 回 さ せ る ( 図 - 2 )。 梅 田 を と り ま く 新 御 堂 筋 線 ・国 道一 号線、

西微土肥料! ( 延長) ならびに北野都白紙l が一方通行、 4 車 線 の 現 状 道 路 と

す る 。 そ し て 梅 聞 に 集 中 し て い る 御 堂 筋 線 な ど 6 本 の 道 路 を 、 阪 急 ・ 阪

神 前 で 遮 断 し 、 行 き 止 ま り 道 路 ( クノレドサ y ク) と する ロ 徳 田 地 区 だ け

に ｾｾａｦ する向動車交通は、 ｅ 液状道路から分岐する ＧＷ J レド サ ソクに沿っ て

図ー 1 高速鉄道網ターミナル配置図

出入りする の で 、 ス ー パ ー プ ロック 内 部 で の 通 過 交 通 は - -t;J J 消 滅 す る こ

とになる 。 ( 図 - 3 )  

し か し 、 か つ て 侮 聞 に 集 中 し て い た 大 量 の 自 動 車 交 通 を 一 度に遮断し、

これを 4 車 線 の 平 而 道 路 に 来 せ る こ の 笑 は 、 現 夜 で さ え 交 通 渋 滞 を お こ

し て い る の に こ れ で は と て も さ ば き 切 れ な い と い う 懸 念 も あ る 。 こ の 環

状 道 路 方 式 は 、 梅 田 ス ー パ ー プ ロック 内 の 交 通ift 雑 を 外 部 の 周 辺地 区 へ

ｴｬｦｬ しゃるも のであるという ｭ ＧｩＧ ｾｊ もある 。

大 阪 市 で は 過 去10年/ 111 において、 5 年 毎 に 自 動 車 台 数 は f宵刷 している 。

も し 自 動 車 の 別 加 に 見 今 っ た 形 で道路をつく っ て い け ば 、 本E眠状道路は

二 層 ・三 層 の 立 体 道 路 に せ ざ る を 得 な い だ ろ う 。 た と え 道 路 建 設 に よ っ

て一 時 的 に く る ま を さ ば く こ と が で き た と し て も 、 い づ れ は 自 動 車 の 符l

加 と 道 路 建 設 の イ タ チ ゴ ッ コが始まり 、結局自動車が者11mを日食いつぶし

て し ま う こ と は ロ ス ア ン ゼ J レスの例 を み る ま で も な く ア メ リ カ の 歴 史 的

経 験 が 証 明 し て い る 。

こ の 問 題 は 結 局 、 公 共交 通 機 関 を 育 成 し 、 自 動 車 優 先 政 策 を あ ら た め

るとともに、者I1市 会 休 の土 地 利 用 の 再 編 成 と 粉 、 住 近 接 の 交 通 体 系 を っ

く り 出 し て い く こ と に よ っ て 解 決 の 方向 が見 い出 されるものである。

口 歩 行 者 天 国 の 実 現

梅 岡 ス ー パ ー プ ロッ ク の 中 央 部 に 広 大 な 歩 行 者 天 国 を 笑 現 す る 。 歩 行

者 天 国 は 3 つ の ひ ろ ば か ら 構 成 さ れ る 。 第 1 は 、 タ ー ミ ナ J レの機能をも

っ 国 鉄 大 阪 駅 ・ 阪 急 ・阪神前付近をホターミナノレひろばH とする 。 第 2

は、ダイヤモ ンド 地 区 ( 新阪急ピノレ、阪神ピノレ、第一生命のある大プ ロ

ッ ク て ¥ 市 は こ の 地 区 も 地 下 街 化 し よ う と し て い る ) の 中 央 部 を 令 市 民

ひ ろ ばW と し て 解 放 し 、 こ こ を 市 民 が 集 ま り交流する場所とする。 m3

は 、 国 鉄 大 阪 駅 北lH1J に あ る 梅 田 貨 物 駅 を 都心 の外側I j に 移 転 さ せ 、 そ の 跡

地 を * 文 化 緑 地 ひ ろ ば " と す る。

モータリ ゼ ー シ ョ ン が 激化 し てく る と 、 だ れ で も リ也下 は 地 上よ りも

す ぐ れ て い る H と思 い 込 み が ち に なる 。 なるほど、 地下 で は 自 動 車 の 騒

音 や 排 気 ガ ス に 悩 ま さ れ る こ と が な い し 、 交 通 事 故 の心 配もいらなし、。

雨 風 や 夏 肉強 い 日 射 しをさけることも できる 。 しかしこれらのことは、

単 に 地 下 街 だ け が も っ て い る 利点ではなし、。 歩 行 者 天 国 の 創 出 に よ っ て

池 上 で も 立 派 に 笑 税 す る こ と ができ るし、第一 、 地 上 に は ち ゃ ち な ア ン

図- 2 交通計画図
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グ ラ ・ ス カ イ や ア ン グ ラ ・グ リ ー ン と は 比 較 に な ら な い 太 陽 と 自 然 の 空

とllik カずある 。

問 題 は い か に し て こ の よ う な 地」ニ空 1mを つ く り 出 し て い く か と い う こ

とである 。 こ れ は 単 に く る ま を シ ャ ッ ト ア ウ ト し た だ け で は 笑 現 で き る

も の で は な く 、 美 し い 空 を 取 り も ど す た め の 公 害 対 策 、 自 動 車 を 抑 制 す

る 抜 本 的 な 交 通 体 系 の 再 制 成 な ど を 含 め た 総 合 的 な 対 策 が 必 婆 で あ る 。

特 に 霊 安 な こ と は 、 地 下 街 の も っ て い る 利 点 に 充 分 対 抗 で き る よ う な 、

魅 力 あ る 建 築 笠 IHI を 地 下 に つ く リ 出 し て い く こ と で あ る 。 地 上 を 歩 行 者

に と っ て 楽 し く 、 快 適 で 、 安 全 で か つ 建 築 的 に 位 か な 空 1:11 に っ く り か え

て い く こ と が で き れ ば 、 か つ て 地 上 を 利 用 し て い た 人 た ち は 地 上 に は し 、

上 っ て く る に 迷 い な い 。

そ の た め に 、 歩 行 者 天 国 の 主 要 な 動 線 路 に は 、 日 除 け や ひ さ し を 設 け

て 雨 風 ゃ 夏 の 日 射 し を さ え ぎ る よ う に す る 。 地 上 に は 各 種 専 門 庖 や 飲 食

席、コーヒーショ ｹ プなどをつく リ、ひろば の 中心には彫刻、 ＺＨｅｾ 盟、噴

水 、 キ 直 込 み な ど や ス ト リ ー ト ・ フ ァ ー ニ チ ュ ア を ふ ん だ ん に 取 り入れて

市民が充分に! ¥' L ! えるようにする 。

し か し 、 現 実 に f江藤の釆り換え 口 が 地 下 に あ り 、 そ の た め に 地 下 街 が

で き て し ま っ た 以 上 、 た と え 索 時 ら し い 地 上 空 11¥1を 創 出 し て も そ う 簡 単

に歩行者を地上へきそい出せないかも知れなし、。 多 分 屯 阜 の 乗 り 換 え は

地 下 で 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン は 地 上 で 、 貨 物 に つ い て は 地 上 と地 下 の r. 11で

歩 行 者 の や 争 奪 合 戦 " が 演 じ ら れ る か も 知 れ な し 、。 ま た 天 候 ・ 気 候 等 の

条 件 に よ っ て 地 上 と 地 下 と の 使 い 分 け が 行 わ れ る で あ ろ う 。 い ず れ に し

て も 、 地 下 か ら 地 上 へ ま た は そ の 逆 の 移 動 を 似 利 に す る た め に 、 歩 行 者

天 国 の 各 所 に オ ー プ ン ・カ ッ ト の 昇 降 口 を 設 け て エ ス カ レ ー タ ー な ど を

取 り 付 け る 。 ま た 地 下 街 の 天 井 を ぶ ち 抜 い て 地 下 街 を オ ー プ ン ・カ ッ ト

と し 、 そ こ へ 太 陽 の 光 を 導 入 す る 。 こ こ で は 歩 行 者 は 動 線 的 に も 視 覚 的

に も 地 上 と 地 下 と の 断 絶 を 意 識 し な く な り 、 両 者 の 空 間 的 な 述 続 性 に あ

る ｬ Ｇｪ ｕｾｬｩ 在ｻ呆される 。

歩行者天国の自11出 に よ っ て 、 徐 々 に 地 上 が 地 下 を 制 圧 し 、 く る ま の ま

ち 、 ア ン グ ラ 人 聞 の ま ち 梅 田 が 最 後 に 太 陽 と 緑 の あ ふ れ る 歩 行 者 の ま ち 、

人 間 の ま ち に っ く り か え ら れ て い く の で あ る 。

5 市 民運 動 と 対 案 づ く り

1970年 4 目、大阪の天六でガス静止発事故が発生した 。 こ れ を 契 機 と し

て 従 来 の よ う に 、 事 故 発 生 後 に 原 因 を 糾 明 す る の で は な く し て 、 あ ら か

じ め 大 き な 災 害 が 予 測 さ れ る よ う な と こ ろ を 問 題 と し て 取 り 上 げ 、 事 年 告
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図- 3 交通計画概念図

するという方向で郡ｾＳＧｴと研究を行なうものとして 、 日本科学者会議、地

下 街 労 働 者 の 組 合 で あ る 全 日 本 商 業 労 働 組 合 と 新 建 築 家 技 術 者 集 団 ( 略

称 新 建) の 3 団 体 が 大 阪 地 下 街 問 題 研 究 会 が 結 成 さ れ た 。 こ の 中 で 新

建 J 主 主 と し て 梅 田 タ ー ミ ナ J レ 地 区 再 開 発 紙 恕 の 絵 づ く り を 担 当 し た。

過 去 の 建 築 運 動 を ふ り 返 っ て み る と 、 当 局 側 が お し す す め よ う と し て

い る 開 発 行 為 に 反 対 す る た め に 、市 民 あ る い は 住 民 の 側 か ら 対 笑 づ く り

が 行 わ れ る こ と は 析 で あ っ た し 、 そ れ は む し ろ 運動 の 発 展 に と っ て 危 険

な も の で あ る と さ え い わ れ て き た 。 従 来 の 建 築 運 動 は 、 京 都 タ ワ ー 、 奈

良 県 庁 舎 、 帝 国 ホ テ J レ あ る い は 鎌 倉 の 景 観 保 存 巡 動 に 見 ら れ る よ う に 、

図- 4 駅前広場
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-・

そのはとんどが文化財保存主l捌 J と深いかかわり合し、をも っ て い た 。 こ の

ような状態の中では* 何もさせないこと川破壊行為を中止させること砂

が是正動の目的であったから絵づくりなど必要なかった 。 ま た 別 の 而 か ら

い え ば 、|刑事Eの ス ピ ー ド が速 くて市民1ll1J は 守 勢一 方で絵など拾い 、てい る

余 裕 が な か っ た と い う 事 情 も あ っ た 。 仮 に 市 民 の 立 場 か ら ヴ イ ジ ョ ン を

描 くことができても、 IJ fJ 発1ll1J が 結 局 ょ い と こ 取 り に そ の 計 画 を 換 '!'J 桁 JJ 古

し て し ま う お そ れ も あ っ た 。 またヴイジョンが1 ! ! ! ; 牧1ft '再りになってしま っ

て は 、 市 民 が 安 易 な 楽 観 主 義 に お ち い る と い う 危 ぐ も あ っ た 。

し か し 地 下 街 反 対 巡 動 は タ ー ミ ナ ル 改 造 の 巡 動 で あ っ て 文 化 財 保 存illi

並IJ とはち がうこと 、こ の運動を市民足l ¥動 と し て 発 展 さ せ て い く に は 共 体

的 な イ メ ー ジづく りが必裂であ っ た こ と 、 そ し て 敢後 の点は税: t E の市民

運 動の 力 は か つ て 見 ら れ な か っ た ほ ど 大 き な 盛 リ上がりを 見 せ て き て い

る こ と な ど を 確 認 し た う え で 、 対 策 づ く り が す す め ら れ た。 生 活 環 境 を

よ く し よ う と す る 市 民 運 動 は 、 か つ て の よ う に * 反 対 の た め の 反 対 仰 の

段 階 か ら や反対のための逆総 集 " を す る 段 階 へ と 質的 な転 換期 に さ し か

ヵ、ろうとしている。

対 案 づ く りにあた っ て 、 ま ず1，，(f JJ の技E笑 は 建 築家 、技 術 者 か ら 行 わ れ

でも、それが具体的にまとめられてし、〈過位においては、市民参加によ

る 市 民 の 提 言 と し て 打 ち 出 さ れ て な け れ ば な ら な L 、。 そ こ で は 、 市 民 と

建 築 家 と の 1111 で批 判 と 総 言 の フ ィ ー ト パ ソ ク が た び た び く り返さ れ な が

ら7 ス タ ー プ ラ ン が 市 民 の も と と な っ て い く 。 こ の よ う な フ ィ ー ド パ y

ク の 過 筏 に お い て 、 さ ら に き め 納l か い 段 階J法案 ( プ ロ グ ラ ミ ン グ ) が 生

、

図- 5 市民広場

み出され、このことによって市民はヴイジョン達成のための足l ¥ili1J の 具 体

性 と 現 実 性 を 認 識 し て い く の で あ る 。 し か し わ れ わ れ の 巡 動 は ま だ こ の

ような段階には至っていない。

今後 は 、梅田タ ーミ ナ ルを 利用する多く の 市 民 が 、 ま ち づ く り に 対 す

る 似 桜(11 な 従 言 と 討J命 を 深 め て い く 中 で 、 当 初 は ほ ん の 紫 笑 に 過 ぎ な か

った本構 想 案 が 巡ifi iJ の 発泌とともに、 一 つ の 硲 固 た る 刊 写 真 へと uげ J さ

れ て い く も の で あ る と い ず る 。

新怨築 家技仲 間ー ｾｦｦｬ 大阪支部

， .. ... ... _ 申

吋炉ー
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年

住 友 商 事 ビ ノレ

大 阪 銀 行 本l苫

圃 カ ー テ ン ウ オー ル の主 な 納 入実 績

イ ケ マ ン ビ ル ( 昭 和38年 )

大 阪 証 券 会 館 ( 昭 和4 0年 )

京 都 産 業 会 館 ( 昭 和4 0年 ) ・

大 松 ビ ル ( 昭 和41 年 )

麻 布 ビ ル ( 昭 和42年 )

大 阪 駅 前 市 街 地 ビ ル ( 昭 和 4 5年 )

住 友 商 事 ビ ル ( 昭 和4 5年 )

竹 平 加 入 電 報 電 話 局 ( 昭和 4 5年 )
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技術部までご請求ください 。

ヨィヮーJ ヲ担当: 職茸怠祉

オ又 ヰ土持軍 司守 牢!:c lii 置 関丁 1  - 6  

干 5 9 0 T E し ( 口7 2 2 ) 3 8 - 1  1  4  1  ( 大 代 表 )

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 1 - 1I - 2 ( 三 泉 ピ ル )

干 101 T E し ( 03) 8 6 1- 9  4  2  1  ( 大 代 表 )

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 - 14  ( 南本 町 ピ J レ)

〒 541 T Eし ( 0 6 )  2 5 2- 1  8  8  1  ( 大 代 表 )
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データ通信と建築

. SERj ES:  ｾ＠

@  

｛ｊ ｴｾ ｬ｛ ｊＵ＠ f品目P Gt N 

守 谷 一 彦

1 .  F R A Pの特徴

F  R  A  P  ( F r a me  _6na l y s i s  E r og r a m) は 立

体 あ る い は 平 面 骨 組 構 造 物 が 種 々 の 荷 量 を 受 け

た 時 に 生 じ る 節 点 変 位， 音11材 応 力 ， 支 点 反 カ を

ｾｬ￬ｩ 性域で求めるプログラムである 。

こ の プ ロ グ ラ ム は 任 意 の 形 を し た 構 造 物 を 対 象

と し た 任 意 形 状 骨 組 応 力 解 析 ( 以下、 G E N と

呼 ぶ) と 、 通 常 の 建 物 め よ う に 、 柱 ・は り で 格

子 状 に 椛 成 さ れ た 構 造 物 を 対 象 と し た 建 築 骨 組

応 力 解 析 ( 以下、 B L D と 呼 ぶ ) と の 2 つ の 部

分 か ら 成 り 、 デ ー タ 通 信 用 の プ ロ グ ラ ム と し て

十 分 な サ ー ビ ス を 従 供 で き る よ う 、 つ ぎ の よ う

な 特 徴 を も っ て い る 。

1. 1 . 入 力 の 特徴

デ ー タ の 入 力 は 自 由 舎 式 に よ っ て い る の で 、 あ

ら か じ め 定 ま っ た 榔lに 記 入 せ ず 、 自 由 に コ ン 7

で 区 切 っ て 記 入 す れ ば よ い。 こ れ に よ っ て デ ー

タ は 密 に つ ま り 伝 送 時 間 が 少 な く て す む。

入 力 レ コ ー ド ( デ ー タ の 1 行 分。 カ ー ド 1 枚 分

に 相 当 す る 。 ) の 順 停 は 一 部 の レ コ ー ド を 除 い

て 、 す べ て 任 意 で あ る 。 各 レ コ ー ド に は 4 桁 以

下 の 識 別 番 号 と コ ー ド 名 が ふ ら れ る 。 識 別 番 号

4・

す れ ば 、 そ れ 以 下 は 入 力 し な 〈 て も よ い 。

ま た 通 常 の 形 の 断 面 の 諸 常 数 は 、 断 簡 の 形 の 寸

法 を 入 力 す る だ け で 自 動 的 に 求 め る こ と が で き

る。 昔 日 村 に か か る 荷 量 も ほ と ん ど の 場 合 、 手 計

算 の 必 要 が な く 荷 重 の 形 と 大 き さ 、 及 び 寸 法 を

入 力 す る だ け で 自 動 的 に 等 価 な 節 点 荷 重 に 変 換

し 、 解 析 す る こ と が で き る 。 以 上 の よ う な 工 夫

を 行 な っ て 入 力 デ ー タ 訟 の 軽 減 を は か つ て い る 。

1  .  2  フ ァ イ ル

F R A P は 入 出 カ デ ー タ を セ ン タ ー の 磁 気 言 己 憶

装 置 ( フ ァ イ J レと呼ぶ ) に 保 存 し て お く こ と が

で き る 。 入 力 デ ー タ を 保 存 し て お く フ ァ イ ル を

マ ス タ ・フ ァ イ ル 、 出 力 を 保 存 し て お く フ ァ イ

ノレをレポー ト・フ ァ イ ル と 11乎ぷ。

F R A P は 7 スタ ・フ ァ イ ノ レ を 作 成 、 更 新 す る

機 能 を も っ て い る 。 入 力 量 が 多 い 場 合 、 こ の 機

能 に よ り 、 エ ラ ー ・デ ー タ の 修 正 や 憐 造 物 の 設

計 変 更 に 対 し 、 容 易 に 応 じ る こ と 於 で き る 。

1  .  3 . エ ラ ー ・ チ ェ ッ ク

H 主Il 皆の チ ェ ッ ク を wなう。

第 1 段 階 は 告 式 上 の エ ラ ー ・チ ェ ッ ク で あ リ 、

た と え ば 数 値 に 小 数 点 が 2 つ あ る 等 を 検 出 す る

第 2 段ド皆は 1 レコードのみに| 話iす る プ リ チ ェ ッ

7 で あ る 。 こ の た め の 限 界 値 ( た と え ばlt1t大 の

座 標 値 と か 節 点 番 号 な ど ) は あ ら か じ め デ ー タ

と し て 入 力 す る 。
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1  . 4  出 力 の 特 徴

計算ー結果は出力用のファイノレ ( レポート ・フ ァ

イノレ ) に 出 力 さ れ る 。

レポート・ファイノレの出力量が多〈、データ毛

内 装 誼 ( 端 未 機 ) に 出 力 す る の が 不 経 済 か 、 時

間 的 に 不 可 能 な 場 合 に は 、 セ ン タ ー の ラ イ ン ・

プ リ ン タ に こ れ ら を 出 力 す る こ と が で き る 。 こ

の 場 合 、 結 果 の一昔11 を早 〈 知 り た け れ ば 結 果 の

一 部 を 別 のファイ J レに出力し、 このファイノレを

端 来 機 に 出 力 す る こ と も で き る 。 このファイ J レ

をモニタ ファイノレと呼ぶ。 ま た 補 助 的 な 内 容

で 、 出 力 す る 必 要 の な い も の は 、 利 用 者 の 要 求

に よ り 出 力 か ら 省 く こ と も で き る 。

2 . 任意形状骨車即ち力解析 ( G E  N)  

2 . 1 .  G  E Nの 機 能

G E Nは直線材て市，Y ; 成されだ任意の形をした 4

3且 の 応 力 解 析 を す る プ ロ グ ラ ム で 、 骨 組 の 形

し て は 、 立 体 フ レ ー ム ・立 体 ト ラ ス ー平 面 格

ば り ・ 平 面 フ レ ー ム ・ 平 商 ト ラ ス 等 が 可 能 で

る。

ま た 続 々 の 荷 量 状 態 を 重 ね 合 わ せ る こ と も で

さ ら に そ れ ら を 組 み 合 わ せ た 音11材 応 力 、 反 カ

求 め る こ と も で き る 。 傾 斜 座 標 系 、 断 面 主 制l

傾き、等も考除、する こ と が で き る 。 その他、

制変位、 i:i1t. 度 応 力 、 初 期 ひ ず み 応 力 等 も 扱 う

と が で き る 。 表 1 に G E  N の 概 要 を 示 す 。

た G E N は 使 用 す る 内 部 記 憶 容 訟 を 1 6  0  K  

に 限 っ た た め 、 表 ・2 のよ う な 制 限 が あ る 。

2 . 2 . 入 力

入 力 デ ー タ の 一 覧 表 を 表 ・3 に 示 す。 入 力 デ

タは 一 般 に 4 附 類 に 分 け ら れ る 。 計t ) : 上の 条

に限! するデー 夕 、 館i 点 に 限lす る デー 夕、昔日中

立体フレーム( 6 自由度)

立 体 ト ラ ス ( 3 自由度)

宇E 類平面裕子11 ') ( 3 自由度)

平面フレー ム ( 3 自由度)

骨組の形

平 面 ト ラ ス ( 2 自由度)

形 状 任 意

部材と面i. e:の 剛、半剛、自由 ( ピン)

， .・
s 按 合 ( 自由皮肉すべて町方I <'1. 1こ可能)

支旬

占 固定、半固定、自由( ピンぜロ ーフー)

傾斜支点

外力

部材および ￎｉￎￍＮｾＮ に作用
モ 〆ノト

荷 重 支N 移動( 強制変位)

そ の 他 1邑度応力

初期ひずみ( 組立力)

軸 方 向

変

山 肘 Ilu げ

ね じ れ

3十 11 せ ん 断

計 算 法

精 算

最小町自由度で行なヲ

応 力 的 組 合 可 能 t

表 ・2

J1{ 目 市l 甲且 fiIT 

節点数( 支点を含む) 5∞ 

部 キオ 数 制限主し

荷 重 条 件 数 15  

荷 重 組 合 せ 数 15  

部 材 断 面 形 的 観 類 100 

傾 斜 支 点 数 50  

半 固 定 支 点 数 50 

支 点 移 動 数 全荷量条件を合計して 100

(  Ｖ 自由 ｊｾＩ 約25

部材両端の節点番号差 (  Ｓ 自由 ｊｾＩ 約50

(  Ｒ 自由 ｊｾＩ t守75

表 . 3  

骨 阻 コード 内 事 OP(註)

タ イ ト ル T T L  1  略4車、タイ トル

プ'1 チェッタ l 用 GE Nl  プ'1 チェッタ l 用データ

C NT l  せん断力考曜、ヤノグ悟盈等共通デーヲ OP  

コントロール CNT 2  計) 1: 用パラノータ OP  

CNT 3  荷量条件の組合せ OP  

O- G l  レポ ト・ファイルへの出力指定 OP  

出 力 指 定 O- G2 モニ " 7 r イルへの出力指定 (節占) OP  

O- G3 同 上 (部川) OP  

J NT l  節占の座標 eik聾 OP  

J NT 2 傾斜支点 OP  

自 点 J NT 3 キ固定主点 OP  

J NT4 師自の座標 ( J NT  1の代用) OP  

J NT 5  酪点のtt l ! ( 同 上 ) OP  

S CT l  世立の断面. ， OP  

断 面

昨 S CT 2 指定の断面昨 OP  

MMBl  部材一世 OP  

MMB2  部材の断面常駐 OP  

部 Ａｾ＠ I  MMB3  半期揖合部 OP  

MMB4  部材一眠 (MMB 1のft 用) OP  

J  - L  1  面白荷量 OP  

出 占 荷 量

J - L 2  支臨時動 OP  

M- L1 通常の部H荷量 OP  

M- L2 任意の部付荷量 OP  

部 H 荷 量

M- L3 t副主応力 OP  

M- L4 初期ひずみ( 組立力) OP  

(;主) OP  場合により入力しな〈てもよいもの

図 ・1 例 平i布 フ レ ー ム

X  

ｾ 田 u)9_ → 



花確なコミュニケーションは、
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へ

B

さ

ん

か

ら

目と手で伝えていくコミュニケーション

耳から耳・口から口へのコミュニケーション

そして 、書類によるコミュニケーション ・ー

いずれも“ 正確さ・ハイスピード" が第一条件です。

ゼロ ックスなら 、文書 や 図 面 や グ ラ フ や 図 形 な ど

e
C

さ

ん

へ

あらゆるク'ラフィ ック情 報 を 、送り手から受け手へ

C

さ

ん

か

ら

D

正確・迅速にコミュニケーションできます。

そこから 、お互いの理解が生まれ、信頼が深まります。

これこそ、正確なコミュニケーションのもたらす

好ましい人間関係が形成されます。

大 き な 利 益 と い え ま す ね。

.‘ 
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あなたにイ可をもたらすでしょっ。
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l比lする デー 夕、荷量に| 刻する デー タの 4 つ であ

る。 この 4 的 販の デ ー タ が 満 足 さ れ れ ばよし、。

図 ・ l の よ うな 構 造 物 ( 平 面 フ レ ー ム ) を使っ

て具 体 的 な入力を説明する 。 ( ';& .  Ｔ 参ＡＡＨｾ )  

構 造 物 を 、 架 純 計 画 に し た がっ て 線 材 で モ デ ル

化する 。 NI/ 巡 の種 類 ・荷 量 条 件の数 ・節目吋数 ・

昔日付断 ｉ 留 の ｈ 額数 ・ 解析条件 ・ 出力指 定 、ｾ ［Ｏ＿

の 与 条 件 を 設 定 す る 。 ( 表 。4 において、 8 行

目から 11行 目 、 即 ち 識}]IJ 番 号 2 まで) つぎ に座

標軸を設定して節点の座標値を決め、節点、」正

点 の 支 持 状 態 を 決 め る 。 ( 識 別 番 号 3 - 10まで )

各 節 点 を 結 ぶ 部 材 に 対 し て 断 面 を 設 定 し 、 百11村

端 の 支 持 状 態 を 決 め る。 ( 織 別 得 号 11 - 17まで )

つ ぎ に 荷m条 件 に し た がっ て、節点荷量、古11村

荷 重 を 設 定 す る 。 ( 識 }]IJ 番 号18- 23まで) 波 別

番 号24は注釈行である 。 デー タ 記 入 欄 で プ ラン

クが10桁 以 上 絞 く と そ れ 以 下 は デ ー タ と 見 な さ

れない。 し た が っ て 注 釈 を 入 れ る こ と も で き る 。

以 上 の デ ー タ に 、 入 出 力 の フ ァ イ ル 関 係 の 指 定

を 行 な う 基 本 レ コ ー ド ( 6 、 7 桁目 ) と、ライ

ブラリ ・コマンド ( 1 ・4 ・5 ・33 ・34行自 )

を 加 え て 、 入 力 デ ー タ は 完 成 す る 。 2 .  3 ・35

行自はセンタからの応答で、 B S Nは一 括 処 理

の曜日 ( C は火曜日 ) と受付番号を、 B R T は

受 付 時 刻 を 示 し て い る。

以 上 の よ う な 入 力 方 法 の 他 に 、 節 点 あ る い は 膏11

材 の 入 力 は 、 ま と め て 入 力 す る こ と も で き る 。

たとえばよ記の例では、節点ごとに各: 座練値を

入力したが、座標値が同じものが多い場合( 1 < 日l

題 の 1 節点と 2 節 点 の X 座 稼 値 は 同 じ で あ る。

苦 の 他 、 格 子 状 の も の に 多 い ) 、 座 標 値 ご と に

ま と め て 節 点 番 号 を 入 力 す る こ と も で き る。 苦11

材 に つ い て も 同 様 の 手 法 が 用 意 さ れ て い る 。

以 上 の よ う に 、 入 力 方 法 も 構 造 物 に 適 し た 方 法

を 利 用 す る こ と に よ っ て 入 力 の 省 力 化 を は か る

ことカeて' きるようになっている 。
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計 算 結 果 と し て つ ぎ の も の が 求 ま る。

1  ) 音11材 の 総 延 長 と 総 体 徽

2  ) 等 価 節 点 荷 量

3  ) 節 点 の 変 位 と 回 転

4  ) 部 材 応 力 ・お よ び 応 力 の 組 み 合 わ せ

5  ) 支点反力 ・お よ び 反 力 の組 み 合 わ せ

6  ) 不 平 衡 カ ・お よ び そ の 最 大 値 、 平 均 値

単 位 は 入 力 の 単 位 が そ の ま ま 出 力 の 単 位 に な る

の で 、 入 力 デ ー タ 内 で 統ー されていなければな
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2  3つ33-S E+ O'O一五TOU +003--: -T13{ +Oき亡-1. -33Ei E斗; 0 広亡O06E-=O1- 6-:∞OE二0 1

一τ 旦与- i士斜路子士会議等士協自治安芸会4議j同id我袋三3L
2  3. 276E- 01  1. 301E+00 0 .000E- 01- 2. 328E+00 2.  699E+00- 3.  126E+02 

町了 寸 τＺＭＵＶ ｾ ι 工訂 寸 て 百花 苛ＱＰＺＭ ＰＰ Ｍ Ｇ庄司戸亡 Ｓ ｓＶＢｅ Ｋￖ Ｇ ￖ 寸 てお ＭＱ Ｈ ＫＰ ちて ｚ 前 夜 Ｋ￵ＲＭ
7- B  1 3. 520E - 01  2. 993E - 01  1. 2B6E+02- 3. 520E- 01- 2. 993F- 01 8 . (均4E+01

23-:- 苛吉区 可 否 す づ 司 百τ oT τ 有 9E芋O2士3・:455E+σ0- 8--=- 749E=01づ -:-f 26E+02-

C同日 1  1. 734E+00 6 . 492E - 01  2. 485E+02- 1. 734E+00- 6. 492E - 01  2. 060E+02 

.. 
らない。

表・ 5 に 例 題 の 出 力 の一 部 ( 節 点 変 位、部 材 応

力 ) を示す 。

節 点 変 位 は 入 力H寺に設定した1 A 撚系 ( 基 準 座 線

系 と 呼 ぶ ) で表わされ、音11材 応 力 は 材 料l方向を

X 剥! とする座標系 ( 部 材 座 椋 系 と 呼 ぶ ) におけ

る 材 端 反 力 の 形 で 表 わ さ れ て い る 。 共 に 右 手 系

直交1 Af浪系である 。
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-
-

軽 量

比 重 0 . 5

断 熱

而れた

法 定 耐 火 材 料

宮

⑨ P O R Eぎ〉

設 計 シ ポ レ ッ ク ス 販 売 株 式 会 社

施 工 シ ポ レ ツ ク ス 販 売 株 式 会 社

使 用 場 所 ヤネ・ユカ・カベ ・7 ジ キリ

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  ユ二 期 短 縮 を 要 す る す べ て の 建物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・倉 庫 事 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・体 育 館 等

4  軽 量 化 を 要 す る 高 層 建 築 物 ・軟 弱 地 盤 の 建 物

5  鉄 骨耐 火 構造 の 建 物

，..ポレ111ワ ヌ 販 売 株 式 会 社

本 社 ・ 東 京 支 I苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 田J 2  - 6  (平 沼 ピ ル )

話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 j 苫 大 阪 市 西 区 立 発 掘 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ピ ル )

電 路 大 阪 ( 538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l苫 名 古屋 市 中 村 区 広 小 路 酉 通 3 - 2  ( 大 商 ピ ル )

旬 言舌 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4  2  1  

• 



口写真と概要をどしどしお送。〈ださい。

凡例 a 所在地 b. 建築面積 c 延面積 d . f I I I 造規桜 e. 工 期

721 .  南 大 阪 ボ ー リ ン グ 場 I 722 .  神 戸 税 関 監 視 部 I 723.  住 宅 商 事 メ ー ゾ ン 千 里

設計 K K 大 建 設 計

施工 : K K 竹 中 工 務 底

a  大阪市西成区津守田TJR6丁目57

b .  4 ，116 .08 m'  

c  .  8，378. 63 m'  

d .  R  C造 3 F 、外壁 A L C

e. 昭和46年 2 月~昭和46年8 月九

設計 ・近 自 陸 地 建 営 織 部

施工 東 急 建 設 K K

a  神 戸市議合区浜辺町 8 丁目

b  本館417. 48 m' 他計 741. 67 m'  

C . 本館2，5ω ぬポ他計2，943. 63 m'  

d  本館RC 造、 6F 、P1、付属屋

RC 造、 2 F

e  昭和45年 9 月~昭和46年 10月

設計 : K K 日 建 設 計

施工 鹿島 建 設 K K 大 阪 支 底

a  盟中市新千里東町 2 丁目 4町 3

b  .  541.426 m'  

c  .  7，458. 56 m'  

d .  S  R  C造、 14F 、B 1  

e  昭和45年 5 月~昭和46年 8 月

724.  サ ン ト リ ー 八 日 市 蔵 置 場 I 725.  伊 丹 図 書 館 資 料 館 I 726.  吹 田 市 立 図 書 館

設計 : K K 安 井 建 築設計事務所

地工内 鹿 島 建 設 K K 大 阪 支 后

a  滋賀県八日市尻無町字布引山1437

b .  1，461. 57 m'  

c  .  2，923. 14 m'  

d.  ｾ柱 ｒ ｃ 造、屋線 ｓ 造

e. 昭和46年 l 月~昭和46年 7 月

設計 K K 山下 寿郎 設計事務所

地工 大 成 建 設 K K 大 阪 支 唐

a 伊 丹 市 千 僧 寺 今 池

b .  1，5∞m'  

c .  4 ，216  m'  

d .  R  C 造、 図t号館 3 F 、P H 1  

資料館 2 F 、B 2  

e  昭和45年 7 月~昭和46年 8 月

設計 : K K 関 西 建 築 事 務 所

施工 ・鹿 島 建 設 K K 大 阪 支 社

a 吹 悶 市 出 口 町 7 8  7  

b.  856. 981 m'  

c  .  3，296. 996 m'  

d.  R  C 造、 4 F  

e  昭和45年 12月~昭和46年 11月

、と』
L
P

1

引

727 .  .....ーノ、 甲 保 養 所 I 728.  公 益 セ ン タ

設計 : 井 原 建 築 士 事 務 所

地工. : K K 松 村 組

a 大 阪 府 吹 田 市 新 田

b.  1，255 . 136 m'  

c.  1，994 1141 品i

d  次斉場情[ R C造、 2 F 、事務

所室練 S 造、 2 F 、その他

e  昭和46年 2 月ー昭和46年 10月

729.  

設計 K K 大 奪 設 計

施工 阪 神 土 木 工 禦 K K

a 神 戸 市 兵 庫 区 有 野 町

b. 820 m'  

c  .  1，466 m

2  

d.  R  C 造、 l 部 3 F

e. 昭和45年 10月~昭和46年 6 月
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クラスメート

80 ( 京都大学昭和12年卒〕

ｾ＠

ｾ＠

友よ り (敬称略)

大 賀 郁 夫 (文部省管理局教育施設部 )

村 島 彰 Ｈ ｋｋ 国中小西建築 ｩ ｬｾ 務所 Ｉ

白石↑ 専三 ( 京都工芸繊維大学)

渡 辺 道 輝 (K K 渡辺建築事務所)

寮 藤 次 郎 ( 大阪工業大学)

昭和46年 11月初 日

持学 技術 セ ンター サ イエ ノスクラプにて

昭和12年京大建築学科卒業生は、 16名だった。 そのうち 2 名が亡くなり、現在関西にいるのはこれだ

けである 。笑に久しぶりに顔が揃ったのだが、卒業以来、永か ったような 、短かったような気がする。

お互いに、頭は白くなり、あるいは禿げた。 孫がふたりもいる者まである 。 91時になったら、もう帰

ろうという者もいる。卒業後、 35年たっているのである 。

しかし 、気持だけは、卒業当時とほとんど変っていないように思える 。水割りを 2 杯飲んだら、も の

のいいっぷりは 、たちまち昔に戻った。 35年の経過が信じられなくなる 。

村島は、大阪市役所に永くいて、その後、松村組を経て現在は、田中小西建築事務所の取締役である。

学生時代から熱心だった碁は、ますます強くなって、 5 段ぐらいになっているのではないか。

ナベさんこと 渡辺は、清水、兵隊、鹿島を経て、昭和26年から、おとうさんの事務所に戻り、今は所

長の身である 。 学生時代のアイスホ ッ ケーのステ ィッ クをクラ Ｗ Ｇ ｾ こ握りかえ、当日もゴルフで遅刻し

てきた。

ガーチャンこと 大賀 は、朝鮮総督府の役人から、引揚げてきて文部技官となり、あちこちの大学の施

設課長を歴任し、 40年から文部省の大阪工事事務所長をしている 。

斉藤は、東洋鋼材で構造計算をしていたのが、昭和22年から労働省に移り永年勤続し、 43年からは大

阪工大教授になっている 。

かく申す 白石は、日本を飛び出して大速の南満工専の先生となり、 18年 の暮れに京都に舞い戻ちて以

来、京工大 の古狸となってしまった。学生時代、建築の勉強をそっちのけにして描いていたヌ ードは、

今も研究室の壁に掛けであるが、近頃は雑務多忙で絵を摘〈暇は作れそうにない。

卒業後の同級生の経歴を話しあってみると、かなり何度か転職している 。一度しか転職していない者

もあるが、普通は二 ・三度、多い者は五度変っている 。 そのほかに兵隊の経験がある 。

本当にのんびりしていた、古き良き学生時代。空腹で、寒かった戦時 中。繁栄しているのかしらないが

あまりにあわただしく追い立てられるような現代。戦前、戦中、戦後の三時代を生きてきた者の感 慨

は多い。 京大建築科の本館は残っているが、テニスコートのあったところには、 5 階建の校舎が建ち、

当時の先生は、もはやひとりも京大にはおられない。今から、さらに 35年後、いや、そうは命がもっ

まい、 15年後には、私たちはどうなっているだろうか。
( 白石記)
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:人間尊重時代の

インテリアづくりに・・

ハ ウ ジ ン グ の 先 端 を ゆ く 感 覚 と 技 術 で 業 界 を リー ド も る

新光ク ロス。 そ の 高 級 壁 装 材 一 総 合 見 本 帖ユニ シリーズ。

'72年 '73年 の た め の 新 作 を 取 り そ ろ え て い よ い よ 登 場 /

激 動 す る '70年 代 を 生 き ぬ く た め の 仕 事 の 場 、 憩 い の 場 を

ず ば り 、 イ ン テ リ ア す る 業 務 用 か ら 家 庭 用 ま で 、 あ ら ゆ

る フ ィ ー リ ン グ と 目 的 に か な っ た 素 材 と 色 柄 を 豊 富 に コ

レ ク 卜 し て い ま す。

4  

酬 柵

新光クロス

株 式 会 社

本 社 / ⑮ 550 大 阪 市 西 区 北 堀 江 御 池 通 り 3- 18 ｾＰＶ Ｈ ＵＳＸ Ｉ ＷＳＲＱ 大代 表

支 J苫 / . m. l 03 東 京 都 中 央 区 日 本橋 人 形 町3- 4 ｾＰＳ Ｈ ＶＶＱ Ｉ ＰＲＷＱ Ｍ Ｕ＠

出 張 所 / . m. 730 広 島 市 外 安芸 町 下 温 品 2 5  4  ｾＰＸＲＲ Ｈ ＸＹ Ｉ＠ 1248- 50 

Ｇｾｽ＠

，.. ＮＮｾ＠

ij .  ｾ＠

.， 



建 築 の 眼

山 本 純 孝

安 井 建 築設 計 事 務 所神 戸 事 務 所 長

車氏 里予 ヰ圭

大 阪 大 学 工 学 部 助 教 授

. " . . ，.  / 、 で す =

木木 壬ヨ「 主主

近 陵 地 建 営 繕 殺 害十官

乾 亮 三

大阪府立西野田工業高等学校定時制主事

口 組 織 を 考 え る

近 代 は 個 人 主 義 の 時 代 で あ っ た が 、 現 代 は 組 織 の 時 代 で あ る と い う 。

建 築 設 計 の 分 野 に お い て も 社 会 、 経 済 、 文 化 の 急 激 な 変 化 に と も な っ て 建 築 と 呼 ば れ る 領 域 が 著 し く 拡 大 さ

れ 、 そ の 結 果 フ リ ー ア ー キ テ ク ト が 次 第 に カ を 失 い 、 そ れ に 代 っ て 大 組 織 の 設 計 集 団 に よ る 活 動 が 主 力 を 占

め る よ う に な っ て き た 。 近 代 に お い て は 建 築 設 計 の 目 標 は そ の 建 物 が 持 つ 機 能 的 、 芸 術 的 価 値 の 普 遍 性 、 永

続 " 主 に あ っ た が 、 現 代 に お い て は 設 計 の 評 価 は そ の 建 物 が 社 会 に 与 え る 指 導 的 影 響 力 の 大 小 に よ っ て 決 定 さ

れる 。 現 代 人 は 魅 力 を 感 じ る 組 織 に 自 ら を 投 入 し 、そ の 所 属 す る 組 識 の 力 を 利 用 し て 自 己 の 個 性 を 最 大 | 壌 に

発 協 し な が ら 社 会 に 寄 与 す る よ ろ こ び を感 じ 始 め て い る 酬 こ の よ う な 組 識 人 を 志 向 す る 設 計 技 術 者 逮 に よ っ

て 活 動 し て い る 建 築 設 計 集 団 は 、 そ'の 仕 事 の 性 格 上 社 会 へ の 影響 が 極 め て 大 き い だ け に 強 力 な 統卒 者 を 求 め 、

ま た 自 己 の 組 識 を 絶 え ず 向 上 成 長 さ せ る 必 要 性 に 駆 ら れ て い る 。 彼 ら は ま た 建 築 の 領 域 外 の あ ら ゆ る 専 門 分

野 と の 思 想 、 技 術 、 感 情 の 交 流 を 切 望 し 、 こ こ で 摂 取 し た 精 神 的 栄 養 手川 彼 ら の 思 考 を 柔 軟 に し 技 術 的 決 定

にバイタリティを与える。

日 々 に 変 動 す る 社 会 的 情 況 に 対 し て 鋭 敏 に 対 応 し 、 先 見 的 な 深 い 洞 察 力 と 広範 な 専 門 技術にー裂付けされた建

築 提 案 を 活 発 に 生 産 で き る 組 織 こ そ 現 代 社 会 が 求 め る 設 計 集 団 の イ メ ー ジ で は な か ろ う か 。 ( Y )

口 も の の 原 像

大 阪 府 下 の 石川 と 大 和 川 流 域 の 平 野部 は 、 堂 々 た る 大 前 方 後 円 墳 の 群 集 地 と し て 有 名 で あ る 。 か つ て 、 こ れ

ら の 古 墳 は 、 坦 々 と し て 開 い た 回 図 長 観 の 中 に 濃 い 緑 色 の 島 の 姿 を し て 点 綴 し 、 見 る も の に 強 い 印 象 を 与 え

た 。 最 近 、 府 下 一 帯 の 市 街化 の 進 展 に と も な って、亡れらあ京定見の多くは、屋根瓦の海の 中に 埋 ぽ つ し か け

ている 。 そ れ ら の 多 く は 、 今後 は 市 街 地の 中 の 緑 の 島 と し て 生 き ? づ け て い く で あ ろ う 。

い ず れ に せ よ 、 私 の 意 識 の 中 の 古 墳 は 、 も の ご と の 対 め か ら 常 に 、森 あ る い は 緑 の 島 と し て 、 l羽 い た 風 来 の

中 の 充 実 し た 拠 点 と し て 焼 き つ け られて い た 。 と こ ろ が 、 こ の 印 象 は 、 先 日 、 1/25 ，000の地形図を前にして、

と つ ぜ ん 私 の 中 で く る り と 哀 を 返 し た の で あ る 。 も の の 始 主 p に お け るF古 墳 は 緑 の 烏 で あ る は ず は な か った。

そ れ ど こ ろ か 、 前 方 後 円 墳 は 、 こ れ ゐ の 平 野 を お お っ て う ち つ づ 《 常 緑 広 葉 樹 の 樹 海 の た だ な か に 切 り 開 か

れ た 其 空 地 帯 、 個 々 の 広 場 の な か に 白 々 と 郷 い て い る に 違 い 念 い 。 地 形 図 は 、 突 然 そ の 其 の 姿 を 私 の 意 識 の

中 に 復 活 さ せ た の で あ る 。 そ れ は ま さ に 、 現 代 の 風 景 の 裏 返 し の観 念 で あ っ た。 私 は 、 こ れ ま で ネげ を 見 て

い た に す ぎ な い の で あ る 併 え ( K )  

口 断絶劫日誹

行 き つ け の コ ー ヒ ー 庖 が 改 装 じ た 。 板 壁 が 白 い ビ ニ ー J レクロスに ・一、 ベ ン ヂ と 呼 ん で い た 木 製 精 子 が 、 朱 色

の ソ フ ァ ー に 変 っ た 。 女 主 人 は 得 意 で あ る 。 そ し て 80円 の ヨ ー ヒ 一 代 は 工‘ば ら く 据 え 置 く と し て 、 い ず れ 100

円 に し た い と い う 。 改 装 し て か ら こ れ 迄'の よ う に 通 わ な 〈 な っ た 。 折 角 、 あ ん た 遠 の 為 に キ レ イ に し た の に

と" " ' 7 " " ' 7 さんは機嫌が悪い。私達の為なら改装しない方が良カ、守た。 でコ- 1ニーが安くて、うまくて、 気 楽 に 座

れるところさえあればそ九で結構。ママさんはそれがわにからないという。

一種 の 断 絶 で あ る 。 先 日 、 あ る 病 院 を 見 学 し た 。 こ の 病 院 の 自 慢 の 1 つ 与 特 別 食 堂 が あ る 。 眺 め も 良 い。 チ

ヨ ツ と し た レ ス トランイ立の 設備 と メ ニ ュ ー 、 値 段 も チ ョ ッ と し た も の。 給 食 が 患 者 の 気 に 入 らなくて ーー と

い う 事 だ っ た 。 食 堂 は も う 1 つ あ る 。 地 下 室 で あ ま り 気 持 ぢ の 良 い 部 屋 で は な い 。 し か し 、 い つ も 混 ん で る

とみえた 。 特 別 食 堂 の 利 用度は" " ' 7 7 " " ' 7 ア。それも医者と見舞客が殆んど、との事だった。それでーー ・・・とわが

喫茶府経営者はいう。それだけの4 ] " ; や、どっちもキレイにしたらいいのにネェ ...... ¥¥コ ー ヒ ー 値 上 げ 近 しH 常

連 の 口 が や か ま し い こ の 頃 で あ る 。 ( M )

口建 築 科 の 教 員

今 年 度 も 残 り 少 な く な り 、 学 校 で も 新 年 度 の 諸 準 備 が 始 め ら れるよう に な っ た が 、 そ の 中 で 一 番 頭 の 痛 い も

のの l つ は 教 員 の 欠 員補 充 で あ る 。 特 に工 業 高 校 で は 各 専 門 今 分 野 に 分 か れ て い る の で か な り む づ か し い 問

題 を 含 ん で い る 。 こ と に 建 築 科 の よ う な 学 科 で は 有 資 絡 者 の 絶 対 量 が 他 の 学 科 に 比 べ て 少 な い か ら そ の 苦 労

は ひ と し お で あ る 。 と こ ろ で 、 大 学 の 建 築 学 科 卒 業 生 は 年 間 6，000 人 だ と い う こ と で あ る か ら 、 教 員 の 補 充

ぐ ら い に は 事 欠 か な い よ う に 思 わ れ る が 、 毎 年 の 採用 試 験 の 受 験 者 数 は 少 〈 、 し か も そ の 大 半 は 笑 業 界 に 流

れ て し ま う の が 例 で あ り 、 他 学 科 に 比 べ て 建 築 科 特 有 の 現 象 で あ る と 関 係 者 を な げ か せ て い る 。 それでは、

ど う し て 若 い 人 達 が こ の 職 業 を 避 け よ う と す る の で あ ろ う か 。 案 外 「 食 わ ず 嫌 い 」 で は な い の か と も 思 わ れ

る が 、 い つ か 本 当 の 意 見 を 11[) いてみたいものと思っている。

教 育 と い う 仕 事 の 成 果 は 長 い 年 月 を 経 な け れ ば 目 に 見 る こ と は で き な い け れ ど も 、 い つ の 日 か 、 必 ず そ の 菩

ぴ を つ か む こ と の で き る も の で あ る 。 有 能 な 建 築 界 の 後 輩 を 育成 す る こ の 職 業 に 飛 込 ん で く れ る 若 い 人 達 の

1 人 でも 多 い こ と を 切 望 す る ゆ え ん で あ る 。 ( 1  )  
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multitil 巴
つやのある表面と深い立体が生みだすゴージャスなふんい気

高級意匠壁を演出するシームレスタイルてす

< 牧場・高原・山脈・富士> 四種のデザインを用意しました。

命、関S ペイント
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既刊

. 段備伎術者 Z書 柑 爪 加 議

のための 耳 ま ｾ＠ V J  - "H 回 協

・B5 判 9 P活字一段繊組40011: ，( 折込図面50枚)

圃定価 2，300円 会 員 特 価 2，∞0円 送 料 250円

・発事:J 44年 9 月

・ 鉄 骨 の デ ザ イ ン ・実例と考え方

・B5 判 8  P 活全一段舗を! ! 4∞頁 Ｚｾ＠ -図:iii 88枚)

. 定価 2，5∞円会只特! 玉 2，200円 送 時 2oO円

. 発刊 45年 2 月
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- 建 築 の 風 力 係 数

執 筆 者 工学 博 士 石 崎 直 雄 〈 京 都 大 戸 教 授〉

. A5 判 9 P活字一段挑組 100頁

・定価 350円 会 員 特価 300円 送勾 55円

. 発事IJ 42年10月

近引j

園 建 物 お よ び 設 備 の 保 全

圃縄集 ・清水寿栄次

最 新刊

・ 建 築 基 礎 工 法 と 実 例

圃B5 判( 182x257mm) 9ポイント活字一段横総約500頁，

本 文 特 別 上 質 紙，表 紙 特 ク ロ ース上製，特盟函入

. 定価 3，5∞円 送料 250円

. 発事l 昭和47年 1月 末

・編集 安員長山府邦男，幹事宮川達郎・山口安男 ・多々見市環





第 17 回 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 入 選 作 品

設 計 課 題 : 住 宅 団 地 の 集 会 所

主 催 : 日 本 建 築 協 会

総 評

応 募 作 品 の う ち 、 規 定 に 多 少 巡 反 す る ら の も あ っ た が 、 実 際 上 は 全 作 品 が 審 1 1 : 的 対 象 と な っ た . 審 1 1 : は な か

な か 難 行 し た . そ の 理 由 同 - ) ] に は 、 容 1 1 : 委 只 各 自 の 観 点 の ち が い b あ る . た と え ば 総 造 ・地 工 上 向 リ ア リ

テ ィ を む つ べ き で あ る と い う 見 解 、 i立' I ' i 的な意欲をかうべきであるという見解的対立など. しかし、 一 方 に

は 作 品 自 体 に b 原 因 が あ っ た . 芥 川 賞i止 衡 の 例 に な ら え ば 、 今 回 は { . H唖 秀 な し と い う と こ ろ に 、 お ち つ き た

か っ た の が 、 委 只 の 多 く の 公 持 で あ っ た だ ろ う . と い う の は 、 デ ザ イ ン と し て ユ ニ - 7 な と こ ろ が あ っ て も .

他 に か な リ の 欠 陥 を ふ 〈 ん で い た 札 す べ て に 錐 が な 〈 て ι ‘ あ ま リ に 優 等 生 的 あ る い は 陳 腐 な 造 型 で あ っ

た リ 、 要 す る に 衆 自 の お す き わ だ っ た む の が な か っ た こ と に 原 因 が あ る . 優 秀 な 技 能 を も っ て い る 商 工 生 諸

君 が 、 そ の わ ざ と と む に 、 意 欲 的 な デ ザ イ ン カ を 身 に つ け る よ う が ん ば っ て も ら い た い .

な お 、 審 先 只 の 短 評 を 入 選 作 品 に 併 記 し た の で 参 照 し て い た だ き た い o 1i'.i. 坪 を お 寄 せ い た だ い た の 出 、 小 J 1J

宇 、 斉藤 ;(j 弘 、 下 河 内 男 、 西 村i原之助、山地英雄各百年先 μ と，. - ; ! 聞である o ( 周囲 日)

一 色 宅 団 地 a 集会所 一一
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審査経過

応 募 作 品 町 内 郵 集 線 定 不 適 合 作 品33点 は 、 内 容 を Z監視

する立場ーから ー応 審 査 の 対 象 と す る . た だ し 審 益 段 階

的 i組 む に 伴 っ て 4 1害するニととした o 1<1<審 査 は 総 合 的

観 点 で 全 応 募 作 品 よ り 審 査 良 l 人 10ー12点を選出' 1 - 得点

のあった作品喜[ ( 25，占的内得東上 2点 を 凶 識 の 上 審 査 対 象

か ら 除 外 し と . 2次 審 査 は 作 品 18点 に つ い て 審 査 貝 1人

10点 を 選 出 し 得 市 7. 6. 5的 作 品4点 を 入 選 と し た o 3 次

審 筆 で は 、 先 的 投 東 で 得 占4. 3同 作 品 12点 に つ い て 審 華

民 Ｑ 人 Ｖ 点を役買ｾｌＡ専用 ＶＮＵＮＴ の Ｔ 作品を入選としたＮ最

軒 審 査 は 先 的 役 原 で 得 点3. 2的 5作 品 を 対 象 に 意 見 交 換

向 上 投 票 で 得 内 7. 4町 2 作 品 を 入 選 と 決 定 し た . 最 優 秀

作 品 は 入 選 作 品 10点 よ q 審 重 量 貝 の 投 票 で 決 定 し た .

{事H E会 は 、 昭 如4 6年 10月 27 回 日 開 催 、 扇 回 審 輩 委 貝

銭 外 7 審 輩 " がt臼 庸 し た. 応 募 1 3伎 ・ 応 寡 作 品66点 )
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政 骨 十 要 項

1  環 演 : r. s ，ti 近 郊 の 4 - 5 階 建 的 共 同 住 宅 ま た は 独 立 住 宅 で 精 成 さ れ る

団 地. 約 500戸 を l 区 域 と L . そ の 中 に あ る 集 会 所 と す る .

2  敷 地 ・幅只 6m"，; m各に寵i L. 面 棟 約700ni' . 平 担 ま た は 申 る や か な 傾 斜 地.

敷 地 内 に 集 会 所 組 物 を 配 置 し . 率 制 2 台 分 位 向 駐 車 ス ベー ス を

とる . そ の 他 内 外 部 宅 IHI は 自 由 に 考 え て よ L 、.

3  構 造 ・鉄筋コンクリートi 1 i .

4  規 機 : 床碩if.貰200ni' 以 内 . 階 数 地 上 2 以 下.

5  所 要 重 . 大 集 会 主 ・ 洋 室 で 床 面 積8 0 - 1 0 0 ni' . 多 人 数集 合 的 場 合 同 t/111Aな

ど の守た め の 股側 を 考慮 す る . 可 動 IUI仕 切 を 股 け て 分削 使 用 で 島

る よ う に し て も よ い .

小織 金重 ・ 手口室または持ｾＮＱｩ｛ Ｎ

便 所 . q三洗. 物置. 1.晶 沸 場 管 理l事 務 室 ( 執 務 1 - 2 名) .

6  そ の 他 : 集 会 盆 に は 折 た た み 式 机 ・ 椅 子 ・盤 板 な ど の 家 主Lを適工[ft止備 し.

こ れ を 収 納 す る 念 品F斤を量生ける .

な お 集 会 室 は 住 民 自 治 活 動 的 会 識 や 行 事 . 親 臨 の た め の 問 答 ・

将 棋 ・ 惣 般 会 . 手 裟 料 理 教 室 な ど . 健 康 診 断 な ど の 公 共 目 的 .

住 民向 給 路 式 ・葬 式. 幼 児 教 室 ー保 育 教 室 . 成 人 お よ び 老 人 教
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住 宅 団 込 の 集 会 所

ｬｾｾ 困層 主 君
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入 選 作 品 石 田 章 宏

大 阪 市 立 御 品 工 業 高 等 学 校 3 年

プラン ・外錆空間的処理もなかなかよい. エレ ベ

ー ン ヨ ン も 相 当 考 え て い る が. ちょっとすっき

りしなも' . (扇 )

プ ラ ン は 最 も よ 〈 ま と ま っ て い た が 、 外 壁 の 取

級 い お よ び 光 庭 的 ス ケ ー ル 等 再 考 を 婆 す . ( 小 )

全 体 的 に 着 実 に 構 虚 し て お 札 そ れ だ け に 、 ゴ

ワ ゴ ワ し た 笠 が 批 判 の ま と に な っ た . ( 斉 )

環 境 を 軽 悦 し が ち な 計 画 的 多 い 中 で ‘ 最 も 手 際

よ n 十画された 一 つである . 下

平 面 的 に は よ 〈 ま と ま っ て い る が 外 壁 の 墜 の扱

い 方 に は 疑 問 を 感 じ る { 西}

E車線、内容は 一 応おさま 勺 て い る が . 形 態 に 不

足がある. 山
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特集・冬季オリンピックと札幌



札幌オリンピック競技施設の特色

遠 藤 明 久

1972年 2 月 、 札 幌 で 開 催 さ れ る 第 11回冬季オリンピックには、 6

競 技35種 目 が 実 施 さ れ 、 こ れ に 14競 技 場 が 用 意 さ れ た 。 ス キ ー 競 技

場 6 、スケート ・ア イ ス ホ ッ ケ ー 競 技 場 4 、 バ イ ア ス ロ ン 競 技 場 ト

ポ ッ プ ス レ ー 競 技 場 1 、 リ ュ ー ジ ュ 競 技 場 2 て ¥ ス キ ー の 大 倉 山 ジ

ャ ン プ 競 技 場 が 大 改 造 で あ る の を 除 き 、 す べ て 新 設 で あ る 。

招 致 が 決 定 し た 1966年から計画を始め、 92億 円 余 の 建 設 費 を も っ

て 工 事 を 進 め 、 ア イ ス ホ ソ ケ ー の 月 寒 屋 内 ス ケ ー ト 競 技 場 を 除 き 、

1970年 末 に 主 要 工 事 を 終 了 し 、 翌71年 2 月 開 催 の プ レ 大 会 で 性 能 を

チ ェ ッ ク し 、 施 設 の一 部 改 修 と 残 余 工 事 を 行 な い 、 同 年 末 に 全 部 の

工 事 を 完 成 し た 。

14競 技 場 中 13競 技 場 が 札 幌 市 中 に 所 在 し 、 隣 接 の 千 歳 市 内 に た だ

ひ と つ 所 在 す る ス キ ー の 恵 庭 岳 滑 降 競 技 場 も 、 選 手 村 か ら 35加 の 距

離 し か な い 。 過 去 の 冬 季 オ リ ン ピ y クでは前例のない至近距離に、

全競技場が配置されている。

各 競 技 場 と も 、 国 際 競 技 規 定 に 基 づ く 施 設 条 件 を 具 備 し て い る が 、

そ の 内 容 は 、 世wii(] に み て も 最 新 、 最 良 の 水 準 の も の が 多 〈 、 わ が

国 の 冬 季 競 技 施 設 と し て は 、 画 期 的 と い え る 。 ま た 、 大 会 後 の 利 用

形 態 お よ び 維 持 管 理 を 勘 案 し て 、 大 会H寺 の み の 必 要 施 設 と 恒 久 的 存

続 施 設 と を 区別 し 、 前 者 は 、 建 設 費 の 如 何 に か か わ ら ず 、 す べ て 仮

設 と し て 計 画 し た。 前 者 が 大 き な 割 合 を 占 め る こ と も 特 色 の ひ と つ

とな っ ている 。

施 設 の い ま ひ と つ の 特 色 に 、 全 会 場 に 設 置 の オ ン ラ イ ン 方 式 の コ

ン ビ ュ ー タ ー に 直 結 し た 電 光 掲 示 板 が あ る 。 オ リ ン ピ ッ ク と し て は 、

初 め て の 採 用 で あ る 。 ま た 、 世 界 的 に 定 評 の あ る 国 産 の 言 十 時 ・計訓IJ

装 置 も 、 低 温H寺 の 使 用 に た え る 、 新 規 開 発 の 冬 季 競 技 用 の 新 鋭 機 が

イ変用されることとな っ ている 。

各 競 技 場 の 施 設 概 要 に つ い て は 、 特 色 点 だ け を 簡 単 に 述 べ る と 、

次 の と お り で あ る 。

ス キ ー の ジ ャ ン プ 台 は 、 そ の 縦 断 面 に 、 今 ま でF I S の 規 定 上 だ け

に 存 在 し 実 現 し た こ と が な か っ た偽物線が、世界で初めて採用され、

理 想 的 な 形 態 の構 造 と な っ ている 。 従 前 は 、 設 計 上 簡 単 な 同 曲 線 が

採 用 さ れ て い た も の で 、 こ の 実 現 は 、 F I S の故クロ ッフ ァ一、 S A

T の 伊 黒 正 次 、 東 大 航 空 研 の 穂 坂 直 弘 の 三 氏 の 協 力 に な る も の で あ

る 。 ま た 、 設 計 断 面 保 持 の た め の 雪 面 整 備 用 ゲ ー ジ 、 ス タ ー ト位 置

調 盤 台 の 形 式 な ど に も 創 意 が 加 え ら れ 、 前 記 の 電 光 掲 示 板 の 存 在 と

並 び 大 きな 特 徴 と な っ ている 。

大 倉 山 90 mジャ ンプ 競 技 場 は 、 観 客 収 容 50 ，000入 、 宮 ノ 森 7 0 m

級ジャ ンプ 競 技 場 は 、 観 客 収 容30 ，000人 、 前 者 は 、 世 界 的 に 著 名 な

ベ J レクイーセソレ ( オーストリア) 、サンニジェ ( フランス ) 、ホ l レメン

コーレ ン( ノルウエー ) に 匹 敵 す る 、 壮 大 な ス ケ ー J レを誇るものであ

る。

ス キ ー の ア ルペ ン 競 技 の 回 転 、 大 回 転 両 競 技 場 は 、 手 稲 山 ( 標 高

1，023m ) の北 斜 面 、 滑 降 競 技 場 は 、 恵 庭 岳 ( 標 高 1，319m) の 西 斜

面 に 設 け られ た が 、 国 際 競 技 規 定 に 適 合 し 、 か つ 、 競 技 に 最 適 の コ

78 

ー ス を 造 出 す る こ と は 、 な か な か 難 事 で あ っ た。 3 競 技 は 、 名 前 ど

お り ア ル プ ス 地 方 に 発 達 し た も の で 、 競 技 規 定 も ア ル プ ス 高 地 の 条

件 を 前 提 と し て 、 コ ー ス 長 、 標 高 差 、 斜 度 等 を 定 め て お り 、 こ れ を

緯 度 、 標 高 の 低 い 札 幌地 方 の 山 で 造 出 す る こ と は 、 容 易 で な い た め

で あ る 。 ま た 、 コ ー ス に は 、 選 手 の 危 険 防 止 の た め の 施 設 工事 が、

種 々 要 求 さ れ 、 こ れ ま た 、 わ が 国 で は 経 験 し た こ と が な い も の が多

?か っ fこ。

コース以外の施設としては、スタートハウス、ゴーノレハウス、ワ

ックスルーム 、運 営 本 部 、 サ ブ プ レ ス セ ン タ 一 、 放 送 ブー ス 、 整 備

要 員 宿 舎 等 の 建 築 、 観 客 ス タ ン ド、電光掲示板、 言十時装置、機彰台、

ロ ー プ ウ ェ イ 、 リ フ ト 、駐 車 場 の 施 設 が 設 置 さ れ 、 ま た 、 特 呉ーな 施

設 と し て 手 稲 の 回 転 、 大 回 転 競 技 場 に 、 コ ー ス 整 備 用 大 貯 水 槽 ( ア

イスパー ン状 の 雪 と す る た め 散 水) 、 恵 庭 競 技 場 に 、 大 規 模 自 家 発

電 装 置 、 電 話 局 、 ヘ リ ポ ー ト ( 救 護 用 ) が 設 置 さ れ た。 いずれも、

わ が 国 の ア J レベン競技会場では、考え られ た こ と が な い 内 容 の もの

I;f カ‘ りて" ある 。

スケート ・アイスホ ッケ ー 競 技 場 のう ち 、 真 駒 内 ス ピ ー ド スケー

ト競技場は、開会式場を兼ねるも の と し て 計 画 さ れ 、 観 客 収 容50 ，000

人 の 規 模 を も つ が 、 大 会 後 の 使 用 を 考 慮 し 、 17 ，000人 分 の み を 座 席

と し 、 残 余 は 立 見 席 と し て 、 大 会 後 は 芝 生 張 り に 改 造 す る 設 計と し

た。 またシーズンオフの利用にイ蒲えて、インフィー J レド、アウトフ

ィ ー ル ド に 全 天 候 舗 装 が な さ れ 、 球 技 等 の 各 種 ス ポ ー ツ に 使 用 す る

こ と を 予 定 し て い る 。 トラ ック は 全 長 400m、巾貝 16m、 本 コ ー ス

2 、 練 習 コ ー ス 1 と し 、 タ ー ボ 冷 凍 機 に よ る 間 接 冷 凍 方 式 の 人 造 結

氷 設 備 と し て い る 。 冷 却 温 度 は ー 1S'C。 使 用 後 の所 見 と し て は 、 ヨ

ーロ ッ パの屋外スケート場で採用している、氷 ｩｾ の 下りすぎ防止 の

た め の 急 速 融 解 装 置 の 必 要 性 を 痛 感 し て い る 。

屋内スケート競技場は、 フ ィ ギ ュ ア フ リ ー と ペ ア ス ケ ー ト 、 お よ

び ホ ッ ケ ー 競 技 、 さ ら に 閉 会 式 場 に 使 用 さ れ る 収 容 力 12，000人 の 真

駒 内 屋 内 、 ホ ッケ ー 専 用 で 収 容 カ 6，000人の月空襲屋内、フィギュア

規 定 専 用 の 美 香 保 屋 内 の 3 競 技 場 で あ る が 、 リンクは、いずれも 60

X 3 0 m、 冷 凍 方 式 は 、 ス ピ ー ド 競 技 場 同 様 、 間 接 冷 凍 方 式 で あ る 。

3 競 技 場 と も 大 張 聞 の 屋 根 処 理 に 苦 心 し 、 真 駒 内 屋 内 は 、 径 103

m の 円形 平 面 を 24面体の大屋根構造( 想定積雪高 1. 6 m) にまとめ、

月寒屋内は、 SOmの 方 形 平 面 を 陸 屋 根 と し 、 内 ど い に 融雪 装 置 を 設

け 、 美 香 保 屋 内 は 、 片 流 れ 方 式 を 採 用 し た 。 ま た 、 設 備 面 で は 、 真

駒 内 は 、 観 客 席 に 空 調 設 備 と 閉 会 式 用 の ア イ ド ホ ー ル 装 置 ( 仮設)

を 有 す る 点 に 特 色 が あ り 、 月 寒 は 、 パ イ プ ヒ ー タ ー に よ る 蒸 気 暖 房、

美 香 保 は 、 パ イ プ ヒ ー タ ー に よ る 温 水 暖房 とした 。 さらに、オフ シ

ー ズ ン の 利 用として、美香保は、温水プーノレの設計とな っ ており、

真駒内は、多目的使用、月寒は、 地 区 総 合 体 育 館 へ の 転 用 が 予 定 さ

れている 。

ポ ップ ス レ ー お よ び リ ュ ー ジ ュ 競 技 場 は 、 わ が 国 で は 初 め て 建設

す る も の で 、 そ れ だ け に 施 設 に つ い て は 、 ほ と ん ど 知 ら れ て い な い。

.. 
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Mt  Tei ne sl al om event s site 

Mt. Tei ne gi ant  sl al om event s site 

Mt. Tei ne bobsl ei gh course 

Mt .  Tei ne l uge course  

Mi kaho i ndoor skat i ng ri nk u k u"7av ama 

ukur ayama  j ump hill ( 90m)  大介山匂

Mi yar、omor i Ju mp  hill ( 70m)  

Tsuk日a mu indoor  skat i ng ri nk 

Makomanai  speed  skat i ng ri nk 

Makomanai  i ndoor skat i ng ri nk 

( Ice arena)  

Makomanai  cro日- count ry events s.te 

Ma k omanal  bi athl on course 

Fuj i no l uge course 

Mt. Eni wa downhi l l  event s 引 te

⑥ k 弘U 勺 プ 般 ftJ.品 ( 90 m )  

⑦ f ot< 7三 ンプ鈍ftJ.品 ( 70 m.) 

③ ' 月寒 風 内 ス ケ ー ト鈍 技 場

③ 真 駒 内 ス ピ ー ドスケ ート 箆 技場

⑩ 真 駒内 庫 内 ス ケ ート 餓 技 場

⑪ 真 駒 内 陸艇 鰻技 場

⑫ 真 駒 内 パ イ ア ス ロ ノ餓 技 場

⑬ 孤 野 い ー ジ ユ 鏡 技 場

⑬ 恵 庭 岳 滑 降 鏡 技 場

Lake Shi kot su 

支 dQ渇

Lac Shi kot  s u 

金 属 製 そ り を 使 用 す る ポ ップスレーのコースは、 1 ，500 m 、木ぞり

を用 いる リュ ー ジ ュ は 1，OOOmで、それにアウトランを力日えたもの

が 、コ ンクリー トま た は コ ン ク リ ー ト プ ロ ッ ク で構 築される。

コ ー ス の 斜 度 、 カ ー ブ 数 、 カ ー プ 半 径 、 カ ー ブ の 種 類 、 滑 走 中 の

加 速 度 の上 険 な ど が 競 技 規 定 で 定 め ら れ て お り 、コ ー ス の側 壁 の 平

面 お よ び 断 面 は 、 複 雑 に 変化 す る カ ー ブ と直線の組 合 せ と な り 、 そ

の 設 計 は き わ め て 面 倒 で あ る 。 今 固 め 設 計 で は 、 コ ン ビ ュ ー タ ー で

加 速 度 の 数 値 を 求 め 、 こ れ に よ って 各 部 断 面 の 最 終 決 定 を 行 な い 、

さ ら に 工 事 終 7 後 、 氷張 り の上、 試 走 し て 安 全 性 を 点検 し 、 所 要 の

補 修 を行 な った。

間 競 技 場 に は 、 ス タ ー ト ハ ウ ス 、 ゴ ー ル ハ ウ ス 、 中 間1ハ ウ ス 、 コ

ー ス 監 視 培 、 そ り庫 ( ポ y プ ス レ ー ) 、 計 量 機 室 、 コ ー ス 横 断 稿 、 照

明設備 、 コ ー ス 整備 給 水設 備 、 計 時 、 計 測 装 置 、 コ ー ス 日 よ け カ ー

l ocat i on of the Games  Sit. 

競技会場配置図

Empl acement s des 

〈仁

Chi t ose Ai rport  

千 歳 空 港

Aeropor t  de Chi t ose 

テン 、 防 雪 さ く 、 拡 声 設備 等 の ほ か 、 運 営 本 部 、サ ブ プ レ ス セ ン タ

一 、 放送 ブ ー ス 、 観 客 ス タンド、 1屯光tlq示 板笥: が設置される。

ボ y プ ス レ ー お よ び リュージュ競技場は、 外 国 に も 数 カ 所 し か 存

在 し な い 由 で 、 札幌 大 会 の 手 稲 ポ ッ プ ス レ ー 競 技 場 、手 稲 ' ) ュージ

ュ競 技場、 藤 ノ 沢同 競 技場 ( 予備 会 場 ) に 匹 敵 す る 各 種 施設 を 盤備

した もの は 存 在 し な い よ う で あ る 。

最 後 に 、 冬 季 競 技 場 と 陸 上 ・水 上 競 技場 等 と の相 違 点 を あげると、

冬 季 競 技 場 は 、 多 く が 大 自 然 の 中 に設置され、スケーノレの点で、比

較 に な ら な い こ と で あ る 。 ま た 、 工事 完 成後、 直 ち に 使用できず、

か な ら ず |峰 雪 ま た は 結氷 し 、 か つ 高 度 に 整備 し た 後 で な け れ ば 使 用

で き な い こ と で あ る 。 この こ と は 、 施 設 の 性 能 の チ ェ ッ ク が、 降暗

ま た は 結 氷 後 で な け れ ば 、 で き な い こ と も 意 味 し て い る 。

<t(f者 。(l 1: t ) 札幌オリンピック組織委只会事務局地設部長代理兼計画課長)
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1 手 稲 山 回 転 競 技 場

生
設 計 サ ン コ ー コ ン サ ル タ ン ト K K . 吉岡建築

設 計 事 務 所 ・阿設備コ ンサルタント ・札

幌 オ リ ン ピ y ク組 織 委 只 会

施 工 K K 松 村 組 ・東 京 索 道K K . コ ロ ナ 電 業

K K  .  K K三 ツ 輪 工 務 庖

工 事 監 理 札 幌 市 オ リ ン ピ ック局

所 荘 地 札 帆 市 手 稲 山

建 築 商 積 コ ー ス 長 男子 501 m 女 子 449 m

山百ｾハウス 144 m 2  

ゴー J レハウス 118. 3  m 2  
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i年
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転

年

回

人

他

日

日

一

加

の

和

キ

J

そ

昭

ス

U

期

技

目

答

貝

競

収

用

客

工

使

総

鋭

人

2 手 稲 山 大 回 転 競 技 場

設 計 サ ン コ ー コ ン サ ル タ ン ト K K 吉 田 建 築

設計事務所・岡設備コンサノレタント ・札

眺 オ リ ン ピ y ク 組 織 委 只 会

施 工 K K 松 村 組 ・日 本 ケ ー ブ J レK K ・東 京 索

道 K K ・北 ttl K K ' 三新 工 業 K K .  j):J 建

股 K K .  K K 回中組・夕、y ヲ電気 K K

K K 三 ツ 輪 工 務 庖 ・ コ ロ ナ ll U匙K K 富

永 工 務 庖 K K . K K 丸竹 竹 田 組

工 事 監 理 札 幌 市 オ リ ンピ y ク局

所 在 地 札 桃 市 手 稲 山

建 築 面 積 コ ー ス 長 男 952 m 女 982 m 

スタートハウス 男 66 .96 m 2 女 84 m

2  

ゴ- 1レハウス 男 118. 3 m
2

女 118. 3m 2  

運営本部 1，178. 6 m 2  

そ の 他

ロープウェイ 水 平 長 1，000 m 

リフ ト 水 平 長 606 m， 577 m 

工 期 昭 和43年 7 月 一 昭 和46年 11月

使 用 競 技 スキー大回転競技

:!'R 自

観 客 収 容

9") 11 ，750人 女11 ，475人

人 只

生閉

生 手稲山第 2 峰

ｦ ノｾ

"" 
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3 手 稲 山 ボ ブ ス レ ー 競 技 場

①運営本部葦ゴールハウス

(z， 中間スタートハウス

③ スタートハウス

④ 格 納 庫

⑤ 電 光 掲 示 掠

⑥ 赦 送 ブ ー ス

4 手 稲 山 リ ュ ー ジ ュ 競 技 場

。 サププレスセ ンター{ テン ト)

⑫ 当 日 券 売 場

⑬ 自衛隊支銀{ テン ト)

⑬放送ブース

⑬ コース登備員室

⑬ 仮 設 便 所

ぐ参

① 案 内 所

⑥ 売 庖

⑨ 管理委員室(吉消防警察)

⑬ 綬 技 場 役 員 結 所

⑪ 当 日 # 売 場

⑬ 仮 股 便 所

d多

⑬ 自衝隊支援テント

@ 作 襲 員 詰 所

企 監 視 培

段 世十 総 合 設 計 研 究 所 北 海 道 開 発 コ ン サ ル タ

ント K K

施 工 K K 松 村 組 ・北 海 電 気 工 事K K

工 事 監 理 札 帆 オ リ ン ピ ック組織 委 只 会 施設膏11

所 在 地 札 幌 市手稲 本 町 手 稲 山 麓

建 築 面 械 コ ー ス 全 長 1，580 m 

工 期

使 用 鏡 技

種 目

鋭 客 収 容

人 只

運 営 本 部 635 m 2  

中!日1スター トハウス 95 m
2  

ス タ ー ト ハ ウ ス 190 m
2  

そ の 他

昭 和43年 10月一昭和46年 11月

ポ プ ス レー 競 技

5 ，107 人

設 計 総 合 設 計 研 究 所 ・ 北 海 道 開 発 コ ン サ ル タ ン

トK K . 札幌 オ リ ン ピ ッ ク 組 織 委 只 会

施 工 K K 松 村 組 ・振興' i 1I 気K K

工 事 監 理 札眺オリ ン ピ ッ ク 組 織 委只会胞殺苦11

所 主E I也 札 幌 市 手 稲 本 町 手 稲 山 総

ｩｬｬｾ 而梢 コ ー ス 全 長 1，630 m 

運 営 本 部 A 縦 360 m
2

B 練 340 m 2  

中 1111スタートハウス 77 m 2  

ス タ ー トハウ ス 100 m 2  

そのf也

工 期 昭 和43年 10月一I昭和46年 10月

使 用 続 投

f' R 回

リュ ー ジ ュ 競技

観 客 収 容

人 員

2，892 人

- a  
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5 美 香 保 屋 内 ス ケ ー ト 競 技 場
Ｎｾ＠

一 階平面 図

④ 

82 

設 計 K K 久 米 建 築 事 務 所

施 工 K K : t 也崎組 ・三 共 電 気 工 事 K K ・浜 田 電 気

工 事 K K 三 菱 電 機K K . 昭 和 也 鯛 K K .  

大 信 工 機K K 北 海 道1lt カK K

エ 事 監 理 札 悦市 オ リ ン ピ ッ ク 局 ・K K久 米 建 築 事 務 所

所 在 地 札 幌 市 北22条 来 5 丁 目 美 容 保 公 園 内

建 築 面 積 4 ，455. 791 m

2  

延 面 積 6 ，267. 489 m 2  

構 造 規 模 ス タ ン ド R C造、 2 F  

屋 根 S 造

アイススケートリンク 30X 60m 

工 期 昭 和44年 5 月~昭和45年 10月

使 用 銀 技

フィギュアスケートスクール

種 目

観 客 収 容 2 ，000 人

人 民
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6 大倉山ジャンフ灘技場 三」

設 計 坂 倉 準三建 築 研 究 協 ・北 海 道 開 発 コ ン サ J レ

タント K K

施 工 大 成 建 設K K . 北 工 電 気K K

工 事 監 理 北 海 道 開 発 局

所 在 地 札 幌 市 琴 似 町 宮 ノ 森1274- 1  

建 築 面 積 ジャンプ台

ア プ ロ ー チ

落 差56 .181m 水 平 98.876 m

ラ ン デ ィ ン グ パ ー ン

落 差80 .473m 水 平 165 m 

プレーキングトラック

水 平 131 .125m

ス タ ー ト ハ ウ ス 236m

2  

ジャ
y

ジタワー 85 m

2  

運 営 本 部 918m

2

そ の 他 サ プ 運 営 本 部

工 期 昭 和44年 5 月~昭和45年 11月

使 用 競 技

スキー 90m級 純 ジ ャ ン プ

種 目

観 客 収 容 50，000人

人 貝

三

塁I.i

事

g  

_7_一一

98.876 

断面図

平面図

ス タ ー ト ハ ウ ス お よ び ス タ ー ト 台

ジ ャ ン プ 台

( プレーキングトラ y ク)

V 運 営 本 部 お よ び ロ イ ヤ ル ボ ッ クス

83 



7 宮ノ森ジャンフ顎技場

設 計

施 エ

. ミ~

パ ン 7 イッ クコンサノレタント K K ・北 洋

設 備 敵 対 事 務 所

北 炭 処設 K K ・大和. ; u 業花松工業 K K

北海道電力 K K

工 事 監 理 札 眺 市 オ リ ン ピ ッ ク 局

所 在 地

建 築 面 積

工 期

使 用 競 技

量E 目

観 客 収 容

人 貝

断面閃

84 

ノマシ 7 イ ッ ク コ ン 4ナノレタント K K

札 幌 市 琴 似 町 宮 ノ 森1277- 1  

ジ ャ ン プ 台

ス タ ー ト ハ ウ ス 64. 04 m 2  

ジ ヤ ソ ジ タ ワ ー 106. 63 m 2  

運 営 本 苦11 436. 41 m
2  

そ の 他 サ プ 巡 営 本 部

昭 和43年 10月 一 昭 和 何 年10月

ス キ ー70m級 純 ジ ャ ン プ

複 合 競 技 ジ ャ ン プ

30，000人

v  IOt ・82525 昆1 ( R.  

ト一一一一③一一

立見ス，一 ・ 且 E 品 目 " ， 

Coach box 

コーチキーポ，タス

Hutte des  entraineurs  

Eコ

② L剖 di ng b伽

ランディング" ーン

- 世

③ Braking track 

ブレーキングトラ y ク

....-- ムー-

ＺＭＮｾｾｾ＠

1' 7 一:

ーーーーーー ポ ン

晶



.. 

5 GL  

8 月寒屋内スケート競技場

久

設 計 KK 北 海 道 日 建 設 計

施 工 丸 彦 渡 辺 木 田 共 同 企 業'体 三 建 設flii 工

業 KK .  E長原製作所 ・斉 藤 省三 闘 病 ( 北 )

リ:LttL社 . nL光f正弘北海道1 ' l L カ KK

工 事 監 理 礼申見市オリンピ ック} q)

KK 日 建 設 計 北 海 道，'J:; 務 所

所 在 地 札 帆 市 月 来 束 l 粂 8 丁目月 :尽運動公園内

担E築 閉 鎖 7  ，088. 84 m 2  

延 面 械 9 ，678 .44 m 2  

構 造 規 娘 RC造 、 屋 根 S 造、 B) . )  F 、 R段 床

工 期 昭 和45年 3 月~日目前146年 11月

使 用 競 技

アイスホ y ケ -

fill 目

軍J l 等収容 6 ，000人

人 μ

• . ι o  ， ι H  I  

1 8.8国 I 8，8田 I 8 田o I  8，800 I  8，8叩 I 8.S曲 I 8 冊。 !

東西断面図 1/ 1000
1 階平面図 1/ 1000

18. 8回 I 8.800 I  8.800 I  8. 80Ll  8.8田 1 8，800 1  8，800 I  

. _ - T  - i  

目. 師。

85 



9 真駒内スピードスケート競技場

、注

Gあ

『司骨J

86 

平面図

ス タ ン ド 部 分 の 立 面 図

設 計 前 川 国 男 述 築 設 計 事 務 所

施 工 鹿 島 伊 藤 岩 倉 組 共 同 企 業 体 ・ 末 広 屋

電 気 K K ・北海' i [ [ 気工事 K K - 協 和 建

設工業・日本熱学工業 K K - w士 通K K

三菱重工 K K

工 事 監 理 北 海 道 開 発 局

所 在 地 札 税 市 其 駒 内 17- 90 n : 駒内公園内

建 築 面 積 施 設 総 面 桜 41，290m
2

構造規模

工 JtJj

使用競技

秘 目

観客収容

人 只

グ ラ ン ド 面 積 15 ，157m 2  

メインスタンド R C造、 2  F  7，711 m 2  

昭 和44年 5 月 ~ 昭和 46年 12月

スピードスケート 開 会 式 場

50，000人

'" 



10真駒内屋内スケート競技場 y 、

④ 

平面図

断面図

設 計 中山克巳建築設計事務所

施 工 消水建設 KK . 東芝屯気工事 KK 日:本

Ｎｾｴｬ 設 ｋｋ ・ 北王鉄工建設工業所 ・ 日建設

備 w士通 KK . KK目立製作所

工事監 理 北海道開発局

所 在 地 札 幌 市 真 駒 内 17- 89 : n : 駒内公園内

建築面積 10， 134 m 2  

21， 973 m 2  

精進規模 S R C造

工 期 昭 和44年 3 月~昭和45年 12月

使用競技 アイスホ ッケーフィギュアフリーベアスケート

種 目

観客収容 12，000人

人 員

87 



11 真駒内距離競技場

き三

設 計 土 木 地 設 札 幌 オ リ ン ピ ッ ク 組 織 委 員 会

サ ン コ ー コ ン サ ル タ ン ト K K

建 築 地 殻 栄 建 築 設 計 事 務 所

札 幌 オ リ ン ピ y ク 組 織 委 員 会

施 工 陸 上 自 衛 隊 ・中 山 組 ・サ ン コ ー コ ン サ ル

タント K K

工 事 監 理 札 眺 オ リ ン ピ ッ ク 組 織 委 只 会 施 設 音11

所 在 地 札幌 市 真 駒 内

建 築 面 積 コ ー ス 全 長 37km 

運営本部 470 m
2  

ワ
y

クスルーム 233 .2  m 2  

選手控室 103 .68m 2  

その他

田
川

ハ
U年

p

h

v

 

a

u
宅n

u
 

e
企

伊

ι

刀

口

~

技

月

競

6

離

年

距

人

“

一

叫

和

キ

ハ

川

昭

ス

ω

期

技

自

答

只

競

収

用

客

工

使

極

観

人

12 真 駒 内 パ イ ア

ス ロ ン 競 技 場

ちさb

設 計 防 衛 総 設 庁 ・田 上 建 築 創 作 事 務 所 ・

札 眺 オ リ ン ピ y ク 組 織 委 貝 会

施 工 大 成 建 設 悶〈 ・大 成 道 路

工 事 監 理 防 衛 地 殻 庁

所 在 地 札帆 市 西 岡

建 築 面 積 射 場 150mX 60m 48的

運 営 本 部 324 m 2  

サプ運営本音11 181. 44 m 2  

ゴ ー ル ハ ウ ス 79 .38m 2  

選 手 控 室 84 .24 m

2

ワックスルーム 233 .28 m 2  

工 期 昭和44年 7 月一昭和45年 12月

使 用競 技 バ イ ア ス ロ ン 競 技

糧 自

鋭答収容 9，669人

人 貝

88 

真 駒 内 距 離 競 技 場 配置 図

① アンダーパス巾 2 m 織さ 2.3 '" 

②一般立見席 2  m X 280m = 5印 "" ( 1680人)

③ コ スサイド立見席 ( 10凹人 ) ( 1000人)

@ 軍内所 3 同 X 4  m= 12m'  ( 15凹人)

@ 伺パス 2 陶 x 6  m = 12m'  

⑥ 売 底

l恒股スタンド 9  m x 31 m = 279 m' (800人}

便 所

③ プレハブ 27mX 5  .40 m = 145  .8'"' 

⑬サププレ スセンタ - 12. 6mX l8 m = 100 .8"" 

⑪掲示板

⑫ ローヤル スタノド

⑬ カメラマン スタンド

⑬ 運営窓部

⑬主撞テン ト

⑬ 修理コ ーナー

。ワックスルーム

⑬選手煙室 ー

@開帳者ゲート ( プレスマンゲート ) 3 m巾

@選手、本部関係ゲート 3  m巾

@ 回艶室

@政送プス

@電光掲示極

@帽遭ゲー ト 4  m巾

@一般、団体ゲート 6  m巾

@入先品券暗唱

@フラッグポール

@ 駐車場

@ ・ 詰所

@ 先電キ室

@ N H K カ〆ラ

@ N H K 中継車

( 位) 1  rII1IJl]J の部分は立見席 とし て

① 65 m X  5  m = 325附( 約 1000人)

②280 m X  2  m = 560附 ( μ1680人)

③ l∞m X  5  m = 500附( "  1500人)

2 自 の部介は階段と して

a 巾 2 m X 長20 m 

3 7 ラッグーポールは電光掲示板 5 m白地点

てな旗掲 げ る

4仮設スタ/ ドは約 800人

5 参加国旗は一般 ・団体 ゲート 左側ヵ、勺 外

周槻にそ って掲げる

6  .. ーー の部介は外周棚とする

真 駒 内 距 離 競 技 場 真 駒 内 バ イ ア ス ロ ン 競 技 場

〆主烹

『、、、

、 ¥

① 運営本部

② ゴーJ レハウス

③ サプ運営本部

④ ワックスルーム

⑤ 選手控室

底

所

喝

脚

売

所

中

内

券

便

K

日

役

H

売

察

当

仮

N

⑪

⑫

⑬

⑬

⑬
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由

回

ト

ト

室

ン

ス

庫

ン

E
唱

-

T

-

-

T

発

K

プ

品

隊

動

H

送

媛

自

N

放

物

支

⑥

⑦

③

③

⑩

 

⑬ 仮設スタンド

⑫ 駐車場ハウス

⑬ 電光掲示板

⑬ E主的事ム室

⑫ 救 急 車

⑪ 郵 便 車

⑫ 油 庫

⑧ 小型発電機室

⑧ 広報、報道テント



13 藤野リュージュ競技場

設 計 北 海 道 開 発 コ ン サ ル タ ン ト K K

施 工 K K 松 村 総 ・北海道' ; l I 力 K K

工 事 監 理 札 幌 市 オ リ ン ピ > 7局

所 在 地 札 帆市 藤 野

建 築 面 積 コース会長 l ，OOOm

工 期 昭 和42年 10月~昭和45年 12月

使 用 銀 技 リュージュ競技

者E 自

観毛: 収容 2，892人

人 口

♂多

。。

14 恵庭岳滑降競技場

設 計 パ シ 7 イ y クコンサルタント K K

田 上 建 築 創 作事 務 所 K K

札帆オリ ンピック 組 織 委 貝 会

施 工 岩 倉 組 ・ 安 全 索 道 K K . 三菱 電 機 K K

，マシ 7 イック コ ン→t J レタント K K

工 事 監 理 札脱オリ ン ピ ッ ク 組織 委 員 会 施 設 部

所 在 地 千 歳 市 オ コ タ ン

建 築 面 積 コ ー ス 全 長 男 2，636m 女 2，095 m

スタートハウス 男 86 . 4m
2

女 77. 7 m 2  

ゴールハウス 男 144. 3m
2

女 105. 5m 2  

運 営 本 部 874 .8 m 2  

山1頁ハウス 182.2 m

2  

中 raJ ハ ウ ス 155. 5m 2  

そ の 他

ロープウェイ 水 平 長858. 63 m +788 .47 m 

285m リフト

1150 

: t ; 庭岳，骨降コース図
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オリンピック村選手女子棟一「札幌オリンピック施設J 工業調査会発行より

90 



札 幌 オ リ ン ピ ッ ク 村 の 基 本 計 画

太 田 実

オリンピック村というのは，大会時 lζ 参加する各国選手団や役員を一定の場所に集めて同ーの コ

ンディシ ヨンのもとに国際的な共同生活を送らせる宿泊施設であり ，他の競技施設とならんで，オ

リンピック慾章に規定され，主催地で準備しなければならないととになっている。

大会の期間が短いので( 会期11 日間，関村期間42日間) ，とこの国でも ，それを機会にその開催

都市の公的な住宅供給事業の一環として新しい住宅地を建設して，必要な住棟分を一時，村として

借用する乙とになっている。

昨年のグルノ ーフツレ大会では，新しい大規模な都市計画( こ基づいて市綾南方の約 100 万坪の敷地

に l 万6，(問戸を収容するオリンピック ・シティが計画され， その中の一部lζ H L Mの賃貸住宅や

大学祭などが建設され，オリンピック村や要員宿舎に充当された。ただ，グルノ ーブル大会ではい

くつかの競技場が都市から 30- 70kmも離れた遠距離のと乙ろに分散していたため，本村のほか，4  

分村を設けざるを得ず，連絡上の不便で苦情もあったようである 。この点，札幌大会では14競技場

のうち 13会場が札幌市内に置かれる乙とになったので，分村のわずらわしさがなく ，幸い村を l カ

mK集約して扱う乙とが可能になった。

しかし ，今度の札幌オリンピック村は，まったくの新開発地に造られたわけではない。村の位置と

しては，札幌市街地の南にある道営真駒内住宅団地の中心部が選定された。乙の真駒内団地は，かつ

ての道立種畜場用地で戦後米軍キャンプ接収解除後! L ，昭和35年頃，道によって計画的 lζ 建設された

集団住宅地である。造成，建設事業はほとんど終了し今度の村敷地になった中央部を除きすべて入

居済みの住宅市街地になっていた。団地の中央部 lとあった箸察学校と宿舎訴ーが団地の南はずれに新

築移転して，その跡地が更地のままになっていたのを選手村として活用することになったのである。

大会時の閲，閉会式場ともなるアイスアリ ーナ( 屋内スケート場) やス ピー ドスケー卜競技場は，

乙の団地の西側 lζ 隣接する道立真駒内公園に建設されたが，村敷地との簡の距離はわずか 1 km足ら

ずでしかなく ，歩いて10分足らずの近距離にある。

ζ の笹察学校跡地 ( Aブロック) は約15. 7haで，乙 れでは面積的に十分でないので，さ らにその

南西にまだ更地のままになっていた団地中心施設予定地( 幸町 2 丁目の街区，B ブロック ) の2. 6ha

を加え，約18haを選手村とその関連用地に使用する乙とに なった( 図 1参照) 。

オリンピック村に必要な施設の種類や規模，建設主体などについては，札幌オリンピック冬季大

会組織委員会の施設専門委員会に設けられたオリンピック村小委員会および同基本計画分科会によ

って，昭和43年 5 月以降，種々審議の上，逐次決定され，それが村の計翻条件となった。

しかし ，村の施設は多種多様な建設主体や利用主体の混成か らなるものでもあり ，肝心の村運営

本部棟ですら ，その面積や内容が確定したのは46年になってからといった状態で，村の各施設は配

置基本計画の作成を通じてその内容や規様が確定してゆくといったフィードパック操作のくりかえ

しのなかで具体化してきたものである。

村計画の基本方針として決まった重要事項を列挙すれば. つぎのごとくである。

(1)  開催都市地域の公的な住宅供給計画の一環として建設される公的経策住宅を村の宿泊施設とし

て使用する乙と。

(2) 日本住宅公団の賃貸住宅を主体lζ ， さらに特定分譲住宅をも建設する。公団の賃貸について

は，管理上，家賃などの乙ともあり ，従来の中居の公団型をほとんと変えられないが，特定分譲住

宅については高さ ，平面型，規模などについて，ある程度の自由度が認められたわけで・ある。

(3) 村の敷地が，すでに開発された住宅団地内の残されたー薗という理由で，既存団地の基本計画

に合致した扱いが妥結された。

(4) 宿泊施設のほか，村内で選手 ・役員の利用する関連胞設については ，大会後にも恒久施設とし

て活用できるものがあれば，それを利用するのが望ましいということで，当初より関係機関間で協

議検討された。しかし ，予め引受先を見付けるのは困難で，結局， 2 ， 3 を除き ，ほとんどが仮設

建物として建設され，大会後の撤去を前援に計画される乙とになった。

(5) 村の配置計国上，局辺の交通流が大会時点および大会後にどうなるかは重要な計画課題であっ

た。大会時点までに建設される高速軌道の駅を村計画 lζ 合わせて修正し( 当初案より l∞m 南 IC移

設) ，主に大会後を念頭1C: パスタ ー ミナノレの規模や駅前の歩行者専用プロムナードの幅員( 1 l m と

1 4 m，大会i待の観客の主要動線となる) などが定められた。観客動線と選手役員動線が交錯しない

ように ，村のメインゲートは村敷地の西側 lζ 置き， 団地内を南北に走る幅員30 mの修景幹線道路に

面して設けられる ζ とになった。

(6) 村内施設の配置計画としては，大会時の選手 ・役員の宿泊機能の充足らさる ζ とながら，大会
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図 1 村周辺オ リンピック関連施設配置図

オリンピック村模型
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図 2 村内施設配置計画の鳥敵図
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図 3 女子村[ζ 利用される公団特定分譲住宅の標準平面( 縮尺 1 :  3∞)  
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図 4 村食堂糠の平面図( 緯尺 1 ・1500) と外観

村食堂糠の術敵。右手に男子村の一部，北に隣接してプレスハウスが見えるが，他はすべて村外の

既成市街地である。
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後の住区計画に支障がないようにするのが主眼であった。

村内施設配置計画の骨 子 (図 2参照)

約 4∞m 四方の A 7' ロックを南北1( 走る中央の緑道 ( 13m) で分割し ，東半分 IC中層の男子村，

西半分の南側 iζ 高層の女子村を配し ，それらにはさまれた西側中央部 Ie : 仮設の食堂 ・運営本部 ・村

広場をまとめて設ける乙とになった。 B プロック1 ( は選手のレクリ エーシヨ ン ・利便施設を置き ，

歩道橋でA ，B両ブロックを連結 している 。

中央の緑道は，大会後の住区に隣接する小学校，幼稚盟，中学校などへの通学 ・通園および駅へ

の通勤道路として活用される重要なモールとなるはずのもので，緑道1 ( 接して，集会所や児童公園

なども設けられ，ナナカマ ドや常緑樹の植樹帯が住区内の環境にまたとない自然のうるおいを与え

る乙とになろう。

以下，村の各施設についてその概要を説明してお乙う。

男 子 村 と女子村 (図 3参照〉

大会 Ie:参加する各国選手，役員は男子で42カ国約2，000名， 女子で32カ国約3∞名と推計されてい

るが，乙のうち男子用の宿泊施設としては，日本住宅公団の賃貸住宅 R C 5  F18棟品O戸 ( 2 DK570  

戸，3  DK 9 0戸) を充当し ，男子村を構成する。配置は東西棟を主に南北棟をも一部加えて，住棟

間のプ レイロットなどを囲んで空間的 Ie : まとまりをつくりだすように意図 しているが，すべて 5 階

建の公団賃貸住宅という乙 とで，戸数密度も限定され，家賃を高くするようなタイプは極力排除さ

れて，結果的には公団の配置原則Ie : 準拠した形態lとなっている。

大会時の宿泊 Ie:は 6 帖間 Ie: 2 ベッド， 4. 5帖聞に l ベッドという方針で，現在のわが国の住宅事

f青からくる空間の絶対的な狭さが気になるが，大会時には押入をつくらず，浴室， トイレなどの寸

法を外人向けに多少大きく している。客室lζ カーペットを敷きつめ ，ベッドなど必要なファー ニチ

ャを入れて使用し， 大会後，内装の補修をした上で公団Ie : 返還することになっている。

女子村はも ともとフェンスで囲ま れた村内でさらに二重lζ フェンスで仕切られた別格の地区であ

る。村内の住棟配置に変化をもたせるため，特定分譲住宅を充当し ，11階建の R C 2棟計 132戸と

して建設された。住戸規模も大会後の入居者の希望が規模の大きなもの lζ 多く ，3  D K， 4  D Kに

なっている。 11階ではあまり高層とはいえないが，真駒内団地にとっては結構，ラ ンドマ ークとし

て役立つはずである。各階 6戸の住戸を戸どとにずらして 2 - 3 面の関口を可能 [ζ し，バル コニー

とともに周囲への眺望をひろげ，外部空間 Ie : 独特の形姿をつくりだす乙とになった。

村運営本部と メインゲー ト

村運営本部は大会期間中の選手， 役員 lζ 対するあ品ゆる宿泊関連事務やサービス面での窓口であ

る。乙の配置設計では ζ の村本部糠を横長の平面として，中央Ie : メインゲート を置き ，建物全体で

堺を兼ねた門構えになるように扱った ( S 1  F  3， 202rrr) 。乙の棟にはゲートから南側1 ( 選手用ノイス

の待合室，面会室，電信電話室，郵便局分室，記者クラブ室，インタビュ ー室など主として選手の

インフォメ ーショ ン関係の施設を収め，ゲート から北側に村長室，事務室，保税倉庫，日通事務室，

答備員詰所，営繕詰所などの運営管理部門が収められている。

乙の村本部棟は仮設建物だが，鉄骨の吊り構造で‘ スパン23. 040mの柱と吊り材を検iζ 並列し，全

長 184mの長い門構えを構成している。本部糠の前面は駐車スペースで，選手送迎用パス 40台，選

手団長用ジープ40台，選手団付乗用車75台が駐車する予定である。

村 広 場

村広場( l ，716rrr ) は各国選手団の入退村の儀式の行なわれる村の中心広場である。メインゲート を

入ったととろにエソーマツを整然と並べ，その先に各国旗を両側Ir 配し，正面のメインポーJ レ1 ( 日本の

国旗，大会旗を立てた村広場が販に入ってくるようになっている。当初，赤色の舗装を施したサンク

. ガーテ' ン式の梯形広場を想定していたが，実施段階で予算上の困難から変更されるととになった。

村 食 堂 棟 ( 図 4参照う

村内で利用しやすい位置で，しかも外部からのサービスの使も考えて，男子村と女子村の間1 ( ，

村広場に面して 7. 950n : f の広大な食堂棟が配置されている。各国の食習慣の相違に対応して，選手

役員用食堂は 4 プロックに分けられ，それぞれ 228席ずつ計912席があり . 2. 5交替で処理される。

との食堂棟1 ( は，村の北西1 ( 隣接する放送関係プレスハウスのための食堂 (2∞ 席) とパールー

ムも北西隅に設けられている。なお乙の食堂棟には大きなサプライ ・センタ ー が組み込まれてい

て，食料品の使用期間分のストックのほか，各食堂( 選手食堂のほか上記プレス 7 ン食堂および他

地区の柏カ丘プレスマン食堂分も含む) の厨房に下鮮え材料を送り出すととになっている。

乙の食堂棟の建築は，多様な諸室をひとつの大屋根の下につつみこむ形になっていて，傘状の吊

り構造による空間単位( 架構の柱間23. 040m X  23. 040m) を20並列するととによって構成されてい

る。突出した傘状の屋根の一部はトップライト用でもある 。内 ・外装ともストラミット1 ( スプノレー

スなどの木の横羽目板を張ったパネノレ ( 960協 X 1. 920弘) をほとんど全面的に使用して木肌の菜材

感を行きわたらせている。

男 子 棟

女 子 棟
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後方右手に高速軌道駅，前方右手11 : イオンハウス，

左手11: 男子村。
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診 療 所

村内の医務診療所としては，村の中央の公団管理事務所兼集会所 ( R C 1  F  170nf ) を活用し，

さらに不足分を仮設 ( S 1  F373 nf) で増築して充当する乙と になった。 5 科の診療に当り ，ベ ッ

ド数は男子12床，女子 5 床が用意されている。

レクリヱーション・サービス施設

村敷地の南側の B7' ロック( 幸町 2 丁目) は，真駒内団地の中央に当り，もともと団地の中心施

設用地として予定されていた街区である。乙の街区は道有地と市有地，一部拓銀用地で，村計画時

点にはー縞IL警察派出所とガソリンスタンドが建っていただけで，他は大きく更地になっていた。

乙乙に将来とも住居地の中心施設( コミュニティ ・センター) となる施設群を建て，それを大会時

に必要な選手達のレクリエージョン ・サービス施設に充当する方針で計画が進められた。

各施設の決定には，土地の交換や用途上の問題もあり ，道 ・市をはじめ誘致企業，周辺地区住民

などの間の意見調整のため，タイムリミットぎりぎりまで内容が固まらず，幾多の好余曲折を経た

が，最終的には市立の小学校，拓銀の銀行とス ーパーマーケット， 区役所の一部を建てて，村施設

に充当するととになった。

村内銀行とショッピング・センター ( R C  2  F ，鉄骨屋根，1. 700nf)  

銀行は大会時にも外貨両替銀行として使われ，スーパーマーケ ットは l 階を選手達のための土産

品 ・日用品庖舗にし， 2 階を国際的な社交場としてのインターナショナ J レ・ホーJ レに使用し ，喫茶

コーナーやラウンジ，さらに理容 ・美容室も設けられている。

その他利便施設

容れ物として本来ふさわしくはないが，小学校の建物( 校舎R C 3  F ， 2. 9∞nf . 屋体 S 1  F 800 

nf) には，校舎に読書室，卓球室，ビリヤード，サウナなどのレクリエーション施設のほか，会議

室，競技用具修理室，従業員食堂などが収容され，体育館は劇場lζ 利用される乙とになった。

地域暖房プラント

乙のオリンピック村には，寒冷市街地での暖房方式改革の先鞭として全面的に地域暖房を適用す

るととになっており，そのボイラ ー・プラ ントを将来の区役所となる建物の地階に収容している。

イ オ ン 浴 場

なお ，乙のほか，今大会の特別のレクリエーシ ヨン施設として，選手達の疲労依復の一助にする

ため，酵素利用のイオン浴場 ( S 1  F  243 nf) がA プロッ クの南の一隅に仮設で建てられ，持込ま

れた観葉植物とともに村内生活にうるおいを与える 乙と になっている。

お わ り に

村の各施設が出揃って，ようやく関村を迎えようと している現在，当初を振返って考えさせられ

る問題点としては，わが国なりの建設制度上の諸制約のため，乙の村の建設計画が，意図はさてお

き，実質的には一元化された事業計画ではなかった乙 とにある。各施設の決定は，各管理主体ごと

の予算計画や建設プログラム上の判断に委ねざるを得ず，村と いう地域の施設複合体11 : 統一した斉

合性をつくりだす乙との困難であった。また施設の建設企画が決定したあとでも，それぞれの配置

計画と設計面での統合を図るために特別の組織上の配慮が必要であった。

今度の村の基本計画と設計については，一部施設を除き， 乙のためにとくに組織された「札幌オ

リンピック村設計共同企業体」によって設計上の一体性と外部空間構成上の有機的統一性をつくり

だすための努力が払われた。しかし ，そのような試みも幾多の困難な諸条件のなかで，初期の十分

な成果を挙げ得たかどうか，関係者一同，謙虚に反省をしている次第である。 0971年11月〉

オリンピック村関連諸施設の段軒組織

・村基本計図，配置設計

・女子村 IC利用される 公団特定分簸住宅の設計

・村運営本部およびメインゲートの設計

・村食堂棟の設計

・村内銀行およびショッピング ・センタ ーの設計

・歩道橋，イオン浴場，診療所の般計

・村広場および外構の基本役針

札幌オリンピック村役計共同企業体

構 成 員 監 修 ・北海道大学教 授 太 田 実

側都市設計研究所

北海道開発 コンサル タント附

側集団創作建築事務所札幌事務所

協カ事務所構造側ハガネ建築事務所札焼事務所

設{晴 樹篠井建築設備研究所北海道支所

・男子村11 : 利用される公団賃貸住宅および集会所，錆水塔の段計

北海道開発局営繕部

・村利便施役 11: 利用される市立小学校の段計

札幌市建築部 ・側石本建築事務所札幌支所

( おおた みのる 北海道大学教綬 ・札幌オリンピック冬季大会組織蚕員会施設専門安員会，村小委員会委員〕



机 幌 市 の 道 路 計 画 ・ 地 下 鉄 計 画

札幌の都市計画と関連して

十 楽 寺 直 彦

古い時代， それは紀元前15世紀頃と いう 乙とであるが， 古代オリンピックがギリシヤで始まっ

た。その頃オリン ピックは，ギリシャ市民にと って生活の重要な一部となっていた。競技は ，彼ら

の信仰を生んだ神 IC捧げるための祭典競技であって， 競技は神域を離れる乙とがなかった。しか

し，キリスト教の布教にともなって，乙の神への祭典は中断した。

一般に，近代オリンピックはク ーベJ レタン男爵( 仏) を創始者としている が，古代オリンピック

の復興は，ルネ ッサンス 時代の人間精神解放の頃から叫ばれ，細々とした勤きがあったが，広 く民

衆に受け継がれるものにならなか った。ク ーベJ レタン男爵は，古代への憧t震と世界的なスポ ーツ振

興1 ( 心を打たれ，スポー ツを通して世界の融和を計ろうと， 189必手 6 月23日「国際オリンピック委

員会 ( I . O. C) J を組織し ，1896年を新しいオリンピァ ード の起点とし，以後4 年目どとに開催

する乙とを決めた。

さて，第11回オリ ンピック冬季大会を札幌で開催する乙とに身を挺して尽力し ，乙れを成功 lζ 導

いた最高の栄誉者の一人と称される ，前札幌市長原因与作先生の著書" 自治体生活50年( 時事新書，

昭和46年刊) " の中から要約す ると， i 昭和34年に先生がはじめて札幌市長に立候補するときの 3 つ

のスロ ーガ ン『明るく正しい市政 ・近代的な市政 ・計画的な市政』は，先生の青年期東京市役所勤

務時代1 ( ，後藤新平一一永田秀次郎市長から受けた強烈な印象と考え方を延長したものであるが，

先生は，市長に当選後第一着手と して，街づくりの総合計画の立案にとりかかった。そ乙で，乙 の10

年計画は，札幌が満足すべき状態 IC達しないまでも，少なくとも現状よりはるかに改善された効率

的な都市活動を期待し得るものに したい と， 意欲的に取組み，約287億円の事業費に達 したが，さて，

ζ の事業費の財源となると ，当時の地方財政の状況からみて，通常のやり方ではとても 手が出ない。

オリン ピック競技を開催する という 乙と は，オ リンピック憲章により ，スポ ーツ の祭典を通 じて

世界の平和に寄与するととが目的である乙とはもちろんであるが，第二義的には，乙の機会1 ( 開催

国の国威を宣湯しようという意図から，ど乙の国でも開催市のあらゆる施設に国費を投入し，ある

いは援助する乙 とが通例であ った。そ 乙で， 10カ年計画の達成をひかえ，思いついたのが冬季オリ

ンピックを招致 しようという 乙とであ った。しかし ，オリ ンピ ック招致とは，きわめて難事業で，

立候補から招致決定まで 6 年かかった。」と述懐しておられる。

スポ ーツ の歴史ひとつをみても ，長い時代をかえりみるとそれなりに時の流れを反映したい ろい

ろの姿がある。全市 lζ オリンピッ ク協力会が生まれている世界唯一の百万 S NOW都市 SAPPORO

では，時代が時代だけにすべてが機械力を中心に準備完了の状態で，市民が直接土 くれのひとつに

奉仕する機会がなかった乙 とは， 残念といえば残念といえるが，土方作業ばかりが協力ではない。

プランから施工 ・運営そしてムー ドの盛り上げまで，1∞ 万人の力は偉大なものである。総投資額

約 2. 0∞ 億の関連事業を見事に乙なし r 国の内外の協力に感謝しつつ，今，世紀の祭典を目前lとし

ている。

その中から . 私は主として道路と地下鉄計画について，以下ど説明申し上げたい。

1 . 道 路 計 画

札幌の都市造りは，明治維新後，新政府の手に より 計画的1 ( 始まったものであり ，日本における

代表的な新都市として知られている 。当時，開拓使という今の道庁の主席判官であった島義勇 は，

他日五州第一都になる土地柄だと 確信して，雄大なる計画のもとに幅 l ∞m の大通りを南北の，幅

約56mの創成川通を東西の基線と する街造りを始めた。その後，札幌市街の土地区画については，

明治4 年， 岩村判官によっ て推進され，一里四方にわたって縦横11間 (20m) 道路とその聞に 6 閲

(11m) の小路を配した碁盤白状の市街地を造った。その後，ケプ ロン などの外人雇技師によ って

車道 ・人道の設備，運河，下水， 橋梁，洋式建築，公園， 加工工場，文教機関の設備がなされた。

乙の碁盤白状市街は，都市空間が重量かで，最近までほとんど手を加えなくともよいほどの規模であ

ったが，全国的な都市化現象による市街地の拡大と モータリゼーションの普及1 ( 対応するため，昭

和11年の都市計画決定に より近代的な放射 ・環状型道路を組み合せて，格子型を補完する計画を定

め，さらにそれを拡大発展させっつ，オリ ンピック決定以来，と れら都市計画道路の整備を進めて

きた。

1- 1  将来道路計画の概要

現在の都市計画 ・道路計画は，昭和必年IC昭和60年を目標年次として計画されたものであり ，そ

の主要指標は第 1表のとおりである。
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札幌新進

自動車台数は. 1 日当りの運行回数の少

ない自家用乗用車の増加が著し t 、もの とし

ているため，総遂行回数は自動車台数の伸

びほど増加しないものと推計している。交

通計画は，乙の運行回数とどの方向 K. 需要

があるのかを適確に把握する乙とが重要で

あるので，土地利用計画と一体となって計

画を進めている。道路網の基本パタ ーンと

しては 1環状 ・5 大放射 ・l バイパスを

基本としており ，乙れらは広幅員道路とし

て計画されている。すなわち ，

1  ) 都心方向に集中する大量の放射交通IC

対しては，広幅員の放射道路で集約的 iζ

受けもたせる。

2 ) 放射交通を直接，都心部に導入するの

を避けるために，半径約 3 kmの環状通を

設けて交通の分散を計る。

3) 長距離交通は，バイパス( 札幌新進)

によって処理する。

である。道路網として都市計画決定をし「

いるのは . 87路線，総延長 54οkmIC及び，

乙れら幹線計画道路の面積率は，昭和45年

第 2 表オリンピッ ク関連事集計画

|名 称|弘義 |芸品 !金額一

|国 道 6路線 34 阿 川 五円

道路事業 3  43. 6 4. 162  

道 道 街 路 事 業 7  17. 6 6，135 

計 10 61. 2  10，290 

道路事業 5  21. 1  2，328  

市 道 街路事業 15  42.4  19，755 

計 20 63. 5 22，083 

ρI=l 、
計 36 159. 6 50，900 

有 料 道 路 2  48. 3  26，988 

総 計 38 207. 9  77，888 

7 月lζ 決定された市街化区域内の 6.3 9ぎに相当する。さらに，行政区域K とらわれるととなく ，札

創成川立体交差 幌都市圏としての一体的計画をたてるという乙とで目下，札幌圏 ( 2市 2 町) で主として土地利用，道

J l 平川通

南 19条大橋〈環状通)

路計画を再検討中である。思想的には，昭和40年の計画と大差ないが，若干迷 う点は，土地利用の面

からは単一都心からの脱皮を計るため，副都心構想があるととと，道路計画の面からは，防災緑地帯

の配慮、と既成市街地の平面的な再拡幅を避ける乙と および交通の効率化を計るために，都市高速道

路の導入を考慮している点にある。都市高速道路の実現手段としては，再開発事業を併用しなけれ

ば困難なことから，今後，ますます土地利用や建築計画との斉合性が要求されるものと恩われる 。

1- 2  オリンピック関連道路の整備

オリンピックという国家的行事のため，道路整備 5 カ年計画に関連道路事業などの推進が計画の

柱として取入れられ，国の強力な援助のもとに実施された。乙の全体計画は第 2表のとおり ，総額

にして779億円にのぼっている。乙のうち ，オリンピック関連道路の路線の選択に際しては，

1  ) 選手村と各会場間

2 ) 各会場相互間

3) 都心部交通機関と選手村および各会場

を結ぶものを主体とし，街づくりとしての投資効果を高めるため，会場周辺道路を除いては，原則

として都市計画道路の整備に重点をおいた。

関連道路のうち ，主なものを紹介すると .

1  ) 札幌新道 (国道) 札幌小樽道路( 札符パイパス) から国道 5 号線で分岐し，手稲宮の沢か ら

北部，東部をバイパスして国道36号lζ 連絡する総延長23. 7畑のうち ，オ リンピック関漣として手稲

宮の沢~国道231号線問6. 6kmについて，幅員5 0 mで両側，側道 ( 2 車線ずつ〉を83億円をもって整

備した。本線部分は，将来国土開発幹線自動車道が通る予定で用地確保している。

2 ) 創成川幹線 (国道，市道) 札幌新道から都心への乗入れのため[ C. 創成川の西側に 3 車線道

路を新設したもので，平行している現在の国道231号線とペアの一方通行として使用する。さらに ，

都心部の主要幹線である国道12号と国道36号とは，アンダーパスの立体化を計った。

3  ) 豊平川幹 線 ( 市道) 創成川幹線からさらに南の真駒内会場と都心を連絡するため，札幌の母

なる豊平川の両岸堤防の上に各 2 車線の一方通行路を新設した。

4 ) 大通 (市道) 一市の中心部を東西lζ 貫通する 大通りは，都心部においては幅員105. 45mで，外

側を道路，中をグリ ーンベルトとして公図的 {ζ 使用している本市のシンボ J レであるが，西13丁目以西

の2 0 m区間を円山公園まで延長して27ml C拡幅し ，大倉ジャンプ合会場と都心との述絡を計った。

5) 北24条通 (市道) 大倉会場と真駒内会場の連絡のため，南西部の藻岩山 ，円山の山麓沿いに幅

員15mの道路建設を行なった。乙の地域は，閑静な住宅街という乙ともあって，地元の強い抵抗にあ

ったが地形的に起伏の激しい所であるので，原案再々の説明を行ない住民の協力を得た場所である。

6 ) 環状通 (市道) 国 道12号線~西 7 丁目間( 幅員27- 36m) の整備であり，都市計画として最

重要の道路である。乙の道路には，豊平川( c 南19条大橋を新設したが，幅員は 30. 5m，延長 236m

と全国的にみても特筆すべき規桜の ものである 。
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図- 1 オリンピッウ関連道路整備計画図

以上，代表的なものを紹介したが，その他!ζ も図- 1のとおり， 31路線がオリンピック関連道路

として整備された。事業の執行にあたり ，やはり何といっても用地買収K 困難をきたし ，住民側抵

抗としては，全国的にみられる公害問題κ 多く集まり，その説得lζ 苦慮、 した。平函街路の使命を，

ともすれば自動車交通のみをJ j J lj く，乙のようにとらえられがちであるが，乙 のスペースは数少ない

都市空間であり ，都市供給施設のためのスペースで もあるという多目的利用の再認識の上! C ，今後

取組まなけばならないと考えている。

1- 3  道路案内標識

札幌の都心部は格子状の街並みが整然としており，分りやすい乙とで定評のあると乙ろだが，新市

街地は必ずしも分りやすいとはいえない。そ乙で，国際的行事のため地理不案内の多数の外訪者が予

想、される乙とと，新設道路の有効利用を計るために，交通信号機の下K 現在位置を知らせるための地 道路案内探検( 国道5 号 線〉

名表示板を635枚設けると同時に，主要交差点lζ 2∞基の道路案内標識を設置した。乙の案内標識は，

国道，市道，道々が表示方法を統一しであるので，目的地別 lζ 交通流が定着化するととも期待される。

2. 地 下 鉄

札幌は，公営企業としての市電，市バスを経営しているが，市電については，混合交通としての

限界に達しており ，とくに都心部は歩いた方が速いという慢性的麻滞状態! と陥っている。冬季にお

いては，まさに雪との闘いであり ，大量輸送機関としての使命lζ 限界をいっそう感じさせ，乙れが

自家用車による通勤を促して交通を混雑させているという悪循環を呈しているとも受けとれる。一

般に 1∞万人以上の人口を有しない都市は，地下鉄を建設しでもペイしないとい うのが通説であっ

たが，すでに古くから市電経営に乗り出した当時冒険とも思われる勇断が，現在まで市民の足とし

て結果的 lζ 貢献したととを思い浮かべると，将来的 lとみて，地下鉄経営K乗り出すのは決して誤ち

ではないとの確信のもとに建設に着手した。われわれは，仕事をする場合，先人の雄大かつ大胆な

業績を思い起して，たえず模範とする必要があるとつくづく感じさせられる。

札幌の地下鉄は，無雪地籍と異なる使命をもっている。雪 lζ 災されない市民の足の確保，乙れが
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高架部のシェルヲ ー

最大の使命である。乙のような期待を担った地下鉄南北線12kmの建設も終了し， 12月15日の関業を

前に走行試験を実施中であるが，他 IC見られない数々のユニークさをもっている。まず第ーに，車

両は案内軌条ゴムタイヤ方式( 札幌方式) を開発した乙とである。 ζ れは高架部分が相当あるの

で，今までの鉄輪では沿線への騒音公害が問題となる乙とを予想した乙とと ，加減速性能の向上，

急勾配に強いととを考慮したものである。乙のために，コンクリ ー 卜レーノレ面K は試験的に特殊の

舗装を施したととろもある。第二は，高架部分を雪から守るためのシェノレターの設置である。乙れ

は鉄骨I e 耐しょく性アノレミ合板を取付け，軌道をトンネ J レ状に麗っている。シェルターは，採光お

よび車内から外を見通せるよう透明窓を大きくとってある。シェ J レタ ーに決まるまで当初，雪をど

うするかで軌道上の雪を電熱で溶かすなどの種々の比較検討を行なったが，溶けた水の処理や氷結

が問題となり ， 最終的にkm当り 2億円の投資の方が有利という乙とで決定したものである。第三

は，駅事務の省力化を計るため，世界で初めての出改札業務を中心とする自動化構想である。乙の

自動出改札、ンステムは，乗降駅名，日付，有効期間などが磁気肢に記録されており，自動券売機，

自動改札装置，自動精算機と乙れらを制御するコンピュ ーターによって，人間の手を借りずに出改

札が行なわれる。将来は，案内放送，精算業務を含めた トー タJ レシステムとする計爾もある。乙の

南北線12kmの総事業主主は約 434億円( 1  km当り建設費 地下部41億，高架部 23億) と莫大な経費がか

かっているが，完成後は交通体系もバス J レート の地下鉄駅への結節ーなどによって，再編成されるの

で輸送効率は高くなくなると予想 している。その際lζ 運賃が割高になるとの市民の声 IC応えて，ノミ

ス ・地下鉄乗継ぎ割引定期券の発行など ，市営企業ならではのサービスも実施されるが，輸送とい

う目的から交通体系一元化の議論のある現状において，注目すべきととと思う。

3. 地 下 街

地下鉄の建設による路面掘削を契機として，同時に地下街を併設する公共地下歩道，駐車場を建

設したいという要望が商工会側から強く盛り上った。行政的には「公共スペースに私権をおよぼす

のは好ましくない。 」 とする意見が多かったが，市民としては反対はほ とんどなく ，むしろ「冬季

における買物に寒さから解放されたい。」とする希望を背景に強い支援があって，ついに建設に着

手し，地下鉄完成と同時に営業開始の段取りとなっている。

以上，本市の道路計画と地下鉄などの概要を述べたが，札幌はまだまだ開発途上にあり ，今後の

課題も沢山ある。なかでも次のものがあげられる。

1  ) 国鉄函館本線の高架化

市街を南北IC分断している函館本線は，均衡ある市街地形成と交通におよぼす影響から，是非，

高架に しなければならない。

2 ) 都市高速道路の建設

自動車専用 ，歩行者専用 ，自転車専用道と交通を機能的に分離し，安全かつ合理的な交通確保を

計るうえからも ，都市高速道路の建設と今後取組まなければならないと考えている。 しかし，との

道路は，物理的 lζ 平面街路と違い，計画を誤まる と都市そのものの破壊にもつながるので，今後広

く意見を聞き慎重を期していくつもりである。

( じゅうらくじ なおひ乙 札幌市建設局計画部長)



札幌市の都心部および団地の地域暖房

堀 江 悟 郎

1. 札幌における地域暖房の導入

地域暖冷房あるいは集中暖房といえば，今は耳新しい言葉と思う人もいないであろうけれども ，一般に都

市施設が不備のままそれに耐えてきたわが国の事情のもとで，少し以前までは地域暖房など専門家の間で

も遠いよその乙 とのように考えられていた ものであった。 20年ほど前に札幌市にはじめて相当規模の住宅

団地建設の計画が起されたとき，経済性lζ 関して個別スト ープ暖房との比較データまで添えた集中暖房計

画が作られた乙とがあるが，もちろん陽の自を見なかった。うちわの話では，たとえストープより経済的で

あるとしても ，庶民住宅に温水暖房とはお役人の観念ではぜいたくという乙とになるのだという乙とであ

った。貧乏人根性というものは合理性よりも一文惜しみをよろ乙び，他人のしあわせには足を百| っぱりた

がるのであるけれども ，当時としては乙れがむき出しの世相であったからしょうがなかったともいえる。

昭和37年になって，札幌ではばい煙防止に関する市条例か施行された。戦後の札幌市の人口増加率は園

内で最大級に属する方で，経済的発展も乙れにともない ，市内での燃料消費は急激に増加した。そのため

ばい煙の発生がいちじるしく ，早くから冬季のスモッグが市民の間で= も問題になっていたわけである。し

かし条例の対象となっているのは大型燃焼器のみであり ，冬季のばい煙の会発生琵の60- 80;; ぢをうけもっ

と思われる家庭用暖房器は放置されていたし，その乙ろから大型燃焼器は重油に切りかえられる傾向が強

くなってきたので，条例の効果があまり期待できないばかりでなく ，新 しく S 02公害のおそれがでてきた。

そ乙で札幌市の公害対策委員会は昭和41年1( ，すでに専門家のあいだで検討のすすめられていた地域暖

房方式の市街地への適用を市に対して申入れる乙とになった。乙のような情勢については，すでに37年以

前に条例の検討を行なっている乙ろから見通しがあったので，市ではその乙ろから地域暖房について研究

委員会のような形を推進していたし ，北海道庁でも37年度より道の科学研究費によって住宅団地の集中暖

房について経済的可能性の研究をすすめていた。乙れらの成果をふまえ，道および市当局は積極的にとれ

を取り入れる方針をきめたわけである。もちろんさまざまな好余曲折はあったが，まず42年秋には道住宅

公社と住宅公団との手で 180 戸の集中暖房っき団地が建設されて，とのような温水暖房設備つきのアパー

トが，決して高所得層を対象とするときや，企業体によって供与されるときのみ成立つのでなく ，公営住

宅の対象となりうる乙とが実証された。

今回冬季オ リンピッ ク宿舎として使用される約 ] ，( 別 戸の住宅に集中暖房の採用が決定されるについて

は乙の実績がかなり物を言ったであろう乙とは当然である。乙のとき住宅公団担当分の賃貸住宅では 2 D

K で 14.1∞円 ( 5 階は13. 4∞円) . 3  D Kで 19. 5∞円 ( 18. 5∞円) を家賃として決められたが，そのうち ，

暖房設備が加わったために増加された分は11- 12仰相当する。暖房賛は家賃とは別に徴集するが，七言語

は従量制ではなく 2 D K :  4. 3∞円/ 月 . 3  D K :  5. 7∞円/ 月を 7 カ月 ( 10月半ばより 5 月半ばまで) 均等

倒あてられた。乙の額は概算で，暖房期間の終り崎算されるとと同っている。ひと冬 3万- 4痛

という暖房貨は当時の一般水準として安いとはいえないが，全室全日暖房という条件をそろえれば個別の

スト ーブ暖房でもとの額を上まわる乙とになるであろうから，札幌市民のあいだでt アパート には暖房設備

っきというととが，水洗便所っきというのと同じくらい常識的になってゆくのは当然の乙とと恩われる。

市街地の地域暖房については. 41年度公害対策として検討が進められるようになって，技術的な面のみ

でなく経営主体や建設費の出所などについてだんだん具体的な折衝が行なわれるようになった。本来との

ような大きなプロジェクトに対しては綿密な調査と周到な計画が当局の手で充分な時閣をかけて行なわれ

る乙とが望ましいのであるが，わが国の役所の常として乙の方面は業者のサービスで間にあわせ，もっぱ

ら政治的折衝を重視する傾向があって . 43年末には北海道熱供給公社が設立されて，いよいよ正式に地域

暖房が発足したが，計画に不充分のととろがあって，工事が始まって以来配管敷設に大変な苦労をする 乙

とになった。そのため熱供給単価も当初の心積りよりは値上りした様子であるが，ともかく第一期工事を

終え ，46年10月 l 日運転開始に至った乙とは，わが国の暖房史上画期的な一事といえる。

今冬はじめての供給については工事上のミスによる故障などはないものと確信するが，五E営上いろい ろ

な問題がおとるだろうから，会社側にとっては頭の痛いととだが，われわれには大へん興味のある話題を

提供してくれる乙とと思っている。現在のボイラ容量は 5OGc al/ h であるが，つづいて第 2 期， 第 3 期以

降の工事IC入る乙 とになっており，完成時は一応170Gcal / hの大きさを予定している。単独の専用プラン

トとしては世界でも最大級に属するであろう 。熱媒は高温水( 往 220

0

C，還 140

0

C. 蒸気加圧) を用い，

第 1図札幌市地織暖房プラント

第 2 図 埋股配管工事

主配管サービスパイプ電気湾接作業

第 3 図 埋 段 配 管 工 事

膨張継手 ｕ Ｉｾ ー プ部
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第 4 図 プ ラ ン ト 内 石炭ボイ ラー

第 5 図 需 要 家 施 股 熱 交 換 器 ( 蒸気用)
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二次側との接続はすべて熱交換器により ，計置はカロリ ーメーターを使用する。供給温度はかなり高く ，

市街地の地域暖房としてはあまり例がないし，乙のような高圧の安全性については地震などのさい問題が

あるかも知れないが， 技術的には保証されているし ，経済性その他の理由から採用されたもの と思われ

る。逮りの温度はもっと低くてもよいのであるが，二次側 lζ 蒸気使用が多いととなどで ζ の高さになった

ものであろう。将来負荷が増加した場合には還り温度を下げる乙とによって流畳を変えずにとれをまかな

う可能性もある。なにしろわが国でははじめての乙となので，負荷の変動状態について正確な予想をたて

る乙とができないというのが本音であろう。建物個別¢暖房運転方式は千差万別で，まとまった調査資料

がなしまた調査しようにも管理がす占えで， 運転日誌その他の資料をもっていると乙ろがほとんどな

い。諸外国の伊lを参照しでも ，給湯負荷のないことや生活習慣のちがいなどのため役には立たないから，

どうしても安全率を大きくとりたくなる。ピークがどのように現われるか， di ver sit y  fac tor がいくら

くらい lζ なるかなどは今後の課題であるが，乙れが明らかになれば経済性は向上するであろう。また地域

暖房への加入によって二次側の管理方式も変るので，それによって負荷変動の様相も変化するし ，負荷の

自然猶もあるので，毎年詳細な資料の発表される乙とが望ましい。

2. オリンピック村の集中暖房

オリンピック開催については，当然招致運動のときからおよその機想があったわけであるが，施設 le関

しては41年 9 月からオリンピック組織委員会中広施設専門委員会が設けられて乙乙で議決せられる乙とに

なった。選手村などの位置や規模は42年度中にはおよそまとまり ，43年から基本計画にとりかかった。

暖房については主催者側で集中暖房を強く望んでいたので43年にはその計画資料となるべき調査と研究

とを実施して準備を進めた。 44年度のはじめには配置基本計画の大綱もでき上ったので，暖房施設につい

ても具体的検討に入る乙とになったが，宿舎は主として住宅公団の賃貸住宅が充当されるので，選手村約

800戸( 女子用は特定分譲) とプレスハウス( 特定分譲) 約450戸が開催時までに，その後，仮設の付属施設

徹去の跡地と隣接空地に7∞戸あまりの建設が予定されているので，合計約2，000戸の暖房っき住宅を公団

がどう考えるかという乙とがいちばんの問題であった。設備工事による家賃の値上りや年間媛房資につい

ては先に 180 戸の例があるとはいえ ，46年ごろの工事にはかなりの値上りが予想されるし，温水暖房つき

の公営住宅というものが果して建設主旨にそうものであるのか，入居資格などの考え方が ζ れまでと同じ

でよいものかなどというやっかいな問題がでてきはしないかという心配があったからである。公営住宅と

いえばこれまで1は共用煙突のついているだけが暖房設備で，あとは自前であるから ，たしかにその差は大

きすさる。乙れを機会に住宅団地K は集中暖房設備がともなうことが常識化するであろう一方で，ζ れま

で建てられた団地の相対的価値がたちまち下落することを考えると確かに大きな問題であるととはまちが

いない。石炭は論外として石油，ガス ，電気など個別暖房の可能性も比較検討されたが，設備費はかなり

につき ，オリンピック後に乙れが使用されないで一部石炭スト ープなどに代わると ，設備としては短期間

のため大変な無駄をする乙とになるし，もしそのまま使用させるとすれば，温水暖房の場合と同じでいわ

ゆるぜいたくを許す ζ とになる。いずれにせよ開催期間中の選手村の管理上，乙のような個別暖房は問題

があるとして，当事者側から強い反対があった。 ζ れはもっともな乙とで，一般家庭におけるよりも暖房

器の使用法がだらしなくなりがちであるから ，危険性が最小で中央制禦の可能な混水方式が最善でt あると

とは明らかである。乙れと ，先にも述べたように，すでに 180 戸の前例が成功していることもあり ，集中

暖房を採用するという大綱は一応承認される乙ととなった。

しかし具体的計画ができなければ家賃や暖房質も決定できず， その額次第ではまた変更もありうるか

ら，早急に実施計画 le近い計画案がたてられなければならぬ。それには資金その他も当然考慮されねばな

らないから経営主体をきめねばならぬが，乙れにはずいぶん曲折があった。札幌市としてはすでに市街地

の地域暖房を担当する熱供給公社が発足しているのであるから ，乙れが引受けてくれることが望ましかっ

たのであるが，公社としてはようやく誕生したものの，先 lζ 書いたように配管工事が難行中で，その他に

も多くの問題を抱え，おまけに入手不足でとても新しい仕事を引受ける余裕がない。また市街地の地域暖

房は公害防止から発案されたものだけに ，資金面では政府施策にそった低利融資をうける途があったわけ

であるが，オ リンピック村はそれができないので，何か大資本の後循がなければならないという事情もあ

って，なかなか引き受け手がなかった。ようやく 北海道瓦斯附が重い践をあげて実施計画を進めていてく

れたのであるが，乙の時期になってもなお報道関係宿舎や付属施設など，内容位置ともまだ決定していな

い部分があり ，暖房プラントもーカ所にするか分散するか，給湯を含むかどうかなど未決定のと乙ろが多

くて計画はなかなか進捗せず，最終的 lζ は熱販売単価の面で公団との折衝が残されているだけに，技術的

な面においても綿密な比絞検討が必要なので，北海道瓦斯の担当者は大変な苦労でもあったと思う。

話は別だが，ζ のような団地の計画 Iζ 際 して，配置計画や建物の計画の担当者が，暖房計画について何

の考慮ももたない場合が多いというのはどういうことであろう。たとえば後lζ 述べる下野幌団地なども建

物配置はも とより ，プラン ト位置や建設順序まであらかじめ決定された段階で，は じめて暖房計画が開発

された。一般に設備計画上不経済な点、が見出されても変更申 し入れはまず取り上げられた乙 とがない。将

来の居住者にとっての暖房賀の数% の出入りなどは設計事務所の計画家さんには無関心の乙とであろうか

と恩わせられるととが多い。設備の合理性についての認識のうすいのは一般の人々よりもむしろ建築設計

者でなかろうかと言いたいくらいである。



話を戻して，44年末になって北海道瓦斯の計画案ができ上がり，暖房賞が l 戸当り平均年間56，500円強，

熱単価にして ，5.55円/ 1. αlOKcal という値が提出された。 乙の計画は大変周密なもので，技術的には問

題はないように見受けられたが，公団側( というより公式には組織委員会の意見である) はとれが高価に

すぎるという考えをもった。内容的には乙れは安全性に関する考え方の相違であるから致し方はない。つ

いに協議は成立せず，着工時期は目前に迫 り，一刻の猶予も許されなくなった45年 6 月1 ( ，組織委では再

び北海道瓦斯をも含め ，数字土をあつめて再計画，再見積りを提出させる方法をとった。

当時，後lζ 述べる札幌市の下野幌第二第三団地の集中暖房計画がすすめ られており，田熊汽缶側を技術

担当とする住友商事を主としたグループがとれを担当する乙とになりつつあったが，そのような事情のせ

いか，再計画の結果は乙れら住友グループ提出のものが主催側の意図にもっとも多く合致点が見出される

ものとしてとり上げられた。 ζ のような選定方法は入札形式なととは異なり，委員の間でもいろいろ意見

が分れるし，還に落ちた側( ( . も言い分は残る乙とであろうと恩うが，無事に話しあいがついてよかったと

思っている。その後，住友グ J レーフ。では; 新たに北海道地核暖房会社を設立して，オリンピック村および下

野幌団地の工事およびその後の経営を担当する乙とにした。担当後の実施計画はまた少しつ・っ変更があっ

て，とくにプ ラント 建設については地域住民の強い反対にあい，公害対策上最善の方法であるからという

乙とでようやく納得してもらういきさつもあった。

選手村のボイラプラン卜は 12Gcal / h の出力をもち，地下に建設されている。騒音防止には万全の考慮が

払われていて，地上部分f C は将来市の出張所が建設される予定である。現在の供給対象は賃貸中層 19棟690

戸( 男子村) ，分譲高層 H東132戸( 女子村) ，分譲中層 6 糠 140戸 ( T V報道者) および仮設の食堂および

本認のー画と ，銀行，郵便局，講堂，娯楽設備などに転用されるはずの中学校の一部と庖舗などの建てら

れるー画で，乙乙 f C プラン卜が置かれている。なおちょっと離れたー画にはN H K用の一棟があり ，ζ の

部分の空地と ，選手村の仮設建物の跡地とあわせて約8∞戸の増築計画があって，最終的 lζ は約1，8∞戸の

住宅といくつかの公共建物とに熱供給をするわけであるが，平均 1戸当りの需要を5，( 削Kc al と見込んで

いるので，プラント では 2. 4∞ 戸分の出力があり，給局オリンピック時の仮設建物j などの熱需要震が，将

来増築予定分にあてられるよりも多過ぎる結果となっている 。経営者側としては何らかの需要増その他の

形で乙れをカバー してゆくようになるであろうが，乙れもやはり計画の不徹底さのひとつである。

供給方式は窒素加圧による 150

0

C 温水を用い，二次側はプリードイン方式で 9 SCにおとす。速水温度は

80
0

Cで，負荷 lζ 対する制御は変速循遼ポンプによる。サブステーシヨンは数棟分づつまとめ ，全部で 7 カ

所となっている。 N H K棟のあるー函は道路が曲っていて直管埋設が困難なので，わが国ではじめて「地

域暖房ケ ープJ け が使用された。乙れはコ J レゲート パイプを用いた二重管で，間隙 lζ は発泡樹脂保温材を

充填し外側! c 防水防蝕被Z置を施したもので，数百メ ー トノレを l 単位として巻かれたものを現場で引きのば

しつつ土中に直接埋設するようになっている。数年前( ( . 開発され欧米でぽつぽつ使用されている。耐圧，

耐熱，管路抵抗などに問題が残っており ，単価も高いが，交通確保のため工期短縮がやかましく，人件費

の高価な欧米では，けっこう敷設工事費節減になるといわれている 。

柏ケ丘の プレスハウス230戸は選手村のボイラ ープラントから直線距離では 600- 8∞m離れているにす

ぎないが，山の上なので道路沿いには し600mを乙える距維があり ，別lζ ボイラ ープラントをおく ζ とに

なった。すぐそばにはプレスセンタ ーにあてられる勤労者福祉センタ ーも建てられたが，これはまた ζ れ

で数糠まとめて別のボイラ一室をもっている。乙れらは管理系統のちがいや配管の先行投資額などいろい

ろな問題があ って， 総合プラン 卜にまとめるととが必ずしも有利でなかった乙とによると思うが，全体と

しての統一的な計画が筋を通して推進されたわけではないので，やはり場当り的な要紫の多いものになっ

たととは否定できない。

3. 下野幌団地の地域暖房

下野幌は札幌市街からは東南10km余りのとこ ろにある丘陵地で，すでに市営団地が開発されて( 第一団

地) 24， ( 別人ほ どの居住人口をもっている。今度は既設地区 lζ 隣接して副都心施設( 第二団地 1，( 削戸，

8 ，5∞人〉と ，谷ひとつへだてた斜面242切 に第三団地 (9，2∞戸， 32，( 別人) とを建設中であって，とれ

に全面的に地域暖房施設を備えようというものである。

実のと乙ろ 乙のような大規模な一団地全体に対する地域暖房計画は， ζ れまで述べたものとかなり追っ

た様相をも っていて，その: 芯; 味ではやはり始めての乙乙ろみと言えるであろう。

そのひとつは負荷密度の問題である。 乙れは配管延長当りの需要量を指すが，地域暖房では経済的に も

技術的にも配管がもっとも問題のあるととろなので，負荷密度の高い乙とが経済的成立条件の第ーである。

市街地では一般に容積率が高く，寒冷地方ではその句史6以上を暖房空間とみられるから，加入率さえ充分

ならば負荷密度については申し分がない。 乙れに くらべると住宅地は建ぺい率が低く ，その上個別需要単

位の負荷が小さいため配管延長が増加するという条件が付加するのでt負荷密度は極度に小さくなる。オリ

ンピック村の場合は，対象が中 ・高屈に I1艮られ，しかも大団地内のー薗であるため公閤緑地などが配管区

域内 1(. 入っていないので，負荷密度は決して低い方ではなく，住宅地としては好条件なのである。下野幌

第三団地ではいくつかの緑地を含むほかに，個人分譲地が混在しており ，とれは供給側lからみるとそれぞ

れ個別の需要単位として接続サプステ ーションを設ける ζ とになって枝管延長が増加するばかりか，加入

率を 1∞必とみるととができないのに，主管は必ず埋設しておかねばならないから全くやっかいな対象で

ある。諸外国の例では地核暖房総工事費のうち配管工事費は20- 30必ていどが普通であって，札幌市街地

第 d 図オリンピック選手村

ボイラープラン卜 (地下)

( 煙突の背後は女子選手宿舎)

第 7 図オリンピック選手村

ボイラープラント (貫i由ボイラー〉

第 8 図地銭暖房ケーブル管
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では先にも述べたように非常な難工事であったため51必に達したといわれているが，乙の団地の計画では

5496におよぶ乙とになった。個人分譲地を対象からはずせば乙れは45%になるといわれ，そのために熱需

要量は全体の 18.696を失うにすぎない。乙のように個別住宅は暖房サービスにとって重荷になるばかり

か，料金制を同条件とすれば実際には l 戸当り配管 コストが個別住宅の% ていどですむ中高層アパー トの

住民が，個人分譲住宅分の コストを何割か引っかぶっているととになる。水道，篭気，都市ガスなどの供

給事業ではもちろん大口需要への割引きはあるが，供給範囲がひろいため，それ以下の需要量の差による

コスト負担の差は無視しでも問題はないけれども ，供給範囲の限定された一団地の中では，乙 の差は問題

となりうる性質をもっている。乙の よう に，住宅団地は一般に負荷密度が経済限界ぎりぎりか，またはそ

れ以下と なる乙とがあり ，給湯負荷が増す乙とと 24時間暖房の習慣が普及すれば，わが国でも地域暖房の

経営がだんだん楽になると恩われるが，現在では問題が多いのである。

第二は工期の問題で，下野幌の場合第三団地は毎年約1 . 5∞戸づっ 6 カ年，第二団地は15カ年にもわた

って完成される計画であるが，乙の建設計画がボイラプラントとの相対位置に関係なく l順序を決めたため，

配管理設のための先行投資がかさむ結果となっている 。それでなくても総合プラン トの位置が第二 ・第三

団地の中間にあって，供給地区とはかなり距離があるので，主管延長がのびて工事費が高く なっ ている。

乙のような理由から初年度は両団地IC仮設のボイラ ープラントを置き ，とりあえず乙れから熱供給を行な

って ， 金団地の建設が伺 Ｍ ＷＰｾ ぢ進行したとろに総合プラントを開設するという方法をとる ζ と ｋ なった。

一般に新しく計画される地区では工事が数年にわたるととは当然なので，乙れにあわせてボイ ラーを増設

し，配管を延長するのは最初からの計画であるが，初期 IC埋設する場合の主管径は最終負荷 IC見合うもの

でなくてはならないから ，その延長がなるべく短かい方が先行投資額が小さくなって都合がよい。つまり

地区建設の年次計画がボイラ ープラントに近いと乙ろから順次遠方へとおよんでいるのが望ましく ，遠い

地区が先に建設されると途中の配管工事費がそれだけ早期にかさむととになる。とのような設備工事の合

理化に対する理解が，基本配置計画において欠けている場合には，結局最後は住民の負担になるわけであ

るか ら， あらか じめ充分な考慮が望ましいのである。

熱料金は，一般には工事費などの償却分が契約金または定額分1( ，燃料費運転資などが従量額分 lζ 充当

される乙と が多いので，工事精算額によらねばならないはずであるが，乙の団地の場合は経営主体である

地域暖房会社が，オリ ンピック村の方も引うけているので，どちらも一応 5 円/ 1. ∞Okcal 以下という約束

ができている 。最初にのベた42年度完成の 180戸団地についてもその後暖房費は数10%以上も値上りして

いる状態からみて， 1戸あたり平均年間 5 万円は上廻ると恩われるが，最近はー般家庭でも石油ストープ

が普及してきで，一冬の石油代 5 万円というのは驚くほどのととはないから ，結果的には集中暖房はやは

り将来必須のものとなるであろう。しかしこれはあくまで北海道の乙とであ って，暖房期間が短かく年間

稼動率の小さい本州の都市では，ま だ庶民用住宅の集中暖房は採算がとれないのではなかろう か。

( ほりえ どろう 京都大学工学部建築学科 ・教授〉
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北 海 道

厚 生 年 金 会 館

設 計 三 菱 地 所 K K

施 工 鹿 島 建 設 K K

所 在 地 札 幌 市 北 1 条 西 12丁目

建 築 面 積 7，800.47m
2  

延 面 積 31 ，933 .2 2 m 2  

構造規模 S R C造、 8 F 、 B 1  

工 期 S 45 .  2  - S  46 .  9  

Z量 計 者 の ニ と ぱ

日 本 で 第三 番 目 の 年 金 会 館 の 殻富十

に 際 し て 、 我 n 担 当 者 の 留1ました

のは次の諸点である。

1. こ の 会 館 の 特 質 上 、 利 用 者 の

層 が 、 非 常 に 広 範 囲 に 渉 る こ と

が 考 え ら れ る の で 、 開 放 的 で 明

る く 、 人 々 に 威 圧 感 を 与 え な い

ものて' あること。

2.  l泉 地 に 適 応 し て 、 氷 雪 に 耐 え

る 細 部 設 計 、 結 露 、 凍 結 へ の 配

慮 、 広 い 地 下 駐 車 場 、 前 庭 の ロ

ードヒーティング。

多 数 の 人 々 を 寒 さ か ら 3董るガラ

ス 張 り の 大 ロ ビ ー。

3. 多 目 的 ホ ー ル の 様 々 な 種 類 の

催 物 に 適 合 す る 室 内 音 響 及 ぴ イ

ンテリア、デザイン。

4.  一 流 ホ テ ル 並 み の 設 備 の ビ ジ

ネスホテノレ、宴会、会議室、結

婚 式 場 、 学 園 、 食 事 、 喫 茶 、等

の複雑な内容と動線の軍基備。

5  厳 し く 限 定 さ れ た 予 算 内 で 、

上 記 の 内 容 を 実 現 す る に 当 つ て

は 現 場 絡 工 面 よ り の 協 力 に 倹 つ

こ と が 大 で あ っ た 。

こ の 樋 の 施 設 の 比 較 的 少 な い 地 域

に あ っ て 、 こ の 会 館 が 地 方 の 人 々

の 期 待 に 沿 う も の に な れ ば う れ し

いことである。



明 治 生 命 ビ ル

設 計 施 工 大 成 建 設 K K

所 在 地 札 幌 市 大 通 西 4 丁目

建 築 面 積 275，645 m 2  

延 商 桜 3，641. 019m
2

構 造 規 模 S R C造、 13F 、 B 2

工 期 S 45 .  4  - S  46.  9  



札 幌 市 庁 舎

.  ｾｖＢＢＱ＠ .  

設 計 札 幌 市

三 菱 地 所 K K

叫 施 工 K K 大林組、 K K地崎組、

認

岩 田 建 設 K K

所 在 地 札 帆 市 北 1 条 西 2 丁 目

建 築 I面積 4，310.6 7 m 2  

延 面 積 42，204 .8 0 m2  

‘ｾ，＠
fi 'lf jjlt 規 模 5 R C 造、 1 9 F 、 8 2

ｾ＠
エ 期 544. 5  - 546 .  10 

&  

三七ι  

I  .r君
、 /

で弓

， 
戸，

、hvfJ  晶， 

基 準 階 平 面 図 ( 一般 事 務 室)



本 ｌｾ ，晃テレビ

設 計 K K石本建築設計事務所

施 工 鹿 島 建 設 K K

所 在 地 札 幌 市 北 1 条 西 8 丁目

建 築 面 積 2， 436 .  159 m 2  

延 商 根 13，063. 012m
2

構 造 規 桜 S R C造、 6 F、B1、P H3

工 期 S 44 .  6  - S  46 .  2  

A 琴 似 市 街 地 住 宅

設 計 北 海 道 住 宅 供 給 公 社

施 工 K K地 崎 組

所 在 地 札 腕 市 野 似2条6丁目504

建 築 面 積 2，017 .18m 2  

延 面 積 12，225 .00m 2  

構 造 規 桜 S R C造 (6 F上 R C造)

l l F 、 B 1 、 P H 1

工 期 S46 . 5  - S47.  9  

8 4 丁 目 プ ラ ザ

設 計 K K石 本 建 築 設 計 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設 K K 、

K K竹 中 工 務 庖

所 在 地 札 幌 市 南 1 条 西 4 丁目

建 築 面 積 1，433. 16m 2  

延 面 積 17，242. 71m 2  

構 造 規 模 S R C 造、 9 F 、 B 3

工 期 S 44.  8  - S  46 .  8  

C 札幌競馬場スタンド

設 計 日 本 競 馬 会 施 設 部

梓 建 築 事 務 所

施 工 大 成 建 設 K K

所 在 地 札 幌 市 北14条 西19丁目

建 築 面 積 5，371m
2  

延 面 積 7，143m 2  

構 造 規 模 R C 造 及 び S 造

工 期 S 45.  8  - S  46.  8  

、

.llt. A  
.llt. S  
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D 高 速 電 車 真 駒 内 駅

設 計 北海道開発コンタルタント K K

施 工 大 成 建 設 K K

所 在 地 札 帆 市 n . 駒 内

建 築 面 積 2，258m 2  

延 荷 積 3，065m
2

構 造 規 模 R C進 上 家 S 造

工 期 5 4 5 . 4 - 545. 12

E 三 越 札 幌 支 庖

設 計 横 河 工 務 所

施 工 清 水 建 設 K K

鹿 島 建 設 K K

所 在 地 札 眺 市 南 1 条 西 3 丁 目

建 築 面 積 2，843 .206m 2  

延 面 積 36，830 .150m 2  

構 造 規 模 5 R C 造、 10F 、 8 3

工 期 543. 9 - 546. 10

F 国 際 ホ テ ル

設 計 施 工 伊 藤 組 土 建 K K

所 在 地 札 眺 市 北 4 条 西 4 丁 目

建 築 面 積 1，014 .  805m 2  

延 面 積 ll ，632. 556m
2

構 造 規 模 5 R C 造、 9 F 、 8 3

工 期 5 44.  10 - 546 .  7  

G 大 通 電 々 ビ ル

設 計 電 身 公 社

施 工 戸 田 建 設 K K

所 在 地 札 悦 市 大 通 西 7 丁 目

建 築 面 積 2，547 .  77m 2  

延 面 積 33，015. 02m 2  

桃 造 規 模 5 R C造、 10F 、 8 3

工 期 544. 3  - 5  46 .  10 



H 西里予 J 、ィッ

設 計 施 工 大 成 建 設 K K

所 在 地

建 築 面 積

延 面 積

構 造 規 模

工 期

札 帆 市 手 稲62- 3  

470.7 m
2  

X  2 棟

2，262.  7 m 2  X  2 糊E

R C  造 及 び B 造

S  45.  7  - S  46.  6  

中 村 脳 神 経 外 科

設 計 施 工 K K池 崎 組

所 在 地

建 築 面 積

延 面 積

構 造 規 模

工 期

札 幌 市 南 1 条 西 13丁目

980.4 m
2  

7，590.  3 m 2  

S R C造、 9 F 、B 2、P H1

S  44.  4  - S  45.  4  

J 北 海 道 大 学 工 学 部

教 室 実 験 室

設 計 教 育 施 設 研 究 所

施 工 大 成 建 設 K K

所 在 地 札 幌 市 北12条 西 8 丁目

建 築 面 積 2， 548m 2  

延 面 積 4，200m 2  

構 造 規 模 R C  造

工 期 S 4 5 . 4 - S45. 12

K 朝日毛糸札幌営業所

設 計 施 工 大 成 建 設 K K

所 在 地 札 帆 市 北 3 条 西 13丁目

延 面 積 1，983m
2

構 造 規 政 R Ci盆 及 び S 進

工 期 S 45 .  5  - S  45.  11 

L 札幌パークマンション

設 計 K K 日 建 設 計

施 工 三 井 建 設 K K

所 在 地 札 幌 市 北 3 条 西 12丁 目

建 築 商 桜 1，410m.
2  

延 簡 将1 7， 599m 2  

構 造 規 模 R C造、 7 F

工 期 S 44.  8  - S  45.  8  

M 本願寺札幌別院本堂

設 計 K K 日 建 設 計

施 工 K K地 崎 組

所 在 地 札 帆 市 北 3 条 西 19丁目

建 築 面 積 1，893m 2  

延 面 積 4，852m
2

精 進 規 模 R C造、 3 F

工 期 S 4 2 . 4 - S43. 10

N 宗 教 法 人 P L教 団

北 海 道 教 正 本 斤

設 計 施 工 K K士也崎組

所 在 地 札 腕 市 平 時 171の 1

建 築 面 積 1，398. 71m
2  

延 荷 積 3，564. OOm 2  

科専造規桜 R C進一 部 S 造、

3F .  B1 .  PH1 

工 期 S 44.  6  - S  45.  6  



札 幌 の 街 と 新 建 築

北海道は若、、。 100年 前 、 そ の 大 部 分 は ほ と ん ど 原 始 状 態 と も い え る 未

開地であった。| 期妬f史の設置、屯回兵{ 側、北海道庁 の 新 設 等 の 明 治 政 府

に よ っ て 始 め ら れ た 開 発 。 内 地 に 対 す る 資 源 、 原 料 供 給 地 と し て 利 用 さ

れ た 大 正 、 昭 和 期 の 内 国 他 民 地 的 発 様 。 そ し て 第 2 次 大 戦 後 は 日 本の 唯

一 の 開 発 地 域 で あ っ た 。 こ れ ら の 廃 史 を へ て 、 札 帆 市 は 北 海 道 の 中 心 部

市 と し て 100万 人 都 市 に 成 長 し て き た 。 広 大 な 、 そ し て き び し い 自 然 と

100年 の 歴 史 を 背 景 と し た 計 画 的 な 街 づ く り は 、 文 化 史 上 か ら み て 非 常 に

興 味 の あ る こ と で あ る 。

札 幌 の 市 街 は 笠 平 川 hJ ; j 状地と石狩沖積平野の両面に展開している。市

の 面 積 は 1，000、F 方 キ ロ 余 。 大 阪 平 野 と 同 程 度 の 広 さ で あ る 。 街 の 景 観

か ら 受 け る 第一 印 象 は 碁 盤 目 状 の 直 線 的 街 路 と 、 赤 と 育 の 鉄 板 屋 似 の は

て し な い 広 が り で あ る 。 内 l権 型 大 都 市 で あ る た め で あ ろ う か 、 街 並 み は

単 調 で あ る 。 幾 何 学 的 な 街 区 の 構 成 は 大 自 然 を 切 り 聞 い て い っ た 人 て の

術 を 強 〈 感 じ さ せ る 。

北 海 道 の 自 然 は 美 く し い。 そ れ と 比 較 し て 札 腕 中 心 部 の 緑 の 少 な さ は

対 照 的 で あ っ た 。 人 々 の 窓 減 に は 、 す ぐ 近 辺 に 広 大 な 自 然 が ひ ら け て い

る と い う お ‘ ら か さ 、 悪 く い え ば 緑 の 少 な い の が 部 会 で あ る と い っ た 低

く さ が 感 じ ら れ る 。 し か し 歩 道 の 中 央 に 意 滅 的 に 残 こ さ れ た 樹 木 、 株 立

ち ゃ 寄 せ 続 え の 街 路 樹 な ど い く つ か の 配 慮 も み ら れ た 。 出 発 に あ た っ て

秘 達 は 北 海 i立 の 美 〈 し い 自 然 を 生 か し た 建 築 あ る い は 街 造 り が 数 多 く あ

る も の と 期 待 し て い た が 、 そ の 期 待 は 4t 切 ら れ た 。 北 海 通 開 拓 記 念 館 は

- J レ の ま ず さ が 自 に つ い た 。 * 京 で 基 本 計 画 を 行 な い 、 細 部 ま で 幽倒 を

み て い な い も の が 多 い の で は な か ろ う か 。 ー テ ン ポ 巡 れ た * 京の ひ な 型

で あ り 、 ニ ュ ー ス 性 、 地 } ] 性 に 乏 し い 。 そ の 原 因 は 何 で あ ろ う か. 経 済

的 な 特 殊 性 、 資 本 岳 械 の 少 な さ の た め で あ ろ う か 。 例 4 の 処 築 の ロ ケ ー

シ ョ ン と の か か わ り あ い 万 、 配 置 計 画 、 ア プ ロ ー チ の 仕 } ] 等 に も 不 満 を

感 し る も の が 多 か っ た 。 鮮 と し て の建 築 計 画 で は 冬 季 オ リ ン ピ ッ ク 選 手

付 の 他 に は 見 当 ら な か っ た。 選 手村 は 松雪 時 の 美 く し さ をJ必 じ さ せ る 色

彩 計 画 で あ る 。

北 海 道 の 冬 の 気 候 は 大 変 き び し い と い わ れ る 。 自 然 条 件 が き び し け れ

ばきびしいほど、人々が 助けあって生き ていく ｾｦ｡ｾ が求め られる筈であ

る が 、 そ の よ う な 怠 図 でデ ザ イ ン さ れ た 充 実 し た 空 間 は 見当らなかった。

北 陸 地 方 に は 雁 木 と い っ た 施 訟 が あ り 、 人 間 的 な 情 絡 が 感 じ ら れ る 。 そ

れに比べて礼申込の街の つ く リ は 荒 け づ り で あ り 、 繊 細 さ が な い。 歴 史 の

浅 さ 、 生 活 文 化 の 悩 み 0[( ね の 少 な き が 感 じ ら れ る 。 そ う い っ た 点 で 、 す

ぐれた宗教主主築が少ないこと も 特 色 の 一 つ で あ る 。 成 長期 の者11会 に あ り

がちな腰かけA T . . 線、 一 世・代 だ け と い っ た 姿 勢 が、 注 文 お の 怠 の ま 、 に ス

ト ー リ ー の 無 い 即 物 的 な 池 物 を 生 む 原 因 に な っ て い る の で は な か ろ う か 。

100年 間 に 人 間 が な し 科 る 力 の 限 界 を 感 じ さ せ ら れ た .

札 幌 は ぽ 年 期 の 街 で あ る 。 北 海 道の 原 野 を い ま や っ と 征 服 し た 段 階 で

あ り こ れ か ら 充 実J切 に 入 る と も い え る 。 北 海道 の 自 然 条 件 と 池 波 性 を デ

ザ イ ン ソ ー ス と し た 街 づ く り を 期 待 し た い。 今 回 の 凋 食 を iIIi ヒて、モι逢

が 日 頃 あ ま り 意 " 哉 し て い な い 生 活 文 化の番手氏、文化泣庭、歴史的伝統と

いったことの電要性を改めて認識したことは、- . u : i f ! な こ と で あ っ た .



DUBROVNI K- 無 用 の シ ン ボ ル ・ 城 壁

共同研究都市の開発的保存 3

加藤晃規

1. は じ め に

ある くもの〉のかたちゃ単純な記号、あるいは人間の行動等が、その現

象以上の世界を語るとき、すなわち意味の世界を語るとき、それはシン

ii: l  

ポルと l呼ぴうるであろう 。 ドゥブロプニクの町の空間構成をみるとき、

この意味において町全体が一 つのシンボルにまで昇華しているとみるこ

とができる 。なかでも町をめぐる城壁は 1，200年めこの町の歴史的存在様

式を詰りかける中心的シンボルなのである 。

一般にヨーロ ソバの都市では、これらの古い城壁は近代的な町の生成過

程で取り払われたり、車のための環状道路に作り変えられたりしている

場令が多い。 とくに都市内交通手段の変化と、古い町のパターンとの問

に起る高藤は、しばしばこの城壁を、もっとも不必要な障害物として浮

かび上がらせている 。 軍事的な意味合いを剥l脱された城壁は機能的には、

もはや邪魔物として存在するのみというわけであるが、このドゥブロプ

ニクの城壁もまた、その意味で本来の機能をまったく失っているといえ

る。

しかし観点をかえてみると、この町の城壁は、いままでとは全然異なっ

た次元で新たなる現代的意味を彼得しており、いまや、これなくしては

町があり得ないといった、まさに町にとって不可欠の要素になりつつあ

る。 それは、ひとつには1，200年続いた小自治都市の存在を語るという側IJ

而であり、いまひとつは現在の町の笠間構成の一体性を保持するという

うえで重要な役割りを担うという側面iである 。 そして、この両側面は、

この町が現在では観光都市や避暑地という、いわば生産よりも消費や休

必、の町として存在しているだけに、いっそう意味をもつものになってい

るといえよう 。

2 .城 砦 都 市 ド ゥ ブ ロ ブ ニ ク <Du bro vni k>  

IsTの位 52は、ユーゴスラビアの西海岸に回し、アルパニアに近〈、この

ｊ 也 ｊＧ ｉ｛条件か らし て町がきわめて地中海 ｾｉＨｊ 主性特を有していることが想像

ぐごｾ

される。町の魅力を一言でいえば、風光明焔 、温暖な気候ということで

あり、観光地としては、まことに良い条件とい えよう。

しかし この地理上の位置は、町の歴史にも 大 きく影響している。ほぽ

7世紀から 19-世紀の初め、ナポレオンの侵攻を受けるまで、およ そ1，200

年間共和i改が続き、自由都市的な性格を保ってきたが、しかし、それは

つねに西側文明と東側文明( バルカン ・トル コ) との按触点であり 、か

つ地中海の小都市という点で決して安定したものではなかった。つまり

自分でかせぎ、自分で守らねばならないという小独立国の歴史なのであ

る。

最初このドゥプロプニクに住みついたのは S lav Dubr ovni k と呼ばれる

スラプ民族と、 L atin Ragus i um と呼ばれるラテン民族であり、合わせ

てDubr ovchani ( ドゥプロプニク人) と呼ばれている。この Dubr ov cha.

m は、その地理的位誼の有利 さから商業を発達させ、 12世 紀には、この 町

を地中海貿易の主要中継地にまで発展させ、当時、同僚に興l援をき わめ

ていたベニスと並ぶほどの商業中心地 にのし上がった。それは、西側IJ の

加工品をバルカンの地へ運び、逆にバルカンの原材料を西側へ運ぶとい

う中継的な機能であり、西はフローレンス、ペ ニ スから東はベオグラー

ド、南は Dur azzo ( アルパニア) といった広範な 商 圏をおさえ、 ドゥプ

ロプニクは、これらから集まる物資が安全に中継されるー穫の取引所で

あった。

中世におけるこの繁栄の裂に考えられるのが、 Dubr ov chani の海賊性で

ある 。 つまり、中世の地中海貿易は、半ば商業、半ば海賊の歴史として

理解されるが、彼らも徒党をくみ、商業をするかたわら海j滅的行為もし、

そしてこれによる l淡利品が彼らの本拠地であるこの 町 に運ばれ、商品と

して放っていったであろうと推測できることである。これらの象徴とし

て町をとりまく堅固な城壁や、独立して建てられた城塞を見るとき、こ

の町の性格がい っそうはっきりとするが、もちろんこれは破たる根拠が
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写真 2 Mi nceta Tower の北側城壁

写真 3

写真 4 嫌壁とワンウヱイ

Mi nceta Tower 

図 2 町のインフラストラクチャー
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あるわけではない。

町が城砦化されたのは、ピザ ンチン帝国の勢力下にあったときとされて

おり、かなり古いが、後に 14世紀と 16世紀に再建強化されて今日にいた

っている 。 1667年、この町は大地震にみまわれ、人口の約半数を失い、

町の大部分は破壊されてしまったが、しかし城壁だけは壊れなかった。

3.町 の 空 間 構 成 と そ の 都 市 計 画

アドリア海の東海岸は、石灰1 ' i の山なみが海の近くまでせまり、このた

め海岸線は複雑ですみが多い。 ドゥプロプニクも、北1111) の山のスロープが

海に突き出るその先端に、コンパクトなかなちて'広がっている 。管は町

の南半分は孤立した島 ( Labes ) であり、大陸との聞には細い水路があっ

たそうである 。 ところが、ここへ住みついたラテン系民族が、こ の水路

の狭い部分を埋め立て大陸と地続きにし、ここから現在の町の特徴的な

凹断面の基礎ができあがったのである 。 この凹断面の底部に中央通りで

ある くSt r adun= Pl aca) があり、これが西のシティゲートと束の港とを

一直線で結んでいる。St r adunの両端には広場がありゲート側にあるの

が 〈泉広場〉港側にあるのが 〈教会前広場〉 である 。〈泉広場〉 にはマ

ッシプなかたちをした Onof r i o の泉があり、昔、大陸を旅してきた人々

は、この泉の水を飲んではじめて、その緊張から解放され、ここが彼ら

にとって安全な気分になりえた休息の場であったことを物語っている 。

いまでは旅行者のたまり場になっており、まわりには、みやげもの屋が

建ち並び、ゲートを入ってきた人々が最初に歩をゆるめるところである 。

〈教会前広場〉 には、 Cropel l i の作による St. Bl asi us の教会とOr l and

の柱がある 。 ここには鳩が住みつき、訪れる人とたわむれている光景を

みることができる。 <泉広場〉に比べて、町の奥まった場所にあるせい

か、どことなくよそよそしさの少ない広場である 。

このふたつの広場と、それらをつなぐ <St r adun) のもつ空間構成は、こ

こを歩〈人間にとって適切なスケールであり、城壁とともに歩行者空間

の中心的空間たる魅力を反映している 。

<St r adun) の道幅はゲートから港の方へと少しづつ広くなっており、そ

れはゲート側でほぼ10メートル、港側でほぼ16メート J レに達し、その両

側には石造りの二層建、 三層建の建物が軒線をつらねて並び、 一階は庖

舗、上階は住宅という 〈ゲタばき住居〉が集まっている 。共和国の時代

には、この通りが、すべてのものや人が集まる広場的性格をも っており、

商業の盛んなとき、海から陸揚げされるもの、大陸から運ばれるもの等

が程li 然一体となり、もっとも活気のあった場所であリ、まさに都市活動

の中，心1也区であった。

<St r adun) に平行して走る数本の道路と、これらに直交し、これらを相

互に結びつけている階段状の小路とが、町の規則的な網目になっている 。

階段状の小路は幅 2 メートルほどしかないが、かなりの住宅が、これに

面して入口をもっ。 老人には少々おっくうになると恩われるこの階段は、

町の魅力のひとつでもある 。 <St r adun) に平行する道路の方は、もう少

し幅が広 〈、町が南北に凹断面をもつため、それは城壁に近い道路ほど

レベルが高い。 この道は子供のかっこうの遊ぴ場であり、サ ッカ一等の

ちょ っ とした球技もできる 。

<St r adun) を軸にした格子型の道路網は、町の北側でよりはっきりとみ

られる 。 これに比べると、町の南側の道路網は、かなり不規則になって

おり、プロック群も、その大きさはまちまちであるが、その原理は同じで

ある 。 これは武族の私邸 ・宗教建築物、公共建築物等が集まっているた

めであり、このなかには中庭をもち、そこに植樹を施してあるプロック

もみられる 。 そして、これらが町にとっては貴重な緑を提供しているの

である 。

きて城壁内の空間構成には、かなり務会的な性格がみられるが、これは

同時代のロー 7 ン ・ゴシッ クの都市と比べ ると特異な性格であろう 。

べ ｓｴｲ｡､ｵｮ Ｉ の空間スケール、規則的な道路網とプロ ｾ ?釦l り、地形を巧

みに利用した三次元的構成、いずれも中世都市としては、ユニークな性

格であるが、この空間の一体 性 ( 規則性と構造性) は13世紀につく られ

たものである 。 そして自治共和国として、封建君主や宗教権力の影響を

いっさい受けずにつくられた町であることが、この聖なる中心のない合

ー理的な空間を生み出したゆえんといわれている 。 この計函を押し進めた

のは、地元の建築家、大工、石工であり、彼らの基本となった考え方は、

純然たる都市的要求にのみ基づいて全体の都市組織体をつくり出すこと

であった。 そして同時に、町全体が、守りやすいということでもあった

ろう 。 つまり日々の諸生活から生じる日常的な要求に応じた空間をつく



写真 5 階段小路 ( 5 tai recase road)  

可 ‘亡.、，..T.... ... J<>、.- '.'.・・・・

.  

1同一

写真 7 Stradunと教会前広場

写真 6 屋並

写真 B 泉広場と Onofri oの泉

るというきわめて合理的 ・機能的な慨念の具体化であったといえる。

まず東西方向には主要道路が設定され< St r adun>を軸に、 他 の 平 行 な 道

路には、これの補助的機能が与えられた。これらの道沿いには広告南や仕

事場が集められ公共的な用に具されたのである。また南北方向の階段状

小路は住宅用とされ、この住宅地区も財産の有無により三つのランク( 慈

族 ・金 持 の 市 民 ・単なる平民) に分けられ、その住み手が限定された。

現 在 <St r adun>の北と南のプロック書IJ りの違いをみれば、これがうなづ

ける。

宗教建築や公共建築は、まわりを威圧するスタイノレで独立に建てられる

ことはなく、すべてこのプロックのなかにはめ込まれて建てられた。城

壁と一体となっているものもあり、一般にこれらの建物が、町の空間織

成の中心的存在になることはなかった。

実 は 13世紀の、この町のパターンは、地震で城壁を除〈大半が綴れてし

まったのであるが、その再建にあたって、この論理的かつ機能的な町づ

くりの考え方はそのまま引き継がれることになり、その結果、町のおも

主骨ー組はそっくり再現されたのである。そして地震で残されたロー 7 ン

ゴシックやルネッサンスの建築様式の中へ、パロック的な建物が入り込

むのであるが、この場イトも、その表現性は飯カ t1fl さえられたといわれる 。

埴壁

図 3 町の断面一南北方向 一

叫弓

写真 9 減壁内道路

このように町の生成過程では、個々の建物の自立性がおさえられ、常に

町全体のZE問機成の整合性に注意が払われてきたといえるが、 この撃合

性を成功させているもう一つのエレメントが城壁である。不思議と現在

の城壁はくガソチリ〉としたものではない。 ある部分では高くて二重の

城壁であるが、他の部分では低くて一重壁である。また壁そのものの厚み

もまちまちで、全体にフレキンプルなかたちを持ち、変化に富んでいる。

そもそも初期の城壁は、その商業都市的性格からして、また海賊商船の

本拠地として、実用的な必要物であり、そのかたちも当然実用一点ばり

のものであったはずである。それが14世紀、 16世紀と改築されるにつれ

現在の洗練された姿にかわったのである。このプロセスて¥イタリアル

ネッサンスの桃成法が大きく作用していることは疑いないが、この抽象

的パターンの導入にあたった諸建築家 (Onof r i o del l a cave， Pasko Mト

l i cevi c， Mi chel ozzi ) の問題意識は単に強固な城壁をつくるという以

上に、この凹凸のある複雑な地形に、イタリアの図形主義をいかに応用

するかということであった。したがって、そこにあった自然的 ・人工的

条件をできるだけ包指しようとする意図があり、この結果、生き生きと

した三次元的機中uの 減lii がで忌きたのである。

そしてこの城壁の完成をみて町の空間的ー休性の岐本的な骨組が完成し

たのである 。

Orl andの柱

Stradun 

図 4 町の中心軸

117 



4. 博物館都市の生命〈ミュージアム・タウン〉

現在、城壁の外、丘陵地の斜面には南向きの住宅が多〈往ち並んでおり、

それはV jll a 風 ( 邸宅風) ゃ別荘風のものが多い。いず れも庭や、総を

多〈取り込み、大半はその平側を海へ向け、いかにも太陽の光を享受す

るべく建っている。空間の物理的密度にしても、城壁内にくらべるとや

や二次元的な広がりである。しかし、この城壁外にはサービス用の庖舗は

非常に少なく、都心的な機能は、まだ城壁内の くS tradun) が引き受けて

いるのである 。

交通システムは、城壁の近くでは、ワンウェイシステムをとっている。

市電もあり、近くの町とも連絡されており、こ の地の人にはよく利用さ

れている。城壁の外側IJ には堀がめぐっており、いまは道路と駐車場に使

われている。一般にゲートを通過して、この城壁内に車は侵入できない

ことになっており、それは庖害車のための最少限の搬出、搬入に限られて

いる。しかも、それは早朝に行なわれるから、日中には、この くSt r adun)

に車の姿をみることは、ほとんどありえない。この中で日常生活を営む

人も多仁義通りや、階段小路の干し物が、これを示しているが、彼ら

もこの中へ王手をもち込むことはない。

いまこの町は、さまざまな意味で観光地、避暑地として生きているとい

えるが、とくに城壁の内側では、時間をかけて獲得された空間の綴密性

と一体性が、その三次元的美しさゆえに、ここを訪れる人に大きな感銘

を与えている 。それは 町のあちこちに、そしらぬそ ぶりで散在するゴシッ

クやルネッサンスやバロックの各様式建築群が、ここを ー穫の博物館的

様相に仕立てあげているから、なおさらのこと魅力を地す。しかも、これ

がきわめて日常的な生活と共存して、オープ ンな広がりの中に人間的な

スケールでセットきれているからおもしろい。

城壁はこの上が散歩道になり、町をひと廻りでき 、ここから町全体の屋

並がー眺にできる 。その景色は歩くにつれてさまざまに変化する。 この

回廊は博物館の外わくであり、かつ くSt r adun) の延長でもある。

シンボリックな町の空間構成の総仕上げとして、この城壁の上の散策道

がある 。 人はここを歩くとき、町Tの構成を烏倣図として体験し、城壁の

意味を納得し、そして雄大なまわりの景色を楽しむのである。

この城壁や点在する城饗では、また野外劇の舞台に使われることもある。

夜、照明に浮かび上がった城壁の上で、昔ながらの戯曲が演じられると

き、これらの背景は最高のセ ットとなるのである。

5. お わ り に

町の軍事上のイ ンフラストラクチャーであった城壁がいまや歩行者空間

を構造づけるインフラストラクチャーとして新しい意味を獲得した、と

いえば問えがよいが、むしろこんな古い城壁など、こうしか使いようが

ないという方が当をえた評価かも知れない。たまたまこの城壁が生きの

びていて、消極的な意味あいで利用されているに過宮ない、と考えられ

ないこともない。

だが、この城壁のないドゥプロプニクの町をイメージするとき、それは
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写真 10 城壁の上の散策道

少しばかり昔のニオイのするごくありふれた町に堕してしまう 。 そして

かりにこの城壁がなくなれば、観光も j墜若ーもあったものではなく、町の

空間の一体性はたちまちにしてくずれ、せいぜい数点の文化財が残され

て、他はどうでもよいものとして、しだいに個々パラパラに分解されてゆ

くであろうことが怨像できる 。当 然町の魅力は半減し、ここを訪れる人

もi成るであろう。

これは機能的な用をなさない、ムダなものの存在理由を示す- 19IJ である 。

積極的な機能をもたない城壁も、実は、それをなくしてしまうと哀の町

の全体伎が失われてしまうという点で、そのレーゾンデートルをもつの

である。

しかしこの〈無用の要〉に| 刻しては、機I i E論のように明快にいいきるこ

とがむつかしい。 そして人によれば、この町の場合も単に観光地という

特殊性がこの く無用の要〉を 可能にしていると反論されるかも知れない。

だが私は、この町の城壁を通じて、現代の生産的都市が忘れかけた非機

能的なものの意味を垣Jmみることができるといいたいのである 。 つまり、

それはムダなもの、余分なも の、さらにいえば人間にとって遊戯的な空

間すらも、存在しなければならぬという展望である 。

しばしば世界的レベルのフェスティパルや会議が聞かれ、多くの人々を

魅了するこの 〈ミュ ージアム・タウン 〉は入場無料であり、五占的性絡を

存分に発揮した 、現代的な意味のく減祭都市〉といえよう。

花 1 ここでは城壁町中に限っていう.

( かとうあきのリ 京郎大? 大学院生 ・生活空111)"(: 会会只)
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特殊高力ボルトの種類と特長

脇 山 広 一

高カボJ レ卜は，摩擦接合あるいは引張接合の場合でも ，高い一定な締

付力を与えて使用される。乙のために高力ボルトを使い始めたときに，

その使用方法や現場管理が，むずかしいという乙と につき当る。

しかし ，幸いに も乙の困難さは高力ボルトの使用をやめようという ζ

とにはならず，多くの人々が高カボルトを勉強し，ボルトそのものの性

質を知る機会を与えたようであり ，また， 人々にとのやっかいなものを

より使いやすいものにしようと努力するように作用したよ うである。

乙の開発の最初のものとしては，昭和36年頃 IC日本lζ 紹介されたグリ

ップボ J レト( アメリカの H U C K社の製品で当初H U C K B O L T と呼

ばれた) がある。乙のボル トはわれわれに，工夫によってボル トが使い

やすくなり得るものである乙とを暗示するとともに，ボルトは少なくと

もボルトと締付機械が一体とな って構成さ れるもので，ボルト 単体で，

ファスナ ーの役目をはたし得るものではなく ，ファスニングのシステム

として役立つものである乙とを教えてくれたようである。

乙のあと，高力ボ J レトの締付け，現場管理を容易にするために， J I S 

B1186をベースとして，種々なボルト ・ナット ・座金 ・締付機械などが

開発された。まず，ボルトに工夫した ものとしては， トJ レク コントロ ー

J レボルト ( T CボJ レト) ，ナッ トに工夫したものとしては， トルクコン

トロ ールナット ( P 1 ナット) ， 座金を六角にして反力を得る油圧レン

チ ( エスパー レンチ) がある。アイデアとし ては簡単であるが，ボルト

頭下に共廻りを防止するクサ ピのついたG ボル トという のもある。

また，グリップボル トのピンテーノレを変えたフ ァス タックボ J レトもあ

り，これらは認可上の取扱いも高カボルトと同じである。

日本では試験的使用例のみであるが，締付力の安定性の優れた H U C

K R I MP というのが，アメリカの H U C Kネ土で開発されている。

乙のようなボルトとは異なったものに，ワ ンサイドボルトというブラ

インドボルトもあるが，あまり使用例がない。

また， JI S  B  1186高カボルトとは接合部耐力に対する考え方の異なる

ものに，支圧接合用打込式高カボ J レト というのがある。乙のボJ レトは，

一本当りの耐力が大きくとれる利点があるが， 一般の建築鉄骨として

は，高い加工精度の要求されるのが難点であろう。しかし ， 大型構造

物，超高層構造物には使用の適性があ るものと考えられる。乙のボJ レ卜

に関し ては，日本鋼構造協会機関誌 : J SSC.  yol. 6  No. 58 1970 に規格

・規準，調査 ・実験研究が詳細に報告されている。

締付機械の日本における工夫としては，先に述べたエスパーレ ンチ，

K N型トルク コントロ ーラーがよく使用されてい る。 ナット回転法用の

レンチ も開発中であり，近い将来，現場で使用されることになるものと

思われる。

つぎに，乙 れら特殊ボノレトの特長などについて記した。

1. T  Cボルト

T Cボル トは図一 1 のような六角の ピンテー ルと破断講をも っボルト

で，ピン テー J レはナットを締付けるときに，締付機械に生ずる反カによ

る回転を止めるように働き，破断溝は，締付トルクが適当な値になった

ときに破断する。ナットには普通の 6 角ナットが使用され，座金は頭が

丸頭で，受圧面が大きいため，ナット側だけに使用される。

乙のポJ レトには， 図- 2 1 1 : 示すような特別の締付機械が使用され，こ

の機械は l∞V または2∞V の単相の電源でも使用で・きる乙と，締付トノレ

クが正確な乙と，締付後の検査が簡単な乙と ，騒音のない乙となどが特

徴として上げられる。しかし，ちぎれた ピンテールを落下させると危険

なので注意を要する。

ボルト形状( 施工前) 施工中
施工後

i ① 日

図- 1 T Cボル トの締付け ①つかみ部 @ナ γ ト ①被締付け体

② ノッチ部 ⑤座 金 ⑥アフタ ース リープ

③ボルトネジ部 ⑤敏締付け体 ③センタースリープ

図- 2 T Cボルト締付け機のー伊j

( 同軸型〉

源 A C 2∞V 用

最大締付けトル ク 83kg.m 

機 体 重 量 約 12kg

寸子間千

2. P  1 ナット

P I ナットは，図- 3 のどとく標準のナットと薄いナ ットがプレー ク

ネックで結合されたナットで， 2 重ナット のような形をしている 。締付

府系J吋正長うJ寸

粗 ｾｌｌ 吐 ι
図- 3 4

図- . ( P I ナットの締付けに用いるソケ ット砂
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けには，図- 4のように特殊なソケットを用いて薄手ナット側に締付け

トルクを与え，プ レークネックが，摂り破損し，上下のナッ トがズレを

生じたときに，締付けが終了する。特別な機械なしに，簡単に適当な締

付けトルクを与える乙とができる乙と，締付け検査が容易な乙と，など

の特徴があるが，破断携の擦り強さがノてラツキやすいので，品質管理を

十分に行なう必要がある。

3. 6角 座 金 (図- 5)

静的にナット 11 : 締付トルクを与えようとすると，締付け機械に反力が

生じ ，人間の手でささえるときには種々の困難がある。乙の 6 角座金は

ボルト締付時，機械に生ずるナット回転と反対方向のトルクを吸収し，

機械を固定するために使用される。もちろん，乙の座金の使用時には，

座金とナットの両方lζ 咳合う特殊な 2 重構造ソケットをもった ，油圧の

締付け機械が使用され，乙の機械はエスパーレンチと呼ばれている( 図

- 6 参照〉。 その特徴は騒音のない ζ と，締付けトルクが正確で，かっ

大きくでき，大径ボルトにも使用可能な乙とである。

/ r  

図- 5 六角ワッシャ ー形状寸法

証 ｾ
図 - 6 エスパーレンチの主要寸法 賃貸lOkg

4.  グリップボルト

とのボルトは，普通のネジをもったボルトとは異なり ，ナットに相当

する部品， カラ ー を締付け工程中lζ ，塑性加工して締付けるものであ

る。その形状，寸法は図- 1に示すようなもので，ボルトはかなり大き

な引張講をもったピンテールと破断溝をもっており， その噛み溝はラセ

ンのネジでなく輪状のもので，締付後の回転ゆるみの問題はないが，ゆ

るめる乙とは困難である。締付工程を図- 8に示す。

締付けには，特殊の油圧機械を使用し ，締付け時騒音の少ない ζ と，

締付けの確実な乙と，締付け後の検査の容易なとと，などが特徴であ

る。

田
頭部

図- 7 グリップボル ト

120 

@  

ポルト

⑧ 

。

⑮ 

⑤ 

図- 8 グリップボルト の締付過程

5. ファスタックボルト

形状寸法は図- 911 : 示す破断講をもたないグリップボノレト でピンテー

ノレが短かい 乙と，締付完了時に生ずる衝撃音がないのが利点である。し

かし，締付後も ，カラ ーからピンテ ーJ レがかなり出るのが若干の欠点で

ある。

締付けには，グ リップボルトとほと んど同じ油圧機械を使用する。

ボ ル ト カ ラ ー

出

図- 9 ファスタ ッウの形状と寸法



6. G ボル卜

形状は 図一10 Iζ 示すボル トで， J I S B  

1186の高カボルトの頭部を丸頭とし，首の

R 部lζ 数個の小さなリフ' を持ったもので，

他の形状寸法は J I S B  1186と全く閉じであ

る。

ζ れらのりブは，ボJ レ卜取付け時に母材

にくい込み，ナット回転にともなう軸の共

廻りを防ぐように働く。乙れによって，ボ

ノレト頭は丸頭でよくなっており，共廻りを

紡ぐための人手の必要もない。また，座金

はナッ ト側の一枚だけでよい。

ｾＮ＠ ハックリンプ

と〉

J 1SB1186の高カボルト IC特別な形のナットを組合せて，最終締付け

工程をナットの回転 iζ よらず，ナットの一部を塑性加工して締付けるよ

うにしたものである。

ナッ トの形状は図- 1HC示すようなものであり ，その締付け工程を図

- 121ζ示す。

締付け工程は，長初IC仮締めをナット回転によって行ない，本締めは

特別の油圧機械( グリッフ。ボル トに類似) を用いて，ナットの部分的塑

性加工によって行なわれる。

図- 11 ハ ッウリンプ

ナッ トの形状

ζ れに使用するボルトナットは， トルク係数の

管理は不要であり ，本締a め時lこボ J レト輸にはほと

んど擦り トルクは働かない。

その特徴は，締付け時騒音のない乙と ，施工速

度の速い乙と ，振動lζ 対しゆるみを生じない乙と

などである。

日本においては，文献なとにより ，その性質の

優秀な乙とは認められているが，施工例がー，二

例あるにすぎず，目下，製造されていない c

クリンプジョ ー をカラ ーの円筒部にセ y 卜する

クリンブジョーを取外 L 待付け完了

図一 12 ハッ ウリンプの締付け工程

8. ワンサイドボルト

乙れは，片一方の側からしか施工できないような場所に使用する乙と

を目的として考案されたもので，ブラインドボルトのー穫である。

その特徴を発揮するのは，クローズ断面部材の接合lζ 用いたときであ

る。ボル トのセットの形状寸法を図ー131C示し ，締付け工程を図ー141ζ

示す。乙のボルトを使用する場合'Cは図- 15K 示すようなボJ レト穴をあ

ける必要がある乙と ，頭側のプレート があまり薄いとボル ト軸力が導入

できなくなるととがある。

① O. S ボルト取付

③ O. S ボルト本締

③ 完 了

d‘  
「

図 - 13

図ー14 機能と作業方法

① ボルトセットを継手坂の外側からポルト

穴1ζ 婦人する。

② ボルトのツマミ部を固定し，ナットをね

じ込むと，シ ース1<: ボルトの頭部が圧入

吉れ， シース 切込部はボルト頭部の 20。

のテーパーに沿って開き ，添接板 IL押 し

つけられる 。

乙の状態になると，もはやボルト セ iノト

は抜けなくなり ，仮締めが終る。

③ 添接板 1<: 締付カを与えるためにナ γ トの

ねじ込みを続けると，シースの切欠却が

座屈し始めると同時にボルト iι は大きな

軸力が作用1 . " 規定の トJ レク値まで締付

けを行なえば，所定の軸カが得られる。

@  本締終了後ーノマミ部をハンマ 一等で経く

たたき落とす。

⑤ ボルトを除去する場合は，ナットを逆方

向に回転し，ナットと座金を取りはず

し，ボルト，シ ースを内側 IL押し出す。

型車手
ボルト穴は内側継手仮に左の図の通り血穴

を取付ける。

図- 15 ボルトの穴径寸法

( わきやま 乙うぞう 大阪大学工学部建築工学科 ・教綬〉
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日本建築協会

月間の動き

昭和46年11 月分

定 時 評 議 員 会

24日 Ｔ 時 ｾＵ 時於会館集会室

出 席 者 小川， 星正副議長ほか14名

委任状 72名 計88名

理事塚本，福田正副会長

議事(1) 細則一部改正の件( 会費改定)

(2細則一部改正の件( 評議員選出数の変更)

(3) 昭和47年度評議員選出数決定の件

(4) 名誉正会員推挙の件

理 事

A -

=  

24日 Ｓ 時 ｾＴ 時於会館集会室

出 席 者 塚 本，福田正副会長ほか11理事

神谷，小西各監事

議事(1)建築 6 団体新年交礼会開催の件

(2) オー J レ建築人ボウリング大会開催の件

(3) 会勢委員会委員委嘱の件

(4) 出版物の委託可否の件

(5)事務局職員下期賞与支給の件

(6)12月定例理事会開催日変更の件

(7) i 建築と社会 6∞号」記念号に特別広告

依頼の件

(8) 入退会者承認の件

(9) 報告事項

編 集 委 員 会

3月号インテリアデザイン特集編集幹事会

1 日 Ｔ 時 ｾＹ 時半於会館集会室

出席者 山内陸平( 高島屋設計部) . 江藤

暢英( 竹中工務庖設計部) 両特別

幹事，鳥田委員長ほか 2 名

議 事 昭 和47年 3 月号の企画

委 員 会

8 日 Ｔ 時 ｾＷ 時於会館集会室

出席者鳥田委員長ほか 6 名

議事(1)12月号= 1自然とレジャ空間」特集経過

報告

(2) 正月号= 1冬季オリンピックと札幌」特

集経過報告

( 3) 2 月 号 = 16∞号記念」経過報告

(4) 3月号= 1インテリア」特集企画

(5)4 月号企画

( 6) 5 月号以降の企画

表紙デザイン小委員会

11 日 ＱＲ 時半 ｾＱ 時 於 会 館 集 会 室
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出 席 者 島 村 昇 氏，三谷委員

議事 47年正月号表紙デザインについて

作品作風小委員会

17日 Ｖ 時 ｾＸ 時半於会館 Ｓ 階会議室

出 席 者 平 内 主 査 ほ か 6 名

議 事 札 幌 周辺新建築調査ディスカッション

事 業 委 員 会

見学会小委員会

1 日 Ｖ 時 ｾＷ 時半於会館 Ｓ 階会議室

出 席 者 金 子 幹 事 ほ か 2 名

議事(1) 本年度 4 月- 10月 IC実施した見学会の総

括報告

(2)1 1月- 47年 l 月の見学会企画につ いー

(3) 2 月以降の見学会企画について

(4)そのほか

若い会員の集い小委員会

4 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 柳 副 委 員 長，奥尾，佐々木各幹事

ほか 8 名

議事(1) 1大和の民家集落を訪ねて」の報告

(2) 1オーJ レ建築人ボウリング大会」の実施

について

(3) 1船のできるまでをみる会」の企画につ

いて

(4) 1 日本の伝統工芸をみる会」の企画 ICつ

いて

(5) 次年度の事業企画について

(6) そのほか

広報小委員会

5 日 6 時- 7 時20分 於 会 館 集 会 室

出席者三品副委員長，小泉幹事ほか 3 名

議事( 1) 10月に開催した講演会の報告

(2) 第13回展示写真( 明年 1月- 2月〉の実

施企画について

(3) 各種説明会の本年度第 2 回の実施企画に

ついて

(4) 本年度の事業企画につ いて

(5)そのほか

委 員 会

11 日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 北 垣 委 員 長，大橋 ，田村，三品 ，

柳各副委員長，奥尾，佐々木各幹事

議事(1) 各小委員会の事業報告

(2)1 1月~明年 l 月までの事業企画について

(3)本年度の事業企画について

(4) そのほか

若い会員の集い分科会

12日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者奥尾幹事ほか 2 名

議事 「船のできるまでをみる会」の事業企画

について

若い会員の集い

ふるいまちとあたらしいまちシリーズ(2)

一一住宅団地の歩みを訪ねて一一

13日 9 時半~午後 6 時

千里ニュータウン ・逆瀬川団地 ・高級分譲住

宅 ・御影団地 ・西宮北口団地見学

現地解説者

山地英雄氏( 大阪府建築部住宅建設課長)

工 博 多 胡 進 氏 ( 大 阪 市 立 大 学 諮 問 )

参加者 38名

忘年懇親会小委員会

26日 6 時- 8時 半 於 太 閤 園

出席者大橋副委員長ほか13名

議事(1)忘年懇親会計画全般について

(2) 賛助会費 ・寄贈品について

(3) そのほか

各種説明会打合会

27日 11時- 12時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 川 崎 重 工 須 清 技 術 課 長，神戸製鋼

大石開発部次長 ，問中幹事 ，篠田

委員

議 事 第 2 回説明会「建築鉄骨の現場溶接J Iζ 

ついての全般打合せ

出 版 委 員 会

委 員 会

9 日 5 時半- 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 林 委 員 長，池田，伊藤，宮川各

幹事ほか 6 名

議事(1) 出版委員会の目的( 性格) について

(2) 委託出版について

(3) 出版企画について

(4) そのほか

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会

委 員 会

17日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者松村副委員長ほか 7 名

議事(1)No. 36の発行計画について

(2) パックナンパアの販売について

(3) とんどの発行計画について

(4) そのほか

住 宅 委 員 会

委 員 会

22日 6時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者間橋，黒谷正副委員長ほか11名

議事(1)各小委員会の編成替について

(2) そのほか

建 材 委 員 会

委 員 会

26日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者堀内委員長ほか 8名，藤森産業 3 名

建材説明 軽量金属下地ロンドロック

議事(1) 委員会今後の議題について

(2) そのほか

見

A 拍

手ー

A -

コ玄

南4単寺の茶室その他見学会 (第 2 回)

6 日 2 時- 5 時

金地院の八窓席( 重文 3 帖台目)

慈氏院の看雲席 ( 4 帖)

天授院の松関 ( 2 帖)

本坊と不識庵 ( 4 帖半)

山門と書院

講師帝塚山学院大学教授

工 学 博 士 岡 田 孝 男 氏

参加者 33名

P L 教団大平和祈念塔と錬成道場の見学会

13日 l  時半- 4 時

大平和祈念塔

設計 ・監 理 株 式 会 社 日建設計

施 工 東 急 建 設 株 式 会 社

第一錬成道場

設計 ・施工清水建設株式会社

参加者 18名



修学院離宮の拝観

24日 3 時- 4 時

参加者 14名

26日 3時- 4 時

参加者 13名

| 講 習 会 |

建築へのコンビューター利用講習会

1 日， 8 日， 17日， 19日， 25日 ( 5 日間)

各自共 l 時- 5 時 (19日は l 時- 4 時)

受講者 159名

講 師

1 日 コンピュータ 一入門

8 日

17日

19日

25日

富士通大阪営業所情報処理販売部 I S E課

仁木 弘氏

建築とデータ一通信

日本電信電話公社建築局専門調査役

桑 形 松 夫 氏

建築へのコンピュ ーターの利用概要

竹中工務庖電算センター主席電算員

村田千之助氏

建築計画へのコン ピュー ターの応用

大阪大学工 学 部 講 師 笹 田 岡IJ 史氏

構造設計への コンピューター の利用

く構造解析入門〉

昭和設計事務所開発室主任

石 川 太 信 氏

く架構解析/ R C 自動設計/ 鉄骨断面

自動設計〉

新日本技術コンサルタント企画部

電算室長 藤 野 長 土 氏

設備設計への コンピューターの利用

く空気調和設計/ その他の設備〉

日建設計コンピュータ 一室次長

牧 英二氏

積算へのコンピュ ーターの利用

大林組建築部次長 白 沢 立 身 氏

工程管理へのコンピュ ーターの利用

大成建設電子計算部開発部主査

竹 中 達 夫 氏

|第 17@] I 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 表 彰 式|

20日

出席者

21時- 3 時 於 会 館 集 会 室

扇回審査委員長，斉藤教育副委員

長ほか 3 名

清水ーの 会 代 表 入選者 9 名

入選者に対し賞状，賞牌を ，また最優秀作 lζ

対し関西建築家懇談会ーの会より「ーの会賞」

を授与した後，茶話会を開催した。

建 築 6団 体 事 務 局 長 打 合 会

1 日 2 時- 3 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 各 国 体 事 務 局 長 等 7 名

議事 6 団体共催の新年交礼会開催について打

会せ

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

25 日 正 午- 1 1待 於 会 館 集 会 室

出 席 者 事 務 局 員 5 名

議 事 12月以降の共催事業について打合せ

| 建 築 業 務 基 準 関 係 団 体 連 絡 会 |

1日 3 時- 5 時於日本建築学会会議室

出席者建設省担当官ほか関係団体事務局

員

議事(1)委員会規程( 原案) の検討

(2) 事務局の設置について

(3) 建築業務基準原案についての意見交換お

よびその措置方法

(4) そのほか

26日 3時- 5 時於日本建築学会会議室

出席者関係団体事務局員

議事(1) 委員会の今後のあり方について

(2) 委員会規程( 原案) の検討

(3) 事務局の設置について

(4) そのほか

11 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 1社〕

阪急エンジニアリング株式会社

〔個人会員 9 名〕

岩 禅 林 一 西 原 伴 富 士 緑 井 与 志 雄

中 西 津 一 橋 間 繁 文 l 藤 岡 正 清

中 山 晴 裳 浜 津 稔 ; 村 山 衛 弘

工高生デザインコンクール表彰式

追悼誌 「政岡さん」発刊

建築界lζ 多くの業績を残された政岡基次氏

をしのんで，今般，その追悼誌「敬周さん」

が発刊された。発刊準備委員長の田中良太

郎氏らが中心となって編集にあたったもの

で，政岡さんと親しかった人々の追悼記事

や資料が数多く収録されている。

連 絡 先 は 大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 37

双星社竹腰建築事務所( 福田気付)

電 06- 341- 6671

1971建築家作品年鑑

今般， 日本建築家協会関西支部より ，標記

年鑑が出版された。関西支部所属の会員に

よる作品で，参加59事務所，掲載作品 169.点

写真211禁，図面 171点が集録されている。

A 4 版 約180頁。出版図書委員長は福永燕

氏。非売品ではあるがお申込は下記へ。

大阪市東区上町 5 ( 建設保証ピル〉

日本建築家協会関西支部

電 06ー763- 2鈎2
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、刷、 第18回大阪府建築コンクール

作品推薦( 自 他薦) のお願い

プ¥阪府知事の建築土表彰にかかる建築コンク ーノレは l昭和28年 ( 第 l 回 ) を 実 施

以 来17回を画し 、今日 [ζ 到りました。

ζ の 間 J( J 下の建築士の技術水準 と建築物 の質の向上は目ざましいものがあり 、

又 都 市 と 建 築 の 機 能 も 複 維 多 様 化 の 級 相 を 示 し ております。

本 年 第18回建築コンク ーノレを実施するに当り 、本 会 で は こ の よ う な 状 況 の 進

展 lζ 即 応 し た 新 し い コ ンク ールのありかたを検討し 、別 掲 要 項 の 通 り 想 を 新 た

lζ 新 機 軸 を も つ て の ぞむ乙とと致しました。

会 員 各 位 に お か れ て は 、{ 何可卒趣旨ど諒承のうえ対矧別|リJi添奈f推佐せん i苫晶 lにζ よ り ふ る つ て

1'1'， 

昭干拘口4必6年 1日l 月

社 団 法 人 大 阪 府 建 築 士 会

会 長 小 河 吉 之 助

大 阪 府 建 築 コ ン ク ー ル 実 施 要 項

大 阪 府

( 社) 大 阪 府 建 築 士 会

趣 旨

このコンクールは大阪府下' こお: ナる建築物の質的向上によって、地域社会に寄与した作品を選び、大阪府知事がその設計 lζ 関与した代表建築

士 、並びに施工を担当した施工者を表彰するとともに、その建築物等を企画し 、建築士の職能を理解し支えた建築主を称えんとするものである

ζ のコンクールが、建築文化の向上と建築士の職能についての関心と自覚を深め、ひいては豊かな生活環境を築き上げる ζ とともなる乙とを念

1領する。

規 定

124 

1. 審査対象範囲

最近数年間 [ζ 大阪府下' こ竣工したもので次の 3 分類とする

第 1類 一般建築物 f工作物を含む) て種類 ・規模を問わない

第 2類 企業団地、 11宅団地、 都市再開発事業等。( 一部竣工

且つ全体計画が進行中のものを含む)

第 3類 構造、設日ii 、i主祭生産合理化等の技術商で特に進歩的

業績が認められる建築物 3

2 応 募 資 格

l  級及び 2 級建築士

3. 推 薦 方 法

自 薦 応 募 者 が 自 騰 したもの

( 也 薦 地 区 別 ，c委嘱した抱務委員、その他個人又は法人、団

{ 本が推薦したもの

推薦をうけた作品について f 立本会! まその設計者 lζ 対し、規定 !ζ

基く応募を依頼する。

4. 審 査

下記の審査員によって行なわれる。

審査員長 小 西 山町l 州国中小西悠築事務所代表取締役

審査員 ( 設計) 小 )11 正 樹 竹 中 工 務l苫常務取締役

"  小 笠 原 祥 介 駒 大 建 設 計 取 締 役

/ /  

/ /  

片 倉 健 雄 大 阪 大 学 工 学 部 助 教 授

制 座 正 信 大 阪 府 建 築 部 市 街 地 建 築 課 長

松 村 康 三 ( 蜘 甫 辺 建 築 事 務 所 取 締 役 設 計 室 長

薬袋公明( 掬日建設計・大阪事務所副所長

山 本 晃大阪市住宅部建設課長

"  (構 造 ) 小 泉 芥側新連技術研究所代表取締役

塩 路 '良ー 全世 側主E路建築事務所高IJ所長

須 賀 好 富 近 畿 大 学 理 工 学 部 助 教 授

./ ( 出工〉 近 藤 義 雄 清 水 建 設 側 大 阪 支 庖 次 長

H  庭 屋 i告 二 脚 大 林 組 建 築 第 四 部 長

// ( 設制iD 相 川 三 郎 大阪府立東住吉工業高校教諭

H  佐 藤 邦 ! l s 須賀工業側設計第一課長

5. 表 彰

入選建築物の設言| に関与した代表建築士並 l二施工を担当した施

工者を表彰するとともに、その建築物を企画し建築士の職能を

恕解した建築主を称える。

入賞 3点

大阪府知事:賞 国IJ 2員'

表設計 [ζ 関与した代

建築士

賞賞状金、 トロフィー
大阪府建築士会会

長賞メダノレ

Iiiti 工 者 賞 状 同 上

述 築 :1: 
感取謝付状け、建築物賞 lζ 

向 上

で き る 牌

佳作数点

大阪府知事賞

交設計建築lζ 関士与した代
賞賞 状金

6. 提 出 図 書

イ 建築慨要蜜: 建築名称、位置、建築用途 ，建築主名、設計

者名 ( 代表建築士〉、建築士登録番号、施工者名、構造、

設備、建築面積、竣工年月日

ロ 附近見取図、配置図、平面図、立面図、断面図、写真( キ

ヤヒネ大以上としアノレパム lζ 整理)

ハ 工費 ( 建築工費及び設備工事費) 総工費及び平方米当り

ニ 構造、設備に関し設計、施工上特 {ζ 意を用いた点の慨略説

明書 ( 又は設計図)

不 第 3類については推薦趣旨説明書

へ イ及びハニの記載用紙は推薦書受理後送付する。

7. 提 出 期 限

十ffi 薦 書 提 出 期 限 昭 和46年12月18 日( 土) 正午郵送の場合! ま

当日消印迄有効

図 書 提 出 期 限 昭和47年 1 月17 日( 月) 正午 同 上

8 提 出 先 叫 叫

〒 541 大阪市東区f < ! i 労町 2 - 4 1 ( 中博ピノレ〕

社団法人大阪府建築士会建築コンクール係

T E L  262ー 1861

9. 発 表

審査の結果、入選者には 3 月中( ( 通知するとともに、会誌「近

畿建築士のひろば」並びに新聞紙上 lζ 発表する。

10 表 彰 式

交彰式は昭和47年 3 月中' 二大阪Jf.l' h' において行なう 。



賀
正

1 9 7 2  

設 計 事 務 所 有 志

RI A建築綜合研究所大阪支庖

長

長

居

所

支

山 口 文 象

山 家 啓 助

大阪・大阪市北区太融寺町33 大阪合同ビル 406 電話 312- 9  1  5  4  

東京 ・270- 5  8  6  1  名古屋・ 262- 3  9  4  1  

青 田 設 計 事 務 所

所 長 青 田
昼主 =l::= 

-' 2. .  rコ

代 表 0792 (24)  9  0  1  2  

姫路市坂田町 5 4  ( 姫路建設会館内) 電話

直 通 0792 (22)  7  1  2  6  

670 

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代 表 取 締 役

大阪事務所長
赤 松 11多

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 1 2  3  ( 瑞穂ピル) 電話 (3臼) 5  6  5  1  

東 京 ・ 横 浜 ・ 大 宮 ・ 富 士 ノ 宮

株式会社浅野建築設計事務所

代表取締役 浅 野 真 澄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 域 南 寺 町 9 - 2 7 電 話 768- 0  2  0  1  ( 代)

768- 1  8  7  0  

分 室 奈 良 県 北 葛 城 郡 香 芝 町 下 回 2 5  6  電 話 ( 0745) 77- 7  8  0  5  

株式会社東建築設計事務所

代 表 取 締 役 東 秀 保

大阪市北区天神橋筋 3 - 6  8  三海ビル 電 話 ( 358) 5598 ・3497
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株式会社井上達明建築事務所

明達上井代表取締役

電話 372- 2  8  2  1代表大 阪 市 北 区 鶴 野 町 5 1 番 地干530

株式会社伊東建築設計事務所
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石

06 (779) 9491 - 2  

03 ( 946)5431- 2  

宏

電 話

電 話

寛石 川

石 川

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 1 1 1

東 京 都 豊 島 区 駒 込 1 - 11 - 9

所務事計
主" '

闘え泉
株式会社

耶

郎

フじ

達

長 谷 川

宮 川

代表取締役

代表取締役

電話 251- 7  6  9  1  ( 代)大 阪 市 南 区 横 堀 7 - 4  ( 新田ヒル)

泉沢建築設計事務所株式会社

史哲沢泉代表取締役

電話 (231) 2  0  6  4  - 5  新瓦町 ビル大阪市東区瓦 町 5 丁目 4 2 番地

株式会社今西建築デザインルーム

雄

一H -

灰 a西

A 、

7  
代表取締役

T  E  L  541- 3  0  5  1  - 3  大 阪 市 西 区 北 堀 江 通 2 - 4  7  
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@  

公

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

ｾ・

毛

三厄

日

東京都港区芝西久保桜川町 2 8  (第 10森ビル) 電 話 501- 0  2  8  6聞

大阪市東区本町 1 - 24( ニュ ーホンマチヒ、ル) 電 話 271- 0  2  5  7  

株式会社浦辺建築事務所

浦 辺 鎮 太 郎

大阪市北区梅田八番地 ・新 阪 急 ビ ル 電 話 大 阪 (341) 1  7  2  7 ・1 6 8 0  

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 の 4 電 話 東 京 (279) 4  9  3  9  ( 代)

株式会社栄和設計事務所

取締役社長 小 泉 善 重

本 社大阪市福島区堂島浜通 4 丁目 14 T  E  L 大阪 (452) 1651 - 3  

株式会社小河建築設計事務所

代表取締役
小 河 吉 之 助

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 呑 丁 8 番 地 電 話 大 阪 ( 763 ) 2  3  0  1  

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 両 国 50番 地 ( ニ ッ セ ン ビ ル 内 )

電 話 東 京 ( 866 ) 9606 ・2349

分

株式

会 社

室 箕 面 ・船 場 ・和 歌 山

海 上 静 一 建 築 事 務 所

代表取締役 海 上 静

本 社 大 阪 市 東 区 博 労 町 2 - 41( 中 博 ビ ル ) 電 話 大 阪 ( 261)4428- 9

三 重 分 室 三 重 県 津 市 船 頭 町 2 0 4 4 電話 津 ( 8 ) 9 6 2 7

コータケ建築設計事務所

所 長 高 武 主 計

大阪市西区江戸堀 5 - 1 5 5 ( 新山越ピル) T  E  L  488 - 0  178 ・2408

127 



去を小林得志建築事務所

代表取締役 林 得
士

山

山

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 0  藤 田 ビ ル 内 電 話( 341 ) 5  6  5  8  ( 代)

鐸 河 内 義 就 設 計 事 務 所

代表取締役 河 内 義 就

広 島 市 上 峨 町 2 番 3 7 号 電 話 (0822) 28- 2  2  7  1  

株式会社坂倉建築研究所

代表取締役 西 j畢 文 隆

東 京 事 務 所 東 京 都 港 区 赤 坂 9 - 5  - 1  2  T  E  L03- 403- 3  5  5  1  

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 - 1  2  2  T  E  L 06- 443- 0  0  2  1  

司
器桜井建築設備研究所大阪事務所

取締役所長 長 谷 川 幸 雄

大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 - 5  O(第 2 富士ビル) 電話06- 443- 7891附

大 阪 事 務 所 九 州 支 所 福 岡 市 那 の 川 2 - 9  - 32 電話092- 52 - 3036刊

本社 ・東京事務所東京都新宿区四谷! - 4(野原ビル) 電話03- 353- 4711附

回
一
一
一式

社

株

会
座 建 築 事 務 所

代表取締役

専務取締役

徳 永

音 岡

恒 夫

凡 夫

大 阪 市 北 区 中 之 島 4 - 33 <443>0051<代〉受電略号ォ、サカ三ザケンチク

株式会社清水和禰設計事務所

代表取締役
清 水 和 禰

大阪市北区万オ町 4 3  ( 浪速ピル) 電 話 大 阪 (312)4616 ・7278(代)
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株式会社

株式会社

口
--

j

 

代表取締役社長

2  名 古 屋 市 東 区 富 士 塚 町 3

所務事計

ヨル

丘又示日株式 会 社 昭

⑫ 
行 善

唯 夫

T E L 代 表 532一 o 4  1  5  

T  E  L 078- 251- 0  6  5  1  

T E L 虫距路 24- 2  9  2  6  

岡

代表取締役専務 林

大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 通 1- 8 四 ツ 橋 ビ ル

神戸市王手合区八幡通 5 - 6 久 徳 ピ ル

姫 路 市 竪 町 54 番 地 滝 川 ビ ル

姫 路 事 務 所 長 河 野 豊 蔵

本代表取締役社長

大 阪 事 務 所

神 戸 事 務 所

姫 路 事 務 所

設計 ・監理

所務事築建

田中

小 西

取締役社長

株式会社

i  

篠田川口建築事務所

協 同 設 備 事 務 所

岬

電話 (532) 4051大代表

電話 (2日) 9301代表

電話 (211) 4  0  3  5  

電話 (22) 5373- 4 醤

小 西

大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0  

東京都千代田区神 田鍛冶町3 ノ3( 大木ピ ル内)

名古屋市中 区丸の内l の8番39号( 三信ピル内)

大津市梅林1丁 目4番15号( 滋賀県教育会館内)

本 社

東 京 事 務 所

名古屋事務所

大 津 事 務 所

言十

= J u  

員又

鹿 夫

徳 太 郎

大 五 郎建
一
一
一

株 式 会 社 大

取 締 役 社 長

取 締 役 副 社 長

取 締 役 副 社 長

大 阪 ( 441 ) 9351附

大 阪 ( 441) 9351附

東 京 ( 572) 4595刊

名 古 屋 ( 221) 8566附

小 倉 ( 52) 4285附

大 阪 市 西 区 京 国 丁 堀 2 了 目 7 5 帯 地

大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 7 5 番 地

東 京 都 i治 区 新 僑 1丁 目 10番 7号 ( 大 和 銀 行 新 僑 ピ ル )

名 子 町 屋 市 中 区 丸 ノ 内 2 丁 目 2 番 1 5 号 o夜 間 ピ J レ)

北 九 州 市 小 倉 区 糸 町 4 丁 目 3 番 8 号( 九割反ビノレ )

水 島 ・ 大 分

2ド キi

大 阪 本 社

東 京 本 社

名古昼' 1 > 務所

九 州 恨 務 所

分 室

竹 内 建 築 事 務 所株式会社

真

茂

藤内

林

代表取締役

専務取締役

電話 ( 211) 2706- 8 番

東西建築サービス株式会社

大阪市南区長堀橋筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ビル)

雄

電話 06 (202)  3  6  2  6  

園袋

大阪市東区横堀 2 - 48 ⑤ 541  

東 京 ・ 名 古 屋

布取締役社長

本 社

事務所所在地
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東 畑 建 築 事 務 所株式会社

謙

電 話 大 阪 (06)202- 0391 

電 話 東 京 (03)581- 1251

電話名古屋 (052) 571- 8471 

畑

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁 目 1 9  

東京都千代田 区永 田町2( 永田町ピル)

名古屋市中村区堀 内町2( 堀内ビル)

北 九 州 支 所 ・ 大 分 支 所

東代表取締役

オZ 宇土

大 I仮 事 務 所

東 京 事 務 所

名古屋事務所

社

左ゐ

ヨミ式株計設電束

力亀

塚

石

富

取締役社長

卓

東 京 都 千 代田区 内幸 町 2 - 1 ー 1 ( 飯野 ビル) 電話 501- 2  1  9  1  f内

506- 2  9  0  " 5附

専務取締役

内 藤 建 築 事 務 所
株式会社

申

d じ，、

本 社 京都 市左 京 区 田 中 大堰 町 1 8 9 番地 電 話 075 (781 )  6195代

事務所 ・出張所 青 森 ・ 仙 台 ・東 京 ・松 本 ・静 岡 ・名 古 屋 ・京 都

滋 賀 ・奈 良 ・大 阪 ・四 国 ・ 福 岡 ・大 分 ・鹿 児 島

資藤内代表取締役社長

西 建 築 事 務 所中
有限会社

士

口

古

了
回福

代表取締役

屯 話 231 - 9  5  3  1  3  ( 朝日ビル)3  大 阪 市 北 区 中 之 島

言十

言 n.

E 叉3童日
株 式 会 社

次j孟本塚
取締役社長

( 大代表)電話 2 0 3 - 2 3 6 1
大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 3 8 番 地

根 津 建 築 事 務 所株式会社

良R

電話 (06)262 - 0595 ( 代表)

電話 (03) 408- 8  4  7  7  

根 津 耕

大阪市東区安土町 2 - 15(佐々木ピル )

東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 1 1 番 2 1号

( 乃木坂マンション 6 0 3 号)

代 表取締役

本 社

東京事務所
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株式会社彦谷建築設計事務所

代表取締役 彦 谷 邦

大 阪 市東 区 高 麗 橋 3 - 3  9  (柳 湖堂ビノレ) 電 話 231- 2 8 1 0 ・7 6 34

-、

株式会社福永建築設計事務所

4  

代表取締役 福 永 薫

専務取締役 福 永 健

大 阪 市 南 区 順 慶 町 通 4 ノ 6 1  電話 (06) 251- 3102 ・5189

株式会社宮後建築事務所

代表取締役 {
呂後 健

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 汐町 6 - 3 5 電話 772 - 0  1  6  5  ( 代表 )

分 室 大 阪 惟 寺 町 ・ 大 阪 横 堀 ・ 大 阪 本 町 ・ 茨 木

村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

村

森

野 藤

申

I t!i、

ヨ王

仁コ

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8 電 話 ( 624) 0  9  2  6 代表

研 究 所 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3 電 話 ( 253) 0  8  7  5 代表

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 - 3 電 話 ( 661) 7  1  5  8  

う民
株式会社安井建築設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 電 話06(943)1371(大代)

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 屯 話06(943)1371 (大代)

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 丁 目 1 番 地 定 話03 (261)  5101 ( 代)

名古屋事務所 名 古 屋 市 中 区 錦 3 丁目 2 4 番( 日本生命ピル) 電話052(961) 1861 ( 代)

神 戸 事 務 所 神 戸 市 生 田 区三宮町2丁目 18番地( 阪神相E ピル) 電話 ｏｾ (321) 1533(代)

九 州 事 務 所 福 岡 市 渡 辺 通 3丁目 6番地 ( 福岡フコク生命館) 電話092 (75)  3  5  6  8  

ω  株式会社 U. A . 建 築 事 務 所

代表取締役

専務取締役

上 田 良 治

浅 井 潤

大 阪 市 東 区 谷 町 5 - 3  0  ( 新野村ビル) 電話 768- 2  9  4  1  - 2  
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株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所

代表取締役 設 楽 貞

大 阪 市 北 区 松 ケ 枝 町 8 8  ( 大徳ビル) 電話 358- 6  3  7  2  ( 代)

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所

取締役会長

= と

田 武
t=t 

取締役社長 佐 治 誠 次

大阪市西区北堀江上通 3 - 22( 久竹 ビル)
電 話 ( 538) 2991 代 表

渡 辺 建 築 事 務 所

j度 辺 道 輝

干541 大阪市東区今橋 2 丁目 2 1番地( 藤浪ビル) 電話 06 (231 ) 1 6 9 6 番( 代)

干102 東京都千代田区平河町二丁目 16・6番地( 第3 工業ピル) 電話03(262) 4567番

賀 正

1 9 7 2  

造 園 設 計 事 務 所 有 志

株式会社荒木造園設計事務所

代表取締役 荒 木 芳 邦

大阪府池田市鉢塚 2 丁目 8 番 2 1 号 電 話 0727 (61)  8  8  7  4  ( 代表)

22エダ造園・地域計画研究所

代表取締役 吉 村 元 男

東 集 盛 大 山 雄 三 芝 原 幸 夫 古 田 恭 一 糸 谷 正 俊 山本郁子 吉村清子

本 社 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 2 の 1 6 恵 ロ ピ ル 電 話 (942) 4577 

ア ト リ ヱ 京 都 市 左 京 区 北 白 川 下 池 田 町 6 7 電 話 (781 ) 4418

、



認 大 塚 造 園 設 計 事 務 所

代表取締役 大 塚 守 康

大 阪 市 北 区 北同心問T 2 - 3 7 (正善院ビル) T  E  L  351- 9  3  3  2  

駒 井 造 園 設 計 事 務 所

代表者 駒 井 隆 雄

庭 園 設 計

設 計 管 理

庭 園 施 工
京都市北区大宮楽f : ni 山J.P: Hrf 1  0 番 地 屯 話 京 都 (075) 491- 3  7  8  6  

中 根 庭 園 研 究 所

所 長 中 根 金 作

建設コンサルタント (造園部門 ) (建 設 省 認 定 第445号)

京都市左京区下鴨車しの森電停前 生産開発科学研究所内 電話 075 (781 )  1107 

電話 075 (463)  5  5  4  8  自宅 京都市右京区谷口唐図の内町 1 の 6

造園設計・施工・監理

花
車

旦造 園 株 式 社

代表取締役 山 田 米 治 郎

代表取締役 山 田 昌 次

京都市 |ご京区大手{ : i i l l l i . 条下る T  E  L075- 341 一 2 2  4  6  ( 代)

宇 治 市 木 崎 南 山 畑 1 4 T E L 0 7 7 4- 31- 8  2  3  6  

滋賀県栗太郡栗東町字手原170 T E L  07755ー 2 - 3  5  3  6  

@  阪 急 園

取締役社長

造 園 土 木 設 計 施 工

フェニックス芝刈機製造販売

各 種 園 芸 用 品 の 販 売

ｾ＠

2 玄
株 式 社

ふ
一

A

茂 原 祥

大阪市北1 2 { 芝凶町 3 5 番地の 4 (需530)

屯話大| 坂 (06) (372)  4  8  1  7 ・ 4 8  2  4 ・ 4 8  2  9 ・ 4 9  2  6 ・ 4 9  3  4  

⑨ 
阪神造園建設業協同組合

理 事 長

副理事長

岡

木 村 源 次 郎

坂 上 種 博

木 山 匡 司

組 合 員 一 同

事 務 所 大 阪 市 北 区 神山町27の 2 造園会館内 電話大阪 (312) 4553
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賀 正

1 9 7 2  

建 設 業 者 有 志

虚電車

株式会社
車

問
木 建

ｾＧＢ＠
員又

三主三

同

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 南 1 の 5 T E L  06 (458)  5851 

東 京 本 社 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 2 - 17 - 3  T E L  03 (407)  8511 

大 阪 支 庖 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 南 1 の 5 T E  L  06 (458)  5851 

取締役社長

( 旧ブルドーザー工事株式会社)

木 益 次

⑬ 

株 式

会 社 ?蚤 沼 組

取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

芸 書・大阪市天王寺区東高津町 8 番地の 1 電 話 代 表 ( 762) 0  2  5  1  

支 庖・東京・名古屋・札幌・仙台・福岡・広島

営業所・秋田・岩手・水戸・千葉・立川・横浜・新潟・北陸・静岡・岐阜・長野

三重 ・奈良 ・京都・郡山・和歌山 ・神 戸・岡山・ 高松 ・徳島 ・高知 ・熊本

co 
去 を 新 …

取締役社長 新

工 務 所

本 応 ・ 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 中 一 丁 目 四 三 電 話 代 表 大 阪 ( 313) 1331 番

支庖・東京都千代田区猿楽町二丁目一番十四号電話代表東京 (291) 3741 番

営業所・名古屋市中区大須四丁目一番七一号( 時計ピル) 電話 名古屋 ( 262) 1725 番

神 戸 市 灘 区 倉 石 通 一 丁 目 二 電 話 神 戸 (87) 6119 番

。。 株式会社
あ め り か 屋

取 締 役 社 長 前 野 慶 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 番 地 電 話 代 表 ( 444) 1501番

• 安藤建設株式会社大阪支応

取締役大阪支店長 村 田 隆 次

大阪市福島区上福島北地 1 - 17 - 1  電 話 代 表 453 - 2190 

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 八 重 州 四 丁 目 七 番 地 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 ・ 広 島

営業所・千葉・横浜・水戸・盛岡・新潟・神戸・沼津・札幌・宇都宮・北九州・熊本
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• 
ｉｦｾ＠
、京J

ω  

@  

令シ

株 式

会 社 井

取締役社長 井

上 組

上 福 蔵

本 社 大 阪 市 都 島 区 制 向 田f 6 径 2 5 号 大 阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出 張 所 神 戸市生田区加納町 三丁目二 番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

唆 式 A  

3支 社 7  

取締役社長
A 、
7  

西 組

西 議 雄

本 社 大 阪 市 天 正 寺 区 上 本 町 七 丁 目 二 番 地 ノ ー 電 話06(772) 1  2  5  1  

支 府 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地 電 話03(354)0581- 5

営 業 所 神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 問 丁 目 四 番 地 ノ ー 電 話078( 33) 6 0 6 0  

埼玉県所沢市大字中富字北見元秋津分990番 地 電 話0429(22) 0180  

株 式

会 社 大

取締役社長 大

林 組

林 芳 良日

東京本社・点京都千代 LU区神田言j 町2 了日 3のl 屯 話 大 代 表 ( 292) 1111番

本 J占 ・ 大 阪 市 京 区 京 杭 3 丁目 7 5 番 地 屯 話 大 代 表 ( 941 ) 0861 番

支 l市 ・札 幌 . 1111 fi ・償浜・ t ， 古 屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・高松・福岡

株式会社

奥 キサ 手且

社 長 奥 村 俊 夫

大 阪 市 阿 倍 野 区 的 崎 町 1 の 2 の 3 電 話 大 阪 (621) 1  1  0  1  ( 大代表)

支 庖 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・名 占 屋 ・広 島 ・四 国 ・ 北 九 州

鹿 島 建 設 株 式 会 社

会 長 鹿 島 守 之 助

取 締 役 社 長 渥 美 健 夫 制 労 取 締 役 大 阪 幻 川毛 橋 本 正 二

本 社 東 京 都 港 区 元 亦 坂 1 - 2  - 7 屯訴東京 (404) 3311 ( 大代)

大阪支庖 大阪市東区瓦町五の七ー( 瓦町ピル) " 正話大阪 ( 203)  3  3  8  1  

去 を 神 崎 組 大 阪 支 庖

取 締 役 支 限 佐
イ白 武 男

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  電話 。41) 7  3  7  1  ( 代表)

本 庖 ・ 姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3 電 話 姫 路 (23) 2021( 代表)
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①

 

株 式 会 社 近 畿 建
ール

員又

代表取締役 川 崎 敬

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 の 1 0 3 電話大阪欣) (532)0081(代)

滋賀支社. 滋賀県菜太郡栗東町岡 1 9 3 の 1 電話 (07755)( 2  )1361- 2  

@  

株

.o.. 

ｾ＠

式

社
熊 谷 組 大 阪 支 庖

専務取締役支底長 泉 治 郎 ー
.. 

大 阪 市 西 区 西 道 頓 堀 通 二 丁 目 一 番 地 電 話 (538) 1841番 (大 代表)

本 社 東 京 都 新 宿 区 筑 土 八 幡 町 二 二 番 地 電 話 (260) 2111番( 大代表)

支 庖 札幌・仙台・北関東・東京土木・東京建築・横浜・名古屋・広島・四国・福岡

⑥ 

株 式 会 社 小 坂 井
組

取締役社長 小 坂 井 正 夫

本 社 大阪市北区太融寺町五六番地 電 話 代 表 (311) 9  3  3  1  

営 業 所 京 都 市

出 張 所 東 大 阪 市 ・ 和 歌 山 市 ・堺 市

取締役社長

漁 池

藤

組Ｈｴｾ＠ 株 式 会 社

本 庖 大 阪 市 東 区北 久 宝 寺 町 4 - 2 7 電 話 代 表 (252) 3  1  0  0  

支 庖 東京 ・名古屋・広島・福岡 ・鹿児島 ・松江・仙台・高松・横浜・. f L帆・神戸 ・京都

ゐ
甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社

代表取締役 原 精

本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 十 三 西 之 町 4 丁 目 3 電 話 ( 06) 302- 1551代 表

営 業 所 尼 崎 市 南 塚 口 町 2 丁 目 2 9 番 3 4 号 電 話 ( 06) 429 - 4  5  6  9  

神 戸 市 立 合 区 八 幡 通5丁 目 6番地( 松井ビノレ) 電 話 ( 078) 22- 6  2  9  3  

堺 市 宿 屋 町 束 3 丁 1 番 1 9 号 電 話 ( 0722) 2 - 5  4  2  3  

東 京 都 中 央 区 越 前 場 1 丁 目 8 番 地 電 話 ( 03) 5 5 1 - 4 5 0 1

画
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 ・常務取締役大阪支庖長 山 本 良 勝

本 社・東京都中央区日 本橋本 町 4 - 8 電 話 東 京 (662) 2331 ( 大代)

大 阪 支 庖 ・ 大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大阪 (203) 7221 (代表)

支 庖 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 富 山 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 仙 台 ・ 広 島
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争

__..・‘

-- 和 建 設 株 式 会 社Ｍ・回圃ーー圃・ｾ

代表取締役 ん

J
L

1

 

下 文 武

本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 加 島 町 4 3 1

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 西 新 僑 2 丁 目19番 1 号

京 都 営 業 所 京 都 市 右 京 区 西 大 路 五 条 上 ル

東 京 工 場 川 口 市 仁 志 町 1 - 2  4  1  

高槻工作 所 高 槻 市 芝 生 町 5 の 2

T E L  

T E L 東

T E L 京

T E L 川

T E L 高

(301) 6  6  3  6 代

京 (436 ) 1  2  7  1代

都 ( 311) 8  8  9  7  

口 (52) 4  1  0  0  

槻 (74) 0  3  8  1  

句、

⑮ 
島藤建設工業雲霊大阪支底

支 庖 長 樽 田 光 男4  

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 5 番34号 電 話 東 京 (403) 1  5  1  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 1番地の 2 電 話 大 阪 (372) 6  0  0  1代 表

清 水 建 設 株 式
b

f

m

 

社

社 長
--

j

 

j青

本 社 東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

支 庖 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 仙 台 ・ 札 幌

‘' 

イゑえ建設株式令私

常務取締役大阪支庖長 野 村 太 良日

大阪支店 大阪市東区北浜 5 丁目 2 2番地( 新住友ビル 2号館) 電話 (202) 代表7421番

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 13 番 地 電話 (353) 代表5111番

。 雲 五 銭

取締役社長

I=t 

I司

高 輝

組

銭 之

本 庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 3 丁目 2 番 地 電 話 大 阪 (531) 臼31番( 大代表)

支 庖 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営業所 青 森 ・秋田・ 盛 岡 ・ 前 橋 ・新 潟 ・千 葉 ・償 浜 ・ 絡 岡 ・津 ・ 京 都

神 戸・岡 山・ 高 松 ・松 山 ・松 江 ・ 北 九 州 ・熊 本 ・長 崎 ・大 分

• 大 成 建 設 株 式 会 社

取 締 役

社 長

専務取締役

支 庖 長

南 幸 治

菅 j畢 英 夫

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 2 丁目 5 番 11号 T E L 東京 (567) 1511大代表

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7 番 地 T E  L 大阪 (262) 1131大代表

支 出 東 京 ・名 古 屋 ・績 浜 ・福 岡 ・ 高 松 ・ 新 潟 ・仙 台・ fL 脱
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⑧ 

大 日 本 土 木 関 大 阪 支 庖

関 西 駐 在 常 務 取 締 役 山

常 務 取 締 役 支 庖 長 高

田

木

呈主

-'i:Z!.. 

政 夫

530 大 阪 市 北 区 立 μ 北 町 9 電 話 06( 341) 代 表5931

東京本社 162 東京都新宿区市ヶ谷回国T 2 丁 目 35 電 話 03( 268) 5  5  1  1  

本 病 500 岐 阜 市 六 条 1 4  8  3 番 地 5 電 話 0582 ( 72)  3  1  4  1  

支 后 東 京 ・ 名 古 出 ・ 九 州

営 業 所 神 戸 ・京都・奈良 ・滋賀・和歌山 ・上 六 ・岡山 ・広砧 ・宮崎

熊本・静岡・長聖子・中出川・ 三 重 ・横浜 ・多 摩 ・千葉・仙台

パh

q フ
組 竹 中 丁 務 底

取 締 役 社 長 竹 中 錬

本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

営 業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 償 浜 ・千 葉 ・静 岡 ・名 古 屋 ・富山

京 都 ・ 神 戸 ・ 岡 山 ・ 広 島 ・高 松 ・福 岡 ・ 北 九 州

、

⑧ 

鉄 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

常 務 取 締 役 支 庖 長 勝 田 頼 春

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ピル) 電話 (358) 0321 ( 代表)

本社・東京都千代田区三崎町二丁目玉番三号電話東京 (262) 3411 ( 代表)

⑪ 

東 液 興 業 株 式 含 私 大 阪 支J吉

取 締 役 社 長 中 西 小 一 実護霊管室小松英二

本 社東京都千代田区丸の内 3- 4- 2 日 石 ビ ル 電 話 東 京 (212) 3  2  6  1  

大阪支居大阪市北区梅田町 2 7 サ ン ケ イ ビ ル 電 話 大 阪 (343) 0  4  5  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌

@

 

戸 田 建 設 雲 語 大 阪 支 庄

常務取締役支居長 加 納 秀 雄

大阪市東区本町 3 丁目 27の 1 ( センパ ・セ ントラルビル)

電話 (252) 6311 ( 大代表)

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

支 庖 名古屋 ・札帆 ・仙台・関東・償浜・広島・福岡

パ、

てコ
飛島建設株式奮社大阪支J 吉

常 務 取 締 役 支 眼 篠 原
申

d じA、
ム

口

、

切

J

E

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 2 8 番 地 電 話 (942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 3 番 2 8 号
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員又建松西
明日をささえる

@  

番 地1  4  目丁2  町釣 鐘区東阪 市大大阪建築支庖

喜勢田島
取締役支庖長

番 地3  1  町京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川東社本

株建東

駒
ネ土

03 (265) ( 大代表) 4281番

06 (351)代 0 6 2 3 番

ム

五

夫

郎

郎

式

取締役会長 長 久 保

取締役社長 ;百 才畢 ノ ¥

取締役支居長 本 津 平 八

102 東京都千代田区平河町 1丁目 4 番地 9 ・忍話東京

530 大阪市北区末広町12番地( 新末広ピル ) 電話大阪

イ変

設日

本社

支 J;5

社

之〉

A  
式株設建本日

③ 

政

T  E  L  (261) 7  5  9  1  - 6  

島 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 四 国

重田

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  

東 京 ・ 名 古 屋 ・福 岡 ・広

生
長社

社

庖

本

支

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

J L.' 

電話但02) 代表 4 7 9 1  

電話包41) 代表 4 1 7 1  

義

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 二 丁 目 九 番 地

東京都千代田区大手町二丁目 一番一号

本岩取締役社長

本 社

東京支店

間 組 大 阪

専務取締役 吉 村 幾

PE締2 神 部 節 男

大 阪 市 東 区 機 堀 町 二 丁 目 七 O番 地 屯 話 (203) 代 表 2 8 2 1  

庖・東京都港区赤坂青山南町一丁目一番地 電話 (402) 代 表 8 1  7  1  

庖・東京・大阪・名古屋・福岡・仙台・新潟・海外工事局・札幌・広島・高松

応支

蔵

株 式

会 社

本

支

@  

社

.d怜

:o; 式株組
E-------

-------

E

・・'

谷長

⑪ 
為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 一 三 O

話 (771) ( 代表) 4  1  4  8 ・4 1 4 9 ・4 1  4  0  

阪 市 生 野 区 巽 四 条 町 1 0  3 の 2

話 (791) 2  7  4  4 番

l

 

l

 

-

a

a

，
，

，

 

谷長取締役社長

大

電

大

電

社本

工 作 場
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阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社

@  

電 話 ( 341 ) 5445附

電 話 078( 851) 5362

笈Z宗雪 0798 ( 41  )4908 

電 話 ( 412) 1 8 6 6  

電 話 0734( 36) 0231

電 話 0862( 24) 6689

正

大 阪 市 北 区 梅 田 町 9 3 番 地

神 戸 市 東 灘 区 御 影 本 町 2 - 18 - 1  

西 宮 市 甲 子 園 高 汐 町 2 - 29 

尼 崎 市 昭 和 南 通 3 - 26 尼 崎 松 本 ピ ル 内

和 歌 山 市 3 番 丁

岡 山 市 鹿 閏 町 1 丁 目 4 番 9 号

芦 屋 ・ 京 都 ・ 川 西 ・ 寝 屋 川

原藤
取締役社長

本 社

神 戸 支 I苫

西 宮 営 業 所

尼 崎 営 業 所

和 歌 山 営 業 所

岡 山 営 業 所

出 張 所

， 

飛 騨 建 設 株 式 会 社@  

、

泰信{/?-j青代表取締役

3 6 3 - 1 7 4 1 代 表

工業アマ少

電 話 ( 06)  大 阪 市 北 区 山 田 町 3 8 番 地

らひを来

キ土4: 

未

省惨

15 

広 島

ノ 守 ウ

文 之 介

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 38 番 地 電 話 (345) 代表 7 6 7 1  

本 社 ・ 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  

支 庖 ・ 東 京 ・ 札 幌 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪

九州、I . 仙 台 ・ リ マ ・ カ ラ カ ス ・ サ

賀古
常務取締役大阪支庖長

ロ

社

ン

A

A

玄

郎

式株

ｾｊＱ，＠

員又建

-・・・圃

-
不

z  
五

ロ

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 過 4 丁目 8 .t!1> 550 電 話 大 阪 (06) 541 - 5534代表・9301代 表

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 4 丁目 5 番 2 号. t ! 1> 160 電 話 束 京 ( 03)  377 - 5  1  7  1 代 表

名 古 屋 市 中 区 千 代 田 4 丁目 11番17号 ⑮ 460 電話名古屋 (052) 321 - 8  4  8  1 代 表

大 垣 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 広 畑 ・ 大 分

口山取締役社長

社

庖

本

支

出張所

社

之》

Z 五Z式株設建動不

④ 
1券

大 阪 市 東 区 平 野 町 5 丁目 3 0 番 地 電 話 大 阪 (201) 1121 

東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁目 2 番 1 6号 電 話 東 京 (567) 1751 

北 海 道 ・仙 台 ・千葉・横浜 ・名 古 屋 ・神戸・広島 ・九州 ・大 分

岡 山 ・福 岡 ・ 長 崎 ・ 山 口 ・ 水 戸 ・姫 路 ・高 l崎

野庄
取締役社長

大阪本社

東京本社

支 庖

営 業 所

庖務工木藤
式

社

株

会@  
庖 ・ 大 阪 市 東 区 両 替 町 一 丁 目 一 三 ・ 電 話 大 阪 06(942) 1461( 代)

庖 ・ 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地 ・ 電 話 東 京 03(357) 1611 ( 代)

倉 敷 市 鶴 形 一 丁 目 十 ノ 三 二 ・ 電 話 倉 敷0864(  22) 3330 ( 代)

高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 三 電 話 高 松0878(51) 7272 ( 代)

出張所 ・京 都 ・r' q屋・ i京 ・静 岡 ・岡 山 ・新 屑 浜 ・徳 島 ・福 岡 ・熊 本

本

支
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+  

ぺ

③ 

。

⑥ 

@  

@  

真柄建設株式会社大阪支応

取 締 役

支 庖 長
佐 々 木 孝 治

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町 堀 3 丁目 12番 地 電 話 大 阪 (06) 443- 0641(代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 麹 町5丁目 1番 地 電 話 東 京 (03) 263- 1211(代表)

支 庖 ・ 営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・金 沢 ・富 山 ・福 井 ・ 京 都 ・大 津・神戸 ・新 肉

前田建設工業稼式会社大阪支庖

常務取締役瓦町長 島 田 光 富

支 底 大 阪 市 東 区 石 田r 2 丁 目 7 番 地 電 話 大 阪 (942) 1301 ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 lil 区富士見 2丁目 10番地の26号 電ぷ東京 (265) 5551番( 代表)

株 式 会 社
松 村 組

取締{ 支社長 松 村 雄

本 社 ・ 大 阪 市 北 区 空 心 町 一 丁 目 七O番 地 電 話 大 代 表 大 阪 (353) 1131 

)( I，ii ・東 京 ・札 似 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 悩 凶

-
-

・・・・・圃圃・
井 建 設 顎 大 阪 支 庖

常務収締役 小lr

支 庖 長 I j  
内 慶 久

大 阪 支 庖 った阪市北区中之島 3 - 7(三井ビル 2号館) 電話大阪 (443) 代表1321

本 社東京都中央区日本橋室町二 ノー( 三井ピル) 電話東京 (270) 大代表8651

支 庖 東 京 土 木 ・ 東 京 建 築 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 検 浜 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

株式会社
ホナ 上 工 手多 庖

取締役社長
ホナ 上 秀

本 社 大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 束 通 り 3 丁目 16番地の 16 T E L  (372) 2924 

営 業 所 東 京 ・神 戸

村 本 建 設 株 式 会 宇土

代表取締役社長 村 本

亘主

品司五三島

本 社奈良県北葛城郡広陵町安部 5 4 7 電 話 大 和 高 田 (55)  1151(代表)

大阪支庖大阪市天王寺区上本町 9丁目 4 9  電 話 大 阪 (779)1571 ( 代表)

東京支庖 名古屋支庖 福岡支庖

電 話 東 京 (265)5851間 電 話 名 古 屋 (241)1511れ) 電 話 福 岡 (74)0119
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⑮ 
望 月 建 設 株 式

之》

社エ玉ミ

取締役社長 望 月 太 良E

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 上 1丁目 18 電話大阪(344) 8  6  5  1  ( 代表)

工 作 所 豊 中 市 小 曽 恨 4丁目 9 0 0 電話 (332) 4  8  3  1  - 2  

豊 中 倉 庫 豊 中 市 島 江 1丁目 1番 7号 電 話 (333) 7  4  3  
。

。 株式会社 森 組

取締役社長 森 幸 治

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 (231) 8283- 7 番

( 支庖) 東京 ・名古屋 ・奈良 ( 営業所) 和歌山・尼崎・神戸・岡山

⑮ 
株式会社 森 本 組

代表取締役社長 森 本 積 善

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 夕 陽 ケ 丘 町 三 番 地 電 話 大 阪 (779) 1  4  5  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島

営 業 所 松 江 ・ 神 戸

出張所奈良・米子・下北山・西明石・和歌山・河内・相生・木曽福島

① 

。
ゥ

株 式 会 社
盛 工 務 応

代表取締役 盛 道 雄

本 社・大阪市北区南森町 4 7  ( 成輿ビ/ レ) 電話 (364)  158l( 代)

営業所・神 戸 福 岡 西 呂

矢 島 建 設 株 式

ｾ＠
社

エ三

取締役社長 矢 島 浩
一
一

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 七 丁 目 11 - 3 電話東京 (572) 代1436

大 阪 支 庖 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 (271) 代5837

2締f官 匂 仁 平 信 也

支庖・営業所 仙 台 ・ 福 岡 ・ 蒲 郡 ・ 和 歌 山

⑨ 
株式含社米国工務届

代表取締役

米 国 治 郎 兵 衛

米 田 良 男

取締役会長

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 逢 坂 上 ノ 町 7 T E L 大阪 (06) 771 - 7771代表
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賀 正

1 9 7 2  

建 材 ・ 設 備 ・ 工 事 業 者 有 志

マミ〉
浅 野 ス レ ー ト 株 式 会 社

取締役支庖長

ノi 、

' 口一 幸

本 社 東 京 都 港 区 芝 浜 松 町 4 の 2 電話 (434) 1  2  1  1  

支 庖 大 阪 市 大 淀 区 中津 浜 通 り 3 の 1 1 の 1 電話 (372) 5  3  5  1  

φ  

日 本 電 気 硝 子 側 代 理 庖 営業品目 鉛硝子 ・ガラスプロ y ク・光り壁

側各務ク リスタル製作所代理庖 ゲージグラス ・レンズ ・サンストッフ・

株式会社伊勢谷特殊硝子製作所

代表取締役 伊 勢 谷 圭 作

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 丁目 8 3 電 話 大 阪 (541)9161代

支 病 名 肯 屋 市 北 区 駒 止 町 1 丁同 6 4 電 話 名 肯 屋 (912)3962代

支 居 東 京 都 港 区 高 輪 1 丁目 3 番 20号 電 話 東 京 (443) 1  3  7  6  

。 株 式 会 社 井 上 浄 夫 商 応

取締役社長 井 上 浄 夫

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 1  0  1 電 話 441- 8  5  31 ( 代)

支 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 4 - 2  - 2 電 話 551- 6  7  5  6  

。〉
タ イ ル ・ 瓦 工 事

井 上 窯 業 株 式

A

会社

代表取締役 井 上 秋 次

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 4 0 番 地 電話 771- 2  8  2  5  (代 )

営 業 所 豊 中・ 奈良 ・寝屋川

• 株 式 会 社 梅
彦

代表取締役 松 永 彦

本 社 大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 番 地

営 業 所 大 阪 市 北 区 道 本 町 4 0 番 地

茨 木 工 場 茨 木 市 字 i汚水 2 4 6 番 地

寝 屋川工 場 寝 屋 川 市 河 北 一 番 地

太 郎

電話 06 (371)  4  0  3  6 代

電話 06 (312)  6  1  7  1代

電話0726 ( 43)  6  1  4  9代

電話0720 ( 21) 4  3  3  8 代
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宅診 文 阪 装 自信 株 武
4ト

宮

取締役社長 自宅 J  11 智
1、昼旦ニ

本 社 大阪市西区京町堀 2丁目 6 4 番地 電話代表 06 (441)  0  9  3  1  

営業所東京都豊島区東池袋 1丁目 4 5番 地 電 話 代 表 03 (984)  7  7  2  5  

陶 磁 タ イ ル ・ オ リ エ ン タ ル モ ザ イ コ

( 陶磁・ガラスを主材とする壁画構成・立体帯構成)

⑦ 
開 8  タ ｾ＠ ｽｾ＠ 理5

A >  

- c  

大阪市西区江戸堀北通 1 ノ 1 9  ( オカダビル) 電話 (443)  9  1  3  1  ( 代表)

。
冷 暖 房 ・ 空 気 調 整 機 器 専 門 製 作

木 村 エ

(¥:: b 取 締 役

機

木

M

M

n吋

牛

叶

J

4

A

t

ホ

-

式

'f党

川会、

ヨ玄

、丘二

ユ旦

ネ土

本 .  f . 土 大 阪 市 京 区 上 町 1 3 番 地 電 話 ( 06) 761 - 6 9 21  

. 東 京 日 業 所 東 京 都 中 央 区 八 盛 洲 4 丁 目 5 番 地 ( 新 光 ピ J レ) 電話 ( 03) 273 - 8 8 21  

名 古 屋 営 業 所 名占 ｉｾ 市中 ｬ 孟錦 Ｑ r 白 4 111=27 り( 尚肝ピ J レ ) 健 諮 ( 052 ) 211 - 5 0 4 8  

福 岡 営 業 所 側 I，u] 市 大 名 1 r 凶 12 111= 52 け( 内雌ピル) 電話 ( 092) 77 - 0 6 2 8  

八 尾 製 作 所 大 阪 府 八 1(; 市 北 久 玄 寺 2 了目 2 111= 7 り 電 話 ( 0729) 23 ー 0621

。
電 気 ・ 計 装 ・ 空 調 ・ 土 木

治敬電急エ季妹夫合絃

取締役社長
A 、、

寸 フE 康 彦

本 庖 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 電 話 312- 1  2  8  1  ( 大代)

。

アルミサッシ ・ドア、住宅用サッシ、ストア ・フロント

アルミ流し台、フレクサラム、スパンドレル

三協アルミニウム工業株式会社大阪支庖

取締役支庖長 川 中 正 道

本 社 ・ 工 場 富 山 県 高 岡 市 早 川 7 0 電 話0766- 22- 5030 

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 靭 1・123(近畿富山会館) 電 話 443- 9601- 7  

‘ “' 

建築 ・金物総合メーカー

i室 居 室 属 産 業 株 式 会 社

取締役社長 渋 谷 幸 雄

本 社 大 阪 市 南 区 鍛 冶 屋 町 52 電 話 大 阪 (211)一7333附

支 庖 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 5 - 16 電 話 東 京 (356) - 7671間

営 業 所 札 幌 ・名 古 屋 / 出 張 所 高 岡 ・広島
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，園、

FLl NTKOTE 

、....，

株式会社シェル石油大阪発売所

フリントコー卜施工販売部

部 長 栗 山 和

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2  5  電 話 大 阪 ( 363) 0441大 代 表

分 室 大 阪 市 東 淀川 区 西 中 島 町 2 ー 76 電 話 大 阪 (303) 7 1 3 1 代 表

事 務 所 東 京 ・ 福 岡

。 神 東 塗 料 株 式
ふ
一

A
社

社長 山 口 由 美

本 社 尼 崎 市 南 塚 口 町 6 - 1 0 - 7 3 電 話 429- 6261 ( 大代)

東京支庖 東京都中央区八重洲 3- 3(八重洲口会館) 電 話 272- 4011 ( 大代)

零 新日本空調株式会社大阪支底

支庖長 堀 田 雅 邦

大阪支庖大阪市北区堂島浜通 1 - 2 5 - 1 (新大ピル) 電話大阪 (344) 6031(代)

本 社東京都中央区日本橋本石町 Ｔ Ｍ Ｒ Ｈ 三井第 Ｒ ｾ Ｑｪ 館Ｉ電話東京 Ｈ ＲＷＹ Ｉ ＵＶＷＱ Ｈ 大代Ｉ

Fi - i 可

須 賀 工 業 株 式

.d、

社

隻
ｾ＠

取締役社長 5頁 賀 孝

本 l育 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 電 話 (06) 441- 5  1  7  1  

支 府 東京・大阪・名古屋・京都・神戸 ・福岡・千葉 ・横浜 ・広島 ・高松

ネ青 研 ;令 機 株 式 之ヱ込ミ 社

ｾ＠
取締役社長 木 内 清

専務取締役
和 田 正 八 郎

_.js: 
社 大阪市南区瓦屋町3番丁68番地( オートセンタービル) 電話 768・5031附

東京営業所 東京都千代田区九段南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ビル) 電話262- 32 41({ t) 

豆
セ メ ダ イ ン 株 式 会 社

大阪支庖長
大 山 sg 盛包

大 阪 市 南 区 大 宝 寺 町 東 之 丁 4 1 06一 (251) 3555 ( 大代表)

本社 東京都品川区東五反田 4 - 5  - 9  03一 ( 445) 1311 ( 大代表)
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d 冬、

、平7

マ

。

回

⑬ 

西日本アスフ アル ト事業協同組合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 商 庖

代 表 取 締役
舘 林 彦 四 郎

京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 3 7  電話 (075) 681- 7  2  2  1  ( 代)

大阪ガス風 呂ショップ

，，_ ，_ 白回目

代 表 者 田 中 R責 雄

大阪市浪速区元町 1 丁目 7 4  7  ( 但し国鉄湊町駅南へ 5 0 メーター西側)

ナ フ 口

電 話 (649) 3  7  2  6代

工 場 守 口 市 大 宮 通 り 4 丁 目 2 5 電話 (997) 0  1  7  1代

田島応用化工株式会社

大阪営業所

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 一 7 4  電話 06 (441)一 5 9 5 1附

東京営業所 東京都千代田区岩本町 3- 1  1  
電話 03 (866)  - 6  1  0  1附

鉄骨 ・鉄塔

鉄構造物設計施工

橋梁 ・製缶

株式会社
大 成 鉄 工 所

代 表 取 締 役 同Eコ3  宇多 主Eコ主 久

本 社 工 場 枚 方 市 出 [ . ， 3  8  3 電話 (0720)31- 7001- 8  

広島営業所 広島市横川町新町8- 19 ( ライトビル) 電話 (0822)32- 8  8  5  9  

日差 ・冷房 ・空気温湿度調整装置設計施 工

高 砂 鰻 挙 工 業 株 式 盆 粧

大阪支庖 大阪市北区芝 田町55 北阪急、ビル 電話 372 - 2511 ( 代 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 - 2  電 話 255- 8211 ( 代)

様 式 会 絞 息 材 電 機 製 恰 所

取締役社長 副 島 栄 八

本 社 大 阪 市 北 区 河 内 町 2 - 2  8 電話06(358) 635l ( 代表)

工 場 大 阪 府 八 尾 市 佐 堂 町 3 - 3  - 12 電話0729(99)0151(代表)



ｬｱ ｾ 周年
< s > 琴震 立 イヒ 商 曾

取締役社長 佐 fケ 孝 雄

営業品目 2令 H愛55輯生日器・占1-1111<特集昔器
本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 堀 通 2 - 4  7  電 話 541- 9  5  2  1  ( 大代)

照 明 器 具 ・ 電 子 機 器

支 眉 東 京 - 名 古 屋 ・堺 ・神 戸

住 宅 機 器 ・産 業 機 械

笠宮司・電気・クレーン工事 営 業 所 町 田 ， 鹿 島， 四 日 市

工 場 茨 木 ク レ ー ン 工 場

φ  東邦ハ。ーヲイト株五' 会担

取締役社長 キ喬 泰 治

本 社 大 阪 市 東 区 森 之 宮 西 の ' 町 5 9 4 電 話 (941 )9243- 7  ( 代)

.-・・園田・・・』

・ ｭＺｲｾ :t-:;.::1 F "j J - X こ，ES: ，雄武輩社

自動ドアーはニのマーク

取締役社長

下ヶ
J

'ぺ』 義 雄

本 社 〒 550 大 阪 市 西 区 阿 波 堀 通 2 一 7 T E  L  ( 代) 532- 5  8  4  1  

営業所 名古屋・広島・高松・金沢 ・京都 ・神戸/ 和歌山・岐阜・津・富山

主要行[1 di に代J 1P- l，! ; あり

領適ト 内外アスベスト株式会社大阪支庖

保温・保; 令・設計・施工

サーモパネル板による

空調機ケーシング

設計・施工

サーモテックス吹付 l

} 耐火被覆

サ ー モ 耐 火 板 j

大 阪 市 都 島 区 善 源 寺 町 2 丁目 3 番 1 4号

高 松 営 業 所 高 松 市 木 太 町 新 関 2 8 1 3  

本 社 東 京 都 北 区 東 田 端 町 1- 4- 8

支 庖 札 帆 ・ 名 古 屋 ・広 島

電 話 (06) 922- 1  3  7  

電 話 (0878) 62- 8  9  

電 話 (03) 800- 2  1  1  

出 張 所 福 岡 ・ 仙

判

V

6

山

川

{

(

 

守

E

A

吋

a

ム

噌

'

A

. b.  

c l  

@  

ダイヤラス ・鉄 筋 ラ ス ・ 親 子 ラ ス ・ ラ ス シ ー ト ・リ プラス ・溶 接 金 網

中 川 ラ ス 製 作 所

代 表 者 中 J  11 ネ歯 栄

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 3 1  但し十合百貨庖北ノ辻東へ入ル南側

電 話 (271 )  5228- 9 ・(252) 8861- 3  @;  542- 91 

ω  
特許縁。ｾ，，，ｾｾド令食今 ＴＱ［［ お水

西日本アスフアルト事業協同組合

東 京 ・千 代 凹 区 岩 本 町 3 の 11 の 13 田島応用内 T E L代表 (866) 6101 

大 阪 ・ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 の 7 4  T E  L 代表 (441 ) 5951 

名古屋・ T E  L  (571 )  6361 広島 ・T E  L  (21) 0266 福岡. T  E  L  (28)2807 
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お 芸言西原衛生工業所大阪庖

取締役社長
伴

良1)

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 1 1 番 地 近 話 大 阪 ( 458) 代 3 5 3 1 番

。

日 新 エ 材 株 式 会 社

代表取締役 井 場 績

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  7  電 話 ( 541) 3785- 6 ・2721

建設省東計

第 24fr号認可
日本アスフアルト防水工業

協同組合関西支部

大阪市東淀川区瑞光通り 4-30-2 日新工業株式会社大阪支庖内

電 話 ( 329 )  7  7  3  7  - 4  0  

⑥ 

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日本エレベータ工業 K. K.  

代 表 取 締 役 長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 丁 目 天 六 阪 急 ピ ル 電 話 06 ( 351)  4927刊

東京営業所東京都北区凹端町 3 1 1 東京建築興業ピル電話 03 ( 822)  0995刊

工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 丁 目 6 番 地 電 話 06 ( 328)  0363間

社団法人日本サッシ協会関西支部

関 西 支 部 長 福 田 好 雄

大 阪 市 浪 速 区 敷 津 町 3 の 20(建団連会館) T E L  06 ( 641) 5 8 5 9  

本部 東京都港区南青山 5 の11の 2 共同ビル( 南青山 ) T  E  L  03 (409)  1  3  0  8  

@  

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

本 社 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町2 0 - 1 電 話 681 ー 5 1 0 1 - 5

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 3  7  屯 話 352- 3 5 0 1 - 3  

四 日 市 営 業 所 四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 f包 括 53ー 7 4 3 1 - 3

大 津 出 張 所 大 津 市 打 出 浜 1 3  - 1  5  電 話 22- 9  7  3  8  

津 営 業 所 津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 8 - 3 6 1 0
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2  
日 京 建 鉄 職 式

。

=  
社

取締役社長 橋 本 幸 雄

本社・東京支庖 東京都千代 田区大手町 2- 6- 2( 日本ピル) 電話 東京270- 6511 (大代表 )

大 阪 支 腐 大 阪 市 北 区 織 田 町 4 7 番地 (新阪神ピル ) 電話 大阪341- 4331 (代 表)

@  

考える会社

日本熱学工業株式会社

取締役社長 牛 田 正 郎

大 阪 本 社 大 阪 市 北 区 万 オ 町 5 0 番 地 T E L 大代表 (312) 8671 

東 京 本 社 東京都港区芝酋久保桜川町2 第17森ピル T E L 大代表 (501 ) 7631 

<J i t 原 田 今 商 事 株 式 会 社

取締役社長 原 田 守 蔵

本 社 電 話06- 541- 7  4  5  5  ( 代)

水 分 営 業 所 電 話0 6 - 541ー 3 8 4 3 - 4

‘:. 

株式会社 日 士宮 本 社

i - WONARE H融 制

取締役社長 日 垣 ネ圭

本 キ土 大 阪 市 南 区 安 堂 寺 橋 通 2 - 3  電 話 261- 5  0  9  1  

東 大 阪 支 庖 東 大 阪 市 稲 田 1 1 4 1 - 1 電 話 789- 5  4  8  1  

東 京 支 庖 東 京 都 盛 田 区 向 島 3 - 3 5 - 6 電 話 623- 8  3  1  1  

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 西 区 那 古 野 町 3 - 7 電 話 561- 9  4  9  1  

札 幌 営 業 所 札 ! 悦市北 1 2 条 東 5 丁 目 223- 46 電 話 741- 3  1  1  1  

福 岡 営 業 所 福 岡 市 御 供 所 町 2 - 4  2  電 話 2 7 - 1  5  5  1  

回両国

司e 宮

田士 電 業 株 式

取締役社長 田 中

.，d.. 

Z 玄

実

社

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  電 話 ( 541) 0  5  6  4 代表

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

③ 
室 谷 商 事 株 式 会 社

取締役社長 室 谷 山 水

本 社 神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 4 丁 目 電 話078 - 3 3 - 0  8 8 1  

支 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠町 5 0  (堂 ビル ) 電 話0 6 - 364- 2  0  3  1  
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製造⑬発売元

.'.'， ，.. 曽些全企ｾ
ーチー ...L. ラｾ 1河= ェ¥，: zx

代 表 取 締 役 村 田 革丙 二

エ マ J レ リ シ ン プ レ ハ タ イ ル 内 装 材 エ マ ジ A ラ ク エ マ ソ フ ト

エ マ レ ッ ク ス リ シ ン 明 研 リ シ ン エ マ ト y プ エ マ ト ッ プ デ ラ ッ ク ス

エ マ ル ス キ ン 白 地 用 エ 7 / レ エ マ ー ロ ー ル 防 火 レ ッ ク ス

明 石 市 中 谷 町 8 8 8 番 地 電 話 明 石 代 表 ( 913 ) 3456

神 戸 市 垂 水 区 岩 岡 町 野 中 字 福 吉 5 6 4 電 話 o 7  8  0  8  3 1 8  

大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町2丁 目 6 ( 三京ピノレ) 電 話 06 ( 271 )  3967代

東 京 都 盛 田 区 両 国4丁 目 37 13 ( 坂井ピノレ) 電 話 03 ( 634) 1756- 8  

名 古 屋 市 西 区 枇 杷 島 通 4 丁 目 4 7  電 話 052 ( 521 )  6373代

広 島 市 天 満 町 1 1 - 2 3 ( 内藤ビノレ) 電 話 0822 ( 91 )  5  9  2  7  

福 岡 市 博 多 駅 南 2 丁 目 2 - 6  ( 泉ピノレ) 電 話 092 ( 41 )  4  4  2  6  

ネ土イヒ石汗

特 許

本 社

第 二 工 場

大 阪 営 業 所

東 京 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

広 烏 営 業 所

福 岡 営 業 所

明

外 内 装 材

引戸用レール各種

階段スベリ止各種

アルミ窓裕子、手すり

ア ル ミ 脚 立 、 梯 子

アルミスパンドレル

社
ふ
一

A
式株

アルミ押出形材より… アルミ建材製品まで・

安 田

、.

TEL 06 (251)7091附

T  E  L03 (242)1741附

誠

大 阪 市 南 区 末 吉 橋 通 1 - 1  7  

東京都中央区日本橋本町4・3・6 ニ ン ジ ン ビ ル

田安
取締役会長

本 社

東京営業所

T  E  L06 (791)3936附大阪市東住吉区加美絹木町 4 - 97 安田金属工業株式会社ア ル ミ 押 出 工 場

社ネオ建本山時
株式会社

耐 火 挫 材 ・金 属 建 材

土佐

電話 541- 1  8  6  1  - 7  

電話 723- 2  2  7  7  - 8  

武本

大 阪 市 西 区 西 長 堀 南 通 1 - 1  

東 大 阪 市 金 物 町 3 号 1 番

山
代表取締役

社

庖

本

東

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社
⑬ 

通

電話 (06) 381- 9  1  3  1  - 5  

広 島 ・ 福 岡 ・ 仙 台

泰本

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府1-3- 6  

東 京 ・ 名 古 屋

山
取締役社長

本社 ・工 場

営 業 所

ヨパレヂシZ 業株式会社

ウ レ タ ン ・ エ ポ キ シ 系

合 成 ゴ ム 塗 膜 防 水 荷l

一 一責 任 施 工一一一

E 守1冒

F司J t

原取締役社長

モ ル タ ル で 埋 め な い

省 力 化 し た

コ ン ク リ ー ト 型 枠 締付

金 具

｢ｊｉｉｾｉ＠

p- " ' 1 
o  6  (561)6601(代)

052 (911)  6  8  0  1  

電 話

電 話

大阪市浪速区桜川 5 丁目 2 番地の 8 田 坂 ビ ル

名 古 屋 市 北 区 清 水 町 6 の 4

本 社

出張所

翼 建 築 設 計 事 務 所
株式会社

⑧ 

繁

本社・大阪事務所 大阪市西区初1- 130(布亀ビル) T  E  L  06- 441- 2288・9595

京都事務所 京都市下京区五条通室町東入( 木村ビル) T  E  L075-361-8622 

中

白

E日
代表取締役
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賀正

1 9 7 2  

スムイー
タ宅住

、、

ｾｌ＠泰田キ直
代表取締役

、

1 4 4 1 - 3  電 話 06 (231) 4  8  目丁2  1兵北区東市阪大

建 設 産 業 新 聞 ・

刊 建 設 産 業 新 聞 社

村 茂 彦 平締役支社長 山 漫 敏 郎

日

株式

会 社ｾ＠
電話 (231) 8171 (代)

屯話03( 961) 1691(代)

電話078(291)  0541- 2  

電話075( 463) 0 6  8  3  

取締役社長 花

大阪市東区淡路町 1 丁目 14( 八千代ビレ)

東 京 都 板 僑 区 板 橋 町 1 丁目 4 8 ー 8

神 戸 市 立 合 区 八 幡 通 5 丁目 6 - 1  

京 都 市 右 京 区 鳴 滝 本 町 1 1  - 4  

大阪支社

本 社

神戸支局

京都支局

社開新

ヨル

瓦又建刊

大阪で唯一の

株 式 口

会社 1-1 
孟孟

単主

主至. 雄山中
取締役社長

( 東洋ビル)大阪市東区高麗橋 1丁 目3大阪本社 電話 202- 686l ( 代表)

9彰
日刊建設通信関西支社

株式

会社

中田代表取締役会長

郎

(444)  

(502)  

福 田

( 森)

取 締 役 支 社 長

4 4 5  1代表電話8  堀聞J
古

小区西市|阪大

ネ土 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1  本 8  5  8  1 代 表電話1  - 4  

建 築 写 真 の ア プ ロ ー チ か ら フ ィ ニ ッ シ ュ ま で

. カ ラ ー ・ 黒 白 の 35
m
/ mか ら8 " X 10" ま で 掲 影 及 び 仕 上 げ ま で の 行 程 を 自 家 処 理 に よ り 、 安 定 し た 製品 の 提 供 を い た し て お り ま す

Ｎ 建築写真・パースてｾの撒彩から ｦ 上ｉＺＮ ｬｦＮ パネル強り・主主飾 ｭ 大仰し Ｎ ， ｬ￨ 鉢アルバム ・ 峻工ア ｊ レパム・作品集努の編集 ・ 印刷

震 ( 06) 231- 1263 ・1264 ・6791
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信用dち6 flfi !if ど伝統の

7X771LトZ 専 業 大J吉

誓言矢保商由

大阪市北区真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 364・代表 0 2 0 6 - 9

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生一田区北tと狭 j凶 4 - 1  ( 英和ビル)

' ，l L 話神戸 (331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠町50( 堂ピル 5 階 502号室)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神 戸 市 立 合 区 八 幡 通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶縁 工 法 を

前回 ､ ミーｾ古ｾ帯

) 苧 ヲ q イ ト
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 医 銀 座 8 - 4 - 11 'it1話(571)2703- 4・2370・4064 ・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 り 2-3-1 電話 (921) 2  4  9  7  .  (922)  7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 幌 出 張 所 札 帆 市 北 三 条 東 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

|特ず 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N Sライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式
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岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目5番 22号

電 話 ( 981) 0615 - 0618 



電 気 設 備の 頁

本

社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

員奇書. ｾ＠ . I . J L _  

司孟 ヌ工本木王に

代表取締役 山 本 1導 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルデイング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京都市布京区西京極郡ｾ野町 Ｒ J 番地

T E L  代 表 (31 1) 1  1  8  5  

A

Q

E

 

陽

キ土

営 業 所

営 機 所

朝

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

. . と 理 田 会 言 お ← - ' 晶 4 会、

対士t 電 . x ' - 令木エ¥， A  

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2 2  

電 話 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 都 新 宿 区 戸 塚 1 - 9  5 ー 7

電 話 ( 200) 5  9  1  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 悦 ・ 福 岡

旭 川・ 浜 松 ・ 姫 路 ・ 広 島 ・高 松

社

社

東京支社

支 庖

営 業 所

j受

本

会 社

電気設備工事設計施工

電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市京区間施橋五T Ii て八 得J也 ' ，( L話大阪 ( 202) 0325- 9 苦手

本 社 東 京 仰 千 代 悶 区 丙 神 田 1 丁円 4 1ft J也 5 り

支 社 札 眺 ・ 仙 台 ・丸 ノ 内 ・ 名 古 庭 福 岡

出様所J i ! l . 川・ 白 河 ・ 償 浜 ・静岡・T . i 山

東 光
社

電 気 工 事 設 計 施 工

工 事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 福 山 区 上 福 山 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代)

大 阪 市 此 花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

T  E  L  ( 06)  462- 1  3  0  1  (代 )

A

Q

E

 

藤エ太 陽

本

、、

電力工事本部

設 計 ・ 施 工

A

Q

一

A

司'

株

電 気 工 事

ｾ＠

ヌ1中 本

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪市岐点ｼ吐ｾｲＭ 江 東 之 町 三 r 日 . Il 

屯 .tl fj 太田記 (9: ll) 代 点 7 3  4  1  - !'i 

0 3 8 8 ・2 1  9  3  

大阪市hli. 京医n江東之田 f -: T 口. - '，'l i .ili 大阪 (則1) 7(川1

ｾＧｦ ｬｾｗｈｦｬｬ 所市 ｩ ＮｬＱｬ ｬ￯ｩｬｪ ｬｪＩ ηＺＱ 6  () '，[i"川出III，庁 2 26oi .  12.'i !1 

式

信 腎

宅，

社
A

S

A

 

式

英
一
吉

回{

 

業 株

原菜

工

取 締 役 社 長

原栗6詮

本

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東阪急ビル)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 底 東 京 ・名 古 屋 ・舞鶴・大阪南 ・神戸 ・広 島 ・九州|

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 昏 地

官It ! I 舌大阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品 川区西五反閉 6丁 目 25番 11号( 福島ピル)

電 話 東 京 ( 491) 1746 (492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 IIIT 2  3 番 地

包 括 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・和 歌 山 ・名 古 屋

工地

血

(

敏

晶

又事

工=一

担

割

川電

社

会式株

社

怠

本

支

社

林

大 阪 市 北 区制j 笠岡T 5  0  ( 堂ピル 7 階)

屯 ぷ ; w 3  6  7  1  ( ( U 

東 京 都 中 央 区 日 本 儲 箱 崎 町 3 丁目 2 昏地

屯 ぷ ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 4目 倹 原 . !w . 悩 山

夫代 表取締 役

キ土本

庖支

営 業 所

軍事出 張F斤出 張 所

宝 電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 綱 笠 岡T 五 O ( 堂 ピ Jレ三階)

燈 diS (364)  1  4  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区明 石 町 6 ー 2 3  ( 辻孝ピル)

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 減 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市Ｎｾ界市・ 高 槻 市 ・姫路

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

社

電 気 ・ 唖 冷 房 ・ 空 間 工 事 言 問 十 施 工

A

Q

一

AS与

J と
lt  1I 1  取締役社1 l :

社

宇土

本

支

大 阪 市 西 l孟北刷 i L  1-. j凶 1 r  11 6  S  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 古 出 ・ J)..; μ ・h'，'; li 司

社本

営 業所

営業所
市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5  A : 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新検 5 - 3 4 - 6 ｾ目喝ピル Ｕ 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 以35

大阪市・キリ見・? " 白昼・ l叫 1I ､ｩ ・ ｴ ｾｬ ｬｊ . 徳 IIJ

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 fy 男

大 阪 市 北 区 得 ケ 校 田T 5  6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・ 京 昔 日 ・ 草 津 ・ 除 問 ・ 水 島 ・福岡

社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

A

Q

一

A

取締役社長

社 大

東 京 支 1，1:

本
ネ土本

支 底

営業所
所
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冷 暖 房 萱 科 締 サ ッ シ

給排水、衛生水道 s .  環 境 衛 生 施 設

電 気 f 里 主 」 荷役 運 搬 機 械

厨 房 7 ・ ー ー す 化学 鉱 山 機 械

ー “ 且 〒 世 株 式 4 ・Rl n -;;1;' I宝

ニニ宥謂」圃濁号 会社ノ、問x . . . . x . ・' 凪

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支盾長 j賓川幸十郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 宿 東 京 ・ 日 比 谷 三 僧 ピ ル

支 庖 名 古 屋 、 偲 問 、 札 幌 、 広 島 、 仙 台 、 富 山

出 張 所 検 浜 、 金 沢 、 静 岡 、 高 松

空 間 設 備 の 頁

設 計 ・ 施 工

芸喜朗目玉業社

ー一一 一回ーーー』ー一一I

東京都港区芝浜松町 2 - 7 電 話 ( 434) 6171 ( 大代)

大阪市東淀川区加島町 375 電 話 ( 302) 2271 ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

留11 路 ・ 函 館 盛 岡 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

本 社

大阪支社

支 庖

営 業 所

φ  

空気鯛和設備設計施工

衛 生 段 備

側，

三建設備工業株案審社φ ‘  

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 1 0 - 3 0  電 話 ( 922) 6251 ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殻 町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大 代 )

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 検 浜

大原支唐

本 社

支 社

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 知 巳

本 社

支 I苫

営蝶所

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
三 発 空 調

本社本術大阪市 北区 Ｑｾｬ 回町 ＱＶ 需地電 話 ＨＳＶＳＩ 犬代表 ＱＳＷＱ

土 問東京都千代田区神岡小川町 2丁目l 番 地 電話ー ( 292) 代 表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 包 括 ( 47 Ｉ代表 ＴＵｾＵ

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 ( 76 ) 代表3795

';1< 所 名 市 凶 ・ 日 山 ・制 作 ・京r . J 1 . 神 戸 ・ 松 江

設計施工
生

気

水・衛

房 ・ 換

排

冷

給

暖

. 式会社

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー ・25舌神戸 341局5 8 9 2  

株 式

会 社

μ
れ

A 、

Zミ 社業 株 式工須 賀

ＱＺ｜ｾ 何日・空気調和 ｚ 宣備・給排水衛生設備・塗装設備

ー 蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機/ 設計 ・ 製 作 ・ 施 工

建材社

株式

会 社呈zi }苫平
衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

広 一 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・神 戸 ・ 福 岡

出 張 所一 高 松 ・北 九 州

電 話 441- 5171

空 気 調 和

本社・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑥ ( 572)7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑧ (203)3721 代

名 古 屋 支 底 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2 ー13 ⑨ (211)1535 代

出 張 所 = 札 帆・仙 台 ・盟 国・金 沢 ・神 戸

広 品 ・松 山・福 岡 パ ン コ ， ?  

⑧ 
支

営 業 所 一 千 築 ・ 償 j兵 ・ 広 島

水 道 ・ 衛 生 ・ 暖 冷房 ・其{ 也管工事

設 計 並 1 M L  

( 旧斎雌久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5 0 4 1 - 5 番

東 京 本 社 東 京 都 千 代 印 区 大 手 町 2 の 8 番 地 ( 日 本 ピ ル)

1l! J首 東 京 (270) 7  4  1  1  1s: ( 代 表 )

札帆市片岡大通西 Ｔ 丁目付ｬｊ ｾ ｪｬ￮ 鋭ピル Ｇ ＮＧｬｬ ， Ａｬｩ 札 帆ｾＺ， ＷＡＩＶ
金 沢 市 必 l品1 ｾｦ＠ 2  liI' 1  6 り ，世，lli 金. 1: むJl ll74

焔 n  市i 1.卸 事 2  の 1  ・官。I.Tj t';; J-r 砂 l4:16

ｉＺＮＧｾ＠ 怯 rn 2  待 r  9  Ｎ， ＱＱ ， ｬ ｴＮ品位⑪［， Ｑ ｾＵ
1国l 山 市 大 f J t :1 B  0 の 1 .，tl ，lf; 1出l山 211:>486

冷 凍 冷 蔵

⑨ 指 畜 膏2号 機 織 譲 告 往

地 盤 凍 結空 気 調 和

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

キＱｊｾ ＮｩＢ［業所

金甘い・輩 J'庁

悩井瓜護所

ｲ￥ｪｾｾ 出 ､ 長所
! 崎山出張所

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 i.星 湿 度 空 気 欄 和 設 計

大正二年病院臓設備・給排水衛生・水族館設備施工

22 斎 藤 省 三 商 鹿

本 J吉 東京都千代田区丸の内 2 の 4 の 1 丸 ビ ル 6 7  6 号

f!t u舌 212<<廿3751

大同ビル 616号

包 括 44筑間3361

包 括 681<<也1781

阿 千 葉

熊 本

温 湿 度 損 益 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 町 田 町 3 (:) 包 括 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 - 3 - 1(新 東 京 ビ ル )

包 括 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

1ll ｾ舌 Ｈ ＲＱ Ｉ 4  4  9  1  

名 古 屋 市 京 区 点 門 前 町 3 - 6  

11L ｾ丹 Ｈ ＹＷＱ Ｉ 3  6  2  1  

仙 台 支 l苫

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1

京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 48

札 幌 ・ 名 古 屋 ・ 福

宇 都 宮 ・ 横 浜

大阪支唐

京都支庖

支 庖

営 機 所
名 古 屋 支 1苫
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空 間 設 備 の 頁

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

日差・冷房・空気温温度調整装置

設 計 施 工

ふｾ

-← 
釜れｦｩｾ＠高回

掲 額 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

電 磁 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中 iit 南辿4丁目 11

出 渡 所 = 京

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 庖

社本

@  平曲互業株式会社

著書
新日本空調株式会社

、

設計・施工

大 阪 市 北 区 立 白 浜 通 l ー 2 5  ( 新大ビル)

電話 ( 06)  344 - 6  0  3  1  ( 代)

東京都中央区日本締本石町4- 2(三井第二別館)

nL話 ( 03)  279- 5  6  7  1  ( 大代)

名古屋 ・九 州・広島・札純 ・東海村・北陵・大分

阪 支 1古

本社 ・東京支庖

大

T E L  ( 441 )附 1994 . ( 443 )  fイ勺0331 大 阪 市 西 区 江 戸 桐 泊 2 の 2

空気調和・恒温恒湿・冷凍・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

c:=mOD型量コ

@不ニ熱事エ業績ま舎舷
東 洋 熊 工 築 制 邑 式 会 極 大 阪 安 庖

大 阪 市 南 区 11師慶町 2 - 5  0  電話 261- 2436(f¥j 

東京都大8 . l区西馬込 1 - 2 - 1 'rli 話 773- 1231附

銀 座 ・ 浜 松 ・ 京 都 神 戸 ・ 福 岡

本 1吉

東京支庖

営 鎌 所

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

工 業

会 社⑨ 

ネ土

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁目 6 2  電話(443) 代 表8161- 9  

名古島市中村区水主町 1の 1 2  電話( 541) 096以551 )1665 

東 京 都 港 区 赤 坂 2 丁目 3 - 1  2  

赤 坂 ピ ー ク ピ ル 5階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田区北長狭通 7丁目 l の l 電話 (341) 1778 ・4386

A

Q

一

A
式株田山

本 社

支 応

出張所

宇土

大 阪 営 鎌 所

本

四日市営鍵所

大調書出張所

津 営 機 所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 内 1

電話(681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間! 専用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 織 筋 1 - 37(天満織北館)

111昔話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 路 ⑬7431 - 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 電路 0775 ⑫ 9 7 3  8  

m市 栄 町 2 - 1  1  1  包括③ 3 6  1  0  

特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

"1 浮 窯 業 高 怠

( カタ ログ進呈)

サ ン エ ス

5 5 5  

樟宮司

会 枇⑪ 

本 社 大 阪 di 北 1>( ＮＺｾＨ＠ I;h 北 町 1 6  T E L  ( 345) 9055(代 友 )

本田f1:i・1 ; 所大阪 di 点r><: ..f>:田f4- 27首11な ピ ル T E L ( 252)  3  9  0  6  

W; J 付: ，' ，淀川大| 以 di *1.<. 償 制 2 - 3  6  T E L  ( 202)  5  2  6  0  

大 阪 市 凶 区 靭 本 町 2 T  Fl 98苦手J也( 制本町パス[ 亨前)

電 話 大 阪 06 ( 532) 代 o4  6  1  

姫路市北条仁1126 番 地 l 住友生命保険ピ J レ3 階)

屯 話 促 路0972 ( 82)  0  9  9  9  

社

姫 路 営 業 所

--1>: 
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

体 式

会 社

矢 橋- 大 理 石 商 居

大 阪 支 庖

大 阪 市 東 医 同 胞 惜 二丁 目 九 野 村 ビ ル五 階

屯 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4< ) 05  

伯父〉 社 寺 数 奇 屋 周 瓦 大 仏 瓦

‘) 1ム「 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ・ … 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

ｾ、ノ 内 外 装 用 熊 変 美 術 タ イ ル ・一 大 イ ム タ イ ル

新 発 売 ー・・古代土器調高温〆タイル・ー ・・ーー大仏古代タイル

害 ナ 扇 水 浸 入 制 落 防 止

喜二 耐 震 耐 臥

ヮ 安定韓萱主

重瓦

i 抹

霊 会

zz  

ナニワ緩匂 ｾＲ 五

耐 酸

網器、

ポ
I'y 

各 種 局 面 1 ¥

ガラス製品卸問屋 ι W) 長ヲ

セトモノのデパート

顎吉田芳雄商庄客二3

建 築 物 ・船 舶 等 の 造 作 工 事 及 び

室 内 装 飾 工 事 の 設 計 施 工

建 具 、 パ ネ J レ、家具、各種木工品の製作

内外装飾織物、窓、持ト、敷物、壁紙類一 式

( 創業大正 7 年)

⑨二葉屋装備工業株式会社

大阪府知 J4 s ぷ殺録

{ る) 第 I 6  2  I  6 号

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電 話 ・大 阪 ( 371) 3 3 2 1 - 3・3630

. ，司念車内ゴーレックス防水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・大阪市東住吉区駒川町 3 - 5 4  1t Ui5( 702) 代7814- 6  

特約代理底・東 京 ・ 名 古 屋 ・金 沢 ・ 広 島 ・今 治 ・ 福 岡

腐ら ない そして燃えない

法定不燃材 829号

新しい型の

ひふくてっばんカラーオーシマメタルケミ

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 ( 782) 4171代

特許 内外式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

----
ｾ＠ .、・ー

--- 内外建材株式会社
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( 大量自然換気方式)

本 ネ土

大 阪 工 場

京 都 エ 喝

- 、‘

ｾＮＮＮＮ＠ ......，.、

大 阪 市 西 区 江 戸 摘 北 通 1 - 25 ( 相 生 ビ ル )

T  E  L  ( 441 )3983- 5 ・4396

大 阪 市 線 東 区 天 王 国 町 I - 1  4  1  

T  E  L  ( 962 )  1  1  4  9  

京 書 宮 市 東 山 区 山 科 東 野 井 上 町

T  E  L  075 ( 581 )  0  1  2  6  

"  



‘v  

建 材の 頁

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

-・・

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ' ⑮ シ ャ ッ タ ー ・ 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

ス チ ー ル
サ ツ ユノ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ ツ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

IU1「K ミ
雲32 三 高 製 作 所

近代建築の要求する

対馬
特 許 11¥ f 異 武

ステンレス ・アルミニウム

防 火 シ ャ'Y 9-

言1t 言十

製 イ乍

施 工

11¥俣シャ'γ q- 工業株式会本土大阪支庖

ｅ 芸Ｎｾ＿～ＧＩｪ ＪｉＮ
ブ ル ー 7 テ ッ ク ス 防 水 工 事 は ゴ ム 質 エ 7 J レ ジ ョ ン に ポ

ノ レ ト ラ ン ド セ メ ン ト を 混 入 し 糊 状 と な し こ れ に 強 靭

な 合 成 繊 維 の 網 状 ル ー 7 イ ン グ を 数 層 張 り 合 わ せ

防 水 層 を 形 成 す る も の で 極 的 て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す 。

下 地 モ ル タ ル

保護モルタル

ブルーフテック ス4回

ブルーフテックス3回

ビニロ ンク ロース

カレーフテックス 2回

つカレーフテック ス l 固

耐酸工事・防水工事専門庖
耐酸化学工業株式会社

《特 長 》

1) 防 水 性 が 優 秀

2  )接 着 力 が 強 大

3  ) 火 気 を 要 し な い

4 〉耐 摩 耗 性

5 ) 物 理 的 強 度 優 秀

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06)361・0178代
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

z ニ. J t : ; " ; I 医ードは、旭化工板の製品です3

豊 富 な 経 験 と 実 績 が 、 そ の 名 を 不 動 の も の に し ま し た 。

ユ ニ オ ン ボ ー ド と 名 づ け て 19年。

胞 化 仁 板 の ユ ニ オ ン ボ ー ド ・ い ま や 、木 毛 板 ・スレートサンドイ

ツチパネルの 代 名 詞 。 19年 前 に 、 旭 化 仁 板の 技 術 を 結 集 し た サ ン

ドイ y チパネルを、「ユニオンボード」の名で 、 は じ め て 111: に送り

出 し て 以 来、 各分里子で経験と実績をつみ藍ね、他に類をみない 11百

品 質 パ ネ ル と し て 、 ご 好 評 い た だ い て お り ま す 。 い わ ば 、 旭 化 1:

板 は ユ ニ オ ン ボ ー ド の 生 み の 親 。 そ れ だ け に 、 ユ ニ オ ン ボ ー ド の

すべてを知り尽しています。

ホユ ニ オ ンボ ー ド は 旭 化 工 板 の 製 品 で すJ

〈ユニオンボードの特徴〉

・ 耐 火 、 断 熱 、 遮音性にすぐれています。 ・ 現場野積安全養生のためにビニーノレシ

・全 国 を ネ ッ 卜 す る 販 売 ・ 施 工 管 理 体 制 ー ト で 被 覆 し て い ます

a  

- 旭 化 [ 板 の ユ ニ オ ン ボ ー ド の施工には、

そ の 性 能 に 適 合 し た U B コーキ ングを

採用しています。

⑧町田伝製造機罰金本I

車京嘗葉所 東京都台東区新)2-3-5 ( 新彼草野ピ叫 TEL 東京 (0抑制2-9251( 代)

名古屋出強所 名古吊市中区丸ノ伶 18也{ 鳩山) TEL 名古島( 即:)961-5針。

福山出張所 悩山市松浜町l ト4 ( 悩山不動疎ヒ' ル) TEL 悩IJ'(0849，23 -1491 附

鈴 鹿 工 場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1859 TEL 鈴鹿( 節句:)78 1165- 6 

上 野 工 場 上野市山出宇柏ケ坪 l∞の 1 TEL 上野( 侃，952)3-{Y.泌- 6
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ｾコ ｎ･ｭ ・

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

営 業 品 目

• L  A  F  Jf3 リ ミ ッ ト ロ ー ド i進展リ竣

・V A F 形 11]" 変 式 l袖 流 送 風 機

・S AF T f3 ス ト リ ー ム ラ イ ン i送j且リ幾

・C A F 形 述 心 式 的 音 仙 流 送 風 機

(午、F J 午)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

25邑 大 阪 ( 93 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 T 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814) 6  6  5  1  - 3  
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豊かな経験と

最新の技術・. .

東洋シャッター株式会社

本 社 大阪市東区谷町 5 - 30 新野村ピル T E  L  (762) 5861代

本 社 * 京 (543) 2281. 1， ，'i 尾 (331) 6171. 大阪 ( 352) 4571 

営 業 所 術 浜 ・滋 釘 ・ 京 都 ・神 戸 ・ 秘 附 ・他 全 凶 主 要 都 市



建 材 の 頁

Z こ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

施責 任由自色 彩尺 物長

種

C I  

回 目

タ 然 え な い

わ れ な い

腐 ら な い

A  

W ジ ャ ン ポ 波

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

オ て ッ ク ス t皮V i.皮S 大 波S ノj 、t皮波 板 規 格

途用

オリ工 ｾＧｊｾ￟ｾｊｾ 製造株式会祖
大 阪 ( 412) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 (488) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

電 話

電 話

電 話

電 話

電 話

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ル

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 用 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中 級 ピ ル

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 1吉 及 工 場

名 古 屋 支l苫 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

漆

差

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

〉

全国有名建材庖又は当社へ

@  

警 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号f'- 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁 目 2 6 番 地 T E L 大 阪 (672) 1  6  6  1  -

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福 岡 市 上 牟 図 八 回 町 2 6 の 1 T E L 福岡 W )  5  2  2 5 - 6  

-
・
+
'
畠

e

・

・

す

ジ

か

・

・

新

い

す

ジ

・

・

四

香

・

・

七

宝

・

・

錦

紋

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毛見，る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソレJI 〆

q ィ5，z，

コート

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

耐耐

イサ'イ寸i且音水火

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁 目39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541) 5757-

営 業 所 東 京 ・高槻・明石・姫路・四国 ・中国

159 



T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 し ました. グ

圃 主 な 特 長

1. ネ ジ 込 力 を 杭14
J
込 力 に 変 え る の で 完 全 無 振 動 無 騒 背 で す。

2. 制 入 長 さ が 長 〈 安 定 し た 支 持 杭 が 施 工 出 来 ま す 。

3. ス ラ イ ム の 沈 制 は あ り ま せ ん 。

4. 完 全 に 之 持 層 に 岩 治 さ せ る の で 大 き な 支 持 力 が 期 待出 来 ま す。

5. 何 米 で も ヤ 卜 イ 杭 で・ 納 め ら れ 地 下 宅 の あ る 建 築 に 最 適 で す 。

4診〉織或害事主語交霊呈3 こ矛3EF百

. 本 社 人 ー 阪 dj *1>(/: l j9軍備 2 の 20( 内 腿 新 ピ ル ) T E L 人:1仮 (202) 3233( 代 )

. 名 古 屋 支 J苫 才 ＮＢｉｉｊｾＮ､ｪＧｉＧＨ 疋錦 ＡＭＳＭＲＨ 納積ピルＩ

. 福 岡 支 l古 川l判 dj ，; ¥d/. i ! - 15 - 33( 第: 弘i I 場ピル)

. 営 業 所 見! ｾｪＨ 的 ｬ 凋山山 ・ ｬｩＺ 砧熊本 Ｎ t!I!. ｾ＼ＮＡ［Ｎ｜＠ ・ 工 場 大 阪 . :y，市 I- t l _ . 鹿児 1; 品

モルタル・コンクリート用

* マ ノ ー ノ レ 防 水 剤 は セ メ ン トの 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 精 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 搬 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 q及 水性 を 減 少 さ せ ま す 。

事 A E 効 果 に よ り 適畳 の 空 気 を i進 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

* セ メ ン ト と 結合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 村 等 の 腐 蝕 ・l鳶朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ I! .方 温 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

% 2: 2- 1- ( セ メ ン ト 叩11). S ' I"::tI- I "  : 瓢F )

関 東 営 業 所

東 北 営 喋 所

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 肋 材 綜 合 メ ー カ ー

株式ｾＮＮＮ田区 ＱＮＮＮＮＮ ー，・唱 ｲＮＦ

会 社 .......EI... ・_... ・_... ー・.
東 京 都 品 川 区 大 井 1 - 15- 1  哩E 東 京 (774)  4111代 表

茨 滅 県 1: 浦 市 大 田T 1  2 1 3  官量 I:i 甫 ( 2 1 ) 5 1 8 9  

福島県福. r : 1 ! 市 下 野 寺 下 逮 lJ;' i 哩量 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

ご一報次第

盛 岡 営 業 所 岩 手 県 盛 附 市 南 大 通 3 - 1 2 - 5 0 哩E 盛問 (  24 )  0  2  1  3  

大阪営費量所 大 阪 市 * 1，) ( :1' (* ' 1' 本 2 - 17- 26 大 阪
カタログ進呈します

官E (971)  4  7  6  5  
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全く新しい床タイルです

三 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 遣 い ま す。塩 ビ の 他 に 最 近 開 発 さ

れ た 新 しい共 重 合 体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 画 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 した 現 代 模 様。 ピ サ ロ ン の 持 つ

エ ラスチックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

三 星 ピ サ ロ ン は 、材料だけの販売 は い た し ま せ ん。

責 任 施工 の 出 来 る 協 組員 が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

三 星 ピ サ ロ ン の 新 しい色調 、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン に 要 求 さ れ る 個 性 的 な 床 造 り

に は 欠 か せ ま せ ん。東 京 浜 松 町 の 超高 層世 界貿 易

セ ンタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。 と三星 ピサロン と

は そ の 模 様 が フ ラ ン ス の 画家 ピサロのタ ッチ に 似

て い る こ と か ら 、 名 付ーけ ら れ た も の で す 。
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女規 絡= 333. 3 X 333. 3 X  2 弘 9 枚 1 m'

333. 3 X 333 .3  X  3 弘 9 枚 1 m'

女色 数= 18色

ヲh価 絡 = 2' うら厚 品 1，200円 1 m' (300m' 以 上)

3  mlm厚 品 1，800円 1 m' (300m' 以上)

小 部屋 il j 1J t 曽・階段40%高
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